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第１ 計画作成の趣旨と基本的な考え方

１ 南海トラフ地震対策行動計画作成の趣旨

南海トラフ地震対策行動計画（以下「行動計画」という。）は、被害の軽減や地震発生

後の応急対策、速やかな復旧・復興に向けた事前の準備など、県や市町村、事業所をは

じめ県民それぞれの立場で実施すべき具体的な取組をまとめた南海トラフ地震対策の

トータルプランです。

この計画は、「高知県南海トラフ地震による災害に強い地域社会づくり条例」に基づき

作成するもので、「高知県地域防災計画（地震及び津波災害対策編）」や「高知県強靱化

計画」の実行計画となっています。また、本計画では、実施すべき対策を、地震発生直

後の「命を守る」対策、応急期の「（助かった）命をつなぐ」対策、復旧・復興期の「生

活を立ち上げる」対策の３フェーズに分けて、対策の進捗管理を行っています。

平成 23 年３月に発生した東日本大震災では、沿岸部を襲った想定を大きく上回る津

波により、各地に甚大な被害が発生し、多くの尊い命が奪われました。

このため、県ではこの大震災直後から従来の対策の見直しに着手し、「今すぐできるこ

と」として避難場所や避難路の再点検、学校などにおける避難訓練などに取り組むとと

もに、住宅の耐震化に対する支援の拡充などの対策を急ピッチで進めてきました。

また、平成 24 年に国が公表した「南海トラフの巨大地震による地震・津波想定及び被

害想定」を基に、同年 12 月に、より精緻な震度分布・津波浸水予測（以下「高知県版予

測」という。）を作成したほか、翌年には、高知県版予測に基づく人的・物的被害などの

想定も行いました。

この想定と東日本大震災で得られた教訓を基に、対策の抜本強化と加速化を図るため、

従来の計画を見直した「高知県南海トラフ地震対策行動計画（第２期 平成 25 年度～

平成 27年度）」（以下「第２期行動計画」という。）を策定し、避難路や避難場所、津波

避難タワーの整備など、発災直後の「命を守る」対策を最優先に取り組んできました。

平成 28 年３月には、対策が進んだことで新たに見えてきた課題を反映した「南海ト

ラフ地震対策行動計画（第３期 平成 28年度～平成 30 年度）」（以下「第３期行動計画」

という。）を策定し、特に重点的に推進していく対策として、住宅の耐震化をはじめ地域

に支援物資等を届けるためのルート確保など、８つの重点課題を設定し、目標達成に向

け特に加速化を図ってまいりました。

さらに第３期計画期間中に発生した「平成 28年熊本地震」を受け、大きな揺れが繰り

返すというさらに厳しい条件を想定し、すべての対策を確認・検証した結果、学校の体

育館の非構造部材の耐震化や支援物資の輸送対策などを見直しました。

平成 31 年３月には、第３期行動計画の対策を土台として、要配慮者への支援対策の

加速化や臨時情報への対応を新たな重点課題に設定した、「南海トラフ地震対策行動計

画（第４期 2019 年度～2021 年度）」（以下「第４期行動計画」という。）を策定しまし

た。令和２年には、受援態勢の強化を重点課題に加えるとともに、新型コロナウイルス

感染症（COVID-19）の世界的な流行を受け、地震災害時の感染症対応という視点で取組

全般を見直しました。
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これまでの取組により、「命を守る」対策、「命をつなぐ」対策について、「公助」の取

組は大きく進展させることができましたが、死者数を限りなくゼロに近づけるためには

依然として多くの課題があります。特に、津波からの早期避難や家庭における室内の安

全対策、自主防災組織の活動活性化など県民の皆様による「自助」、「共助」の取組は、

まさに「命を守る」対策として欠かせないものであり、防災意識向上に向けた啓発の取

組を積極的かつ戦略的に行う必要があります。

「南海トラフ地震対策行動計画（第５期 令和４年度～令和６年度）」（以下「第５期

行動計画」という。）においては、これまでの取組の成果や課題を分析・評価し総括した

上で、高知県南海トラフ地震対策推進本部アドバイザーの意見を踏まえ、「自助」、「共助」

を推進するための啓発の取組を充実強化するとともに、早期の生活再建及び産業復興に

向けて、「生活を立ち上げる」対策の取組を充実させていきます。

２ 南海トラフ地震対策の方向性

南海トラフ地震対策を進めるにあたっては、次の３つの方向性を持って取組を進めます。

（１）幅を持たせた地震を想定し、対策を実施

東日本大震災では、これまでの想定を大きく上回る地震・津波により想像を絶する

甚大な被害が発生しました。この大震災を踏まえ、国が公表した「最大クラスの地

震・津波」の想定は、現時点の科学的知見に基づき、南海トラフ沿いで起こり得る最

大クラスの地震・津波を想定したものです。決して次に起こる地震・津波を予測した

ものではありませんが、南海トラフ地震対策に取り組む上では、「想定外」をなくすた

め、こうしたことも起こり得るということを念頭に置かなければなりません。

何より尊い人命は、最大クラスの地震・津波でも確実に守ることを目指して、避難

路、避難場所の整備や建築物の耐震化などあらゆる取組を進めます。また、避難所の

確保や仮設住宅の供給体制など助かった命をつなぐための、応急、復旧・復興期の対

策については、発生頻度の高い一定程度の地震・津波も視野に入れ、対策に幅を持た

せることで、あらゆる地震・津波に対応できるよう取り組んでいきます。

（２）「自助」「共助」「公助」が互いに連携し、県全体の防災力を向上

地震・津波対策においては、発災前の予防対策や発災直後の救助・救出活動を担う

応急救助機関等の公助の役割は重要です。一方、阪神・淡路大震災以降、自助・共助

を担う県民や事業者、自主防災組織、ＮＰＯなどの取組が大きな効果を発揮すること

が注目され、また、東日本大震災によってあらためてその重要性が認識されました。

南海トラフ地震による被害を最小限にとどめるためには、県民の皆様が住宅の耐震化

や津波からの迅速な避難など自らの生命を自ら守る「自助」の取組や、地域での支え合

いや助け合い等による「共助」の取組を進めていくことが特に重要です。そのため、行

政としてもその取組をしっかり支援するための対策を強化します。

このような取組を通じて、自助、共助、公助を担う主体がそれぞれの役割を果たしな

がら互いに連携し、県全体の防災力向上に取り組んでいきます。
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（３）多重的な対策を講じることによる早期の復旧・復興

東日本大震災では、設計上想定する規模を大幅に上回る地震・津波が発生したこと

により、津波防波堤などのハード施設が破壊され、多くの命が奪われる甚大な被害が

発生しました。この被害の中には、頑丈な施設を過信して避難が遅れたなどの事例も

あれば、堤防がある程度持ちこたえたことで結果的に避難時間を稼ぐといった効果を

発揮して、被害軽減につながった事例も見受けられました。

こうした事例から、地震・津波の被害を軽減させるハード整備を進めた上で、それ

を過信せず、ソフト対策をしっかり組み合わせていくことが重要であるという教訓が

得られました。

そのため、県では地震・津波の被害を少しでも軽減できるようにハードとソフトを

織り交ぜながら多重的に対策を講じていきます。併せて、被災後、速やかに県民の生

活を再建するため、早期の復旧・復興に向けた事前の対策にも取り組んでいきます。

３ 計画の対象とする地震と被害想定

南海トラフを震源とする南海地震は、これまで概ね 90 年から 150 年ごとに発生し、本

県は繰り返し大きな被害を受けてきました。また、南海トラフでは、南海地震だけではな

く、東海地震や東南海地震なども発生します。その上、過去には何度もこの３つの地震が

連動して発生しており、そのたびに西日本の太平洋側は大きな被害を受けています。

昭和 21 年（1946 年）に発生した昭和南海地震から 75年以上が経過し、国から示された

南海トラフ地震の発生確率※は、今後 30 年以内で 70～80％となっています。

このように周期的に発生し、切迫度が高まっている南海トラフ地震ですが、過去に発生

した地震の規模や発生場所は様々であり、次に起きる地震を特定することはできません。

このため、本県の南海トラフ地震対策は、対策に幅を持たせて万全を期していくために、

規模の異なる２つの地震を想定し、取り組みます。

※『令和４年（２０２２年）１月１日を基準日として算定した地震の発生確率値』

令和４年１月 13 日地震調査研究推進本部地震調査委員会

（１）発生すれば甚大な被害をもたらす最大クラス（Ｌ２）の地震・津波

東日本大震災の発災を受け、平成 24 年８月に国が公表した南海トラフ沿いで発生す

る最大クラスの地震・津波をベースに、最新の地形データや構造物データを反映し、同

年 12 月に、より精緻な震度分布と浸水予測を行っています（高知県版予測）。

本県においては、最大クラスの地震・津波に対して、引き続き高知県版予測を念頭に

対策を進めます。
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ア 地震の揺れの想定

【震度分布図】震度７：26市町村、震度６強：８市町村

【地震継続時間】体に感じる揺れ（震度３相当以上）の継続時間
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イ 津波・浸水の想定

【各市町村の海岸線での最大津波高】

【海岸線への津波（津波高１ｍ）到達時間】

【津波浸水面積】県全体の浸水面積 約 19,000ha（最大重ね合わせ浸水面積）
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ウ 人的・物的被害の想定（平成 25 年５月高知県公表）

人的被害（死者数）が最大となるケースで想定

【死者数】

【負傷者数】

【避難者数】

【全壊建築物数】

【ライフライン被害数（被災直後）】

揺れによる

建物倒壊
がけ崩れ 火災 津波

ブロック塀・自動販売

機

の転倒、屋外落下物

合計

約 5,200 人 約 110 人 約 500 人 約 36,000 人 若干数 約 42,000 人

揺れによる

建物倒壊
がけ崩れ 火災 津波

ブロック塀・自動販売

機の転倒、屋外落下物
合計

約 33,000 人 約 140 人 約 300 人 約 2,900 人 若干数 約 36,000 人

１日後 １週間後 １箇月後

避難所 約 280,000 人 約 243,000 人 約 127,000 人

避難所外 約 158,000 人 約 127,000 人 約 296,000 人

合計 約 438,000 人 約 370,000 人 約 423,000 人

揺れによる

建物被害

火災による

建物焼失

がけ崩れによ

る建物被害

液状化によ

る被害

津波による

建物被害
合計

約 80,000 棟 約 5,500 棟 約 710 棟 約 1,100 棟 約 66,000 棟 約 153,000 棟

上水道 下水道 電力 通信（固定電話） ガス（都市ガス）

約 575,000 人 約 244,000 人 約 521,000 軒 約 217,000 回線 約 28,000 戸

【地震・津波の設定】

・揺れ：高知県の直下で強い揺れが発生するケース

・津波：四国沖で大きな津波が発生するケース

【時間・条件の設定】

・時間帯 ：冬深夜

・住宅の耐震化率：74％

・津波から早期避難率：20％
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（２）発生頻度の高い一定程度（Ｌ１）の地震・津波

本県では、これまで地震・津波対策の基礎資料として、平成 16 年３月にとりまとめた

南海地震が単独で発生した場合の地震・津波予測と被害想定である「第２次高知県地震

対策基礎調査」の結果を用いてきました。

高知県版予測では、この地震・津波予測に最新の地形データや地盤の情報を反映し、

再度試算を行いました。

本県においては、発生頻度の高い一定規模の地震・津波に対して、引き続き高知県版

予測を念頭に対策を進めます。

ア 地震の揺れの想定

【震度分布図】

震度７：３市町、震度６強：15 市町村、震度６弱：10 市町村、震度５強：６町村

【地震継続時間】体に感じる揺れ（震度３相当以上）の継続時間
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イ 津波・浸水の想定

【各市町村の海岸線での最大津波高】

【海岸線への津波（津波高 1ｍ）到達時間】

【津波浸水面積】県全体の浸水面積 約 8,400ha（最大重ね合わせ浸水面積）
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ウ 人的・物的被害の想定（平成 25 年５月高知県公表）

【死者数】

【負傷者数】

【避難者数】

【全壊建築物数】

【ライフライン被害数（被災直後）】

揺れによる

建物倒壊
がけ崩れ 火災 津波

ブロック塀・自動販売

機の転倒、屋外落下物
合計

約 940 人 約 20 人 約 30 人 約 9,900 人 若干数 約 11,000 人

揺れによる

建物倒壊
がけ崩れ 火災 津波

ブロック塀・自動販売

機の転倒、屋外落下物
合計

約 12,000 人 約 30 人 約 90 人 約 2,000 人 若干数 約 14,000 人

１日後 １週間後 １箇月後

避難所 約 120,000 人 約 90,000 人 約 34,000 人

避難所外 約 65,000 人 約 56,000 人 約 79,000 人

合計 約 185,000 人 約 146,000 人 約 113,000 人

揺れによる

建物被害

火災による

建物焼失

がけ崩れによ

る建物被害

液状化による

被害

津波による

建物被害
合計

約 15,000 棟 約 3,000 棟 約 170 棟 約 1,100 棟 約 17,000 棟 約 36,000 棟

上水道 下水道 電力 通信（固定電話）
ガス（都市ガ

ス）

約 439,000 人 約 234,000 人 約 360,000 軒 約 156,000 回線 約 40,000 戸

【地震・津波の設定】

・揺れ：南海地震（M8.4 相当）を想定

・津波：安政南海地震クラスの津波

【時間・条件の設定】

・時間帯 ：冬深夜

・住宅の耐震化率：74％
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４ 第４期行動計画の取組による減災効果

第４期行動計画では、第３期行動計画までの取組を土台として、「命を守る」対策を徹

底し「命をつなぐ」対策を幅広く展開するとともに、「生活を立ち上げる」対策も着実に

推進してきました。その結果、地震対策の１丁目１番地である住宅の耐震化率は 82％か

ら 87％に向上しました。また、揺れが収まった後、津波から早期に避難する意識も啓発

活動に取り組むことで約 73％に向上させることができました。

こうした取組の成果として、発生すれば甚大な被害をもたらす最大クラス（Ｌ２）の

地震・津波に対して第４期行動計画策定当初に想定した死者数 11,000 人は、約 17％減少

の 8,800 人にまで減らすことができました。

これは、東日本大震災後の第２期行動計画策定時に算出した想定死者数 42,000 人か

ら、約 79％減少したことになります。

【住宅の耐震化、津波から早期に避難する意識の向上等による被害軽減効果】

【取組による被害軽減効果】

（１）建物の耐震性の強化

平成 25 年５月

(平成 17 年国勢調査に基づき推計）

平成 31 年３月

(平成 27年国勢調査に基づき推計）

令和４年３月

(令和２年国勢調査に基づき推計）

想定死者数 約 42,000 人 約 11,000 人 約 8,800 人

[住宅耐震化率] 74％ 82％ 87％

[津波早期避難意識率] 20％ 70％ 73％

[津波避難空間整備率] 26％ 99％ 99％
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（２）家具等の転倒防止対策の強化

（３）津波から早期に避難する意識の向上と津波避難空間の確保
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５ 策定方針

第５期行動計画では、これまでの行動計画を土台として、「命を守る」対策に引き続き

最優先に取り組み、助かった「命をつなぐ」対策を着実に実行します。また、「生活を立ち

上げる」対策を充実させ幅広く展開します。そのため、次の方針に基づき、計画の見直し

を行いました。

Ø 第５期計画においては、進捗状況を定量的に評価するための数値目標を設定するな

ど、それぞれの取組について、明確な成果指標を設ける。

Ø これまで重点的に取り組んできた海岸堤防の整備や住宅の耐震化、個別避難計画の

作成、避難所の運営体制の充実などの「命を守る」対策、「命をつなぐ」対策につい

ては、目標達成に向け継続して取組を推進する。

Ø 早期の復旧・復興、生活再建に向けて、復興業務手順の検討や被災者支援体制の構

築など「生活を立ち上げる」対策を充実させる。

Ø 臨時情報への対応や受援態勢の強化など、第４期行動計画から開始、重点的に取り

組んでいる対策については、第５期行動計画で完了させられるよう取組を強化する。

Ø 各種計画やマニュアルの策定、津波避難タワーの整備など、当初の取組が完了した

ものについては、訓練等により検証を行うなど、実効性の確保に取り組む。

Ø 第４期計画の総括により、新たに対策が必要となったものについては、確実に第５

期計画に盛り込む。

６ 取組を検討するうえでの留意事項

行動計画では、地震発生後のタイムラインに沿って、「何が起こるか」という被災シナリ

オを想定し、地震・津波対策に抜け・漏れがないか確認を行いながら対策の洗い出しを行

っています。

第５期行動計画では、すでに取組が進展している「命を守る」対策、「命をつなぐ」対策

についても、過去の大規模災害の教訓を踏まえ、多様な避難者を想定に置くことで、既存

の取組のバージョンアップを図っています。また、「生活を立ち上げる」対策については、

これまでにも各産業分野ごとに早期の復旧・復興に向けた事前対策を講じてきましたが、

復興業務手順書の策定など、次の段階の取組に向けて抜け・漏れがないか確認し、被災シ

ナリオを詳細化しました。

しかしながら、対策の多くは、個々の対策を個別に進めただけでは一連の対策群として

十分に機能することができません。

例えば、物資を集積所から避難所に配送する取組に対して、避難所までの道路は通行できる

のか、配送するトラックは手配できるのか、トラックの燃料は確保できているのか、そして避

難所の受入体制は整っているのか、といった一連の対策群として取り組む必要があります。一

連の対策が１つでも抜けると、物資を避難所に届けることができなくなります。

このように、様々な分野の対策を個々に進めるのではなく、取組が一連の流れの中でどのよ

うな役割を担い、どの取組に繋がっていくのかといった施策の連続性を意識したうえで、関連

する対策と連携しながら進めなければ、目的とする効果が十分発揮できません。
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さらに、県全体では、それぞれの対策が進められているため、一連の対策群として効果的に

機能しているように見えても、地域単位で見ると対策に抜け・漏れがある場合や量的に不十分

な場合には、その地域では対策群としての効果が達成できないということになります。

第５期行動計画では、これらを踏まえ、対策をより具体化させ、実効性を確保するため、

特に次のことに留意し、取組を検討しました。

Ø 取組に抜け・漏れがないように多岐にわたる被害シナリオを想定

Ø 一連の対策群として十分に機能させるため、施策の連続性を意識し取組を検討。ま

た、地域地域で見た場合にも対策の抜け漏れがないかや量的に十分かを検討

Ø 取組目標が量的に十分か判断するため、計画期間中の目標だけでなく、最終達成目

標及び達成予定年度を明記

Ø 訓練等により実効性の確保を徹底

Ø 過去の地震を教訓に、多様な被災者、避難者を想定した取組を追加
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７ 減災目標

第５期行動計画は、想定死者数 8,800 人を基準として、住宅の耐震化率を 91％に、津

波避難空間の整備率を 100％に、津波早期避難意識率を 100％にすることで、死者数を

51％減少させて 4,300 人まで減らすことを目指します。

【住宅の耐震化、津波から早期に避難する意識の向上等による被害軽減効果】

令和４年３月

(令和２年国勢調査に基づき推計）

令和７年３月

(令和２年国勢調査に基づき推計）

想定死者数 約 8,800 人 約 4,300 人

[住宅耐震化率] 87％ 91％

[津波早期避難意識率] 73％ 100％

[津波避難空間整備率] 99％ 100％

津波避難空間整備率：100％
さらに

さらなる取組の拡充

想定死者数：1,400 人

住 宅 耐 震 化 率：100％
津波早期避難率：100％
津波避難空間整備率：100％

死者数を限りなく

ゼロに!!

住宅の耐震化が

100％になると

避難訓練による
避難時間の短縮

急傾斜地崩壊対策

などのハード整備

14



【取組による被害軽減効果】

（１）建物の耐震性の強化

（２）家具等の転倒防止対策の強化
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（３）津波から早期に避難する意識の向上と津波避難空間の確保

※１ 発生すれば甚大な被害をもたらす最大クラス（Ｌ２）の地震・津波における被害を、

平成 17年国勢調査に基づき推計

※２ 倒壊した建物から脱出することができず、津波に巻き込まれる方がいるため、死者が

ゼロとならない
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８ 重点的に取り組む課題

第４期行動計画では、「住宅の安全性の確保」や「避難所の確保と運営体制の充実」、「応

急活動の実効性を高めるための受援態勢の強化」など、各取組の中でも特に積極的に推進

していくべき 11 の重点課題を設定し、取組の加速化を図ってきました。その結果、住宅の

耐震改修件数が大きく伸び、県全体での避難所の確保や運営マニュアルの作成が概ね完了

したほか、外部からの応援を円滑に受け入れるための受援計画や、長期浸水対策における

高知市の救護・救出計画などの応急活動に必要な各種計画の策定が進むなど、「公助」とし

ての地震対策は大きく前進しました。

これらの重点課題の中には、住宅の耐震化や医療救護体制の確立、要配慮者への支援対

策のように、第５期においても最終目標の達成に向けてスピードを緩めることなく取組を

継続していく必要があるものや、広域避難計画の策定や事前復興まちづくり計画策定指針

のように、取組が進んだことにより次の段階に進むべきものがあります。

一方で、津波からの早期避難意識率が伸び悩み、飲料水・食料の備蓄率や南海トラフ地

震臨時情報の認知率が低い水準にとどまっていることから、自助・共助の取組をさらに推

進していく必要があります。

このため、第５期行動計画においては、第４期行動計画の 11の重点課題を再編し、次の

10 の課題に重点的に取り組みます。

■「命を守る」対策

① 住宅の安全性の確保

既存住宅の耐震化については、補助金を事業者が直接受け取る代理受領制度の導入や、

低コスト工法の普及による所有者の負担軽減、戸別訪問の実施による啓発の強化などによ

り、第４期行動計画の目標を達成し、耐震化率は 87％となりました。しかし、いまだに耐

震化が必要な住宅は数多く存在しており、引き続きこれまでの取組を継続していく必要が

あります。

また、家具家電の固定など室内の安全対策については、テレビやラジオなど様々な媒体

を通じて啓発を行いましたが、実施率は約 38％と伸び悩んでいるため、ＶＲを活用した起

震車体験や戸別訪問を含むあらゆる手段で啓発を行い、その必要性や補助制度の周知を徹

底する必要があります。

② 地域地域での津波避難対策の充実

津波避難対策については、避難経路に倒壊の恐れのある老朽住宅やブロック塀があるな

ど、迅速な避難を妨げる危険性の高い避難路が確認されていることから、戸別訪問などに

より所有者へ老朽住宅等の除却やブロック塀対策の啓発を強化してきました。しかし、対

策が必要な箇所は数多く存在しており、引き続きこれまでの取組を継続していく必要があ

ります。

また、液状化被害が避難行動の妨げとなる危険性があることから、「避難路の液状化対策

検討のための手引き」を策定しました。第５期では、液状化により避難速度が低減するこ
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とを踏まえた資機材整備を進めるなど、ソフト対策による実効性の確保に向けた取組を進

める必要があります。

■「命をつなぐ」対策

③ 前方展開型による医療救護体制の確立

発災後の負傷者数は、約 36,000 人が想定されており、医療ニーズが急増する中、医療機

関や医療従事者の被災、ライフラインの断絶などにより医療の供給は急減します。加えて、

道路などのインフラ被害により、負傷者の後方搬送や被災地外からの支援もすぐには望め

ないなど、発災直後は各地で医療資源の絶対的な不足が見込まれるため、引き続き、前方

展開型の医療救護体制の確立に向けて、災害医療・看護・薬事コーディネーター等の育成

や医療従事者を孤立地域等に搬送する仕組みづくりの構築などの取組を強化していく必

要があります。

④ 避難所の確保と運営体制の充実

避難所については、想定される避難所避難者数約 21.7 万人に対し、これまでに約 21.9

万人分を確保しましたが、まだ市町村単位では、不足している地域があり、引き続き、学

校の教室利用や地域集会所の耐震化、民間施設の活用などに取り組むとともに、特に大き

な被害が想定される高知市などについては、周辺市町村の協力を得ながら広域避難所の確

保と運営を進めていく必要があります。

また、地域の方々に避難所の開設や運営を行っていただくためのマニュアルの作成につ

いては、９割以上の避難所で完了し、運営訓練を踏まえた資機材等の整備も着実に進んで

はいるものの、一般の避難所に高齢者や障害のある方々といった要配慮者を受け入れ、支

援することが必要となることから、引き続き運営体制の整備・充実に向け取り組む必要が

あります。

特に、運営マニュアルについては、要配慮者への対応に加え、女性、性的少数者、子供、

子育て世帯等を想定するほか、臨時情報発表時の対応についても想定し、バージョンアッ

プを図る必要があります。

⑤ 地域地域に支援を行き渡らせるための体制の強化

発災直後、できるだけ速やかに県内全域に救助や医療、物資などの支援を行き渡らせる

ためには、道路啓開が完了していること、支援に使用する車両やヘリコプターのほか燃料

が確保されていること、国・県・市町村を通じた物資配送体制が確立していることが必要

です。

応急活動の前提となる道路については、重機や燃料の確保など道路啓開計画の実効性を

向上させる必要があるほか、防災関係機関が道路啓開の状況を共有できる仕組みを構築す

る必要があります。

燃料については、国からのプッシュ型支援が４日目以降に開始される計画となっている

ことから、発災後３日分の応急活動車両やヘリコプター、自家発電設備への燃料を確保す

る必要があります。

物資配送については、県、市町村の物資配送拠点が決定し、物資配送計画の策定が進ん
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だことから、今後は訓練により配送体制の実効性を高めていく必要があります。

⑥ 高知市の長期浸水域内における確実な避難と迅速な救助・救出

高知市の長期浸水対策は、要救助者を早期かつ安全に救出するための、基本的な事項や

救助活動の方法などを「高知市救助救出計画」として高知市がとりまとめました。今後も

引き続き、三重防護の取組や排水機場の耐震化・耐水化などのハード対策を進めていくほ

か、救助救出完了の目標を発災後 10 日以内に短縮し、救助救出に向けた必要な資機材の

確保や人員支援などの協力体制の構築が必要となります。

また、救助救出の際の医療従事者の派遣や救護病院等の連携などの応急救護の方策につ

いても検討が必要です。

さらに、浸水域内で孤立する病院や社会福祉施設等での水、食料、医薬品等の備蓄や津

波避難ビル等の資機材整備などの検討を進めていく必要があります。

⑦ 応急活動の実効性を高めるための受援態勢の強化

過去の大規模災害では、消防や警察、自衛隊などの応援を受け入れるにあたって、県や

市町村の災害対策本部でそれぞれの活動を調整したり情報を共有する仕組みが整備され

ておらずスムーズに活動できない事例が見受けられました。また、調整窓口が定まってい

なかったため、他県からの応援職員をスムーズに受け入れられないといった事例や、大量

の物資を受け入れることを想定した準備ができておらず避難所までスムーズに物資が行

き渡らないという事例も多く見受けられました。

第４期までに、応急対策活動、医療救護活動、物資輸送、災害福祉活動、災害廃棄物処

理、応急仮設住宅建設等、県外からの応援が必要な県の業務に係る全 40 の受援計画と、市

町村の 14 業務について受援計画の策定に着手し、計画策定完了に向けて取組は大きく進

みました。

外部からの応援を効果的に受け入れるためには、第５期においても、市町村と連携して

未策定の計画を確実に策定するとともに、受援計画等をあらかじめ策定するとともに、訓

練等による検証と見直しを重ねることで実効性を確保する必要があります。

■「生活を立ち上げる」対策

⑧ 早期の復旧・復興に向けた取組の強化

精神的・身体的な負担がかかる避難生活から１日も早く日常生活を再建するためには、

住宅の確保、ライフラインの復旧、災害廃棄物の処理体制等の確立が必要となります。

ライフラインの復旧については、第４期までに取り決めた優先復旧すべき重要施設ごと

に、ライフライン事業者の復旧計画を具体化するとともに、応急仮設住宅建設用地や災害

廃棄物仮置場などの応急期の機能については、今後、市町村が策定する事前復興まちづく

り計画などの地域における将来の復興まちづくりの視点を踏まえて、応急期機能配置計画

の見直しの必要性を検討します。

また、応急期における生活再建を完了させ、発災前の水準まで日常生活を回復させるた

めには、復興期に被災者の個別のニーズに応じた生活再建支援を行うとともに、経済の再

興をできる限り早期に進める必要があります。
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被災者の生活再建支援については、過去の大規模災害における事例を参考に、災害ケー

スマネジメント体制の構築に向けて市町村と連携して取組を実施する必要があります。経

済の再興については、これまでにも各種産業における事業者ＢＣＰの策定支援などを行っ

てきましたが、第５期では、そうした事業者の復旧・復興活動を下支えするための県の復

興業務について、発災後を見据えた復興組織体制と復興方針の具体案をあらかじめ作成し、

復興業務手順書を策定しておく必要があります。

■共通課題

⑨ 要配慮者支援対策の着実な推進

過去の大規模地震災害では、高齢者や障害者のある方々が数多く犠牲となりました。こ

うした要配慮者は、発災時の揺れや津波で亡くなるだけでなく、長引く避難生活の中で体

調を崩して犠牲になる方も多く見られます。

このため、要配慮者が安全に避難するための個別避難計画の作成や福祉避難所の確保の

支援、要配慮者への福祉支援を行う災害派遣福祉チーム（ＤＷＡＴ）の発足など、災害時

の要配慮者支援対策に取り組んでいるところですが、令和３年５月の改正災害対策基本法

の施行により市町村の努力義務となった個別避難計画の作成数などが伸び悩んでおり、引

き続き市町村や関係機関と連携し、これまでの取組を強化していく必要があります。

また、人工透析患者や在宅酸素療法患者等への支援については、これまでにも災害時の

継続的な医療ケア提供体制の構築に向けて、市町村との連携促進やＳＣＵ等の資機材整備

を進めてきたところですが、引き続き関係団体とともに、医療従事者、患者の搬送体制の

仕組みづくりや医療品、医療機器等の確保などの取組を推進していく必要があります。

⑩ 啓発の充実強化による自助・共助のさらなる推進

大規模災害においては、県や市町村による公助の取組だけでなく、県民一人ひとりの備

えや地域住民同士の助け合いが大変重要となります。しかしながら、県民の津波からの早

期避難意識率は約70％、家具・家電の固定等の実施率は約38％で伸び悩み、水・食料の３

日分以上の備蓄率は、第４期で向上したものの約36％にとどまるなど、東日本大震災から

10年以上が経過した今、改めて個々人の防災意識を高め、備えを充実させることが求めら

れています。

また、南海トラフを震源とする東海地震・東南海地震・南海地震・日向灘地震は、時間

差で発生する場合など多様な発生ケースが想定されていますが、そのような南海トラフ沿

いで大規模地震が発生する可能性が相対的に高まった場合に発表される臨時情報の認知

率は約 20％と低いため、その周知を強化するとともに、臨時情報が発表された場合の対応

について各事業所で計画を策定しておく必要があります。特に、想定死者数を限りなくゼ

ロに近づけるためには、早期避難意識率を 100％に高めるための取組が求められています。

また、地域防災力の要である自主防災組織については、組織率は県全体で 97.1％まで向

上しましたが、メンバーの固定化・高齢化に加え、コロナ禍によって充分な活動を行うこ

とが難しくなっており、約半数の組織が休止状態となっています。このため、資機材整備

や人材育成に係る支援は継続して行うとともに、第５期では若年層や女性など多様な住民

の参画の推進など、自主防災組織の活動の活性化に向けた取組の強化が必要です。
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９ 計画期間

令和４年度から令和６年度までの３年間を計画期間とします。

10 進捗管理

それぞれの対策について、南海トラフ地震対策の総合的な調整及び施策の円滑な推進を

図るため設置した「南海トラフ地震対策推進本部」の下に置いた「南海トラフ地震対策推

進本部幹事会」（以下「幹事会」という。）において、定期的に進捗管理を行います。また、

その進捗状況を踏まえ必要な対策を行動計画に追加していきます。

また、進捗管理を行うにあたっては、ＰＤＣＡサイクルにより確認を行うことはもちろ

んのこと、「施策間のつながりを明確にする」、「取り組んでいく施策が定量的に十分かど

うかを検証する」、「地域地域が置かれている実情に合わせて市町村や地域の皆様との連携

協調を一層重視する」といった３つの視点を持って常に点検していきます。

さらに様々な課題を解決するためには、課題を定量的・定性的に分析し、数値指標を設

定して、進捗管理を行っていく必要があります。計画期間中の目標どおりに進捗している

取組であっても、最終的な目標値と比べて全く不足しているのであれば、加速化や新たな

対応を検討しなければいけません。

そのため、第５期行動計画では、取組が必要な全体量を明らかにし、期間中の目標設定

が適切なのかを判断するため、計画期間以降の最終達成目標及び達成予定年度を可能な限

り記載しています。

しかし、各取組の中には、住宅の耐震化や避難所の確保など、定量的な分析に基づく数

値目標を設定し、少しでも早く達成率 100％を目指すべき取組もあれば、訓練など、同様

の取組を継続的に実施していくことが求められ、達成率では表現できない取組もあります。

そこで、第５期行動計画では、目標の種別や最終目標の達成見通しに応じて次の２つの

タイプによって取組を分類し、タイプに合わせた進捗管理を実施していきます。進捗管理

にあたっては、幹事会において、取組ごとに目標に対する実績の到達率に応じた５段階評

価を行うことで、進捗状況を可視化します。

【目標種別に応じた取組タイプ】

・タイプⅠ：定量目標に基づき、進捗管理を行う取組。特に、県が実施主体となる取組

については、可能な限り成果指標による目標を設定

・タイプⅡ：取組の性質上、定量目標の設定にはなじまず、定性的な目標設定に基づき

進捗管理を行う業務

・タイプⅢ：継続的に実施する取組のうち、すでに一定の目標を達した上で定期的な維

持管理を行う取組や確立された手法に基づき定型業務を行う取組など、幹

事会による進捗管理を要しない取組

【最終目標の達成見通しに応じた取組タイプ】

・タイプＡ：最終目標において具体的な達成予定年度が設定できる取組

・タイプＢ：最終目標の設定はできるが、外的要素（国の事業計画や事業者の意向など）

により目標達成予定年度が予測できない取組又は継続的に実施する取組
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第２ 具体的な取組

１ 想定される被災シナリオに応じた対策

本計画では地震・津波対策に抜け落ちがないように時系列的に多岐にわたる被害シナリオ

を想定し、それに応じた対策を進めることとしています。

また、揺れや津波等による様々な事象や様相をあらかじめ想定することで、事前の対策が

有効であるかを確認でき、防災・減災対策を進めるための県民の理解を深めていくことがで

きます。

（１）南海トラフ地震臨時情報が発表される

南海トラフ沿いで異常な現象が発生し、南海トラフ地震の発生確率が相対的に高まったと

判断された場合、気象庁から臨時情報が発表されます。

臨時情報を生かし、適切な防災対応を行えば、多くの人命を守ることができます。

（２）地震発生から概ね１日以内

地震の発生により建物等の倒壊や火災の発生が予想されます。また、沿岸部では津波によ

る被害も想定されます。まずは、これらの事象から県民を守るための対策が中心となります。

何が起こるか

【事象や様相】

(その時に)何をすべきか

【課題】

事前に何ができるか

【事前対策】
行動計画の対応

南海トラフ地震臨時情報

が発表される

臨時情報の発表を県民が

適切に受けとめる

臨時情報についての理解

を深める啓発

2-28 臨時情報が発表された場合に備

えた対策

避難が必要な方は避難す

る

県・市町村地域防災計画

等の見直し

2-28 臨時情報が発表された場合に備

えた対策

避難所運営マニュアルの

見直し

3-19 避難体制づくりの推進

個別避難計画の作成 2-12 津波からの避難対策の推進

福祉避難所の確保 3-23 要配慮者の避難対策の促進

企業等は臨時情報に適切

に対応する

地域津波避難計画の見直

し

2-28 臨時情報が発表された場合に備

えた対策

対策計画の見直し 2-28 臨時情報が発表された場合に備

えた対策

何が起こるか

【事象や様相】

(その時に)何をすべきか

【課題】

事前に何ができるか

【事前対策】
行動計画の対応

強い揺れが発生する 地震の発生を知る 早期検知、伝達体制の構

築

2-2 地域の防災体制の強化

自らが身を守る 県民への啓発 1-1 県民への情報提供、啓発の促進

（建物が倒壊し、被災する）建物倒壊を防ぐ 住宅の耐震化 2-5 住宅の耐震化の促進

庁舎の耐震化 2-6 県・市町村有建築物の耐震化の

推進
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何が起こるか

【事象や様相】

(その時に)何をすべきか

【課題】

事前に何ができるか

【事前対策】
行動計画の対応

学校施設、幼保施設の耐

震化

2-7 学校等の耐震化の促進

医療施設、社会福祉施設

の耐震化

2-8 医療施設・社会福祉施設の耐震

化の促進

事業者施設の耐震化 2-9 事業者施設等の耐震化の促進

（室内の転倒落下物で被

災する）

室内の安全を確保する 家庭における室内安全対

策

2-11 室内の安全対策の促進

学校施設における室内安

全対策

2-11 室内の安全対策の促進

幼保施設における室内安

全対策

2-11 室内の安全対策の促進

（ブロック塀など屋外設

備等の転倒落下で被災す

る）

自らが危険なものから離

れる

県民への啓発 1-1 県民への情報提供、啓発の促進

屋外設備等の転倒落下を

防ぐ

住宅のブロック塀対策 2-10 ブロック塀対策の促進

保育所・幼稚園のブロッ

ク塀対策

2-10 ブロック塀対策の促進

市町村立小中学校のブロ

ック塀対策

2-10 ブロック塀対策の促進

私立学校のブロック塀対策 2-10 ブロック塀対策の促進

県立学校のブロック塀対策 2-10 ブロック塀対策の促進

揺れにより土砂災害、水

害（ダム、ため池決壊等）

が発生する

危険な区域を知る 土砂災害のおそれのある

箇所の周知

2-23 土砂災害対策

発災を未然に防ぐ 土砂災害対策の推進 2-23 土砂災害対策

ダムの耐震化 - 再生計画により対応中

ため池の耐震化 2-25 ため池の地震対策

安全な場所に避難する 学習会、避難訓練の実施 2-23 土砂災害対策

（土砂ダムが発生する） 安全な場所に避難する 学習会、避難訓練の実施 2-23 土砂災害対策

（孤立集落が発生する） 連絡手段を確保する 連絡手段の整備 3-16 孤立対策の促進

早期に道路を啓開する 早期啓開体制の構築 3-1 陸上における緊急輸送の確保

液状化や地盤沈下が発生

する

被災を防ぐ 堤防等の液状化対策や排

水機能を整備

2-16 海岸等の地震・津波対策の推進

2-17 河川等における津波浸水対策の

推進

（道路が被災し避難でき

ない）

複数の避難路を確保する 避難訓練の実施 1-2 県民の防災教育、訓練

対策優先路の検討や避難

可否の判断、液状化対策

の検討

2-14 避難路・避難場所の安全確保

大きな津波が発生する 事前に避難する 高台移転を検討 2-20 高台移転に向けた取組

津波の発生を知る 早期検知、伝達体制の構

築

- 第４期完了

自らが率先して避難する 県民への啓発 1-1 県民への情報提供、啓発の促進

避難路・避難場所を確保

する

避難路・避難場所の整備 2-13 津波避難路・避難場所の整備

（観光客など地理に不案

内な人は避難場所が分か

らない）

適切な避難場所に誘導す

る

旅館ホテルなどの避難誘

導計画の策定

2-12 津波からの避難対策の促進

観光地に誘導看板を設置 - 第３期完了

23



何が起こるか

【事象や様相】

(その時に)何をすべきか

【課題】

事前に何ができるか

【事前対策】
行動計画の対応

観光ガイド団体による避

難訓練の実施

2-12 津波からの避難対策の推進

（避難路が閉塞する） 避難路の安全を確保する 対策の必要性の啓発 1-1 県民への情報提供、啓発の促進

現地点検の実施 - 第３期完了

ブロック塀の撤去、整備 2-10 ブロック塀対策の促進

避難路の安全確保対策の

実施

2-14 避難路・避難場所の安全確保

（避難場所が被災して使

えない）

避難場所の安全を確保す

る

避難場所の整備 2-13 津波避難路・避難場所の整備

（避難が間に合わない） 津波を防ぎ避難時間を確

保する

防波堤の整備・改良（港湾） 2-15 重要港湾の防波堤等の整備

堤防の耐震化（海岸） 2-16 海岸等の地震・津波対策の推進

堤防の耐震化（河川） 2-17 河川等における津波浸水対策の

推進

排水機場の耐震化 2-17 河川等における津波浸水対策の

推進

陸こう等を常時閉鎖 2-18 陸こう等の常時閉鎖の促進

（海上航行中の船舶が被

災する）

海上航行中の船舶が適切

な避難行動をとる

漁業従事者等への啓発 2-12 津波からの避難対策の促進

（漂流物による被害が発

生する）

漂流物等の流出を防ぐ 流出防止対策 2-19 津波による漂流物対策の推進

（津波火災が発生する） 石油・ガス等を流出させ

ない

石油・ガス等の流出防止

対策

2-22 燃料タンク等の安全対策の推進

火災が発生する 出火、延焼を防ぐ 出火、延焼防止対策 2-21 市街地における火災対策

早期に消火する 消防団の育成 1-4 防災人材の育成

資機材の整備 3-5 応急対策活動体制の整備（消防、

警察）

安全な場所に避難する 火災からの避難訓練の実

施

2-21 市街地における火災対策

初動対応が遅れる 迅速に初動体制を整える 迅速な災害対策本部・支

部設置体制の構築

- 南海トラフ地震応急対策活動要

領により対応

- 災害対策本部事務局運営マニュ

アルにより対応

応急対策活動要領に基づ

く所属毎のマニュアル作

成

3-4 応急対策活動体制の整備

迅速な保健医療調整本

部・支部設置体制の構築

- 医療救護計画により対応

要救助者が多数発生する 早期に救助救出する（近

隣住民など地域の方）

県民への啓発 1-1 県民への情報提供、啓発の促進

地域の防災力の向上 1-3 自主防災組織の活性化

1-4 防災人材の育成

早期に救助救出する（応

急活動機関）

防災体制の強化 2-1 地域の防災体制の強化

応急活動体制の構築 3-4 応急対策活動体制の整備

活動拠点の整備 3-8 総合防災拠点の整備

地域地域で負傷者が多数

発生する

医療機関の被災を防ぎ機

能を維持する

医療施設のＢＣＰ策定、

資機材整備

2-3 医療機関の防災対策
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何が起こるか

【事象や様相】

(その時に)何をすべきか

【課題】

事前に何ができるか

【事前対策】
行動計画の対応

負傷者の応急手当をする 応急手当を県民に普及 3-18 災害時の医療救護体制の整備

負傷者を治療する 医療救護体制の構築 3-18 災害時の医療救護体制の整備

（負傷者が医療機関に殺

到する）

負傷者の受け入れ体制を

整える

負傷者受け入れ体制の構

築

3-18 災害時の医療救護体制の整備

被災者が多数発生する 避難所を開設する 避難所の確保 3-19 避難体制づくりの促進

避難所運営マニュアルの

整備

3-19 避難体制づくりの促進

（帰宅困難者が多数発生

し、避難所の想定人数を

超える避難者が殺到す

る）

帰宅困難者の一時滞在施

設を開設する

想定帰宅困難者数の算出 3-19 避難体制づくりの促進

一時滞在施設の確保（避

難所の拡充）

3-19 避難体制づくりの促進

帰宅の支援 3-1 陸上における緊急輸送の確保

要配慮者が被災する 浸水区域外で生活する 高台移転を検討 2-21 高台移転に向けた取組

（津波から逃げ遅れる） 要配慮者の避難を支援する 個別避難計画の作成 2-13 津波からの避難対策の促進

学校等施設での避難の実

効性の確保

2-3 学校等の防災対策

病院施設での避難の実効

性の確保

2-4 医療機関の防災対策

社会福祉施設での避難の

実効性の確保

2-5 社会福祉施設の防災対策

（避難所にたどりつく） 要配慮者の避難先を確保

する

避難所の確保 3-20 避難体制づくりの促進

福祉避難所の確保 3-24 要配慮者の避難対策の促進

社会福祉施設における避

難スペースの整備

3-24 要配慮者の避難対策の促進

一般の避難所における要

配慮者対応の充実

3-24 要配慮者の避難対策の促進

要配慮者の受入先の人員

を確保する

応援職員等の受援体制の

構築

3-24 要配慮者の避難対策の促進

（重点継続要医療者が被

災し、治療が中断する）

自ら（家族を含む）が初

期対応を行う

重点継続要医療者自身へ

の啓発

3-25 要配慮者の支援体制の整備

速やかに患者を救護し、

搬送する

要継続医療患者救護体制

の構築

- 重点継続要医療者支援マニュア

ルにより対応

3-25 要配慮者の支援体制の整備

道路交通網が混乱、途絶

する

道路の被災を防ぐ 道路の防災対策 3-1 陸上における緊急輸送の確保

早期に啓開する 早期啓開体制の構築 3-1 陸上における緊急輸送の確保

（孤立情報の把握に時間

を要する）

孤立情報を関係機関と迅

速に共有する

道路啓開情報を共有する

ためのシステムの構築

3-1 陸上における緊急輸送の確保

（大規模な交通渋滞が発

生する）

緊急輸送路を確保する 緊急輸送路の確保 3-1 陸上における緊急輸送の確保

海路が寸断される 港湾、漁港施設の被災を

防ぐ

港湾施設等の耐震化 3-2 海上における緊急輸送の確保

早期に啓開する 早期啓開体制の構築 3-2 海上における緊急輸送の確保

ライフラインが停止する ライフライン施設の被災

を防ぐ

ライフライン施設の防災

対策

3-13 ライフライン対策
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（３）地震発生から概ね３日以内

建物等の倒壊、火災、津波等から県民を救助する活動と、被災地域内での負傷者等への医

療救護活動とともに、県外からの支援を受け入れるための対策が中心となります。

何が起こるか

【事象や様相】

(その時に)何をすべきか

【課題】

事前に何ができるか

【事前対策】
行動計画の対応

早期復旧する 早期復旧体制の構築 3-13 ライフライン対策

何が起こるか

【事象や様相】

(その時に)何をすべきか

【課題】

事前に何ができるか

【事前対策】
行動計画の対応

救助救出活動が本格化す

る

応急活動拠点を確保する 機能配置を事前に検討 3-4 応急対策活動体制の整備

代替手段の確保 3-13 ライフライン対策

応急活動拠点を整備 3-8 総合防災拠点の整備

応急活動体制を整える 応急活動体制の構築 2-1 地域の防災体制の強化

（停電が続く） 自家発電機で電力を確保

する

自家発電機の整備（応急

活動拠点）

3-14 燃料確保対策の推進（備蓄）

3-4 応急対策活動体制の整備

3-7 市町村の業務継続体制の確保

自家発電機の整備（病院） 2-4 医療機関の防災対策

ヘリ運航体制の構築 3-10 ヘリ運航体制の整備

県外等からの応急救助機

関を受け入れる

受援体制の整備 3-9 県外からの応急救助機関の受入

体制の整備

燃料の備蓄 3-14 燃料確保対策の推進（備蓄）

- 応急救助機関受援計画で対応

- 航空部隊受援計画で対応

（断水が発生する） 備蓄した水等を供給する 水の備蓄、浄水装置の整

備

3-21 避難者等のための食料・飲料水

等の備蓄の推進

（負傷者が多数救助され

る）

医療救護体制を整える 医療救護体制の構築 3-18 災害時の医療救護体制の整備

ＤＭＡＴなど医療救護チ

ームを受け入れる

医療救護チーム受援体制

の構築

3-18 災害時の医療救護体制の整備

水道施設の被害状況を把

握する

応急給水活動体制の構築 3-13 ライフライン対策

- 災害時医療救護計画で対応

医療従事者を地域に搬送

する

3-18 災害時の医療救護体制の整備

文化財が被災する 文化財の被災を防ぐ 文化財の防災対策 2-27 文化財の耐震化の促進

重傷者を搬送する 広域搬送体制の構築 3-18 災害時の医療救護体制の整備

応急活動（救助救出以外）

が本格化する

応急活動拠点を確保する 機能配置を事前に検討 3-4 応急対策活動体制の整備

ニーズに合った防災製品

が無い

ニーズの合った防災製品

を供給する

防災製品の開発促進 2-28 防災関連製品開発支援、導入促

進

応急活動拠点を整備 3-8 総合防災拠点の整備

応急活動体制を整える 応急活動体制の構築 2-1 地域の防災体制の強化

3-4 応急対策活動体制の整備

応急対策活動要領に基づ

く所属毎のマニュアル作

成

3-4 応急対策活動体制の整備
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何が起こるか

【事象や様相】

(その時に)何をすべきか

【課題】

事前に何ができるか

【事前対策】
行動計画の対応

県外等からの応援を受け

入れる体制を整える

受援体制の構築 3-9 県外からの応急救助機関の受入

体制の整備

応急対策活動要領に基づ

く所属毎のマニュアル作

成

3-4 応急対策活動体制の整備

市町村へ職員を派遣する 応援職員派遣体制の構築 - (県)職員派遣手順書により対応

（応急活動従事者の食

料・休養スペースが不足

する）

食料を確保する 職員用食料の備蓄 3-11 応急活動のための食料・飲料水

等の備蓄の促進

休養スペースを確保する 職員用休養スペースの確

保

3-4 応急対策活動体制の整備

毛布等、職員用防寒具の

備蓄

3-4 応急対策活動体制の整備

遺体が発生する 迅速に遺体の処置を行う 迅速な遺体処置体制の構

築

3-17 遺体対策の推進

水、食料などが不足する 備蓄物資を供給する 1-1 県民への情報提供、啓発の促進

物資の備蓄 3-20 避難者等のための食料・飲料水

等の備蓄の推進

物資配送体制を整える 物資配送体制の構築 3-3 物資配送体制の構築

流通備蓄を活用する 流通備蓄活用の事前準備 - 個別協定により対応

（被災者の服用薬が不足

する）

医薬品を提供する 医薬品の備蓄 3-18 災害時の医療救護体制の整備

（プッシュ型支援対象品

目（水、食料、毛布等）

以外の物資の要望があが

る）

要望のある物資を供給す

る

物資配送体制の構築 3-3 物資配送体制の構築

トイレが使用できない 簡易トイレを使用する 簡易トイレの備蓄 3-20 避難者等のための食料・飲料水

等の備蓄の推進

仮設トイレを確保する 仮設トイレ業者との協定

締結

3-19 避難体制づくりの促進

仮設トイレ設置計画の策

定

3-19 避難体制づくりの促進

し尿処理体制を整える し尿処理計画の策定 3-19 避難体制づくりの促進

下水道を早期に復旧する 下水道の耐震化 3-12 ライフライン対策

早期復旧体制の構築 3-12 ライフライン対策

燃料が不足する 備蓄燃料を使用する 県民への燃料備蓄の啓発 3-13 燃料確保対策の推進（備蓄）

3-15 燃料確保対策の推進（横断的・総

合的対策）

応急対策活動のための燃

料備蓄

3-13 燃料確保対策の推進（備蓄）

重要施設の燃料備蓄 3-13 燃料確保対策の推進（備蓄）

3-15 燃料確保対策の推進（横断的・総

合的対策）

被災者が避難所へ移動す

る

避難所を開設する 避難所の確保 3-19 避難体制づくりの促進

避難所運営を円滑に行う 避難生活がどのような状

況になるか啓発

1-1 県民への情報提供、啓発の促進

1-2 県民の防災教育、訓練
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何が起こるか

【事象や様相】

(その時に)何をすべきか

【課題】

事前に何ができるか

【事前対策】
行動計画の対応

1-3 自主防災組織の活性化

ＤＷＡＴ受援体制の構築 3-23 要配慮者の避難対策の促進

避難所運営マニュアルの

整備

3-19 避難体制づくりの促進

（女性や性的少数者、子

ども（子育て世帯）が困

難を強いられる）

多様な避難者が一緒に避

難生活を送ることで起こ

りうる問題を予防・解消

する、避難所におけるＤ

Ｖ等の暴力の予防を図る

避難所で起こりうる問題

の啓発

1-1 県民への情報提供、啓発の促進

1-4 防災人材の育成

避難所運営方法の見直し 3-19 避難体制づくりの促進

備蓄・物資供給の見直し 3-20 避難者等のための食料・飲料水

等の備蓄の推進

相談・支援制度の構築 - 南海トラフ地震応急対策活動要

領により対応

子ども・子育て世帯のケ

アをする

避難所運営方法の見直し 3-19 避難体制づくりの促進

備蓄・物資供給の見直し 3-20 避難者等のための食料・飲料水

等の備蓄の推進

（環境悪化により疫病や

感染症が発生する）

衛生状態を確保する 衛生環境に配慮した避難

所運営マニュアルを整備

3-19 避難体制づくりの促進

避難所へ資機材整備 3-19 避難体制づくりの促進

保健衛生活動体制の構築 3-21 保健衛生活動の促進

避難所以外で避難生活を

おくる

避難所を周知する 県民への啓発 1-1 県民への情報提供、啓発の促進

避難所運営訓練の実施 3-19 避難体制づくりの促進

要配慮者が避難生活をお

くる

避難先を確保する 避難所の確保 3-19 避難体制づくりの促進

福祉避難所の確保 3-23 要配慮者の避難対策の促進

社会福祉施設における避

難スペースの整備

3-23 要配慮者の避難対策の促進

要配慮者に配慮した避難

所運営を行う

避難所運営マニュアルの

整備

3-19 避難体制づくりの促進

(要継続医療患者が避難

生活をおくる）

重点継続要医療者の治療

継続を支援する

要継続医療患者支援体制

の構築

- 重点継続要医療者支援マニュア

ルにより対応

3-24 要配慮者の支援体制の整備

腹膜透析患者が避難所等

で腹膜透析ができるよう

支援する

避難所において透析機材

を備蓄

- 各市町村、施設管理者と個別協

議により対応

ＨＯＴステーションを福

祉避難所等に開設する

ＨＯＴステーション設置

場所の検討

3-24 要配慮者の支援体制の整備

（要継続医療患者が避難

所等に移動できない）

在宅療養が可能であれ

ば、在宅療養生活を支援

する

在宅療養生活支援方法の

検討

- 重点継続要医療者支援マニュア

ルにより対応

受入医療機関を確保し、

搬送する

要継続医療患者搬送体制

の構築

- 重点継続要医療者支援マニュア

ルにより対応

3-24 要配慮者の支援体制の整備

（県内の医療機関で重点

継続要医療者に対応がで

きなくなる）

県外の受入先医療機関を

確保する

県外病院との事前調整 3-24 要配慮者の支援体制の整備

患者を県外に搬送する 要継続医療患者搬送体制

の構築

- 重点継続要医療者支援マニュア

ルにより対応
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何が起こるか

【事象や様相】

(その時に)何をすべきか

【課題】

事前に何ができるか

【事前対策】
行動計画の対応

3-24 要配慮者の支援体制の整備

交通網の寸断が続く 緊急輸送路を被災させな

い

緊急輸送路の防災対策 3-1 陸上における緊急輸送の確保

3-2 海上における緊急輸送の確保

緊急輸送路を啓開する 啓開活動体制の構築 3-1 陸上における緊急輸送の確保

（交通網が混乱し移動で

きない）

緊急通行車両の指定を円

滑に行う

緊急通行車両の確認手続

きのルール化

3-4 応急対策活動体制の整備

安全で円滑な交通を確保

する

交通対策訓練の実施 3-1 陸上における緊急輸送の確保

災害廃棄物（がれき）が

大量発生する

円滑な救助活動のために

災害廃棄物を移動する

廃棄物処理手順の整理 4-9 災害廃棄物（がれき）の処理

ライフラインの停止が続

く

早期に応急復旧する 早期復旧体制の構築 3-12 ライフライン対策

代替手段を確保する 代替手段の整備 3-12 ライフライン対策

（停電が続く） 自家発電機で電力を確保

する

自家発電機の整備（応急

活動拠点）

3-13 燃料確保対策の推進（備蓄）

自家発電機の整備（病

院）

2-3 医療機関の防災対策

燃料の備蓄 3-13 燃料確保対策の推進（備蓄）

病院など重要施設を優先

的に復旧する

早期復旧体制の構築 3-12 ライフライン対策

（断水が続く） 備蓄した水を供給する 水の備蓄 3-19 避難者等のための食料・飲料水

等の備蓄の推進

病院など重要施設に応急

給水を実施する

応急給水体制の早期構築 3-12 ライフライン対策

応急給水活動を実施する 応急給水体制の早期構築 3-12 ライフライン対策

集落の孤立が続く 道路の被災を防ぐ 道路の防災対策 3-1 陸上における緊急輸送の確保

早期に道路を啓開する 早期啓開体制の構築 3-1 陸上における緊急輸送の確保

連絡手段を確保する 連絡手段の整備 3-16 孤立対策の促進

要救助者を救出する 救出手段の確保 3-10 ヘリ運航体制の整備

救出を待つ 水や食料の備蓄 3-20 避難者等のための食料・飲料水

等の備蓄の推進

物資輸送手段を確保する 陸路での輸送手段を確保 3-1 陸上における緊急輸送の確保

空路での輸送手段の確保 3-10 ヘリ運航体制の整備

浸水により避難ビル等で

孤立する

迅速に救助・救出する 短時間で救出する体制の

構築

3-4 応急対策活動体制の整備

3-5 応急対策活動体制の整備（消防、

警察）

3-10 ヘリ運航体制の整備

避難ビル等で一定期間過

ごす

避難ビル等への備蓄や資

機材の整備

2-14 避難路・避難場所の安全確保

正確な情報が被災者に届

かない

正確な情報を迅速に提供

する

情報の伝達体制の整備 3-6 情報の収集・伝達体制の整備

要配慮者へ情報を伝達す

る手段の確保

3-24 要配慮者の支援体制の整備

治安が悪化する 警ら活動を行う 警ら活動実施体制の構築 - 通常業務の中で活動を実施

ボランティアが集まりは

じめる

受け入れ体制を整える ボランティアセンター運

営体制の強化

3-26 災害ボランティア活動の体制整

備等
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何が起こるか

【事象や様相】

(その時に)何をすべきか

【課題】

事前に何ができるか

【事前対策】
行動計画の対応

大きな揺れに繰り返し襲

われる

情報を迅速に周知する 迅速な情報周知手段の整備 2-1 地域の防災体制の強化

自らが身を守る 大きな揺れが繰り返す可

能性があることを啓発

1-1 県民への情報提供、啓発の促進

県民や観光客等の安全を

確保する

学校施設（避難所）の防

災対策

2-2 学校等の防災対策

2-7 学校等の耐震化の促進

2-11 室内の安全対策の促進

住宅の耐震化 2-5 住宅の耐震化の促進

文化財、観光施設の防災

対策

2-26 文化財の耐震化の促進

迅速な避難体制の構築 2-12 津波からの避難対策の促進

3-19 避難体制づくりの促進

(救助・救出活動が遅れ

る）

応急活動従事者の安全を

確保し、迅速に救助・救

出する

建築物の耐震化 2-5 住宅の耐震化の促進

2-6 県・市町村有建築物の耐震化の

推進

2-2 学校等の防災対策

2-3 医療機関の防災対策

2-4 社会福祉施設の防災対策

2-9 事業者施設等の耐震化の促進

資機材を整備 3-5 応急対策活動体制の整備（消防、

警察）

（道路啓開が遅れ、外部

からの物資輸送が遅れ

る）

備蓄物資を供給する 備蓄の必要性の啓発 1-1 県民への情報提供、啓発の促進

備蓄の増強 3-11 応急活動のための食料・飲料水

等の備蓄の促進

3-20 避難者等のための食料・飲料水

等の備蓄の推進

滞りなく物資を供給する 啓開活動体制の構築 3-1 陸上における緊急輸送の確保

緊急輸送路の防災対策 3-1 陸上における緊急輸送の確保

3-2 海上における緊急輸送の確保

物資集積拠点の整備 2-6 県・市町村有建築物の耐震化の

推進

3-8 総合防災拠点の整備

円滑な物資輸送体制の構築 3-3 物資配送体制の構築

（公共交通機関の復旧が

遅れる）

代替輸送手段を確保する 陸上交通路の確保体制を

構築

3-1 陸上における緊急輸送の確保

早期復旧する 早期復旧体制の構築 4-2 交通基盤の整備

（外部からの人的応援が

遅れる）

応援・受援体制を整える 応援・受援体制を構築す

る

3-7 市町村の業務継続体制の確保

3-9 県外からの応急救助機関の受入

体制の整備

（自宅等に戻った人が危

険にさらされる）

住宅等の安全性を確保す

る

被災建築物応急危険度判

定の実施体制の整備

3-28 被災建築物・宅地の応急危険度

判定等の体制整備

被災宅地応急危険度判定

の実施体制の整備

3-28 被災建築物・宅地の応急危険度

判定等の体制整備

（繰り返す揺れによりＰ

ＴＳＤが生じる）

心のケア体制を整える 心のケア体制の構築 3-22 災害時の心のケア体制の整備
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（４）地震発生から概ね２週間以内

人命救助活動の規模が縮小し、避難者対策と復旧対策に移行していきます。特に地震発生

後１週間までは、被災者の生活支援対策が中心となります。

何が起こるか

【事象や様相】

(その時に)何をすべきか

【課題】

事前に何ができるか

【事前対策】
行動計画の対応

ニーズに合った防災製品

が無い

ニーズの合った防災製品

を供給する

防災製品の開発促進 2-27 防災関連製品開発支援、導入促

進

何が起こるか

【事象や様相】

(その時に)何をすべきか

【課題】

事前に何ができるか

【事前対策】
行動計画の対応

心身に不調が生じる（災

害関連死が発生する）

心のケア体制を整える 心のケア体制の構築 3-22 災害時の心のケア体制の整備

ＤＰＡＴ等の受援体制の

構築

3-22 災害時の心のケア体制の整備

児童のメンタルケアを行

う

学校生活での心のケア体

制（スクールカウンセラ

ー）の構築

4-10 教育環境の復旧

被災者の健康を維持する 保健衛生活動体制の構築 3-21 保健衛生活動の促進

保健師の受援体制の構築 3-21 保健衛生活動の促進

口腔ケアを実施する 歯科保健医療活動体制の

構築

3-18 災害時の医療救護体制の整備

（栄養状態が悪化する） 被災者の栄養状態を整え

る

栄養士活動体制の構築 - 高知県南海トラフ地震時栄養・

食生活支援活動ガイドラインで

対応

行政栄養士の育成 3-21 保健衛生活動の促進

栄養士の受援体制の構築 3-21 保健衛生活動の促進

（透析患者の栄養状態が

悪化する）

自らがカリウム、塩分摂

取を控える

重点継続要医療者自身へ

の啓発

3-24 要配慮者の支援体制の整備

避難生活が長引く 避難所運営を円滑に行う 避難所運営マニュアルの

整備

3-19 避難体制づくりの促進

仮設住宅を迅速に準備す

る

応急仮設住宅供給体制の

構築

4-5 応急仮設住宅の供給

みなし仮設を確保する みなし仮設供給体制の構

築

4-6 民間賃貸住宅の借上げ

（物資が尽きる） 物資を安定して供給する 物資配送体制の構築 3-3 物資配送体制の構築

（発電機の燃料が尽き

る）

燃料供給体制を整える 燃料供給体制の構築 3-14 燃料確保対策の推進（供給、輸

送）

要配慮者の体調が悪化す

る

要配慮者のケアをする 要配慮者支援体制の構築 3-23 要配慮者の避難対策の促進

3-24 要配慮者の支援体制の整備

（透析患者が県内で対応

できなくなる）

広域搬送する（受入先の

要請、搬送手段の確保等）

広域搬送体制の構築 3-24 要配慮者の支援体制の整備

衛生環境が悪化する 防疫、消毒作業を実施す

る

防疫、消毒作業の迅速な

実施準備

3-21 保健衛生活動の促進

災害対応従事者が疲弊す

る

持続可能な活動体制を確

立する

業務継続体制の構築 - （県）南海トラフ地震応急対策

活動要領で対応
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何が起こるか

【事象や様相】

(その時に)何をすべきか

【課題】

事前に何ができるか

【事前対策】
行動計画の対応

3-7 市町村の業務継続体制の確保

県への応援職員を受け入

れる

受援体制の構築 3-4 応急対策活動体制の整備

3-9 県外からの応急救助機関の受入

体制の整備

市町村へ職員を派遣する 応援職員派遣体制の構築 - (県)職員派遣手順書により対応

遺体が多数発生する 迅速に遺体の処置を行う 迅速な遺体処置体制の構

築

3-17 遺体対策の推進

遺体対応を実施する 遺体対応候補地の確保 3-17 遺体対策の推進

仮埋葬を行う 仮埋葬地の選定 3-4 応急対策活動体制の整備

3-17 遺体対策の推進

県外へ搬送し火葬する 広域火葬体制の構築 3-17 遺体対策の推進

ライフラインの停止が続

く

早期に復旧する 早期復旧体制の構築 3-12 ライフライン対策

代替手段を確保する 代替手段の整備 3-12 ライフライン対策

（自家発電機の燃料が切

れる）

自家発電機に燃料を供給

する

避難所等への燃料供給体

制の確保

3-14 燃料確保対策の推進（供給、輸

送）

トイレ不足が続く 簡易トイレ、仮設トイレ

を確保する

簡易トイレの備蓄 3-20 避難者等のための食料・飲料水

等の備蓄の推進

仮設トイレ供給体制の構

築

3-19 避難体制づくりの促進

し尿処理体制を整える し尿処理体制の構築 3-19 避難体制づくりの促進

下水道施設を早期復旧す

る

早期復旧体制の構築 3-12 ライフライン対策

物資が不足する 物資を安定的に被災者に

届ける体制を整える

物資配送体制の構築 3-3 物資配送体制の構築

民間流通網を活用し物資

を輸送する

物資配送体制の構築 3-3 物資配送体制の構築

（支援物資の仕分けに時

間がかかる）※個人からの大

量の支援物資が滞留する

効率的な仕分け体制を整

える

物資配送体制の構築 3-3 物資配送体制の構築

（孤立地域で物資が不足

する）

空路で物資を輸送する ヘリ離着陸場の整備 3-16 孤立対策の促進

ヘリ運航の調整 - 災害対策本部ヘリ調整所で対応

（在宅避難者などに物資

が供給されない）

避難所外に避難している

被災者を把握し、物資を

安定的に届ける

避難所外避難者への支援

方法の確立

3-19 避難体制づくりの促進

燃料が不足する 燃料供給体制を整える 燃料供給体制の構築 3-14 燃料確保対策の推進（供給、輸

送）

大量の災害廃棄物が復旧

の妨げになる

災害廃棄物を迅速に処理

する

災害廃棄物処理体制の構

築

4-9 災害廃棄物（がれき）の処理

飼い主不明のペットが放

置される

保護体制を整える ペット保護体制の構築 3-27 ペットの保護体制の整備

ボランティアが多く集ま

る

活動体制を整える 活動体制の構築 3-26 災害ボランティア活動の体制整

備等

活動用資機材を確保する 資機材の整備 3-26 災害ボランティア活動の体制整

備等
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何が起こるか

【事象や様相】

(その時に)何をすべきか

【課題】

事前に何ができるか

【事前対策】
行動計画の対応

不正確な情報やデマで混

乱が起きる

正確な情報を提供する 情報の伝達体制の整備 3-4 情報の収集・伝達体制の整備

罹災証明書の発行が遅れ

る

住家被害認定調査を迅速

に行う

調査員の育成 4-4 住家被害認定の体制整備

市町村へ応援職員を派遣

する

応援職員派遣体制の構築 - （県）職員派遣手順書により対

応

義援金が集まり始める 義援金を受け入れ、保管、

分配する

義援金管理体制の確保 - （県）災害義援金取扱要領、会計

事務関連危機管理マニュアルに

より対応

復旧活動が本格化する 復旧活動体制を整える 復旧活動体制の構築 3-7 市町村の業務継続体制の確保

4-3 県土の復旧、保全、公共土木施設

の早期復旧

（各産業に甚大な被害が

発生する）

農業被害の早期把握 被害調査体制・方法の確

立及び実効性の確保

4-8 復興組織体制・復興方針の事前

検討

4-12 農業の再興

林業被害の早期把握 被害調査体制・方法の確

立及び実効性の確保

4-8 復興組織体制・復興方針の事前

検討

4-13 林業の再興

漁業・水産業被害の早期

把握

被害調査体制・方法の確

立及び実効性の確保

4-8 復興組織体制・復興方針の事前

検討

4-14 水産業の再興

商工業被害の早期把握 被害調査体制・方法の確

立及び実効性の確保

4-8 復興組織体制・復興方針の事前

検討

4-15 商工業の再興

観光業被害の早期把握 被害調査体制・方法の確

立及び実効性の確保

4-8 復興組織体制・復興方針の事前

検討

4-16 観光産業の再興

公共交通機関を早期再開

する

被害調査体制・方法の確

立及び実効性の確保

4-2 交通基盤の整備

4-8 復興組織体制・復興方針の事前

検討

早期復旧体制の構築 4-2 交通基盤の整備

代替輸送手段の確保 3-1 陸上における緊急輸送の確保

避難者が自宅等を確認す

るため帰る

住宅等の安全性を確保す

る

被災建築物応急危険度判

定の実施体制の整備

3-28 被災建築物・宅地の応急危険度

判定等の体制整備

被災宅地応急危険度判定

の実施体制の整備

3-28 被災建築物・宅地の応急危険度

判定等の体制整備

（自宅が損傷している） 被災住宅を応急修理する 応急修理に対応できる事

業者の育成

4-7 住宅再建への支援

公的支援制度の周知 4-7 住宅再建への支援

相談体制の構築 4-7 住宅再建への支援

通電に伴い火災が発生す

る

家庭や事業所のブレーカ

ーを落とす

感震ブレーカーの設置 2-21 市街地における火災対策

通電火災の危険性を啓発 2-21 市街地における火災対策

ニーズに合った防災製品

が無い

ニーズの合った防災製品

を供給する

防災製品の開発促進 2-27 防災関連製品開発支援、導入促

進
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（５）地震発生から概ね１か月以内

地震発生後２週間までの業務を引き続き行うとともに、応急仮設住宅の建設など県民の生

活再建や復旧・復興に向けた対策が始まります。

何が起こるか

【事象や様相】

(その時に)何をすべきか

【課題】

事前に何ができるか

【事前対策】
行動計画の対応

先行きの不安や、これま

での疲労の蓄積により、

心身の不調が深刻化する

被災者の健康維持を図る 健康維持支援体制の構築 3-21 保健衛生活動の促進

ＤＷＡＴ受援体制の構築 3-23 要配慮者の避難対策の促進

要配慮者支援体制の構築 3-24 要配慮者の支援体制の整備

生活支援体制を整える 生活支援体制の構築 3-25 被災者の生活支援体制の整備

地域の医療機関の診療再

開を支援する

医療機関への支援体制の

構築

- 地域ごとの医療救護の行動計画

により対応

心のケア体制を整える 心のケア体制の構築 3-22 災害時の心のケア体制の整備

災害対応業務従事者の支

援を行う

業務継続体制の構築 - （県）南海トラフ地震応急対策

活動要領で対応

避難生活が長引く 避難所運営を円滑に行う 避難所運営マニュアルの

整備

3-19 避難体制づくりの促進

住家被害認定を速やかに

行う

住家被害認定の体制整備 4-4 住家被害認定の体制整備

仮設住宅を建設する 応急仮設住宅供給体制の

構築

4-5 応急仮設住宅の供給

みなし仮設を確保する みなし仮設供給体制の構築 4-6 民間賃貸住宅の借上げ

（避難生活の長期化によ

り心身に支障をきたす）

心のケア体制を整える 心のケア体制の構築 3-22 災害時の心のケア体制の整備

支援物資のニーズが細分

化する

被災者のニーズを把握す

る

物資ニーズを把握する仕

組みづくり

- 県物資配送計画で対応

民間流通網を活用し物資

を輸送する

民間事業者との事前協議 - 企業との協定により対応

ライフラインの停止が続く 早期に復旧する 早期復旧体制の構築 3-12 ライフライン対策

学校が再開できない 教育環境を整える 学校早期再開の仕組みづくり 4-10 教育環境の復旧

学校施設を避難所と共用

する

学校側との事前協議 2-2 学校等の防災対策

社会福祉施設が再開でき

ない

早期に環境を整える 事業継続計画の策定 4-11 要配慮者の生活環境の復旧

職員や物資を確保する 社会福祉施設の相互応援

体制の構築

- 社会福祉施設の災害時相互応援

活動マニュアルで対応

生活再建に向けた情報が

不足する

正確な情報を提供する 情報の伝達体制の整備 3-4 情報の収集・伝達体制の整備

地盤沈下した土地や低地

の排水が進まない

浸水させない 堤防の耐震化 2-16 海岸等の地震・津波対策の推進

満潮時の繰り返し浸水を

防ぐ

堤防の耐震化 2-17 河川等における津波浸水対策の

推進

迅速な排水処理を行う 排水機場の耐震化・耐水

化

2-17 河川等における津波浸水対策の

推進

ニーズに合った防災製品

が無い

ニーズの合った防災製品

を供給する

防災製品の開発促進 2-27 防災関連製品開発支援、導入促

進
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（６）地震発生から概ね１か月以降

住宅再建や仮設住宅入居など県民の生活再建が本格化します。また、人口流出や産業の衰

退を防ぐため、経済復興対策が重要になります。

何が起こるか

【事象や様相】

(その時に)何をすべきか

【課題】

事前に何ができるか

【事前対策】
行動計画の対応

多様な避難生活ニーズ、

生活支援・再建ニーズが

生じる

戸別訪問等により個別の

課題や支援ニーズを把握

し、支援に繋げる

災害ケースマネジメント

体制の構築

3-25 被災者の生活支援体制の整備

被災者支援メニューの整理 3-25 被災者の生活支援体制の整備

住まいの復旧が進まない 住宅再建の支援をする 住宅再建支援体制の構築 4-7 住宅再建への支援

被災住宅を撤去する 迅速な住家被害認定調査

実施体制の構築

4-4 住家被害認定の体制整備

がれきの早期処理体制の構築 4-9 災害廃棄物（がれき）の処理

仮設住宅やみなし仮設の

入居手続きを円滑に行う

応援職員派遣体制の構築 - (県)職員派遣手順書により対応

土地の境界を復元する 地籍調査の実施 4-1 土地利用方針の検討、復興まち

づくり

ライフラインの本格復旧

が遅れる

早期に本格復旧する 早期復旧体制の構築 3-12 ライフライン対策

企業活動が再開せず、生

計に支障をきたす

早期の職場の再開（収入

の安定）を図る

流通の早期復旧体制の構

築

4-2 交通基盤の整備

4-3 県土の復旧、保全、公共土木施設

の早期復旧

事業の早期復旧体制の構

築

4-12 農業の再興

4-13 林業の再興

4-14 水産業の再興

4-15 商工業の再興

4-16 観光産業の再興

生活再建に向けた情報が

不足する

必要な情報を適切なタイ

ミングで提供する

情報の伝達体制の整備 - 通常の広報体制で対応

復興が進まない 復興方針を速やかに示す 復興方針（案）の作成 4-8 復興組織体制・復興方針の事前

検討

復興都市計画を速やかに

示す

復興都市計画指針手順書

の作成

4-1 土地利用方針の検討、復興まち

づくり

復興都市計画策定の訓練

実施

4-1 土地利用方針の検討、復興まち

づくり

経済が停滞し、人口が流

出する

事業を早期に再開する 早期再開の基盤を整備 4-2 交通基盤の整備

4-3 県土の復旧、保全、公共土木施設

の早期復旧

（人員整理、倒産により

失業者が増加する）

失業対策、就労支援の実

施

事前に必要な対策・支援

を検討

4-17 雇用の維持・確保

（農地が津波塩害等で使

用できない）

農地・農業用施設/設備の

復旧支援

事前に復旧方法を検討 4-8 復興組織体制・復興方針の事前

検討

4-12 農業の再興

（営業許可等の権利の喪

失により営業できない）

権利の保全・緩和措置の

実施

事前に必要な措置につい

て検討

4-8 復興組織体制・復興方針の事前

検討
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何が起こるか

【事象や様相】

(その時に)何をすべきか

【課題】

事前に何ができるか

【事前対策】
行動計画の対応

（施設/設備の復旧に時

間を要する）

林業施設/設備の復旧支

援

事前に必要な支援を検討 4-8 復興組織体制・復興方針の事前

検討

4-13 林業の再興

漁船・漁具の復旧支援 事前に必要な支援を検討 4-8 復興組織体制・復興方針の事前

検討

4-14 水産業の再興

漁業・水産施設/設備の復

旧支援

事前に必要な支援を検討 4-8 復興組織体制・復興方針の事前

検討

4-14 水産業の再興

商工業施設/設備の復旧

支援

事前に必要な支援を検討 4-8 復興組織体制・復興方針の事前

検討

4-15 商工業の再興

観光資源・観光施設の復

旧支援

復興方針（案）の作成 4-8 復興組織体制・復興方針の事前

検討

4-16 観光産業の再興

（各産業の事業者が当面

の資金繰り等に困窮す

る）

農業者への経営継続支援 事前に必要な支援を検討 4-8 復興組織体制・復興方針の事前

検討

4-12 農業の再興

林業者への経営継続支援 事前に必要な支援を検討 4-8 復興組織体制・復興方針の事前

検討

4-13 林業の再興

水産業者への経営継続支

援

事前に必要な支援を検討 4-8 復興組織体制・復興方針の事前

検討

4-14 水産業の再興

商工業者への経営継続支

援

商工団体の早期復旧体制

構築

4-8 復興組織体制・復興方針の事前

検討

4-14 水産業の再興

観光業者への経営継続支

援

事前に必要な支援を検討 4-8 復興組織体制・復興方針の事前

検討

4-15 商工業の再興

（各産業の復興が進まな

い）

産業ごとの復興を図る 事前に復興に必要な取組

を検討

4-12 農業の再興

4-13 林業の再興

4-14 水産業の再興

4-15 商工業の再興

4-16 観光産業の再興

（風評被害等により需要

が減退する）

風評被害対策の実施 事前に必要な対策を検討 4-8 復興組織体制・復興方針の事前

検討

（営業中断による市場・

取引の喪失）

販路拡大、需要創出の支

援

事前に必要な支援を検討 4-8 復興組織体制・復興方針の事前

検討

廃棄物、浸水堆積物、汚

水の流出など、環境汚染

が深刻化する

速やかに汚染処理を進め

る

処理体制の構築 4-9 災害廃棄物（がれき）の処理
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何が起こるか

【事象や様相】

(その時に)何をすべきか

【課題】

事前に何ができるか

【事前対策】
行動計画の対応

復興事業に暴力団が介入

する

復興事業に暴力団を介入

させない

暴力団を介入させない体

制の構築

- 第３期完了

復興伝承の取組を行う 災害対応記録の作成、と

りまとめを行う

災害対応に係る効率的な

記録方法等の検討

4-8 復興組織体制・復興方針の事前

検討

災害対応の検証を行い、

記録誌を作成する

検証体制・方法等の研究 4-8 復興組織体制・復興方針の事前

検討
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２ 計画の体系表（対策一覧）

【視点１】 震災に強い人づくり

【視点２】 「命を守る」対策

課題 施策のテーマ 項目 具体的な取組 頁

県民みんなが

「正しく恐れ」

適切に行動す

る

情報提供、啓

発、防災訓練

1-1 県民への情報提供、

啓発の促進

① 南海トラフ地震に対する備えについての啓

発

53

1-2 県民の防災教育、訓

練

① 市町村や地域が行う避難訓練等

② 総合防災訓練の実施

57

防災人材の育

成

1-3 自主防災組織の活性

化

① 自主防災組織の設立、活動活性化

② 消防学校での訓練

59

1-4 防災人材の育成 ① 県・市町村職員への研修

② 防災士の養成

③ 救急救命講習の受講促進

④ 防災における男女共同参画の啓発

⑤ 女性防火クラブ・少年消防クラブの活動

62

課題 施策のテーマ 項目 具体的な取組 頁

災害に備える 地域の防災力

の向上

2-1 地域の防災体制の強

化

① 災害対策支部の体制強化

② 国土強靱化地域計画の策定支援

③ 情報伝達・収集手段の多重化

67

2-2 学校等の防災対策 ① 保育所・幼稚園等の防災対策

② 県立学校・市町村立学校の防災対策

③ 私立学校の防災対策

④ 放課後子ども教室等の防災対策

70

2-3 医療機関の防災対策 ① 病院の防災対策

② 県立病院の防災対策

75

2-4 社会福祉施設の防災

対策

① 社会福祉施設の防災マニュアル作成等

② 社会福祉施設の防災対策

77

揺れに備える 建築物等の耐

震化

2-5 住宅の耐震化の促進 ① 住宅の耐震化

② 農山漁村生活体験ホームステイ受入家庭で

の耐震化促進

79

2-6 県・市町村有建築物

の耐震化の推進

① 市町村建築物の耐震化（小中学校除く）

② 教職員住宅等の耐震化

③ 牧野植物園資源植物研究センターの耐震化

④ 畜産試験場内施設の耐震化

⑤ 内水面漁業センター・水産試験場の耐震化

⑥ 家畜保健衛生所の耐震化

⑦ 果樹園試験場の耐震化

⑧ 茶業試験場の耐震化

⑨ 農業大学校の安全対策

⑩ 森林技術センター内調整池の耐震化

⑪ 農業担い手センターの安全対策

82

38



課題 施策のテーマ 項目 具体的な取組 頁

2-7 学校等の耐震化の促

進

① 保育所・幼稚園等の耐震化

② 私立学校の耐震化

86

2-8 医療施設・社会福祉

施設等の耐震化の促

進

① 病院の耐震化

② 社会福祉施設等の耐震化

88

2-9 事業者施設等の耐震

化の促進

① 事業所等の耐震化

② 大規模建築物等の耐震化

③ 融資制度による地震対策

④ 商店街施設の耐震化

⑤ 鉄道高架橋の耐震化促進

91

2-10 ブロック塀対策の促

進

① 住宅敷地等にあるブロック塀の対策

② 保育所・幼稚園等のブロック塀等の対策

③ 市町村立小中学校のブロック塀等の対策

④ 慰霊碑等の耐震化

96

室内等の安全

確保対策

2-11 室内の安全対策の促

進

① 家具転倒防止対策

② 保育所・幼稚園等の室内安全対策

③ 市町村立小中学校の室内安全対策

④ 私立学校の室内安全対策

⑤ 放課後子ども教室等の室内安全対策

99

津波に備える 避難対策 2-12 津波からの避難対策

の促進

① 市町村津波避難計画の見直し

② 地域津波避難計画の見直し

③ 津波災害警戒区域の指定

④ 個別避難計画の作成

⑤ 観光客の避難対策

⑥ 漁業関係者の避難対策

⑦ 港湾利用者の避難対策

⑧ 道路利用者の避難対策

102

2-13 津波避難路・避難場

所の整備

① 避難路・避難場所の整備

② 漁村地域における避難路・避難場所の整備

③ 民間事業者への津波避難設備の整備

④ 港湾利用者の避難場所等の整備

109

2-14 避難路・避難場所の

安全確保

① 津波避難タワー等の資機材整備

② 津波避難路の液状化対策等の安全対策

③ 老朽住宅等の除却の支援

④ 避難場所の資機材整備

112

津波・浸水被害

対策

2-15 重要港湾の防波堤等

の整備

① 高知港・宿毛湾港の防波堤の延伸等

② 須崎港の津波防波堤の粘り強い化等

116

2-16 海岸等の地震・津波

対策の推進

① 浦戸湾口・湾内の整備

② 県中央部海岸の整備

③ 県管理・市町村管理海岸の整備

④ 防潮堤の強靱化

119

2-17 河川等における津波

浸水対策の推進

① 河川堤防の耐震化

② 河川排水機場の耐震化・耐水化

③ 止水・排水資機材の調達システムの構築

④ 河川の整備

123
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【視点３】 助かった「命をつなぐ」対策

課題 施策のテーマ 項目 具体的な取組 頁

2-18 陸こう等の常時閉鎖

の促進

① 海岸堤防の陸こう等の常時閉鎖

② 保安施設堤防の陸こうの常時閉鎖

125

2-19 津波による漂流物対

策の推進

① 河川における放置船対策

② 県管理漁港における放置船対策

③ 市町村管理漁港における沈廃船の処理

127

2-20 高台移転に向けた取

組

① 津波浸水想定区域外での工業団地整備

② 保育所・幼稚園等の高台移転

③ 社会福祉施設等の高台移転

④ 県有建築物の高台移転

⑤ 県立学校の高台移転

⑥ 牧野植物園長江圃場の一部高台移転

⑦ 警察署の高台移転

129

火災に備える 地震火災対策 2-21 市街地における火災

対策

① 地震火災対策

② 密集市街地の地震火災対策

133

津波火災対策 2-22 燃料タンク等の安全

対策の推進

① タナスカ地区等の石油・ガス施設対策

② 津波火災対策

③ 農業用燃料タンク対策

④ 漁業用屋外燃料タンク対策

⑤ 高圧ガス施設対策

136

土砂災害等に

備える

2-23 土砂災害対策 ① 土砂災害対策

② 農地の地すべり防止対策

③ 山地災害危険地区の地すべり防止対策

140

2-24 ダムの地震対策 ① 県管理ダムの点検体制の構築 143

2-25 ため池の地震対策 ① ため池の耐震化 145

災害に強くな

る

文化財の保護

対策

2-26 文化財の耐震化の促

進

① 文化財の耐震化、津波対策等

② 高知城の山体防災対策

147

防災関連製品

の開発等

2-27 防災関連製品開発支

援、導入促進

① 製品開発支援、販路拡大 149

臨時情報の発

表に備える

臨時情報対策 2-28 南海トラフ地震臨時

情報が発表された場

合に備えた対策

① 市町村の対応方針決定等の支援

② 事業者の対策計画の見直し

③ 臨時情報の啓発

151

課題 施策のテーマ 項目 具体的な取組 頁

輸送手段を確

保する

緊急輸送の確

保

3-1 陸上における緊急輸

送の確保

① 道路啓開計画の実効性の確保

② 橋梁の落橋対策

③ 緊急輸送道路の橋梁の耐震対策

④ 道路法面の防災対策

⑤ 四国８の字ネットワーク整備

⑥ 防災拠点施設への経路確保

⑦ 道の駅防災拠点化

⑧ 緊急交通路の指定・通行規制訓練等

⑨ 県内でのバスの輸送手段の確保

153
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課題 施策のテーマ 項目 具体的な取組 頁

⑩ 県外のバス協会等との協力関係の構築

3-2 海上における緊急輸

送の確保

① 港湾ＢＣＰの実効性の検証

② 防災拠点港の耐震化

③ 防災拠点漁港の耐震化

④ 漁船での緊急輸送体制の整備

⑤ 啓開用作業船の早期導入に向けた情報シス

テムの的確な運用

⑥ 漁港施設情報の集約・電子化

160

3-3 物資配送体制の構築 ① 物資調達・輸送等調整システム機能強化へ

の対応

② 市町村物資受入、配送体制の充実

③ 市町村物資配送計画の策定

163

早期の救助救

出と救護を行

う

迅速な応急活

動のための体

制整備

3-4 応急対策活動体制の

整備

① 災害対策本部体制の強化

② 県退職者への協力要請

③ 県職員の参集体制の整備

④ 職員派遣要請手順の検証と見直し

⑤ 緊急災害派遣隊（TEC-FORCE)の受援計画の

策定

⑥ 長期浸水における救助救出体制の整備

⑦ 県庁本庁舎・西庁舎・北庁舎の代替庁舎の

検討

⑧ 応急期機能配置計画の見直し

165

3-5 応急対策活動体制の

整備（消防、警察）

① 消防団の資機材整備

② 救助救出活動に備えた警察の資機材等整備

③ 浸水域の救出活動体制の整備

④ 消防団の体制の充実

⑤ 消防学校の教育訓練の充実・強化

⑥ 感染症対策に係る資機材整備

170

3-6 情報の収集・伝達体

制の整備

① 庁内クラウド整備、情報ハイウェイの震災

対策

② 警察情報システムのバックアップ

③ 安否確認システムの円滑な運用

④ 県庁窓口受付体制の対応力強化

⑤ 総合防災情報システムの充実、更新等

⑥ 警察本部ホームページの再構築

176

3-7 市町村の業務継続体

制の確保

① 市町村災害対策本部体制の充実

② 市町村における受援態勢の整備

180

3-8 総合防災拠点の整備 ① 総合防災拠点の運営体制の確立 182

3-9 県外からの応急救助

機関の受入体制の整

備

① 応急救助機関の受入体制の整備

② 緊急消防援助隊の受入体制の整備

③ 広域緊急援助隊等の受入体制の整備

184

3-10 ヘリ運航体制の整備 ① 発災時の円滑なヘリ運行体制の検討

② ヘリコプター活動能力の向上、安全性の確

保

187
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課題 施策のテーマ 項目 具体的な取組 頁

3-11 応急活動のための食

料・飲料水等の備蓄

の促進

① 県職員用備蓄

② 県警察職員等用備蓄

③ 保育所・幼稚園等の乳幼児・職員用備蓄

④ 私立学校の児童生徒・職員用備蓄

⑤ 県立学校の児童生徒・職員用備蓄の更新

⑥ 県立病院の患者・職員用備蓄の更新

⑦ 青少年教育施設の利用者の食糧・飲料水の

備蓄

⑧ 応急活動時に必要な資金確保

189

応急活動を行

う

ライフライン

の確保

3-12 ライフライン対策 ① ライフライン復旧対策の検討

② 水道ビジョンの策定

③ 応急給水活動体制の整備

④ 水道施設の耐震化

⑤ 応急給水活動に係る資機材整備

⑥ 下水道施設の耐震化

⑦ 下水道施設の業務継続体制の確保

⑧ ＬＰガス早期復旧対策

194

燃料の確保 3-13 燃料確保対策の推進

（備蓄）

① 車両への燃料備蓄の啓発

② 応急対策活動のための燃料備蓄

③ 重要施設の自家発電設備の整備及び燃料備

蓄

④ 排水機場、ポンプ場の燃料備蓄

⑤ 火葬用の燃料備蓄

⑥ ＬＰガス活用の検討

⑦ ヘリコプター用燃料の確保

200

3-14 燃料確保対策の推進

（供給、輸送）

① 災害対応型給油所の整備支援

② 臨時給油拠点の整備

③ プッシュ型支援に対する重点継続供給体制

の整備

④ 燃料輸送車両等の確保

205

3-15 燃料確保対策の推進

（横断的・総合的対

策）

① 啓発

② 孤立対策

③ 医療救護対策

209

集落の孤立対

策

3-16 孤立対策の促進 ① 緊急用ヘリコプター離着陸場の整備

② 衛星携帯電話等の配置

212

遺体対応 3-17 遺体対策の推進 ① 検視用資機材の備蓄等

② 広域火葬体制の整備

214

医療救護活動

を行う

医療救護対策 3-18 災害時の医療救護体

制の整備

① 災害時医療救護計画の見直し

② 救護活動への県民参加

③ 地域ごとの医療救護の行動計画の実効性の

向上

④ 医療救護活動を担う人材の育成

⑤ 医療救護の環境づくり

⑥ 医薬品等の供給・確保体制の整備

⑦ 歯科医療提供体制の整備

217
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課題 施策のテーマ 項目 具体的な取組 頁

⑧ 透析医療提供体制等の整備

⑨ 検査体制の機能維持

被災者の支援

を行う

避難所・被災者

対策

3-19 避難体制づくりの促

進

① 避難所の収容能力の拡大

② 避難所運営マニュアルの作成、訓練実施

③ 広域避難の調整

④ 避難所への資機材整備

⑤ 仮設トイレの確保対策

⑥ 帰宅困難者や来高者が早期に帰宅できる対

策の検討

⑦ 避難時の自動車利用についての啓発

228

3-20 避難者等のための食

料・飲料水等の備蓄

の推進

① 県備蓄

② 市町村備蓄

③ 備蓄以外による水等の確保

235

被災者の健康

維持対策

3-21 保健衛生活動の促進 ① 高知県南海トラフ地震時保健活動ガイドライン

の見直し

② 市町村の災害時保健活動の体制整備

③ 災害時栄養・食生活支援活動の体制整備

238

3-22 災害時の心のケア体

制の整備

① 災害時心のケア体制の整備

② 心のケア活動を担う人材育成

241

3-23 要配慮者の避難対策

の促進

① 福祉避難所の指定、支援体制の整備

② 一般の避難所における要配慮者対策

③ 広域的な支援体制の整備

243

要配慮者の支

援対策

3-24 要配慮者の支援体制

の整備

① 重点継続要医療者の備えの促進

② 重点継続要医療者及び指定難病患者の情報

提供

③ ＨＯＴステーション設置場所の検討

④ 在宅酸素療法者等に係る災害時医療ネット

ワークの構築

⑤ 情報支援ボランティア登録支援

⑥ 多言語での情報提供体制の整備

247

被災者の生活

支援対策

3-25 被災者の生活支援体

制の整備

① 個別の状況に応じた支援体制の検討

② 運転免許証再交付手続に係る早期再開体制

の確立

③ 給付金等の支払方法等の検討

④ 災害時の消費者トラブルの防止

253

3-26 災害ボランティア活

動の体制整備等

① ボランティアセンターの運営体制の強化 256

3-27 ペットの保護体制の

整備

① ペット同行避難が可能な避難所の整備

② 動物救護体制の充実

259

二次被害の防

止対策

3-28 被災建築物・宅地の

応急危険度判定等の

体制整備

① 被災建築物の応急危険度判定の体制整備

② 被災宅地の危険度判定の体制整備

261
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【視点４】 「生活を立ち上げる」対策

課題 施策のテーマ 項目 具体的な取組 頁

安全を確保す

る

まちづくり 4-1 土地利用方針の検

討、復興まちづくり

① 復興グランドデザインの検討

② 都市の復興のための事前準備

③ 地籍調査

265

4-2 交通基盤の整備 ① 交通運輸事業者のＢＣＰ策定 268

4-3 県土の復旧、保全、

公共土木施設の早期

復旧

① 建設事業者及び建築事業者のＢＣＰ策定

② 工業用水道の耐震化

270

住宅の復旧・復

興

4-4 住家被害認定の体制

整備

① 住家被害認定調査の体制整備 272

4-5 応急仮設住宅の供給 ① 応急仮設住宅供給体制の整備

② 建築資材の安定供給体制の整備

274

4-6 民間賃貸住宅の借上 ① 応急借上住宅制度の充実

② 県外での被災者受入体制の強化

277

4-7 住宅再建への支援 ① 住宅の早期復旧体制の整備

② 住宅の応急修理マニュアルの作成

③ 災害公営住宅建設計画の見直し

279

復興体制を整

備する

復興方針等の

検討

4-8 復興組織体制・復興

方針の事前検討

① 県の復興体制の検討

② 復興方針策定のための事前準備

③ 復興手順書の作成

④ 震災対応記録誌の作成の事前準備

281

くらしを再建

する

生活基盤の復

旧・復興

4-9 災害廃棄物（がれき）

の処理

① 県災害廃棄物処理計画の実効性の向上

② 市町村災害廃棄物処理計画の見直し支援

③ ごみ焼却施設等の強靱化対策

④ 損壊家屋等の迅速な解体・撤去対策

283

被災者の支援 4-10 教育環境の復旧 ① 保育所・幼稚園等のＢＣＰ策定

② 児童生徒のメンタルケア体制の整備

288

4-11 要配慮者の生活環境

の復旧

① 社会福祉施設のＢＣＰ策定等の支援 290

なりわいを再

生する

産業の復旧・復

興

4-12 農業の再興 ① ＪＡグループのＢＣＰ策定 292

4-13 林業の再興 ① 木材加工業界におけるＢＣＰの実効性確保 294

4-14 水産業の再興 ① 漁協のＢＣＰ策定

② 漁業地域ＢＣＰの策定

③ 漁業権の漁場基点のデータ管理

296

4-15 商工業の再興 ① 商工業者等のＢＣＰ策定

② 商工会・商工会議所のＢＣＰ改正

298

4-16 観光産業の再興 ① 旅館、ホテルの事業再開対策

② 旅館、ホテルのＢＣＰ策定

301

4-17 雇用の維持・確保 ① 事業者のＢＣＰ策定 303
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３ 重点課題に係る取組一覧

（１）住宅の安全性の確保

（２）地域地域での津波避難対策の充実

（３）前方展開型による医療救護体制の確立

項目 取組の概要 頁

2-5 住宅の耐震化の促進 ① 住宅の耐震化

② 農山漁村生活体験ホームステイ受け入れ家庭での耐震化促進

79

2-11 室内の安全対策の促進 ① 家具転倒防止対策 99

項目
取組の概要 頁

1-1 県民への情報提供、啓発の促進 ① 南海トラフ地震に対する備えについての啓発 53

1-2 県民の防災教育、訓練 ① 市町村や地域が行う避難訓練等 57

1-3 自主防災組織の活性化 ① 自主防災組織の設立支援 59

2-1 地域の防災体制の強化 ③ 情報伝達・収集手段の多重化 67

2-5 住宅の耐震化の促進 ① 住宅の耐震化

② 農山漁村生活体験ホームステイ受け入れ家庭での耐震化促進

79

2-10 ブロック塀対策の促進 ① 住宅敷地等にあるブロック塀の対策 96

2-12 津波からの避難対策の促進 ① 市町村津波避難計画の見直し

② 地域津波避難計画の見直し

③ 津波災害警戒区域の指定

④ 個別避難計画の作成

102

2-13 津波避難路・避難場所の整備 ① 避難路・避難場所の整備 109

2-14 避難路・避難場所の安全確保 ① 津波避難タワー等の資機材整備

② 津波避難路の液状化対策等の安全対策

③ 老朽住宅等の除却の支援

④ 避難場所の資機材整備

112

項目 取組の概要 頁

2-3 医療機関の防災対策 ① 病院の防災対策

② 県立病院の防災対策

75

2-8 医療施設・社会福祉施設等の耐

震化の促進

① 病院の耐震化 88

3-1 陸上における緊急輸送の確保 ⑥ 防災拠点施設への経路確保 153

3-18 災害時の医療救護体制の整備 ① 災害時医療救護計画の見直し

② 救護活動への県民参加

③ 地域ごとの医療救護の行動計画の実効性の向上

④ 医療救護活動を担う人材の育成

⑤ 医療救護の環境づくり

217
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（４）避難所の確保と運営体制の充実

（５）地域地域に支援を行き渡らせるための体制の強化

項目 取組の概要 頁

2-28 南海トラフ地震臨時情報が発表

された場合に備えた対策

① 市町村の対応方針決定等の支援 151

3-19 避難体制づくりの促進 ① 避難所の収容能力の拡大

② 避難所運営マニュアルの作成、訓練実施

③ 広域避難の調整

④ 避難所への資機材整備

228

項目 取組の概要 頁

3-1 陸上における緊急輸送の確保 ① 道路啓開計画の実効性の確保

② 橋梁の落橋対策

③ 緊急輸送道路の橋梁の耐震対策

④ 道路法面の防災対策

⑤ 四国８の字ネットワーク整備

⑧ 緊急交通路の指定・通行規制訓練等

153

3-3 物資配送体制の構築 ① 物資調達・輸送等調整システム機能強化への対応

② 市町村物資受入、配送体制の充実

③ 市町村物資配送計画の策定

163

3-8 総合防災拠点の整備 ① 総合防災拠点の運営体制の確立 182

3-13 燃料確保対策の推進（備蓄） ① 車両への燃料備蓄の啓発

② 応急対策活動のための燃料備蓄

⑦ ヘリコプター用燃料の確保

200

3-14 燃料確保対策の推進（供給、輸

送）

① 災害対応型給油所の整備支援

② 臨時給油拠点の整備

③ プッシュ型支援に対する重点継続供給体制の整備

④ 燃料輸送車両等の確保

205

3-15 燃料確保対策の推進（横断的・総

合的対策）

① 啓発

② 孤立対策

209

3-16 孤立対策の促進 ① 緊急用ヘリコプター離着陸場の整備 212

4-3 県土の復旧、保全、公共土木施設

の早期復旧

① 建設事業者及び建築事業者のＢＣＰ策定 270
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（６）高知市の長期浸水域内における確実な避難と迅速な救護・救出

（７）応急活動の実効性を高めるための受援態勢の強化

項目 取組の概要 頁

1-1 県民への情報提供、啓発の促進 ① 南海トラフ地震に対する備えについての啓発 53

1-2 県民の防災教育、訓練 ① 市町村や地域が行う避難訓練等 57

1-3 自主防災組織の活性化 ① 自主防災組織の設立、活動活性化 59

2-3 医療機関の防災対策 ① 病院の防災対策 75

2-12 津波からの避難対策の促進 ① 市町村津波避難計画の見直し

② 地域津波避難計画の見直し

④ 個別避難計画の作成

102

2-15 重要港湾の防波堤等の整備 ① 高知港・宿毛湾港の防波堤の延伸等 116

2-16 海岸等の地震・津波対策の推進 ① 浦戸湾口・湾内の整備 119

3-4 応急対策活動体制の整備 ⑥ 長期浸水における救助救出体制の整備 165

3-5 応急対策活動体制の整備（消防、

警察）

① 消防団の資機材整備

② 救助救出活動に備えた警察の資機材等整備

③ 浸水域の救出活動体制の整備

170

項目 取組の概要 頁

3-1 陸上における緊急輸送の確保 ① 道路啓開計画の実効性の確保 153

3-2 海上における緊急輸送の確保 ① 港湾ＢＣＰの実効性の検証

④ 漁船での緊急輸送体制の整備

160

3-3 物資配送体制の構築 ② 市町村物資受入、配送体制の充実

③ 市町村物資配送計画の策定

163

3-4 応急対策活動体制の整備 ① 災害対策本部体制の強化

③ 県職員の参集体制の整備

④ 職員派遣要請手順の検証と見直し

⑤ 緊急災害派遣隊（TEC-FORCE)の受援計画の策定

165

3-7 市町村の業務継続体制の確保 ② 市町村における受援態勢の整備 180

3-9 県外からの応急救助機関の受入

体制の整備

① 応急救助機関の受入体制の整備

② 緊急消防援助隊の受入体制の整備

③ 広域緊急援助隊等の受入体制の整備

184

3-12 ライフライン対策 ① ライフライン復旧対策の検討

③ 応急給水活動体制の整備

194

3-17 遺体対策の推進 ② 広域火葬体制の整備 214

3-18 災害時の医療救護体制の整備 ① 災害時医療救護計画の見直し

⑤ 医療救護の環境づくり

⑥ 医薬品等の供給・確保体制の整備

⑦ 歯科医療提供体制の整備

⑧ 透析医療提供体制等の整備

217

3-21 保健衛生活動の促進 ① 高知県南海トラフ地震時保健活動ガイドラインの見直し

② 市町村の災害時保健活動の体制整備

③ 災害時栄養・食生活支援活動の体制整備

238

3-22 災害時の心のケア体制の整備 ② 心のケア活動を担う人材育成 241
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（８）早期の復旧・復興に向けた取組の強化

項目 取組の概要 頁

3-23 要配慮者の避難対策の促進 ③ 広域的な支援体制の整備 243

3-24 要配慮者の支援体制の整備 ③ ＨＯＴステーション設置場所の検討 247

3-26 災害ボランティア活動の体制整

備等

① ボランティアセンターの運営体制の強化 256

3-27 ペットの保護体制の整備 ② 動物救護体制の充実 259

3-28 被災建築物・宅地の応急危険度

判定等の体制整備

① 被災建築物の応急危険度判定の体制整備

② 被災宅地の危険度判定の体制整備

261

4-4 住家被害認定の体制整備 ① 住家被害認定調査の体制整備 272

4-5 応急仮設住宅の供給 ① 応急仮設住宅供給体制の整備 274

4-7 住宅再建への支援 ③ 災害公営住宅建設計画の見直し 277

4-10 教育環境の復旧 ② 児童生徒のメンタルケア体制の整備 288

項目 取組の概要 頁

3-4 応急対策活動体制の整備 ⑧ 応急期機能配置計画の見直し 165

3-12 ライフライン対策 ① ライフライン復旧対策の検討

② 水道ビジョンの策定

③ 応急給水活動体制の整備

④ 水道施設の耐震化

⑤ 応急給水活動に係る資機材整備

⑥ 下水道施設の耐震化

⑦ 下水道施設の業務継続体制の確保

⑧ ＬＰガス早期復旧対策

194

3-19 避難体制づくりの促進 ⑤ 仮設トイレの確保対策 228

3-28 被災建築物・宅地の応急危険度

判定等の体制整備

① 被災建築物の応急危険度判定の体制整備

② 被災宅地の危険度判定の体制整備

261

4-1 土地利用方針の検討、復興まち

づくり

① 復興グランドデザインの検討

③ 地籍調査

265

4-3 県土の復旧、保全、公共土木施設

の早期復旧

① 建設事業者及び建築事業者のＢＣＰ策定 270

4-4 住家被害認定の体制整備 ① 住家被害認定調査の体制整備 272

4-5 応急仮設住宅の供給 ① 応急仮設住宅供給体制の整備 274

4-7 住宅再建への支援 ① 住宅の早期復旧体制の整備

② 住宅の応急修理マニュアルの作成

③ 災害公営住宅建設計画の見直し

279

4-8 復興組織体制・復興方針の事前

検討

① 県の復興体制の検討

② 復興方針策定のための事前準備

③ 復興手順書の作成

281

4-9 災害廃棄物（がれき）の処理 ① 県災害廃棄物処理計画の実効性の向上

② 市町村災害廃棄物処理計画の見直し支援

③ ごみ焼却施設等の強靱化対策

283
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（９）要配慮者支援対策の着実な推進

項目 取組の概要 頁

4-10 教育環境の復旧 ① 保育所・幼稚園等のＢＣＰ策定

② 児童生徒のメンタルケア体制の整備

288

4-11 要配慮者の生活環境の復旧 ① 社会福祉施設のＢＣＰ策定等の支援 290

4-12 農業の再興 ① ＪＡグループのＢＣＰ策定 292

4-13 林業の再興 ① 木材加工業界におけるＢＣＰの実効性確保 294

4-14 水産業の再興 ① 漁協のＢＣＰ策定

② 漁業地域ＢＣＰの策定

③ 漁業権の漁場基点のデータ管理

296

4-15 商工業の再興 ① 商工業者等のＢＣＰ策定

② 商工会・商工会議所のＢＣＰ改正

298

4-16 観光産業の再興 ① 旅館、ホテルの事業再開対策

② 旅館、ホテルのＢＣＰ策定

301

4-17 雇用の維持・確保 ① 事業者のＢＣＰ策定 303

項目 取組の概要 頁

2-4 社会福祉施設の防災対策 ① 社会福祉施設の防災マニュアル作成等

② 社会福祉施設の防災対策

77

2-8 医療施設・社会福祉施設等の耐

震化の促進

② 社会福祉施設等の耐震化 88

2-12 津波からの避難対策の促進 ④ 個別避難計画の作成 102

2-20 高台移転に向けた取組 ② 保育所・幼稚園等の高台移転

③ 社会福祉施設等の高台移転

129

3-18 災害時の医療救護体制の整備 ⑧ 透析医療提供体制等の整備 217

3-23 要配慮者の避難対策の促進 ① 福祉避難所の指定、支援体制の整備

② 一般の避難所における要配慮者対策

③ 広域的な支援体制の整備

243

3-24 要配慮者の支援体制の整備 ① 重点継続要医療者の備えの促進

② 重点継続要医療者及び指定難病患者の情報提供

③ ＨＯＴステーション設置場所の検討

④ 在宅酸素療法者等に係る災害時医療ネットワークの構築

⑤ 情報支援ボランティア登録支援

⑥ 多言語での情報提供体制の整備

247

4-11 要配慮者の生活環境の復旧 ① 社会福祉施設のＢＣＰ策定等の支援 290
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（10）啓発の充実強化による自助・共助のさらなる推進

項目 取組の概要 頁

1-1 県民への情報提供、啓発の促進 ① 南海トラフ地震に対する備えについての啓発 53

1-2 県民の防災教育、訓練 ① 市町村や地域が行う避難訓練等 57

1-3 自主防災組織の活性化 ① 自主防災組織の設立、活動活性化 59

1-4 防災人材の育成 ② 防災士の養成

③ 救急救命講習の受講促進

④ 防災における男女共同参画の啓発

⑤ 女性防火クラブ・少年消防クラブの活動

62

2-2 学校等の防災対策 ① 保育所・幼稚園等の防災対策

② 市町村立学校の防災対策

③ 私立学校の防災対策

④ 放課後子ども教室等の防災対策

70

2-5 住宅の耐震化の促進 ① 住宅の耐震化 79

2-11 室内の安全対策の促進 ① 家具転倒防止対策 99

2-12 津波からの避難対策の促進 ④ 個別避難計画の作成 102

2-28 南海トラフ地震臨時情報が発表

された場合に備えた対策

② 事業者の対策計画の見直し

③ 臨時情報の啓発

151

50



４ 具体的な取組内容（個票）

【個票の見方】

・個票は、項目ごとに、〔概要〕及び〔詳細〕の表で構成されています。

・〔概要〕は、取組の目的、目標達成によって得られる効果等を記載し、〔詳細〕は、個々の取組の内容、

計画期間の目標等を記載しています。
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１
－
１

県
民
へ
の
情
報
提
供
、
啓
発
の
促
進

〔
概
要
〕

県
民
一
人
ひ
と
り
が
地
震
や
津
波
に
対
し
て
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、
事
前
の
備
え
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
情
報
提
供
や
広
報
を
行
い
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
備
え
ち
ょ
き
」
や
広
報
誌
、
テ
レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
等
の
様
々
な
媒
体
を
通
じ
て
、
南
海
ト
ラ

フ
地
震
に
対
す
る
備
え
に
つ
い
て
啓
発
を
行
い
ま

す
。

県
民
全
体
の
防
災
へ
の
意
識
を
高
め
、
南
海
ト
ラ
フ

地
震
に
対
す
る
事
前
の
備
え
を
進
め
る
こ
と
に
よ
る

県
民
の
安
全
の
確
保

共
通

自
助

共
助

２
．
津
波
避
難
対
策

６
．
長
期
浸
水
対
策

10
．
啓
発
充
実
強
化

高
知
県
強
靱
化
計
画

応
急
期
懇
談
会
提
言

県
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対

策
課
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①
1

県
民
の
防
災
意
識
向

上
の
た
め
の
情
報
提

供
・啓
発

Ⅰ
Ａ

津
波
か
ら
の
早
期
避
難
の

意
識
率
1
00
％

３
日
分
以
上
の
飲
料
水
備

蓄
率
5
0％

３
日
分
以
上
の
食
料
備
蓄

率
5
0％

津
波
か
ら
の
早
期
避
難
の

意
識
率

・
R
1：
68
.6
％

・
R
2：
65
.1
％

・
R
3：
72
.9
％

３
日
分
以
上
の
飲
料
水
備

蓄
率

・
R
1：
25
.1
％

・
R
2：
32
.6
％

・
R
3：
36
.4
％

３
日
分
以
上
の
食
料
備
蓄

率 ・
R
1：
26
.8
％

・
R
2：
38
％

・
R
3：
36
.6
％

計 画

様
々
な
媒
体
を
活
用
し
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
対
す
る
備
え
に
つ
い
て
、
幅
広

い
層
へ
啓
発

・テ
レ
ビ
・ラ
ジ
オ
に
お
け
る
啓
発
Ｃ
Ｍ
の
放
送

・新
聞
広
告
の
掲
載

・量
販
店
と
連
携
し
た
啓
発
へ
の
呼
び
か
け
（
啓
発
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
等
）

・Ｌ
ＩＮ
Ｅ
を
活
用
し
た
啓
発
（
啓
発
イ
ベ
ン
ト
の
告
知
等
）

・南
海
ト
ラ
フ
地
震
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
改
修

・
ま
ん
が
・
ア
ニ
メ
を
活
用
し
た
啓
発
（防
災
ま
ん
が
選
手
権
の
開
催
及
び
そ
の

受
賞
作
品
の
ア
ニ
メ
制
作
・放
送
）

・Ｖ
Ｒ
技
術
等
を
活
用
し
た
津
波
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
の
制
作
に
係
る
検
討

・津
波
避
難
ア
プ
リ
を
活
用
し
た
地
域
の
取
組
の
支
援
、
普
及
促
進

・
啓
発
冊
子
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
備
え
ち
ょ
き
」
を
活
用
し
た
啓
発
（
転
入
者

へ
の
配
布
、
必
要
に
応
じ
た
改
訂
内
容
の
検
討
等
）

取
組
の
継
続

津
波
か
ら
の
早

期
避
難
の
意
識

率
1
00
％

３
日
分
以
上
の

飲
料
水
備
蓄
率

1
00
％

３
日
分
以
上
の

食
料
備
蓄
率

1
00
％

R
9

津
波
か
ら
の
早
期
避
難

の
意
識
率
82
％

３
日
分
以
上
の
飲
料
水

備
蓄
率
4
1％

３
日
分
以
上
の
食
料
備

蓄
率
41
％

津
波
か
ら
の
早
期
避
難

の
意
識
率
91
％

３
日
分
以
上
の
飲
料
水

備
蓄
率
46
％

３
日
分
以
上
の
食
料
備

蓄
率
46
％

津
波
か
ら
の
早
期
避
難

の
意
識
率
1
00
％

３
日
分
以
上
の
飲
料
水

備
蓄
率
50
％

３
日
分
以
上
の
食
料
備

蓄
率
5
0％

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①

2

啓
発
ポ
ス
タ
－
・
標
語

の
募
集
と
作
品
を
活

用
し
た
啓
発

応
募
数

ポ
ス
タ
ー
：
90
0
作
品
/年

標
語

：2
,2
00
作
品
/年

入
賞
作
品
を
活
用
し
た
啓
発

（
オ
ー
テ
ピ
ア
、
大
型
商

業
施
設
、
量
販
店
、
コ
ン

ビ
ニ
等
で
展
示
、
ラ
ジ
オ

C
M
（
標
語
）
、
新
聞
広

告
、

Y
o
uT
u
be

・

In
st
ag
ra
m
・
デ
ジ
タ
ル
サ

イ
ネ
ー
ジ
な
ど
の
デ
ジ
タ

ル
媒
体
）

ポ
ス
タ
ー
応
募
数

R
1
：2
6
校
35
3
作
品

R
2
：4
0
校
80
9
作
品

R
3
：3
0
校
44
9
作
品

標
語
応
募
数

R
1
：3
8
校
2,
0
09
作
品

R
2
：4
7
校
2,
0
06
作
品

R
3
：4
4
校
1,
9
05
作
品

入
賞
作
品
を
活
用
し
た
啓
発

（
オ
ー
テ
ピ
ア
、
大
型
商

業
施
設
等
で
展
示
、
ラ
ジ

オ
C
M
（
標
語
）
、
新
聞
広

告
）

計 画

啓
発
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
の
募
集
と
作
品
を
活
用
し
た
啓
発

取
組
の
継
続

ポ
ス
タ
ー

9
00
作
品
/年

標
語

2
,2
0
0
作
品
/年

※
３
年
ご
と
に
見
直
し

毎
年

応
募
数

・ポ
ス
タ
ー
：9
00
作
品
/年

・標
語
：2
,2
00
作
品
/年

応
募
数

・ポ
ス
タ
ー
：9
00
作
品
/年

・標
語
：2
,2
00
作
品
/年

応
募
数

・ポ
ス
タ
ー
：9
00
作
品
/年

・標
語
：2
,2
00
作
品
/年

実 績

3
様
々
な
広
報
媒
体
を

活
用
し
た
啓
発

Ⅰ
Ｂ

L
IN
E
新
規
登
録

2
,0
0
0
人
/年

※
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策

課
公
式
L
IN
E

高
知
県
防
災
ア
プ
リ
の
新

規
イ
ン
ス
ト
ー
ル

1
0,
0
00
件
/
年

L
IN
E
登
録
者
数
6,
9
04

人 ・
R
1
新
規
登
録
1,
34
9
人

・
R
2
新
規
登
録
3,
00
3
人

・
R
3
新
規
登
録
1,
21
1
人

防
災
ア
プ
リ
39
,8
5
3
件

計 画

L
IN
E
新
規
登
録

2
,0
0
0
人

防
災
ア
プ
リ
新
規
イ

ン
ス
ト
ー
ル
10
,0
0
0

件

L
IN
E
新
規
登
録

2
,0
0
0
人

防
災
ア
プ
リ
新
規
イ

ン
ス
ト
ー
ル
1
0,
0
00

件

L
IN
E
新
規
登
録

2,
0
00
人

防
災
ア
プ
リ
に
つ
い

て
は
、
高
知
県
デ
ジ

タ
ル
化
推
進
計
画
の

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

に
合
わ
せ
て
検
討

取
組
の
継
続

L
IN
E
登
録
者
数

1
8,
0
00
人

※
高
知
県
公
式
L
IN
E

の
登
録
者
数
に
相
当

※
３
年
ご
と
に
見
直
し

防
災
ア
プ
リ

6
0,
0
00
件

※
高
知
県
デ
ジ

タ
ル
化
推
進
計

画
の
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
に
合
わ
せ

て
見
直
し

R
9

R
5

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

4
起
震
車
を
活
用
し
た

啓
発

Ⅰ
Ｂ
体
験
者
数
4
0,
0
00
人
/

年

R
1
：3
0,
8
17
人

R
2
：1
9,
6
65
人

R
3
：1
9,
0
00
人

計 画

体
験
者
数
20
,0
0
0

人

体
験
者
数
3
0,
0
00

人

体
験
者
数
40
,0
0
0

人

取
組
の
継
続

体
験
者
数

4
0,
0
00
人
/
年

※
３
年
ご
と
に
見
直
し

毎
年

実 績
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１
－
２

県
民
の
防
災
教
育
、
訓
練

〔
概
要
〕

県
民
が
地
震
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
事
前
の
備
え
や
地
震
時
の
適
切
な
行
動
を
行
え
る
よ
う
、
避
難
訓
練
や
防
災
学
習
会
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
一
人
で
も
多
く

の
被
災
者
を
救
助
・
救
出
し
、
命
を
つ
な
ぐ
支
援
を
円
滑
に
行
え
る
よ
う
、
消
防
や
警
察
、
自
衛
隊
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
機
関
な
ど
の
防
災
関
係
機
関
と
連
携
し
た
訓
練
を
行
い

ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
県
民
の
防
災
力
向
上
の
た
め
、
市
町
村
や
地
域
が

行
う
避
難
訓
練
等
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

災
害
発
生
時
の
迅
速
な
避
難
行
動
の
実
施

共
通

自
助

共
助

２
．
津
波
避
難
対
策

６
．
長
期
浸
水
対
策

10
．
啓
発
充
実
強
化

高
知
県
強
靱
化
計
画

応
急
期
懇
談
会
提
言

県 市
町
村

県
民

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対

策
課

②
防
災
関
係
機
関
や
国
と
連
携
し
た
広
域
的
な
訓
練

を
実
施
し
ま
す
。

訓
練
を
通
じ
て
事
前
の
備
え
を
点
検
す
る
こ
と
に
よ

る
災
害
発
生
時
の
円
滑
な
応
急
活
動
の
実
施

共
通

公
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

国
の
具
体
計
画

地
域
防
災
計
画

県 防
災
関
係
機
関

危
機
管
理
・
防
災

課
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①

1

市
町
村
と
連
携
し
た
避

難
訓
練
(県
内
一
斉
避

難
訓
練
、
シ
ェ
イ
ク
ア

ウ
ト
訓
練
等
)へ
の
参

加
呼
び
か
け

Ⅰ
Ｂ

自
主
防
災
組
織
等
の
訓

練
参
加
者

一
斉
避
難
訓
練
：
6
0,
0
00

人
/
年

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
：

9
0,
0
00
人
/
年

（
一
斉
避
難
訓
練
等
）

H
3
0：
12
1,
0
28
人

R
1
：
10
0,
0
00
人

R
2
：
5
2,
9
10
人

R
3
：
5
0,
0
00
人

（
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
）

H
3
0:
8
6,
8
35
人

R
1
：
80
,6
4
2
人

R
2
：
73
,5
0
6
人

R
3
：
74
,0
0
0
人

計 画

一
斉
避
難
訓
練

：
60
,0
0
0
人

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練

：
90
,0
0
0
人

一
斉
避
難
訓
練

：
60
,0
0
0
人

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練

：
90
,0
0
0
人

一
斉
避
難
訓
練

：6
0,
0
00
人

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練

：9
0,
0
00
人

取
組
の
継
続

一
斉
避
難
訓
練

：
60
,0
0
0
人
/年

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト

訓
練
：
90
,0
0
0
人

/
年

※
３
年
ご
と
に
見
直
し

毎
年

実 績

2

こ
う
ち
防
災
備
え
ち
ょ

き
隊
と
し
て
講
師
を
派

遣
し
、
講
座
を
実
施

Ⅰ
Ｂ
講
座
受
講
1,
0
00
人
/年

（
講
座
実
施
5
0
回
/
年
）

R
1
：派
遣
実
施
6
0
回

R
2
：派
遣
実
績
3
1
回

R
3
：派
遣
実
績
3
0
回

計 画

講
座
受
講
1,
0
00
人

（
講
座
実
施
5
0
回
）

講
座
受
講
1
,0
0
0
人

（
講
座
実
施
50
回
）

講
座
受
講
1,
0
00
人

（講
座
実
施
5
0
回
）

取
組
の
継
続

講
座
受
講
1
,0
0
0

人
/
年

※
３
年
ご
と
に
見
直
し

毎
年

実 績

②
1

総
合
防
災
訓
練
の
実

施
Ⅰ
Ｂ
訓
練
を
３
回
実
施

県
内
を
５
ブ
ロ
ッ
ク
に
分

け
、
順
次
訓
練
を
実
施

・
H
30
高
知
新
港
他

・
R
1
鏡
野
公
園
他

・
R
2
コ
ロ
ナ
の
た
め
中
止

・
R
3
コ
ロ
ナ
の
た
め
中
止

計 画

幡
多
ブ
ロ
ッ
ク
で
訓

練
実
施

安
芸
ブ
ロ
ッ
ク
で
訓

練
実
施

中
央
東
ブ
ロ
ッ
ク
で

訓
練
実
施

取
組
の
継
続

ブ
ロ
ッ
ク
を
変
え

て
訓
練
１
回
実

施
/
年

毎
年

実 績
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１
－
３

自
主
防
災
組
織
の
活
性
化

〔
概
要
〕

自
主
防
災
組
織
の
設
立
・
活
性
化
な
ど
、
地
域
で
互
い
に
支
え
合
う
仕
組
み
や
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
自
主
防
災
組
織
の
設
立
や
、
そ
れ
ら
を
包
括
す
る
連

絡
協
議
会
の
設
立
等
を
支
援
し
、
活
動
強
化
を
図
り

ま
す
。

地
域
防
災
力
の
向
上
に
よ
る
円
滑
な
避
難
や
避
難

所
運
営
の
実
施

共
通

共
助

２
．
津
波
避
難
対
策

６
．
長
期
浸
水
対
策

10
．
啓
発
充
実
強
化

高
知
県
強
靱
化
計
画

応
急
期
懇
談
会
提
言

県 市
町
村

県
民

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対

策
課

②
自
主
防
災
組
織
の
メ
ン
バ
-
等
を
対
象
と
し
た
消
防

学
校
で
の
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
の
災
害
対
応
力
が
高
ま
る
こ
と
に
よ

る
、
地
域
防
災
力
の
向
上

共
通

共
助

10
．
啓
発
充
実
強
化

-
県 市
町
村

県
民

消
防
政
策
課
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
ub N
o
.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①

1
自
主
防
災
組
織
設
立

を
啓
発

Ⅰ
Ａ
組
織
率
10
0％

R
1
96
.5
％

R
2
96
.8
％

R
3
97
.1
％

計 画

自
主
防
災
組
織
率

9
8％

自
主
防
災
組
織
率

9
9％

自
主
防
災
組
織
率

10
0％

取
組
完
了

自
主
防
災
組
織

率
1
00
％

R
6

実 績

2
協
議
会
設
立
の
呼
掛

け
、
支
援

Ⅰ
Ａ
５
市
町
村
で
の
協
議
会
の

設
立

2
8
市
町
村
に
お
い
て
自

主
防
災
組
織
協
議
会
設

立
済
（
28
/3
3
市
町
村
）

計 画

協
議
会
設
立

２
市
町
村

協
議
会
設
立

２
市
町
村

協
議
会
設
立

１
市
町
村

－

全
市
町
村
で
の

協
議
会
設
置

（
大
川
村
は
１
自

主
防
災
組
織
の

た
め
協
議
会
を

要
し
な
い
）

R
6

実 績

3

自
主
防
災
組
織
活
動

活
性
化
に
向
け
た
支

援

Ⅰ
Ｂ

地
域
防
災
活
動
の
活
性

化 （
自
主
防
災
組
織
に
お
い

て
年
１
回
以
上
の
活
動
実

施
率
65
％
）

資
機
材
等
の
整
備
支
援

研
修
会
の
開
催

組
織
活
性
化
の
検
討

R
3
：活
動
率
4
9％

（
14
40
/2
93
4
団
体
）

計 画

補
助
金
な
ど
に
よ
る

地
域
防
災
活
動
活

性
化
の
支
援
5
5％

補
助
金
な
ど
に
よ
る

地
域
防
災
活
動
活

性
化
の
支
援
6
0％

補
助
金
な
ど
に
よ
る

地
域
防
災
活
動
活

性
化
の
支
援
65
％
取
組
の
継
続

自
主
防
災
組
織

の
活
性
化

（活
動
率
10
0％
）

-

実 績

4
自
主
防
災
組
織
の
表

彰
Ⅰ
Ｂ
自
主
防
災
組
織
の
表
彰

（
３
団
体
/
年
）

平
成
2
5
年
度
か
ら
実
施

計
2
0
団
体
を
表
彰

R
1
３
団
体

R
2
２
団
体

R
3
２
団
体

計 画

３
団
体
の
表
彰
の
実

施

３
団
体
の
表
彰
の
実

施

３
団
体
の
表
彰
の
実

施

取
組
の
継
続

３
団
体
/年
の
表

彰
の
実
施

毎
年

実 績

5
自
主
防
災
人
材
育
成

研
修
の
開
催

Ⅰ
Ｂ
６
箇
所
、
計
1
20
人
/
年

年
３
回
の
研
修
開
催

（
東
部
、
中
部
、
西
部
）

R
1
：３
回
実
施
13
3
人

R
2
：３
回
実
施

6
8
人

R
3
：６
回
実
施
12
0
人

計 画

６
箇
所
で
開
催

研
修
参
加
12
0
人

６
箇
所
開
催

研
修
参
加
1
20
人

好
事
例
集
の
更
新

６
箇
所
で
開
催

研
修
参
加
12
0
人

取
組
の
継
続

６
箇
所
で
開
催
/

年 研
修
参
加
1
20

人
/
年

毎
年

実 績
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N
o
.
S
ub N
o
.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①
6

４
県
連
携
(三
重
、
和

歌
山
、
徳
島
、
高
知
)

自
主
防
災
組
織
交
流

大
会
の
開
催
及
び
参

加

Ⅰ
Ｂ

交
流
大
会
へ
の
参
加
を

通
じ
た
好
事
例
の
共
有
及

び
自
主
防
災
活
動
の
活

性
化

毎
年
４
県
持
ち
回
り
で
年

１
回
実
施

（
R
1
徳
島
県
）

（
R
2
三
重
県
）

（
R
3
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
対
応
の
た
め

中
止
）

計 画
１
回
開
催
（高
知
県
）
１
回
開
催
（和
歌
山
県
）１
回
開
催
（徳
島
県
）

取
組
の
継
続

交
流
大
会
へ
の

参
加
も
し
く
は
開

催
（
毎
年
）

毎
年

実 績

②
1

消
防
学
校
に
お
い
て

以
下
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
実
施
す
る
。

①
『一
日
震
災
訓
練
』

対
象
：自
主
防
災
組

織 実
施
日
数
：２
日
（１
日

×
２
回
）

受
入
人
数
：2
00
人

（１
日
あ
た
り
１
０
０
人
）

②
『地
域
防
災
指
導

者
研
修
』

対
象
：消
防
本
部
の
職

員 実
施
日
数
：３
日
（３
日

×
１
回
）

受
入
人
数
：3
0
人

Ⅰ
Ｂ

①
『
一
日
震
災
訓
練
』

訓
練
６
回
開
催

参
加
者
数
6
00
人

②
『
地
域
防
災
指
導
者
研

修
』

訓
練
３
回
実
施

参
加
者
数
9
0
人

①
『
一
日
震
災
訓
練
』

毎
年
２
回
実
施

参
加
者
数

・
H
27
：1
45
人

・
H
28
：1
64
人

・
H
29
：1
58
人

・
H
30
：1
45
人

・
R
1
：1
75
人

・
R
2
：
64
人

・
R
3
：
90
人

②
『
地
域
防
災
指
導
者
研

修
』

毎
年
１
回
実
施
（R
2
よ
り

実
施
）

・
R
2：
24
人

・
R
3：
24
人

計 画

①
『
一
日
震
災
訓

練
』

２
回
開
催

2
00
人
参
加

②
『
地
域
防
災
指
導

者
研
修
』

１
回
実
施

3
0
人
参
加

①
『
一
日
震
災
訓

練
』

２
回
開
催

2
00
人
参
加

②
『
地
域
防
災
指
導

者
研
修
』

１
回
実
施

3
0
人
参
加

①
『一
日
震
災
訓

練
』

２
回
開
催

20
0
人
参
加

②
『地
域
防
災
指
導

者
研
修
』

１
回
実
施

30
人
参
加

取
組
の
継
続

①
『
一
日
震
災

訓
練
』

訓
練
２
回
開
催
、

2
00
人
参
加
/年

②
『
地
域
防
災

指
導
者
研
修
』

研
修
１
回
実
施
、

3
0
人
参
加
/
年

毎
年

実 績
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１
－
４

防
災
人
材
の
育
成

〔
概
要
〕

危
機
事
象
の
発
生
時
に
円
滑
に
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
県
・
市
町
村
職
員
や
県
民
の
危
機
管
理
能
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
危
機
事
象
へ
の
対
応
力
を
強
化
す
る
た
め
、
県
職

員
の
専
門
研
修
へ
の
派
遣
や
、
県
・
市
町
村
職
員

へ
の
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

職
員
の
危
機
事
象
へ
の
対
応
力
向
上
に
よ
る
危
機

管
理
体
制
の
充
実

共
通

公
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

県
人
事
課

危
機
管
理
・
防
災
課

②
防
災
士
会
と
連
携
し
、
地
域
に
お
け
る
防
災
活
動
を

担
う
人
材
に
対
し
て
の
研
修
会
を
開
催
し
、
防
災
士

の
資
格
取
得
を
促
進
し
ま
す
。

地
域
防
災
力
の
向
上

共
通

共
助

10
．
啓
発
充
実
強
化
高
知
県
強
靱
化
計
画

応
急
期
懇
談
会
提
言

県
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対

策
課

③
多
く
の
県
民
に
救
急
に
つ
い
て
理
解
し
て
も
ら
い
、

救
命
救
急
講
習
を
受
講
す
る
こ
と
に
よ
り
、
救
命
率
を

向
上
さ
せ
、
地
域
防
災
体
制
の
充
実
・強
化
を
図
る

た
め
、
救
急
救
命
講
習
実
施
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

救
急
救
命
に
対
す
る
理
解
と
認
識
を
深
め
る
た
め
、

救
急
救
命
フ
ェ
ア
の
開
催
し
ま
す
。

応
急
手
当
や
心
肺
蘇
生
法
を
多
く
の
県
民
が
理
解

す
る
こ
と
に
よ
る
救
命
率
の
向
上

共
通

共
助

10
．
啓
発
充
実
強
化

-
県 県
民

市
町
村

消
防
政
策
課

④
女
性
の
参
画
や
男
女
双
方
の
視
点
を
防
災
の
取
組

に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
発
行
物
・ワ
-
ク
シ
ョ
ッ
プ
・

講
座
に
よ
る
啓
発
を
行
い
ま
す
。

防
災
に
関
す
る
取
組
へ
の
女
性
の
参
画
の
促
進
と

防
災
対
策
へ
の
男
女
共
同
参
画
の
視
点
の
反
映

共
通

自
助

共
助

10
．
啓
発
充
実
強
化
こ
う
ち
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ン

県
人
権
・
男
女
共
同

参
画
課

⑤
地
域
に
お
け
る
防
災
力
向
上
の
た
め
に
、
女
性
防

火
ク
ラ
ブ
や
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
対
す
る
支
援
や
研

修
を
行
い
ま
す
。

女
性
及
び
将
来
の
地
域
防
災
を
担
う
子
供
た
ち
の

活
動
を
通
じ
た
地
域
防
災
力
の
向
上

共
通

共
助

10
．
啓
発
充
実
強
化
高
知
県
強
靱
化
計
画

応
急
期
懇
談
会
提
言

県 県
民

市
町
村

消
防
政
策
課
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①

1

内
閣
府
主
催
研
修
な

ど
各
種
研
修
へ
の
職

員
派
遣

Ⅰ
Ｂ
防
災
・
危
機
対
応
研
修
に

6
0
人
以
上
参
加

参
加
者
数

・
H
28
25
名

・
H
29
16
名

・
H
30
20
名

・
R
1
32
名

・
R
2
28
名

・
R
3
●
名

計 画

内
閣
府
主
催
研
修

等
に
2
0
名
以
上
派

遣

内
閣
府
主
催
研
修

等
に
2
0
名
以
上
派

遣

内
閣
府
主
催
研
修

等
に
20
名
以
上
派

遣

取
組
の
継
続

2
0
人
以
上
参
加

/
年

毎
年

実 績

2
市
町
村
の
首
長
、
幹

部
職
員
向
け
研
修
会

Ⅰ
Ｂ
３
回
開
催

3
4
市
町
村
参
加
/年

毎
年
１
回
開
催

参
加
者
数

・
H
28
83
名

・
H
29
67
名

・
H
30
65
名

・
R
1
81
名

・
R
2
54
名

・
R
3
●
名

計 画

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
１
回

開
催

3
4
市
町
村
参
加

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
１
回

開
催

3
4
市
町
村
参
加

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
１
回

開
催

34
市
町
村
参
加

取
組
の
継
続

１
回
開
催
、
34
市

町
村
参
加
/
年

毎
年

実 績

3
職
員
を
対
象
と
し
た
研

修
会
の
実
施

Ⅲ

県
職
員
を
対
象
と
し
た
職

階
別
研
修
の
実
施
（
24

回
）

県
職
員
を
対
象
と
し
た
職

階
別
研
修
の
実
施
(2
5

回
)

計 画

職
位
毎
に
研
修
を
実

施

職
位
毎
に
研
修
を
実

施

職
位
毎
に
研
修
を
実

施

取
組
の
継
続

-
-

実 績

4
市
町
村
新
採
職
員
研

修
へ
の
講
師
派
遣

Ⅰ
Ｂ
毎
年
度
講
師
派
遣

（
年
１
回
以
上
）

R
1
５
回
派
遣

R
2
０
回
派
遣

※
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡

大
防
止
対
策
の
た
め
当

課
担
当
の
講
座
は
先
方

の
判
断
で
中
止

R
3
７
回

計 画

市
町
村
新
採
職
員
研
修
の
実
施
主
体
で
あ
る
こ
う
ち
人
づ
く
り
広
域

連
合
と
調
整
の
上
、
講
師
を
派
遣
（
年
１
回
以
上
）

取
組
の
継
続

講
師
派
遣
年
１

回
以
上

毎
年

実 績

63



N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

②
1

県
内
で
防
災
士
養
成

講
座
を
実
施

Ⅰ
Ａ
防
災
士
9
00
人
養
成

県
防
災
士
4
,8
89
人

・
R
1：
28
0
人

・
R
2：
27
0
人

・
R
3：
30
0
人

計 画

防
災
士
3
00
人
養
成

防
災
士
3
00
人
養
成

防
災
士
30
0人
養
成

防
災
士

3,
0
00
人
養
成

県
民
の
1
.2
％

（
8,
7
00
人
）の
防

災
士
資
格
取
得

※
令
和
３
年
1
1
月
時

点
で
、
防
災
士
人
口

の
割
合
が
最
大
の
県

（
愛
媛
県
）
に
準
拠

※
３
年
ご
と
に
見
直
し

R
12

実 績

②
2

協
議
会
の
設
置
を
市

町
村
へ
呼
び
か
け

Ⅰ
Ａ

３
市
町
村
で
の
連
絡
協
議

会
設
置

（
12
/3
4
市
町
村
・3
5％
）

累
計
９
市
町
で
設
置

（
9/
34
市
町
村
・2
6％
）

・
R
1：
１
市
で
新
た
に
設
置

・
R
2：
新
た
な
設
置
な
し

・
R
3：
新
た
な
設
置
な
し

計 画

防
災
士
連
絡
協
議

会
設
置
１
市
町
村

防
災
士
連
絡
協
議

会
設
置
１
市
町
村

防
災
士
連
絡
協
議

会
設
置
１
市
町
村

22
市
町
村
で

設
置

3
4
市
町
村
で
の

連
絡
協
議
会
設

置

R
12

実 績

③
1

普
通
（上
級
）
救
命
救

急
講
習
の
実
施

Ⅰ
Ｂ
3
0,
0
00
人
受
講

受
講
者
数

・
H
27
：9
,0
4
0
人

・
H
28
：8
,9
2
0
人

・
H
29
：8
,8
8
2
人

・
H
30
：8
,7
8
8
人

・
R
1
：8
,1
1
2
人

・
R
2
：1
,4
0
6
人

・
R
3
：
-
人

計 画

１
0,
0
00
人
受
講

１
0
,0
0
0
人
受
講

１
0,
00
0
人
受
講

取
組
の
継
続

１
0,
0
00
人
/年

毎
年

実 績

③
2

救
急
救
命
フ
ェ
ア
を
開

催
Ⅰ
Ｂ
９
回
開
催

毎
年
度
３
カ
所
開
催

計 画

3
箇
所
開
催

参
加
者
20
0
人

3
箇
所
開
催

参
加
者
2
00
人

3
箇
所
開
催

参
加
者
20
0
人

取
組
の
継
続

3
箇
所
開
催
/年

2
00
人
/年

毎
年

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

④

1

女
性
の
参
画
や
男
女

双
方
の
視
点
を
防
災

の
取
組
に
反
映
さ
せ
る

た
め
に
、
啓
発
パ
ネ
ル

の
掲
示
や
情
報
紙
に

よ
る
啓
発
等
を
実
施

Ⅱ
Ｂ

啓
発
パ
ネ
ル
の
展
示
及

び
情
報
紙
に
よ
る
啓
発

そ
れ
ぞ
れ
年
１
回
以
上

啓
発
パ
ネ
ル
の
展
示
（
年

１
回
）

ソ
ー
レ
ス
コ
ー
プ
に
お
け

る
防
災
に
関
す
る
記
事
の

掲
載
（
年
１
回
）

計 画
啓
発
パ
ネ
ル
の
展
示
及
び
情
報
誌
に
よ
る
啓
発
を
年
１
回
実
施

取
組
の
継
続

-
-

実 績

2

災
害
・
防
災
分
野
に
お

け
る
男
女
共
同
参
画

に
関
す
る
研
修
を
開

催

Ⅰ
Ｂ
研
修
会
1
50
人
以
上
参

加

（
R
1）

・
女
性
防
災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

(ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講

座
、
4
回
実
施
、
参
加
者

数
9
1
人
)

・
防
災
教
室
(2
回
実
施

参
加
者
数
3
9
人
)

（
R
2）

・
女
性
防
災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

(ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講

座
、
5
回
実
施
、
参
加
者

数
1
11
人
)

・
防
災
教
室
1
回
実
施
、

参
加
者
数
3
4
人

（
R
3）
（見
込
）

・
女
性
防
災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

(ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講

座
、
5
回
実
施
、
参
加
者

数
1
94
人
)

・
防
災
教
室
1
回
実
施
、

参
加
者
数
3
3
人

計 画

研
修
会
１
回
以
上
開

催
（
参
加
者
5
0
人
）

研
修
会
１
回
以
上
開

催
（
参
加
者
50
人
）

研
修
会
１
回
以
上
開

催
（参
加
者
5
0
人
）

取
組
の
継
続

研
修
会
１
回
以

上
開
催
（
参
加

者
5
0
人
）/
年

毎
年

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

⑤

1

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
育

成
（
新
規
発
足
を
含

む
）及
び
活
動
支
援

Ⅰ
Ｂ

既
存
ク
ラ
ブ
の
活
性
化

新
ク
ラ
ブ
の
発
足
（
１
ク
ラ

ブ
）

防
災
訓
練
や
イ
ベ
ン
ト
の

実
施
、
資
機
材
の
整
備
等

活
動
支
援

・
R
1
８
ク
ラ
ブ
に
補
助
を

実
施

・
R
2
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
の
実
施

・
R
3
１
ク
ラ
ブ
新
規
発

足
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
サ

マ
ー
キ
ャ
ン
プ
を
市
町
村

ご
と
に
実
施

・
R
3
1
5
消
防
本
部
中
６

消
防
本
部
が
管
内
に
少

年
消
防
ク
ラ
ブ
あ
り

計 画

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
サ

マ
ー
キ
ャ
ン
プ
の
実

施
（
30
人
参
加
）

新
ク
ラ
ブ
発
足
に
向

け
た
調
整

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
サ

マ
ー
キ
ャ
ン
プ
の
実

施
（
30
人
参
加
）

指
導
者
養
成
の
支

援

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
サ

マ
ー
キ
ャ
ン
プ
の
実

施
（3
0
人
参
加
）

新
ク
ラ
ブ
の
発
足

（１
ク
ラ
ブ
）

取
組
の
継
続

既
存
ク
ラ
ブ
の
活

性
化

新
ク
ラ
ブ
の
発
足

（
管
内
に
ク
ラ
ブ

の
な
い
消
防
（
市

町
村
）
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
各
市
町
村

に
１
ク
ラ
ブ
以
上

を
目
標
）

-

実 績

2
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
ト
ッ

プ
リ
ー
ダ
ー
の
養
成

Ⅰ
Ｂ

県
内
研
修
会
開
催
３
回

幹
部
研
修
会
開
催
３
回

県
外
研
修
派
遣
６
回

合
計
30
0
名
参
加

・
R
1
県
内
研
修
会
２
回

開
催

・
R
2
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

未
実
施

・
R
3
県
内
研
修
会
１
回
、

県
外
研
修
会
２
回
開
催

予
定

計 画

県
内
研
修
会
１
回

幹
部
研
修
会
１
回

県
外
研
修
会
２
回

合
計
延
10
0
名
参

加

県
内
研
修
会
１
回

幹
部
研
修
会
１
回

県
外
研
修
会
２
回

合
計
延
1
00
名
参

加

県
内
研
修
会
１
回

幹
部
研
修
会
１
回

県
外
研
修
会
２
回

合
計
10
0
名
参
加

取
組
の
継
続

県
内
研
修
会

１
回
/年

幹
部
研
修
会

１
回
/年

県
外
研
修
会

２
回
/年

合
計
10
0
名
参

加
/
年

毎
年

実 績
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２
－
１

地
域
の
防
災
体
制
の
強
化

〔
概
要
〕

５
つ
の
地
域
に
設
置
し
た
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
推
進
地
域
本
部
」
を
中
心
に
し
た
活
動
に
よ
り
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
対
す
る
地
域
の
防
災
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
市
町
村
の
防
災
計
画
が
よ
り
実
効
性
の
あ
る
も
の
と

な
る
よ
う
、
地
域
で
の
点
検
や
訓
練
の
支
援
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
災
害
発
生
時
に
は
、
災
害
対
策
支
部

と
し
て
総
合
防
災
拠
点
を
速
や
か
に
開
設
、
情
報
の

収
集
と
市
町
村
の
支
援
を
行
う
た
め
の
体
制
を
整
え

る
と
と
も
に
訓
練
の
実
施
に
よ
る
地
域
で
の
防
災
力

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

継
続
し
た
訓
練
の
実
施
に
よ
る
地
域
で
の
防
災
力
の

向
上

共
通

公
助

-
-

県 市
町
村

応
急
救
助
機
関

危
機
管
理
・
防
災
課

（
各
地
域
本
部
）

②
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
備
え
、
事
前
防
災
・
減
災
と
迅
速

な
復
旧
復
興
に
資
す
る
施
策
を
総
合
的
、
計
画
的

に
実
施
す
る
た
め
の
「
国
土
強
靱
化
地
域
計
画
」

を
、
各
市
町
村
が
速
や
か
に
策
定
で
き
る
よ
う
支
援

し
ま
す
。

各
市
町
村
に
お
け
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
が
、
よ
り

総
合
的
、
計
画
的
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
、
地
域

の
防
災
力
の
向
上

共
通

公
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

県 市
町
村

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対

策
課

③
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
災
時
に
県
及
び
市
町
村
等

が
迅
速
・
的
確
な
応
急
救
助
活
動
を
実
施
す
る
た
め

に
既
存
の
非
常
通
信
シ
ス
テ
ム
を
含
め
た
様
々
な
情

報
伝
達
･収
集
手
段
の
多
重
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

多
様
な
情
報
伝
達
手
段
に
よ
る
迅
速
且
つ
的
確
な

応
急
救
助
活
動
の
実
現
及
び
住
民
へ
の
確
実
な
防

災
情
報
の
伝
達

共
通

公
助

２
．
津
波
避
難
対
策

-
県

危
機
管
理
・
防
災
課

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対

策
課
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①

1

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策

推
進
地
域
本
部
に
よ

る
地
域
の
防
災
体
制

の
拡
充
・強
化

Ⅰ
Ｂ

地
域
で
実
施
す
る
訓
練

へ
の
支
援

4
0
箇
所
以
上
/年

県
内
５
つ
の
地
域
本
部
に

よ
り
、
地
域
で
実
施
す
る

訓
練
へ
の
支
援
を
実
施

H
2
9
3
7
箇
所

H
3
0
2
5
箇
所

R
1
6
9
箇
所

R
2
3
3
箇
所

R
3
●
箇
所

計 画

地
域
で
実
施
す
る
訓

練
を
支
援

4
0
箇
所
以
上

地
域
で
実
施
す
る
訓

練
を
支
援

4
0
箇
所
以
上

地
域
で
実
施
す
る
訓

練
を
支
援

40
箇
所
以
上

取
組
の
継
続

4
0
箇
所
以
上
の

訓
練
支
援
/
年

毎
年

実 績

2

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策

推
進
地
域
本
部
に
よ

る
地
域
の
防
災
体
制

の
拡
充
・強
化

Ⅰ
Ｂ
関
係
機
関
と
の
連
携
強

化

県
内
５
つ
の
地
域
本
部
と

応
急
救
助
機
関
と
の
連

携
強
化
を
推
進

計 画

会
議
又
は
訓
練
を
１

回
実
施

会
議
又
は
訓
練
を
１

回
実
施

会
議
又
は
訓
練
を
１

回
実
施

取
組
の
継
続

応
急
救
助
機
関

と
の
会
議
又
は

訓
練
を
年
１
回
実

施

毎
年

応
急
救
助
機
関
等
と
の
連
携
強
化
（応
急
救
助
機
関
連
絡
会
の
開

催
等
）

実 績

②
1

国
土
強
靱
化
地
域
計

画
の
策
定
支
援

Ⅰ
Ａ

地
域
計
画
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
の
策
定
支
援

1
00
％
完
了
（3
4/
34
市
町

村
）

R
1
：市
町
村
向
け
説
明
会

開
催

（
11
/2
8、
全
市
町
村
か
ら

約
1
00
名
参
加
）

R
2
：地
域
計
画
策
定
に
向

け
た
参
考
資
料
の
作
成

R
3
：地
域
計
画
の
策
定
率

1
00
％
（3
4/
34
市
町
村
）

計 画

地
域
計
画
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
の
策
定
支

援 3
4
市
町
村
で
完
了

-
-

-

全
市
町
村
で
の

国
土
強
靱
化
地

域
計
画
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
の
策
定

R
4

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

③
2

防
災
行
政
無
線
の
戸

別
受
信
機
等
の
整
備

に
向
け
た
働
き
か
け
と

支
援
の
実
施

※
聴
覚
障
害
者
へ
の

戸
別
受
信
機
の
支
援

の
整
備
実
施
を
含
む

Ⅱ
Ｂ

市
町
村
の
要
望
に
応
じ
て

整
備
に
対
し
て
補
助
を
実

施

・
防
災
行
政
無
線
戸
別
受

信
機
等
に
関
す
る
支
援

（
13
市
町
：高
知
市
、
土

佐
市
、
い
の
町
、
佐
川

町
、
安
芸
市
、
田
野
町
、

香
南
市
、
室
戸
市
、
四
万

十
市
、
仁
淀
川
町
、
四
万

十
町
、
越
知
町
、
芸
西

村
）

聴
覚
障
害
者
へ
の
個
別

受
信
機
に
関
す
る
支
援

（
２
市
：
安
芸
市
、
南
国

市
）

R
1
：５
市
町

R
2
：５
市
町
村

計 画

市
町
村
の
要
望
に
応
じ
て
財
政
支
援
等
を
継
続

取
組
の
継
続

-
-

実 績
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２
－
２

学
校
等
の
防
災
対
策

〔
概
要
〕

学
校
等
で
地
震
や
津
波
か
ら
児
童
生
徒
、
園
児
等
の
命
を
守
れ
る
よ
う
、
事
前
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
や
避
難
訓
練
・
防
災
学
習
等
を
行
い
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
保
育
所
・幼
稚
園
等
が
行
う
、
防
災
対
策
に
関
す
る

研
修
会
の
実
施
や
防
災
訓
練
、
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
策
定
と
改
善
を
通
じ
て
、
防
災
力
向
上
を
進
め
ま

す
。

園
児
の
安
全
の
確
保

共
通

自
助

10
．
啓
発
充
実
強
化
高
知
県
強
靱
化
計
画

応
急
期
懇
談
会
提
言

市
町
村

私
立
幼
保
連

携
型
認
定
こ
ど

も
園
・
保
育

所
・幼
稚
園
設

置
者
等

幼
保
支
援
課

②
学
校
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
見
直
し
、
安
全
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
く
防
災
教
育
、
教
職
員
へ
の
研
修

の
充
実
、
高
校
生
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
推
進
し

ま
す
。

・
学
校
の
安
全
対
策
の
強
化
と
防
災
体
制
の
確
立

・
児
童
生
徒
の
安
全
に
関
す
る
資
質
・能
力
の
向
上

・
高
校
生
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

・
学
校
の
防
災
教
育
の
充
実
、
教
職
員
の
危
機
管

理
力
の
向
上

共
通

自
助

10
．
啓
発
充
実
強
化
高
知
県
強
靱
化
計
画

市
町
村

県

学
校
安
全
対
策
課

③
私
立
学
校
が
行
う
、
防
災
訓
練
や
防
災
教
育
の
実

施
、
防
災
教
育
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
等
を
進
め
ま

す
。

児
童
生
徒
等
の
安
全
の
確
保

共
通

自
助

10
．
啓
発
充
実
強
化

-
学
校
法
人

私
学
・
大
学
支
援

課

④
放
課
後
子
ど
も
教
室
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
等
で
の

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
や
見
直
し
、
避
難
訓
練
の
実

施
を
支
援
し
ま
す
。

児
童
生
徒
の
安
全
の
確
保

共
通

自
助

10
．
啓
発
充
実
強
化
高
知
県
強
靱
化
計
画

市
町
村

県

生
涯
学
習
課
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①
1

避
難
訓
練
の
実
施

保
育
所
・幼
稚
園
等
に

お
け
る
防
災
マ
ニ
ュ
ア

ル
等
の
研
修
会
実
施

Ⅰ
Ｂ

避
難
訓
練
の
継
続
的
な

実
施
率
10
0％

年
１
回
以
上
の
研
修
会
の

実
施

①
避
難
訓
練
実
施
率

1
00
％

R
1
10
0％
(3
20
/3
20
施
設
）

R
2
99
.7
％
(3
19
/3
20
施
設
）

R
3
10
0％
（3
19
/3
19
施
設
）

②
毎
年
１
回
研
修
会
実
施

計 画

年
1
回
以
上
の
実

施

年
1
回
以
上
の
実

施

年
1
回
以
上
の
実

施

取
組
の
継
続

避
難
訓
練
の
継

続
的
な
実
施
率

1
00
％

年
１
回
以
上
の

研
修
会
の
実
施

毎
年

実 績

②
1

学
校
防
災
マ
ニ
ュ
ア

ル
（
避
難
所
対
応
や

学
校
再
開
を
含
む
）
の

見
直
し

市
町
村
立
学
校
に
お

け
る
学
校
防
災
マ
ニ
ュ

ア
ル
（
避
難
所
対
応
や

学
校
再
開
を
含
む
）
の

整
備
に
向
け
た
、
市
町

村
教
育
委
員
会
へ
の

支
援

Ⅰ
Ｂ

見
直
し
実
施
率

1
00
％
の
継
続

各
市
町
村
教
育
委
員
会

に
よ
る
、
各
学
校
の
学
校

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
内
容

の
把
握
率
1
00
％

各
公
立
学
校
に
お
け
る

学
校
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

見
直
し
実
施
率
1
00
％
の

継
続
（
H
28
～
）

R
1
10
0％

R
2
10
0％

R
3
10
0％
見
込

市
町
村
立
学
校
に
お
け

る
学
校
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル

（
避
難
所
対
応
や
学
校
再

開
を
含
む
）
の
整
備
に
つ

い
て
、
市
町
村
教
育
委
員

会
へ
の
働
き
か
け
（
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
や
県
立
学
校
の

学
校
再
開
計
画
の
活
用

の
案
内
等
）

計 画

学
校
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
確
実
な
見
直
し
へ
の
働
き
か
け

見
直
し
実
施
率
1
00
％

市
町
村
立
学
校
に
お
け
る
学
校
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
に
つ
い

て
、
市
町
村
教
育
委
員
会
へ
の
支
援

取
組
の
継
続

見
直
し
実
施
率

1
00
％
の
継
続

各
市
町
村
教
育

委
員
会
に
よ
る
、

各
学
校
の
学
校

防
災
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
内
容
の
把

握
率
1
00
％

毎
年

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

②

2

各
公
立
学
校
に
お
け

る
防
災
授
業
(小
中
学

校
で
年
間
５
時
間
以

上
、
高
等
学
校
で
３
時

間
以
上
)及
び
避
難
訓

練
(様
々
な
状
況
設
定

で
年
間
３
回
以
上
)の

実
施

Ⅰ
Ｂ

防
災
授
業
及
び
避
難
訓

練 実
施
率
10
0％
の
継
続

全
公
立
学
校
の
防
災
授

業
及
び
避
難
訓
練
の
目

標
達
成
率
1
00
％
の
継

続
（
H
28
～
）：
防
災
の
授

業
：
全
学
年
で
年
間
５
時

間
以
上
（
小
中
学
校
）、

全
学
年
で
年
間
３
時
間
以

上
（
高
等
学
校
）
避
難

訓
練
：
各
学
校
で
年
間
３

回
以
上

※
R
1
・R
2
は
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
目
標
達
成
が
で
き
な

か
っ
た
学
校
あ
リ

R
1
10
0％

R
2
防
災
授
業
避
難
訓
練

小
9
8.
4％

小
96
.3
％

中
9
7.
2％

中
93
.5
％

高
8
8.
2％

高
79
.4
％

特
7
1.
4％

特
10
0％

R
3
10
0％
見
込

計 画

防
災
の
授
業
及
び
避
難
訓
練
の
確
実
な
実
施
、
質
的
向
上
へ
の
働

き
か
け

取
組
の
継
続

防
災
授
業
及
び

避
難
訓
練

実
施
率
1
00
％

の
継
続

毎
年

実 績

3

安
全
教
育
研
修
会
で

の
学
び
を
、
各
学
校
の

防
災
に
関
す
る
取
組

に
反
映

Ⅰ
Ｂ

講
演
や
演
習
、
実
践
発

表
等
の
研
修
内
容
を
参

加
者
が
自
校
の
防
災
教

育
及
び
安
全
管
理
に
活

用 研
修
内
容
を
活
か
し
た
取

組
の
実
施
率
1
00
％
の

継
続

防
災
教
育
研
修
会
（
学
校

悉
皆
研
修
）
の
毎
年
開
催

参
加
者
に
よ
る
研
修
内
容

の
共
有
・活
用
率
：
H
29

→
9
9％
、
H
3
0～
1
00
％

R
1
10
0％

R
2
10
0％

R
3
10
0％
見
込

計 画

安
全
教
育
研
修
会
の
研
修
内
容
を
活
か
し
た
取
組
実
施
へ
の
働
き

か
け

取
組
の
継
続

安
全
教
育
研
修

内
容
を
活
か
し
た

取
組
の
実
施
率

1
00
％
の
継
続

毎
年

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

②
4

「
高
知
県
高
校
生
津

波
サ
ミ
ッ
ト
」
の
一
連
の

取
組
に
よ
る
防
災
リ
ー

ダ
ー
の
育
成

Ⅱ
Ｂ

実
践
校
に
よ
る
生
徒
の
主

体
的
な
防
災
活
動
の
充

実
、
県
内
全
て
の
学
校
で

取
組
成
果
を
共
有

「
高
知
県
高
校
生
津
波
サ

ミ
ッ
ト
」
の
一
連
の
取
組
、

県
版
サ
ミ
ッ
ト
開
催
（H
29

～
）

※
R
2
は
コ
ロ
ナ
の
影
響

に
よ
り
サ
ミ
ッ
ト
開
催
中
止

R
3
県
版
サ
ミ
ッ
ト
開
催

予
定

計 画

「
高
知
県
高
校
生
津
波
サ
ミ
ッ
ト
」
の
一
連
の
取
組

高
校
生
の
主
体
的
な
防
災
活
動
へ
の
支
援

県
版
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催

取
組
の
継
続

－
－

実 績

③

1

私
立
学
校
に
お
け
る

継
続
し
た
防
災
教
育

の
実
施
の
促
進

Ⅰ
Ｂ
防
災
教
育
実
施
率
1
00
％

防
災
教
育
実
施
率

R
1
：
79
％
(1
5
/1
9)

R
2
：
68
％
(1
3
/1
9)

R
3
：1
00
％
(1
9
/1
9)

計 画

1
00
％

1
00
％

10
0％

取
組
の
継
続

防
災
教
育
実
施

率
1
00
％
/年

毎
年

実 績

2

学
校
防
災
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
見
直
し
（
点
検
）

や
継
続
的
な
避
難
訓

練
の
実
施
の
促
進

Ⅰ
Ｂ

避
難
訓
練
の
継
続
、
防
災

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
適
正
な
見

直
し
（点
検
）

避
難
訓
練
実
施
率

R
1
：1
00
％
(1
9
/1
9
校
)

R
2
：1
00
％
(1
9
/1
9
校
)

R
3
：1
00
％
(1
9
/1
9
校
)

見
直
し
（点
検
）
実
施
率

R
1
：5
0％
(9
/1
8
校
)

R
2
：8
4％
(1
6/
19
校
)

R
3
：1
00
％
(1
9
/1
9
校
)

計 画

避
難
訓
練
実
施
率

1
00
％

見
直
し
（
点
検
）
実
施

率
1
00
％

避
難
訓
練
実
施
率

1
00
％

見
直
し
（点
検
）
実
施

率
1
00
％

避
難
訓
練
実
施
率

10
0％

見
直
し
（
点
検
）実
施

率
10
0％

取
組
の
継
続

避
難
訓
練
実
施

率
1
00
％
/年

見
直
し
（
点
検
）

実
施
率
1
00
％
/

年

毎
年

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

④

1

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

支
援
員
等
や
市
町
村

担
当
者
へ
の
研
修
会

の
実
施
等

Ⅰ
Ｂ

防
災
研
修
会
の
実
施

年
1
回
✕
3
箇
所

参
加
者
数
年
14
0
人
以

上

年
1
回
✕
3
箇
所
実
施

※
R
2
の
み
2
箇
所

参
加
者
数

R
1
21
7
人

R
2
7
9
人

R
3
12
5
人

計 画

年
1
回
✕
3
箇
所

参
加
者
数
年
14
0

人
以
上

年
1
回
✕
3
箇
所

参
加
者
数
年
1
40

人
以
上

年
1
回
✕
3
箇
所

参
加
者
数
年
14
0

人
以
上

取
組
の
継
続

防
災
研
修
会
の

実
施
年
1
回
✕

3
箇
所

参
加
者
数

年

1
40
人
以
上

毎
年

実 績

2

放
課
後
子
ど
も
教
室
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に

お
け
る
防
災
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
見
直
し
等
を
支

援

Ⅱ
Ｂ

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
随
時

見
直
し
（
新
規
開
設
箇
所

の
作
成
支
援
を
含
む
）

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
見
直
し

支
援

R
1
1
市
1
箇
所

R
2
支
援
希
望
無
し

R
3

計 画

各
実
施
箇
所
に
お
い
て
避
難
訓
練
等
で
の
気
づ
き
を
防
災
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
随
時
反
映

（
市
町
村
等
の
求
め
に
応
じ
た
後
方
支
援
を
実
施
）

取
組
の
継
続

－
－

実 績

3

放
課
後
子
ど
も
教
室
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に

お
け
る
学
校
や
地
域
と

連
携
し
た
避
難
訓
練

の
実
施

Ⅰ
Ｂ

避
難
訓
練
実
施
率

1
00
％

※
高
知
市
含
む

避
難
訓
練
実
施
率

※
高
知
市
含
む

R
1
99
.7
％

R
2
99
.7
％

R
3
10
0％

計 画

・
避
難
訓
練
実
施
率

1
00
％

※
高
知
市
含
む

・
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
は
年
２
回
以
上
実

施

・
避
難
訓
練
実
施
率

1
00
％

※
高
知
市
含
む

・
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
は
年
２
回
以
上
実

施

・避
難
訓
練
実
施
率

10
0％ ※
高
知
市
含
む

・放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
は
年
２
回
以
上
実

施
取
組
の
継
続

避
難
訓
練
実
施

率
1
00
％

毎
年

実 績
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２
－
３

医
療
機
関
の
防
災
対
策

〔
概
要
〕

・
病
院
の
防
災
対
策
を
進
め
、
発
災
時
に
患
者
や
医
療
従
事
者
の
安
全
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
医
療
機
能
を
維
持
・
確
保
し
ま
す
。

・
県
立
病
院
の
事
業
継
続
計
画

(Ｂ
Ｃ
Ｐ

)の
実
効
性
の
担
保
を
目
指
し
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
病
院
の
災
害
対
応
力
を
強
化
す
る
た
め
、
必
要
な

資
機
材
の
整
備
や
事
業
継
続
計
画
(Ｂ
Ｃ
Ｐ
)の
策
定

等
を
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
長
期
浸
水
エ
リ
ア
に
あ
る
病
院
の
避
難
等
の

対
策
を
支
援
し
ま
す
。

患
者
、
医
療
従
事
者
の
安
全
確
保
、
被
災
後
の
医

療
機
能
の
維
持
、
継
続

共
通

自
助

公
助

３
．
医
療
救
護
体
制

６
．
長
期
浸
水
対
策

高
知
県
強
靱
化
計
画

国
の
具
体
計
画

応
急
期
懇
談
会
提
言

高
知
県
災
害
時
医
療

救
護
計
画

医
療
機
関

県 市
町
村

健
康
長
寿
政
策
課

②
県
立
病
院
に
お
け
る
災
害
訓
練
の
実
施
と
訓
練
に

伴
う
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
見
直
し
(年
１
回
以
上
の
訓
練
の
実
施
)

災
害
時
の
病
院
事
業
の
継
続

共
通

公
助

３
．
医
療
救
護
体
制
高
知
県
災
害
時
医
療

救
護
計
画

高
知
県
立
病
院
第
７
期

経
営
健
全
化
計
画

県
県
立
病
院
課
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①

1
病
院
の
施
設
、
設
備

等
の
整
備
の
支
援

Ⅰ
Ｂ

病
院
の
複
数
の
通
信
手

段
保
有
率

8
5％
（
10
4/
12
2）

複
数
の
通
信
手
段
保
有

率 7
5％
（
92
/1
22
）

計 画

複
数
の
通
信
手
段

確
保
４
病
院

複
数
の
通
信
手
段

確
保
４
病
院

複
数
の
通
信
手
段

確
保
４
病
院

取
組
の
継
続

複
数
の
通
信
手

段
保
有
全
病

院

－

実 績

2
病
院
の
B
C
P
策
定
等

を
支
援

Ⅰ
Ｂ

病
院
の
B
C
P
策
定
率

8
0％
(9
8/
12
2)

う
ち
救
護
病
院
10
0
％

(5
6/
56
）

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
率

6
3％
（
77
/1
22
）

う
ち

災
害
拠
点
病
院

10
0％
(1
2/
12
)

救
護
病
院

64
％
(3
6
/5
6）

計 画

病
院
７
病
院
策
定

病
院
７
病
院
策
定

病
院
７
病
院
策
定

取
組
の
継
続

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
全

病
院

－

実 績

②
1

県
立
病
院
に
お
け
る

・災
害
訓
練
の
実
施

・
事
業
継
続
計
画

（B
C
P
）
の
見
直
し

・
施
設
設
備
の
整
備

（維
持
管
理
）

Ⅰ
Ｂ
災
害
訓
練
を
年
1
回
以
上

実
施

・
災
害
訓
練
を
実
施

あ
き
総
合
病
院

R
1
：1
回
、
R
2：
1
回

R
3
：1
回

幡
多
け
ん
み
ん
病
院

R
1
：1
回
、
R
2：
1
回

R
3
：1
回

・
施
設
設
備
の
整
備

（
R
1、
あ
き
総
合
病
院
）

液
化
酸
素
供
給
設
備
の

設
置 非
常
用
電
源
の
増
設

計 画

災
害
訓
練
を
年
1

回
以
上
実
施

災
害
訓
練
を
年
1

回
以
上
実
施

災
害
訓
練
を
年
1

回
以
上
実
施

取
組
の
継
続

-
-

実 績
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２
－
４

社
会
福
祉
施
設
の
防
災
対
策

〔
概
要
〕

社
会
福
祉
施
設
の
地
震
防
災
対
策
を
進
め
る
こ
と
で
、
入
所
者
の
安
全
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
あ
わ
せ
て
地
域
の
避
難
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
社
会
福
祉
施
設
の
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
く
対

策
の
実
行
支
援
を
行
い
ま
す
。

災
害
時
等
に
お
け
る
施
設
入
所
者
等
の
安
全
・安

心
の
確
保

共
通

自
助

９
．
要
配
慮
者
対
策
高
知
県
強
靱
化
計
画

社
会
福
祉
法

人

高
齢
者
福
祉
課

障
害
福
祉
課

子
ど
も
・
子
育
て
支

援
課

②
社
会
福
祉
施
設
事
業
者
が
行
う
避
難
階
段
等
の
設

置
な
ど
、
施
設
の
防
災
対
策
に
対
し
て
支
援
を
行
い

ま
す
。

災
害
時
等
に
お
け
る
施
設
入
所
者
等
の
安
全
・安

心
の
確
保

共
通

自
助

９
．
要
配
慮
者
対
策
高
知
県
強
靱
化
計
画

高
知
県
耐
震
改
修
促

進
計
画

地
震
防
災
緊
急
事
業

五
箇
年
計
画

社
会
福
祉
法

人

高
齢
者
福
祉
課

障
害
福
祉
課

子
ど
も
・
子
育
て
支

援
課
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①
1

社
会
福
祉
施
設
の
防

災
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ

く
対
策
の
実
行
支
援

Ⅰ
Ｂ

・
新
規
指
定
や
更
新
等
の

際
に
、
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
確
認
や
指
導
を
実
施

・
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作

成
率
10
0％

・
新
規
指
定
や
更
新
等
の

際
に
、
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
確
認
や
指
導
を
実
施

・
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作

成
率

R
1
：作
成
率
1
00
％

（
48
9/
48
9
施
設
）

R
2
：作
成
率
9
7％

(1
,2
2
1/
1,
2
55
施
設
)

R
3
：作
成
率
1
00
％

（
1,
2
55
/1
,2
5
5
施
設
・見

込
）

計 画

新
規
指
定
や
更
新
等
の
際
に
、
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
確
認
や
指
導

を
実
施

取
組
の
継
続

－
-

実 績

②
1

社
会
福
祉
施
設
の
設

備
改
修
等
（避
難
階

段
、
ガ
ラ
ス
飛
散
防

止
、
避
難
器
具
、
自
家

発
電
装
置
等
）へ
の
支

援

Ⅱ
Ｂ
事
業
者
へ
の
補
助

補
助
事
業
実
績

R
1
：4
7
件

R
2
：
7
件

R
3
：1
0
件
（
見
込
）

計 画

社
会
福
祉
施
設
の
設
備
改
修
等
（
避
難
階
段
、
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
、

避
難
器
具
、
自
家
発
電
装
置
等
）
へ
の
支
援

取
組
の
継
続

-
-

実 績

78



２
－
５

住
宅
の
耐
震
化
の
促
進

〔
概
要
〕

・
住
宅
の
倒
壊
に
よ
る
人
的
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
、
地
震
に
よ
る
倒
壊
等
の
危
険
性
が
高
い
と
さ
れ
る
昭
和

56
年

5
月
以
前
に
建
て
ら
れ
た
住
宅
の
耐
震
化
と
、
増
加
傾

向
で
あ
る
空
き
家
の
地
震
対
策
を
進
め
ま
す
。

・
農
山
漁
村
生
活
体
験
ホ

-ム
ス
テ
イ
受
入
家
庭
で
の
建
物
の
倒
壊
等
に
よ
る
人
的
被
害
の
軽
減
の
た
め
、
耐
震
化
の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
住
宅
の
耐
震
化
(診
断
・
設
計
・改
修
工
事
)及
び
空

き
家
の
再
生
・活
用
を
図
る
た
め
支
援
を
行
い
ま

す
。

住
宅
や
住
宅
の
面
す
る
避
難
路
の
安
全
確
保
に
よ

る
県
民
の
生
命
の
安
全
の
確
保
と
避
難
行
動
の
円

滑
化

共
通

自
助

１
．
住
宅
の
安
全
性

２
．
津
波
避
難
対
策

1
0．
啓
発
充
実
強

化

高
知
県
強
靱
化
計
画

応
急
期
懇
談
会
提
言

高
知
県
耐
震
改
修
促

進
計
画

住
生
活
基
本
計
画

地
域
防
災
計
画

県
民

市
町
村

住
宅
課

②
農
山
漁
村
生
活
体
験
ホ
-
ム
ス
テ
イ
受
入
家
庭
で
の

耐
震
化
の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
す
。

農
山
漁
村
生
活
体
験
ホ
-ム
ス
テ
イ
受
入
家
庭
で
の

耐
震
化
へ
の
意
識
醸
成

共
通

公
助

１
．
住
宅
の
安
全
性

２
．
津
波
避
難
対
策

高
知
県
強
靱
化
計
画

受
入
家
庭

受
入
組
織

県

地
域
観
光
課
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①

1

住
宅
の
耐
震
化
の
支

援
(啓
発
･
周
知
・
補

助
)

Ⅰ
Ａ

耐
震
改
修
数
4,
5
00
棟

（
1
8,
3
00
/約
2
3,
0
00
棟
・

7
9.
6
％
)

＜
累
計
＞

5
3.
1
％
(1
3,
8
00
/約

2
6,
0
00
)

R
1
：1
,6
3
8
棟
/1
,5
0
0
棟

R
2
：1
,4
8
0
棟
/1
,5
0
0
棟

R
3
：1
,5
0
0
棟

※
最
終
目
標
の
数
値
の

見
直
し
（約
26
,0
0
0→
約

2
3,
0
00
）

（
H
30
住
宅
耐
震
化
率
算

定
根
拠
に
「住
宅
・
土
地

統
計
調
査
」
の
旧
耐
震
基

準
住
宅
お
け
る
耐
震
性

割
合
を
反
映
）

計 画

1
,5
0
0
棟

3
3.
3
％

(1
,5
00
/4
,5
0
0)

1
,5
0
0
棟

6
6.
6
％

(3
,0
0
0/
4,
5
00
)

1,
5
00
棟

10
0％

(4
,5
00
/4
,5
0
0)

4,
7
00
棟
実

施

耐
震
改
修

約
23
,0
0
0
棟
実

施

R
12

実 績

2

住
宅
耐
震
化
啓
発
の

た
め
の
全
市
町
村
に

お
け
る
戸
別
訪
問
の

実
施

Ⅰ
Ｂ

3
4
市
町
村
で
9
,0
0
0
戸

実
施

（
耐
震
改
修
年
間
目
標

1
,5
0
0
棟
の
2
倍
の
戸
別

訪
問
）

3
4
市
町
村
で
実
施

・
市
町
村
の
実
施
す
る
戸

別
訪
問
を
支
援
（
全
市
町

村
で
実
施
）

R
3
：3
4
市
町
村
で
実
施

計 画

3
,0
0
0
戸
以
上

3
3.
3
％

(3
,0
00
/9
,0
0
0)

3
,0
0
0
戸
以
上

6
6.
6
％

(6
,0
0
0/
9,
0
00
)

3,
0
00
戸
以
上

10
0％

(9
,0
00
/9
,0
0
0)

取
組
の
継
続

（耐
震
改
修

目
標
数
以
上

の
実
施
）

耐
震
改
修
目
標

数
以
上
の
実
施
/

年

毎
年

実 績

3

住
宅
の
耐
震
改
修
に

携
わ
る
事
業
者
の
育

成
(地
域
事
業
者
の
参

入
促
進
、
非
木
造
住

宅
耐
震
化
促
進
、
低
コ

ス
ト
工
法
普
及
)

Ⅰ
Ｂ

講
習
会
・
勉
強
会
の
開
催

3
0
回

1
01
/1
01
回
・
10
0％

＜
累
計
＞

8
8
回
8
7％
(8
8
/1
01
)

R
1
：1
1
回

R
2
：
3
回

R
3
：1
0
回

計 画

1
0
回
開
催

1
0
回
開
催

10
回
開
催

30
回
開
催

1
0
回
開
催
/
年

毎
年

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

4
空
き
家
の
廃
屋
化
防

止
及
び
再
生
・活
用

Ⅰ
Ｂ

再
生
リ
フ
ォ
-
ム
件
数
3
90

件 (累
積
1,
0
12
件
)

累
計
6
22
棟
再
生
リ
フ
ォ

ー
ム
実
施
済

R
1
：
83
件
/1
30
件

R
2
：1
09
件
/1
30
件

R
3
：1
30
件
（見
込
）
/1
30

件

計 画

1
30
件
実
施

1
30
件
実
施

13
0
件
実
施

-
1
30
件
実
施
/年

毎
年

実 績

②
1

農
山
漁
村
生
活
体
験

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
入
家

庭
で
の
耐
震
化
の
呼

び
か
け

Ⅲ
研
修
会
等
で
の
周
知
年

１
回
以
上

・
研
修
会
（農
山
漁
村
生

活
体
験
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受

入
研
修
）
で
の
周
知

H
2
9：
５
回

・
「農
山
漁
村
生
活
体
験

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
係
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」の
改
正

（
H
29
.9
）

・
各
教
育
旅
行
受
入
組

織
、
民
泊
登
録
世
帯
を
有

す
る
市
町
村
へ
通
知
を

通
じ
て
、
避
難
場
所
・
経

路
等
確
認
や
住
宅
耐
震

化
の
必
要
性
に
つ
い
て

周
知

R
1
１
回
通
知
（
３
月
）

R
2
１
回
通
知
（
２
月
）

R
3
１
回
通
知
予
定

・
各
教
育
旅
行
受
入
組

織
、
民
泊
登
録
世
帯
を
有

す
る
市
町
村
へ
通
知
（２

月
予
定
）

計 画

研
修
会
や
農
林
漁
家
民
泊
取
組
状
況
等
に
関
す
る
調
査
の
際
の
周

知
年
１
回
以
上

取
組
の
継
続

-
-

実 績
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２
－
６

県
・
市
町
村
有
建
築
物
の
耐
震
化
の
推
進

〔
概
要
〕

地
震
に
よ
り
倒
壊
等
の
危
険
性
が
高
い
と
さ
れ
る
県
の
建
築
物
等
の
耐
震
化
を
進
め
、
来
庁
者
や
職
員
の
安
全
を
確
保
し
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
市
町
村
有
建
築
物
の
耐
震
化
を
促
進
し
ま
す
。

来
庁
者
の
安
全
の
確
保

職
員
の
安
全
と
災
害
対
応
の
拠
点
と
な
る
庁
舎
を
確

保
し
、
迅
速
か
つ
確
実
な
災
害
対
応
業
務
の
実
施

共
通

自
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

国
の
具
体
計
画

高
知
県
耐
震
改
修
促

進
計
画

市
町
村

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対

策
課

②
教
職
員
住
宅
の
耐
震
化
を
進
め
ま
す
。

住
宅
の
倒
壊
や
避
難
路
の
閉
塞
を
防
ぐ
こ
と
及
び

耐
震
性
の
高
い
住
宅
へ
の
住
み
替
え
等
が
進
む
こ

と
に
よ
る
教
職
員
の
生
命
の
安
全
の
確
保

共
通

自
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

高
知
県
立
学
校
教
職
員

住
宅
整
備
基
本
計
画

県
教
職
員
・
福
利
課

③
県
立
牧
野
植
物
園
資
源
植
物
研
究
セ
ン
タ
-
の
耐

震
化
を
進
め
ま
す
。

入
園
者
及
び
職
員
等
の
安
全
の
確
保

共
通

自
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

県
自
然
共
生
課

④
畜
産
試
験
場
内
施
設
の
耐
震
化
を
進
め
ま
す
。

作
業
中
の
職
員
の
安
全
の
確
保

早
期
の
災
害
対
策
業
務
の
実
施

共
通

自
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

県
畜
産
振
興
課

⑤
内
水
面
漁
業
セ
ン
タ
ー
・
水
産
試
験
場
の
耐
震
化
を

進
め
ま
す
。

水
産
物
防
疫
事
業
の
早
期
再
開

共
通

自
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

県
漁
業
振
興
課

⑥
家
畜
保
健
衛
生
所
の
耐
震
化
を
進
め
ま
す
。

職
員
の
安
全
の
確
保

早
期
の
災
害
対
策
業
務
の
実
施

共
通

自
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

県
畜
産
振
興
課

⑦
果
樹
試
験
場
の
耐
震
化
を
進
め
ま
す
。

来
庁
者
、
職
員
の
安
全
の
確
保

早
期
の
災
害
対
策
業
務
の
実
施

共
通

自
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

県
環
境
農
業
推
進
課

⑧
茶
業
試
験
場
の
耐
震
化
を
進
め
ま
す
。

来
庁
者
、
職
員
の
安
全
の
確
保

早
期
の
災
害
対
策
業
務
の
実
施

共
通

自
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

県
環
境
農
業
推
進
課

⑨
農
業
大
学
校
の
安
全
対
策
を
進
め
ま
す
。

学
生
、
職
員
の
安
全
の
確
保

早
期
の
災
害
対
策
業
務
の
実
施

共
通

自
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

県
農
業
担
い
手
支
援
課

⑩
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
内
の
調
整
池
の
耐
震
化
を
進

め
ま
す
。

調
整
池
下
流
域
の
住
民
の
安
全
の
確
保

共
通

自
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

県
林
業
環
境
政
策
課

⑪
農
業
担
い
手
セ
ン
タ
ー
の
安
全
対
策
を
進
め
ま
す
。
来
庁
者
、
職
員
の
安
全
の
確
保

早
期
の
災
害
対
策
業
務
の
実
施

共
通

自
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

県
農
業
担
い
手
支
援
課
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①
1

市
町
村
有
建
築
物
の

耐
震
化

Ⅰ
Ａ

防
災
拠
点
と
な
る
市
町
村

施
設
の
耐
震
化
率
1
00
％

（
2,
0
20
/2
,0
2
0
棟
）

耐
震
化
率

R
1
：9
1.
3
％

（
1,
8
51
/2
,0
2
8
棟
）

R
2
：9
3.
3
％

（
1,
8
84
/2
,0
2
0
棟
）

R
3
：9
3.
4
％

（
暫
定
値
。
確
定
値
は
R
4

発
表
）

計 画

進
捗
状
況
調
査

耐
震
化
率
96
％

進
捗
状
況
調
査

耐
震
化
率
9
8％

進
捗
状
況
調
査

耐
震
化
率
10
0％

取
組
完
了

耐
震
化
率

1
00
％

R
6

実 績

②
1

教
職
員
住
宅
の
集
約
・

耐
震
化

Ⅰ
Ｂ
集
約
・
耐
震
化
５
棟

(7
3/
75
棟
・
97
.3
％
)

集
約
・
耐
震
化
完
了

6
8/
75
棟
90
.6
％

（
R
3.
3
.3
1
現
在
）

計 画
集
約
・
耐
震
化
５
棟

集
約
・
耐
震

化
２
棟

（
75
/7
5
棟
・

10
0％
）

7
5
棟
集
約
・
耐

震
化

-
実 績

③
1

県
立
牧
野
植
物
園
資

源
植
物
研
究
セ
ン
タ

ー
の
耐
震
化

Ⅰ
Ａ
建
替
工
事
の
完
成

・
牧
野
植
物
園
磨
き
上
げ

整
備
全
体
の
中
で
、
新
研

究
棟
の
敷
地
計
画
決
定

（
R
1）

・
建
築
基
本
設
計
の
完
了

（
R
2）

・
建
築
実
施
設
計
の
完
了

（
R
3）

・
敷
地
造
成
工
事
の
完
成

・
仮
設
事
務
所
整
備
、
引

越
の
完
了

・
解
体
工
事
の
完
成

・
隣
接
斜
面
擁
壁
工
事
の

完
成

・
建
築
工
事
（主
体
、
電

気
設
備
、
機
械
設
備
）
へ

の
着
手

※
最
終
目
標
で
あ
る
工
事

の
完
成
に
対
し
、
実
績
は

工
事
へ
の
着
手
（R
4
完

成
予
定
）

計 画

建
築
工
事
の
竣
工

仮
設
事
務
所
か
ら
の

移
転

完
了

-

-
建
替
工
事
の
完

成
R
4

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

④
1

畜
産
試
験
場
内
施
設

の
耐
震
化

Ⅰ
Ａ

４
棟
建
替
完
了
(4
/6
棟
・

6
7％
)

５
棟
設
計
完
了
(5
/6
棟
・

8
3％
)

県
有
建
築
物
耐
震
化
実

施
計
画
（
H
20
～
H
2
6）
に

基
づ
く
耐
震
化

・
事
務
所
耐
震
性
確
認

済
（
H
25
）

・
事
務
所
庇
撤
去
新
設

２
棟
建
替
完
了
33
％

（
2/
6）

・
種
豚
舎
（H
3
0）

・
試
験
鶏
舎
経
済
検
定

棟
（
H
30
）

計 画

単
雄
種
鶏
舎

建
替
完
了

直
接
検
定
牛
舎

設
計
完
了

直
接
検
定
牛
舎

建
替
完
了

肥
育
検
定
鶏
舎

設
計
完
了

肥
育
検
定
鶏

舎 建
替
完
了

中
・大
す
う
鶏

舎 設
計
完
了
及

び
建
替
完
了

６
棟
建
替
完
了

R
8

実 績

⑤
1

施
設
耐
震
化
工
事
の

実
施

Ⅰ
Ａ

内
水
面
漁
業
セ
ン
タ
ー
高

架
水
槽
棟
及
び
機
械
棟

改
修
工
事
完
了
（
10
0％
）

水
産
試
験
場
ポ
ン
プ
室

耐
震
化
工
事
完
了

（
10
0％
）

内
水
面
漁
業
セ
ン
タ
ー
高

架
水
槽
棟
及
び
機
械
棟

改
修
工
事
設
計
完
了

計 画

内
水
面
漁
業
セ
ン
タ

ー
高
架
水
槽
棟
及

び
機
械
棟
改
修
工

事
完
了

水
産
試
験
場
ポ
ン
プ

室
耐
震
化
工
事
設

計
委
託
完
了

水
産
試
験
場
ポ
ン
プ

室
耐
震
化
工
事
完

了

－

－
耐
震
化
完
了

R
5

実 績

⑥
1

家
畜
保
健
衛
生
所
の

耐
震
化

Ⅰ
Ａ

耐
震
化
３
施
設

・
中
央
家
畜
保
健
衛
生

所
田
野
支
所

・
西
部
家
畜
保
健
衛
生

所
本
所

・
西
部
家
畜
保
健
衛
生

所
高
南
支
所

耐
震
済
建
物
へ
の
移
転

可
能
性
調
査
実
施

計 画

耐
震
済
建
物
へ
の

移
転
可
能
性
調
査

建
設
候
補
地
の
調

査

耐
震
済
建
物
へ
の

移
転
可
能
性
調
査

建
設
候
補
地
の
調

査

耐
震
済
建
物
へ
の

移
転
可
能
性
調
査

建
設
候
補
地
の
調

査
取
組
の
継
続

耐
震
化
３
施
設

-

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

⑦
1

果
樹
試
験
場
の
耐
震

化
Ⅰ
Ａ
果
樹
試
験
場
の
耐
震
・
補

修
工
事
完
了

・
休
憩
所
の
建
替
完
了

(R
1
)

・
第
1
ほ
場
石
垣
補
修
工

事
の
測
量
・設
計
完
了

計 画

ガ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
建
替

工
事
(2
棟
)

第
1
ほ
場
石
垣
補
修

工
事

実
験
室
耐
震
補
強

工
事

第
2
ほ
場
石
垣
補
修

工
事

－

－

耐
震
・
補
修
工

事
完
了

５
施
設

R
5

実 績

⑧
1

茶
業
試
験
場
の
耐
震

化
Ⅰ
Ａ
茶
業
試
験
場
の
耐
震
・
補

修
工
事
完
了

－

計 画

山
留
ブ
ロ
ッ
ク
積
擁

壁
工
事

寄
宿
舎
耐
震
補
強

工
事

－

－

耐
震
・
補
修
工

事
完
了

２
施
設

R
5

実 績

⑨
1

農
業
大
学
校
の
安
全

対
策

Ⅰ
Ａ
ガ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
屋
根
張
り

替
え
工
事
完
了

・
工
事
費
の
R
3
予
算
要

求 ・
工
事
費
の
R
4
予
算
化

の
検
討

計 画

工
事
請
負
費
の
予

算
化

施
工
完
了

-
-

-
屋
根
張
り
替
え

工
事
完
了

R
4

実 績

⑩
1

農
業
担
い
手
育
成
セ

ン
タ
ー
の
安
全
対
策

Ⅰ
Ａ
ガ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
屋
根
張
り

替
え
工
事
完
了

・
工
事
費
の
R
3
予
算
要

求 ・
工
事
費
の
R
4
予
算
化

の
検
討

計 画

工
事
請
負
費
の
予

算
化

施
工
完
了

-
-

-
屋
根
張
り
替
え

工
事
完
了

R
4

実 績

⑪
1

森
林
技
術
セ
ン
タ
ー

内
の
調
整
池
の
耐
震

化

Ⅰ
Ａ
１
調
整
池
整
備
完
了

１
調
整
池
の
耐
震
調
査
完

了

計 画

下
流
た
め
池
の
耐
震

工
事
と
の
調
整

下
流
た
め
池
の
耐
震

工
事
と
の
調
整

測
量
設
計

工
事
施
工

１
調
整
池
整
備

完
了

R
7

実 績
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２
－
７

学
校
等
の
耐
震
化
の
促
進

〔
概
要
〕

子
ど
も
や
教
職
員
を
地
震
の
強
い
揺
れ
か
ら
守
る
た
め
、
学
校
等
の
施
設
の
耐
震
診
断
や
耐
震
化
を
進
め
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
保
育
所
・幼
稚
園
等
の
耐
震
化
を
促
進
す
る
た
め
、

施
設
の
設
置
者
が
実
施
す
る
耐
震
診
断
や
耐
震
補

強
に
対
し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

施
設
の
倒
壊
か
ら
の
子
ど
も
や
教
職
員
の
安
全
の

確
保

共
通

自
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

高
知
県
耐
震
改
修
促

進
計
画

地
震
防
災
緊
急
事
業

五
箇
年
計
画

市
町
村

私
立
幼
保
連

携
型
認
定
こ
ど

も
園
・
保
育

所
・
幼
稚
園
設

置
者
等

幼
保
支
援
課

②
私
立
学
校
の
耐
震
化
を
促
進
す
る
た
め
、
施
設
設

置
者
が
実
施
す
る
耐
震
診
断
や
耐
震
補
強
に
対
し

て
支
援
を
行
い
ま
す
。

地
震
に
よ
る
施
設
の
破
損
か
ら
の
子
ど
も
等
の
安
全

の
確
保

共
通

自
助

-
高
知
県
耐
震
改
修
促

進
計
画

学
校
法
人

私
学
・
大
学
支
援

課
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①
1

保
育
所
・
幼
稚
園
等
の

耐
震
化
の
支
援

Ⅰ
Ａ
耐
震
化
４
棟

1
00
％
（2
56
/2
56
棟
）

耐
震
化
率

R
1
：9
5.
7
％
（2
46
/2
57

棟
）

R
2
：9
6.
8
％
（2
48
/2
56

棟
）

R
3
：9
8.
4
％
（2
52
/2
56

棟
）

計 画

３
棟
実
施

9
9.
6
％

（
25
5/
25
6
棟
）

１
棟
実
施

1
00
％

（
25
6/
25
6
棟
）

完
了

完
了

耐
震
化
2
56
棟

R
6

実 績

②
1

私
立
学
校
の
耐
震
化

の
支
援

Ⅰ
Ｂ
耐
震
化
等
１
棟

(7
1/
72
棟
・
98
％
)

耐
震
化
実
施
率

R
1
：9
6％
(7
0/
73
棟
)

R
2
：9
7％
(7
1/
73
棟
)

R
3
：9
8％
(7
1/
72
棟
）

※
用
途
廃
止
に
よ
り
分
母

か
ら
１
棟
減
少

計 画

・
現
況
を
確
認

・今
後
の
措
置
を
検
討
す
る
よ
う
依
頼

（耐
震
化
又
は
取
壊
し
等
の
措
置
）

取
組
の
継
続

耐
震
化
実
施
率

1
00
％

-

実 績
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２
－
８

医
療
施
設
・
社
会
福
祉
施
設
等
の
耐
震
化
の
促
進

〔
概
要
〕

病
院
や
社
会
福
祉
施
設

(高
齢
者
施
設
・
障
害
者
施
設
・
児
童
関
係
施
設

)等
の
耐
震
化
を
進
め
る
こ
と
で
、
患
者
や
施
設
利
用
者
等
の
安
全
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
医
療
や

介
護
等
を
継
続
し
て
提
供
し
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
病
院
の
耐
震
化
を
支
援
し
ま
す
。

患
者
、
医
療
従
事
者
の
安
全
確
保
、
被
災
後
の
医

療
機
能
の
維
持
、
継
続

共
通

自
助

３
．
医
療
救
護
体
制
高
知
県
強
靱
化
計
画

国
の
具
体
計
画

応
急
期
懇
談
会
提
言

高
知
県
災
害
時
医
療

救
護
計
画

医
療
機
関

健
康
長
寿
政
策
課

障
害
保
健
支
援
課

②
社
会
福
祉
施
設
等
の
耐
震
化
を
支
援
し
ま
す
。

災
害
時
等
に
お
け
る
施
設
入
所
者
等
の
安
全
・安

心
の
確
保

共
通

自
助

９
．
要
配
慮
者
対
策
高
知
県
強
靱
化
計
画

国
の
具
体
計
画

応
急
期
懇
談
会
提
言

高
知
県
災
害
時
医
療

救
護
計
画

社
会
福
祉
法

人
等

高
齢
者
福
祉
課

障
害
福
祉
課

子
ど
も
・
子
育
て
支

援
課

人
権
・
男
女
共
同

参
画
課
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①
1

病
院
の
耐
震
化
の
支

援
Ⅰ
Ｂ
耐
震
化
６
病
院
7
7％

(9
4/
12
2)

耐
震
化
率
7
2％

(8
8/
12
2)

計 画
耐
震
化
２
病
院

耐
震
化
２
病
院

耐
震
化
２
病
院

取
組
の
継
続

耐
震
化

全
病

院
－

実 績

②

1
社
会
福
祉
施
設
等
の

耐
震
化
を
支
援

Ⅰ
Ｂ

耐
震
化
等
10
施
設

(5
93
/6
07
施
設
・
98
％
)

未
耐
震
施
設
へ
の
働
き

か
け

・
耐
震
化
等
８
施
設
（
目
標

施
設
内
）

入
所
型
施
設
の
耐
震
化

率
9
5％
(1
9
6/
20
6)

・
高
齢
者
施
設
9
5％

(1
56
/1
64
)

・
障
害
者
施
設
1
00
％

(3
0/
30
)

・
児
童
施
設
8
3％

(1
0/
12
)

ｸ
ﾞﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟﾎ
ｰ
ﾑ
等
の
耐
震

化
率
9
7％
(3
8
7/
40
1)

・
高
齢
者
施
設
9
7％

(1
88
/1
93
)

・
障
害
者
施
設
9
6％

(1
99
/2
08
)

R
1
：9
6％
（
56
2/
58
5）

R
2
：9
6％
（
58
3/
60
7）

R
3
：9
6％
（
58
3/
60
7）

計 画

未
耐
震
施
設
へ
の
働
き
か
け
及
び
支
援

取
組
の
継
続

耐
震
化
率

1
00
％

-

実 績

2

療
養
病
床
か
ら
の
転

換
に
あ
わ
せ
た
耐
震

化
の
支
援

Ⅰ
Ｂ
耐
震
化
率

1
00
％

（
11
/1
1)

療
養
病
床
を
持
つ
病
院

の
耐
震
化
率
6
4％

（
7/
11
)

・
R
1：
な
し

・
R
2：
1
施
設
（
一
部
）

・
R
3：
2
施
設
（
交
付
決
定

→
繰
越
）

計 画

未
耐
震
施
設
へ
の
は
た
ら
き
か
け

取
組
の
継
続

耐
震
化
率

1
00
％

-

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

②
3

市
町
村
が
設
置
運
営

す
る
隣
保
館
の
施
設

整
備
(耐
震
改
修
工

事
）に
対
す
る
支
援

Ⅰ
Ａ
耐
震
化
１
０
０
％

中
核
市
で
あ
る
高
知
市
を

除
く
県
内
2
1
市
町
村
38

隣
保
館
の
耐
震
化
率

9
7.
4
％
(3
7
/3
8
施
設
）

R
1
：０
施
設

R
2
：１
施
設

R
3
：０
施
設

計 画

１
施
設
へ
の
耐
震
化

を
支
援

－
－

－
耐
震
化
1
00
％

R
4

実 績
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２
－
９

事
業
者
施
設
等
の
耐
震
化
の
促
進

〔
概
要
〕

事
業
者
の
従
業
員
の
安
全
を
確
保
し
、
早
期
の
事
業
再
開
に
つ
な
げ
る
た
め
、
工
場
・
事
業
所
等
の
耐
震
化
等
の
地
震
対
策
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
不
特
定
多
数
の
方
が

利
用
す
る
店
舗
や
旅
館
等
の
大
規
模
な
建
築
物
等
に
つ
い
て
も
耐
震
化
を
促
進
し
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
事
業
者
が
実
施
す
る
耐
震
化
の
取
組
に
対
し
て
支

援
を
行
い
ま
す
。

工
場
・
事
業
所
等
の
崩
壊
防
止
及
び
従
業
員
の
生

命
の
安
全
確
保
に
よ
る
事
業
の
早
期
再
開

共
通

自
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

高
知
県
耐
震
改
修
促

進
計
画

事
業
者

商
工
政
策
課

②
不
特
定
多
数
の
方
が
利
用
す
る
店
舗
及
び
旅
館
等

の
大
規
模
な
も
の
や
、
県
・市
町
村
の
防
災
拠
点
等

の
施
設
、
ま
た
避
難
路
等
の
沿
道
に
あ
る
建
築
物
の

耐
震
化
を
支
援
し
ま
す
。

安
全
な
避
難
路
の
確
保
に
よ
る
円
滑
な
避
難
活
動

の
実
施
及
び
避
難
場
所
の
安
全
を
図
る
。

防
災
拠
点
と
な
る
建
築
物
の
耐
震
化
の
推
進
及
び

避
難
路
沿
道
建
築
物
の
耐
震
化
を
推
進
す
る
こ
と
に

よ
る
緊
急
輸
送
道
路
等
避
難
路
の
通
行
の
確
保

共
通

自
助

公
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

応
急
期
懇
談
会
提
言

高
知
県
耐
震
改
修
促

進
計
画

県 市
町
村

県
民

建
築
指
導
課

③
事
業
者
に
対
し
て
、
金
融
機
関
が
行
う
県
制
度
融
資

「南
海
地
震
・
節
電
対
策
融
資
」
の
周
知
を
行
い
、
そ

の
活
用
に
よ
り
地
震
対
策
を
支
援
し
ま
す
。

地
震
被
害
の
軽
減
及
び
事
業
の
早
期
再
開

共
通

自
助

-
-

事
業
者

経
営
支
援
課

④
商
店
街
滞
在
者
の
安
心
・
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、

商
店
街
施
設
の
耐
震
化
を
行
う
商
工
団
体
等
の
事

業
者
に
対
し
て
補
助
を
行
い
、
施
設
の
耐
震
化
を
支

援
し
ま
す
。

地
震
被
害
の
軽
減

事
業
の
早
期
再
開

共
通

自
助

-
-

事
業
者

経
営
支
援
課

⑤
隣
接
す
る
民
家
等
に
影
響
す
る
高
架
橋
の
耐
震
化

に
対
し
補
助
を
行
い
ま
す
。

隣
接
す
る
民
家
等
の
安
全
・
安
心
の
確
保

共
通

公
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

事
業
者

交
通
運
輸
政
策
課
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①
1

県
内
で
製
造
業
を
営

む
事
業
者
の
工
場
・事

業
所
等
を
対
象
と
す
る

耐
震
診
断
等
へ
の
支

援

Ⅰ
Ｂ

従
業
員
50
人
以
上
の
製

造
業
を
営
む
中
小
企
業

の
耐
震
化
率
8
0％

※
耐
震
化
補
助
制
度
の

目
標

R
4
～
R
6

耐
震
診
断
６
件

耐
震
設
計
６
件

従
業
員
5
0
人
以
上
の
製

造
業
を
営
む
中
小
企
業

の
耐
震
化
率
6
0％

※
耐
震
化
補
助
制
度
の

実
績

・
R
1 耐
震
診
断
交
付
決
定
２
件

・
R
2 耐
震
設
計
交
付
決
定
１
件

・
R
3 耐
震
設
計
交
付
決
定
１
件

（
見
込
）

計 画

耐
震
診
断
２
件

耐
震
設
計
２
件

耐
震
診
断
２
件

耐
震
設
計
２
件

耐
震
診
断
２
件

耐
震
設
計
２
件

取
組
の
継
続

従
業
員
5
0
人

以
上
の
製
造
業

を
営
む
中
小
企

業
の
耐
震
化
率

1
00
％

-

実 績

②
1

大
規
模
建
築
物
、
防

災
拠
点
お
よ
び
避
難

路
沿
道
に
あ
る
建
築

物
の
耐
震
化
の
支
援

（啓
発
･周
知
・
補
助
）

Ⅰ
Ａ

1
49
棟
耐
震
化
（
累
計

3
88
棟
）

6
8.
4
％
（3
88
/5
67
)完
了

＜
累
計
＞

4
2.
5
％
（2
41
/5
67
）

（
大
規
模
57
、
防
災
拠
点

1
50
、
沿
道
34
）

R
1
：
9
棟

R
2
：1
6
棟

R
3
：2
5
棟

計 画

5
0
棟
耐
震
化

（
大
規
模
１
、
防
災
拠

点
19
、
沿
道
30
（全

閉
塞
Ｒ
Ｃ
3
）)

5
0
棟
耐
震
化

（
大
規
模
１
、
防
災
拠

点
1
9、
沿
道
30
（全

閉
塞
Ｒ
Ｃ
3）
)

49
棟
耐
震
化

（大
規
模
0
、
防
災

拠
点
19
、
沿
道
3
0

（全
閉
塞
Ｒ
Ｃ
2）
)

取
組
の
継
続

（大
規
模
１
、

防
災
拠
点

0、
沿
道
1
76

（全
閉
塞
R
C

0）
）

【
R
7】

・
大
規
模
建
築

物
6
0
棟
、
防

災
拠
点
建
築
物

2
07
棟
概
成

・
避
難
路
沿
道

建
築
物
に
つ
い

て
は
全
閉
塞
を

起
こ
す
建
築
物

（
R
C
造
14
棟
）

に
つ
い
て
概
成

【
R
12
】

沿
道
建
築
物

3
00
棟
概
成

R
12

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

②

2
建
築
物
の
所
有
者
へ

の
啓
発

Ⅰ
Ｂ
個
別
訪
問
の
実
施
1
5

市
町
村

・
説
明
会
実
施
（H
3
0）

R
1
：４
市
町

R
2
：個
別
訪
問
を
見
送
り

R
3
：４
市
町
村

計 画
5
市
町
村

5
市
町
村

5
市
町
村

取
組
の
継
続

（再
個
別
訪

問
の
実
施
）

-
-

実 績

3

非
木
造
建
築
物
の
耐

震
診
断
資
格
者
の
育

成

Ⅰ
Ｂ
講
習
会
の
開
催
案
内
の

周
知
３
回
実
施

耐
震
診
断
資
格
者
講
習

会
の
開
催
案
内
の
周
知

３
回
実
施

R
1
：1
回
実
施

R
2
：1
回
実
施

R
3
：1
回
実
施

計 画

講
習
会
の
開
催
案
内
の
周
知
の
実
施

取
組
の
継
続

-
-

実 績

4

防
災
拠
点
と
な
る
建
築

物
及
び
沿
道
建
築
物

の
耐
震
化
を
促
進
す

る
道
路
の
指
定
並
び

に
耐
震
診
断
の
支
援

Ⅰ
Ａ

1
50
棟
耐
震
診
断

8
7.
1
％
（
4
42
/5
07
棟
）
完

了

＜
累
計
＞

5
7.
6
％
(2
9
2/
50
7)

（
防
災
拠
点
19
3、
沿
道

9
9）

R
1
：3
3
棟

R
2
：2
2
棟

R
3
：2
5
棟

計 画

耐
震
診
断
5
0
棟

耐
震
診
断
5
0
棟

耐
震
診
断
50
棟

取
組
の
継
続

耐
震
診
断
50
7

棟
概
成

R
6

実 績

5

市
町
村
が
沿
道
建
築

物
の
耐
震
化
を
促
進

す
る
道
路
を
指
定
す
る

場
合
に
行
う
実
態
調

査
に
対
す
る
相
談
対

応
・支
援

Ⅰ
Ａ
調
査
が
必
要
な
市
町
村

の
支
援
継
続

＜
累
計
＞

8
.8
％
(3
/3
4
市
町
村
)

R
1
：1
町

R
2
：1
市

R
3
：未
定

計 画
調
査
に
関
す
る
相
談
対
応
・
支
援
の
継
続

取
組
の
継
続

調
査
が
必
要
な

市
町
村
全
て
調

査
実
施

R
7

実 績

③
1

県
制
度
融
資
「
南
海

地
震
・
節
電
対
策
融

資
」
を
活
用
し
た
地
震

対
策
の
支
援

Ⅰ
Ｂ
地
震
対
策
を
行
う
事
業
者

の
増
1
7
件

融
資
実
績

R
1：
5
件

R
2：
6
件

R
3：
7
件
(見
込
み
)

計 画
5
件

6
件

6
件

-
-

-

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

④
1

・
商
工
団
体
に
対
す
る

実
態
調
査
に
よ
る
未

耐
震
施
設
の
把
握
（毎

年
実
施
）

・
文
書
及
び
訪
問
等
に

よ
る
耐
震
化
の
必
要

性
の
啓
発
（
毎
年
実

施
）

・
耐
震
化
が
必
要
な
施

設
の
着
実
な
耐
震
化

及
び
撤
去
の
促
進

Ⅱ
Ｂ

・
未
耐
震
施
設
の
把
握

3
4
市
町
村

・
耐
震
化
の
必
要
性
の
啓

発 ・
着
実
な
耐
震
化
及
び
撤

去
の
促
進

・
延
べ
16
地
域
の
市
町

村
や
商
工
会
に
対
し
、
商

店
街
施
設
の
耐
震
化
の

必
要
性
の
啓
発
を
実
施

R
1
：1
6
地
域

R
2
：
5
地
域

R
3
：
8
地
域

・
未
耐
震
施
設
の
実
態
調

査
に
よ
り
未
耐
震
施
設
を

把
握

（
県
内
商
店
街
施
設
）

ア
ー
ケ
ー
ド
：
17
カ
所

ア
ー
チ
等
：
14
カ
所

街
路
灯
：
1,
91
7
基

（
う
ち
、
耐
用
年
数
を
経
過

し
た
施
設
）

ア
ー
ケ
ー
ド
：
17
カ
所

ア
ー
チ
等
：
９
カ
所

街
路
灯
：
1,
28
7
基

（
う
ち
、
設
置
年
不
明
施

設
） ア
ー
チ
等
：
５
カ
所

街
路
灯
：
11
1
基

・
R
2・
R
3
年
度
当
初
予
算

化 R
2
補
助
実
績
：３
市
２
町

ア
ー
ケ
ー
ド
一
部
撤
去
：１
カ
所

ア
ー
チ
撤
去
：
１
カ
所

街
路
灯
：
撤
去
10
基
、

設
置
２
基

R
3
補
助
見
込
み
：３
市

２
町

ア
ー
ケ
ー
ド
：
５
ヵ
所

（
改
修
・一
部
撤
去
）

街
路
灯
：撤
去
9
7

基
、
設
置
5
2
基

計 画

・
実
態
調
査
の
継
続

に
よ
る
耐
用
年
数
を

経
過
し
た
施
設
及

び
、
耐
震
化
が
必
要

な
施
設
の
把
握

・
市
町
村
及
び
商
工

団
体
等
に
対
す
る
文

書
及
び
訪
問
に
よ
る

耐
震
化
の
必
要
性

の
啓
発

・
耐
用
年
数
を
経
過

し
た
商
店
街
施
設
の

耐
震
化
を
行
う
商
工

団
体
等
へ
の
支
援

（
R
4
末
終
了
予
定
）

ア
ー
ケ
ー
ド
等
：
１
市

８
カ
所

街
路
灯
：
３
市
２
町
８

カ
所

そ
の
他
（音
響
設

備
）
：１
市
１
カ
所

・
実
態
調
査
の
継
続
に
よ
る
耐
用
年
数
を
経

過
し
た
施
設
及
び
、
耐
震
化
が
必
要
な
施
設

の
把
握
（毎
年
）

・
市
町
村
及
び
商
工
団
体
等
に
対
す
る
文
書

及
び
訪
問
に
よ
る
耐
震
化
の
必
要
性
の
啓

発
（
毎
年
）及
び
促
進

・
国
等
が
実
施
す
る
支
援
の
情
報
提
供
及

び
、
必
要
に
応
じ
た
支
援
策
の
検
討

取
組
の
継
続

耐
震
化
が
必
要

な
施
設
の
着
実

な
耐
震
化
及
び

撤
去
の
促
進

-

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

⑤
1

鉄
道
の
高
架
橋
の
耐

震
化

Ⅰ
Ａ

隣
接
す
る
民
家
等
に
影

響
す
る
高
架
橋
柱
の
耐

震
化

9
3
本
(2
64
/3
21
本
・

8
2％
)

【
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
】

耐
震
化
13
2
本
完
了

4
1％

(1
32
/3
21
)

R
1
：1
00
本
完
了
3
1％

(1
00
/3
21
)

R
2
：1
32
本
完
了
4
1％

(1
32
/3
21
)

R
3
：1
71
本
完
了
5
3％

(1
71
/3
21
)

計 画

3
0
本

2
01
/3
21
本

（
62
％
)

2
9
本

2
30
/3
21
本

(7
1％
)

34
本

26
4/
32
1
本

(8
2
％
)

57
本

(1
0
0％
)

隣
接
す
る
民
家

等
に
影
響
す
る

高
架
橋
柱
耐
震

化
3
21
本

R
8

実 績
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２
－
１
０

ブ
ロ
ッ
ク
塀
対
策
等
の
促
進

〔
概
要
〕

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
倒
壊
を
防
ぐ
た
め
の
対
策
を
進
め
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
住
宅
敷
地
等
に
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
う
ち
、
緊
急
輸
送

道
路
や
避
難
路
に
面
し
て
い
る
倒
壊
の
危
険
性
の

高
い
も
の
へ
の
対
策
に
つ
い
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

地
震
時
の
倒
壊
や
倒
壊
し
た
が
れ
き
に
よ
る
避
難
路

の
閉
塞
を
防
ぐ
こ
と
に
よ
る
、
地
域
住
民
の
生
命
の

保
護
と
避
難
行
動
の
円
滑
化

共
通

自
助

２
．
津
波
避
難
対
策
高
知
県
強
靱
化
計
画

津
波
避
難
計
画

地
域
防
災
計
画

高
知
県
耐
震
改
修
促

進
計
画

県
民

県 市
町
村

住
宅
課

建
築
指
導
課

②
震
災
発
生
時
に
倒
壊
の
危
険
が
あ
る
保
育
所
・
幼

稚
園
等
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
を
改
修
し
ま
す
。

地
震
に
よ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
倒
壊
を
未
然
に
防
ぐ

こ
と
に
よ
り
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
確
保

共
通

自
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

高
知
県
耐
震
改
修
促

進
計
画

市
町
村

私
立
幼
保
連

携
型
認
定
こ
ど

も
園
・
保
育

所
・
幼
稚
園
設

置
者
等

幼
保
支
援
課

③
震
災
発
生
時
に
倒
壊
の
危
険
が
あ
る
市
町
村
立
小

中
学
校
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
を
改
修
し
ま
す
。

地
震
に
よ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
倒
壊
を
未
然
に
防
ぐ

こ
と
に
よ
る
、
児
童
生
徒
や
地
域
住
民
の
安
全
確
保

共
通

自
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

市
町
村

学
校
安
全
対
策
課

④
震
災
発
生
時
に
倒
壊
の
危
険
が
あ
る
慰
霊
碑
等
を

改
修
し
ま
す
。

地
震
に
よ
る
慰
霊
碑
等
の
倒
壊
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と

に
よ
る
、
地
域
住
民
の
安
全
確
保

共
通

自
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

県
地
域
福
祉
政
策
課
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①

1

住
宅
敷
地
等
に
あ
る

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
対
策
の

支
援
（
啓
発
･周
知
・
補

助
）

Ⅰ
Ａ

安
全
対
策
実
施
数

1
,5
0
0
件
(3
,7
55
/5
,0
0
0

件
・
75
.1
％
)

＜
累
計
＞

4
5.
1
％
（2
,2
5
5/
5,
0
00

件
）

R
1
：3
67
件
/5
00
件

R
2
：3
64
件
/5
00
件

R
3
：5
00
件

計 画

5
00
件

3
3.
3
％

(5
00
/1
,5
00
)

5
00
件

6
6.
6
％

(1
,0
0
0/
1,
5
00
)

50
0
件

10
0％

(1
,5
00
/1
,5
0
0)

1,
2
45
件
実

施

安
全
対
策

5
,0
0
0
件
実
施

R
12

実 績

2

所
有
者
に
対
す
る
啓

発
活
動
（
既
存
塀
の
チ

ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
に
よ
る

安
全
点
検
や
撤
去
・

補
強
等
必
要
性
、
新

設
す
る
場
合
の
適
切

な
施
工
の
あ
り
方
の
周

知
）
及
び
相
談
体
制
の

充
実

Ⅲ

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
全
市
町
村
で
広
報
誌

ま
た
は
ホ
－
ム
ペ
－
ジ
に

掲
載
、
相
談
体
制
の
充
実

3
3
市
町
村
が
掲
載
実
施

R
1
：3
2
市
町
村
掲
載

R
2
：3
3
市
町
村
掲
載

R
3
：3
4
市
町
村
掲
載

計 画

全
市
町
村
に
お
い
て
、
広
報
誌
又
は
H
P
に
掲
載
を
依
頼
、
相
談
体

制
の
継
続

取
組
の
継
続

-
-

実 績

3

ブ
ロ
ッ
ク
塀
対
策
啓
発

の
た
め
の
市
町
村
に

お
け
る
戸
別
訪
問
の

実
施

Ⅰ
Ａ
3
4
市
町
村
で
実
施

3
4
市
町
村
で
実
施

R
1
：3
4
市
町
村

R
2
：3
4
市
町
村

R
3
：3
4
市
町
村
で
実
施

計 画
3
4
市
町
村
で
実
施

3
4
市
町
村
で
実
施

34
市
町
村
で
実
施

取
組
の
継
続

3
4
市
町
村
で
実

施
/
年

R
12

実 績

4

狭
あ
い
道
路
沿
い
の

ブ
ロ
ッ
ク
塀
対
策
の
推

進

Ⅱ
Ｂ

土
佐
市
の
事
業
実
施
の

支
援
及
び
他
市
町
村
へ

の
情
報
提
供
の
継
続

土
佐
市
の
事
業
実
施
の

支
援
及
び
他
市
町
村
へ

の
情
報
提
供

計 画

土
佐
市
の
事
業
実
施
の
支
援
及
び
他
市
町
村
へ
の
情
報
提
供
の
継

続

取
組
の
継
続

-
-

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

②
1

保
育
所
・
幼
稚
園
等
が

保
有
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀

等
の
早
期
改
修
を
要

請

Ⅰ
Ａ
対
策
実
施
８
施
設

1
00
％
（7
0/
70
）完
了

対
策
実
施
率

R
1
：7
3.
3％
（5
5/
75
施
設
）

R
2
：8
0.
0％
（6
0/
75
施
設
）

R
3
：8
8.
6％
（6
2/
70
施
設
）

計 画

１
施
設
実
施

9
0.
0
％

（
63
/7
0
施
設
）

３
施
設
実
施

9
4.
3
％

（
66
/7
0
施
設
）

４
施
設

10
0％

（7
0/
70
施
設
）

完
了

ブ
ロ
ッ
ク
塀
対
策

7
0
施
設

R
6

実 績

③
1

市
町
村
立
小
中
学
校

の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
早
期

対
策
実
施
を
要
請

Ⅰ
Ａ
直
ち
に
対
策
が
必
要
な

全
18
6
校
の
対
策
完
了

ブ
ロ
ッ
ク
塀
対
策
実
施

・
R
1
実
績
：
68
/1
86
校

（
R
1.
4
月
現
在
）

・
R
2
実
績
：
14
0/
18
6
校

（
R
2.
9
月
現
在
）

・
R
3
実
績
：
17
8/
18
6
校

（
R
3
年
度
末
予
定
）

※
小
中
学
校
数
33
7
校
（
休

校
含
む
）
の
う
ち
ブ
ロ
ッ
ク
塀

が
あ
る
学
校
2
00
校
（H
3
0.
9

月
現
在
）
、
そ
の
う
ち
立
地
条

件
や
塀
の
高
さ
な
ど
か
ら
直

ち
に
対
策
が
必
要
な
学
校

1
86
校

計 画

８
校
実
施

1
00
％

（
18
6/
18
6
校
）

完
了

-

-
ブ
ロ
ッ
ク
塀
対
策

1
86
校

R
4

実 績

④
1

慰
霊
碑
耐
震
化
等
事

業
Ⅰ
Ｂ

①
65
年
以
上
経
過
し
た

市
町
村
有
以
外
の
忠
霊

塔
（
20
基
）
の
劣
化
状
況

の
確
認

耐
震
診
断
等
17
基

②
倒
壊
に
よ
る
地
域
へ
の

危
害
の
恐
れ
が
あ
る
忠
霊

塔
の
被
害
防
止
（
軽
減
）

措
置 耐
震
化
工
事
等
４
基

耐
震
診
断
３
基

耐
震
化
等
１
箇
所
（地

盤
改
良
工
事
）

計 画

耐
震
診
断
６
基

耐
震
化
等
２
基

耐
震
診
断
５
基

耐
震
化
等
１
基

耐
震
診
断
６
基

耐
震
化
等
１
基

取
組
の
継
続

耐
震
化
等
2
1
基

－

実 績
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２
－
１
１

室
内
の
安
全
対
策
の
促
進

〔
概
要
〕

地
震
に
よ
っ
て
子
ど
も
た
ち
や
施
設
利
用
者
が
負
傷
し
な
い
よ
う
、
学
校
等
の
施
設
の
安
全
対
策
を
促
進
し
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
家
庭
の
家
具
転
倒
防
止
対
策
に
つ
い
て
、
啓
発
や

地
域
地
域
で
の
取
組
を
強
化
し
ま
す
。

家
具
転
倒
に
よ
る
死
傷
者
の
減
少

共
通

自
助

１
．
住
宅
の
安
全
性

10
．
啓
発
充
実
強
化

高
知
県
強
靱
化
計
画

県 県
民

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対

策
課

②
保
育
所
・幼
稚
園
等
が
実
施
す
る
室
内
安
全
対
策

を
支
援
し
ま
す
。

施
設
の
破
損
か
ら
の
子
ど
も
や
教
職
員
の
安
全
の

確
保

共
通

自
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

市
町
村

私
立
幼
保
連

携
型
認
定
こ
ど

も
園
・
保
育

所
・
幼
稚
園
設

置
者
等

幼
保
支
援
課

③
市
町
村
立
小
中
学
校
が
行
う
室
内
安
全
対
策
を
支

援
し
ま
す
。

地
震
に
よ
る
施
設
の
破
損
か
ら
児
童
生
徒
な
ど
の
命

が
守
ら
れ
る

共
通

自
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

市
町
村

学
校
安
全
対
策
課

④
私
立
学
校
が
実
施
す
る
室
内
安
全
対
策
を
支
援
し

ま
す
。

地
震
に
よ
る
施
設
の
破
損
か
ら
の
子
ど
も
等
の
安
全

の
確
保

共
通

自
助

-
-

学
校
法
人

私
学
・
大
学
支
援
課

⑤
放
課
後
子
ど
も
教
室
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
等
に
お

け
る
室
内
安
全
対
策
を
支
援
し
ま
す
。

地
震
に
よ
る
施
設
の
破
損
か
ら
の
子
ど
も
た
ち
の
安

全
の
確
保

共
通

自
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

市
町
村

県

生
涯
学
習
課
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①
1

家
庭
に
お
け
る
室
内

の
安
全
対
策
の
促
進

Ⅰ
Ａ

室
内
の
安
全
対
策
実
施

率
6
0％

室
内
の
家
具
等
安
全
対

策
の
支
援
2
50
件
/
年

室
内
の
安
全
対
策
実
施

率 ・
R
1：
40
.7
％

・
R
2：
38
.9
％

・
R
3：
37
.6
％

家
具
等
安
全
対
策
の
支

援 ・
R
1：
28
2
件

・
R
2：
25
4
件

・
R
3：
20
0
件

計 画

・
戸
別
訪
問
に
よ
る
啓
発

・
自
主
防
災
組
織
や
学
校
と
連
携
し
た
取
組

・
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
家
具
店
と
連
携
し
た
取
組

・
様
々
な
媒
体
（
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
チ
ラ
シ
、
D
V
D
、
L
IN
E
、
イ
ベ
ン

ト
、
啓
発
冊
子
等
）
を
活
用
し
た
啓
発
の
実
施

・
市
町
村
を
通
じ
た
家
具
等
安
全
対
策
の
支
援
25
0
件
/
年

取
組
の
継
続

県
民
の
家
具
固

定
の
実
施
率

1
00
％

R
9

実 績

②

1

保
育
所
・
幼
稚
園
等
が

行
う
室
内
安
全
対
策

の
支
援

Ⅰ
Ａ

窓
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
対
策

2
施
設
実
施

1
00
％
（3
19
/3
19
施
設
）

窓
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
対
策

実
施
率

R
1
：9
9.
1
％

（
31
7/
32
0
施
設
）

R
2
：9
9.
4
％

（
31
8/
32
0
施
設
）

R
3
：9
9.
4
％

（
31
7/
31
9
施
設
）

計 画

1
施
設
実
施

9
9.
7
％

（
31
8/
31
9
施
設
）

1
施
設
実
施

1
00
％

（
31
9/
31
9
施
設
）

完
了

完
了

窓
ガ
ラ
ス
飛
散

防
止
対
策
3
19

施
設

R
5

実 績

2
室
内
の
安
全
点
検
の

実
施
を
要
請

Ⅰ
Ｂ

室
内
安
全
点
検
の
実
施

率
10
0
％
（
32
4/
32
4
施

設
)

室
内
安
全
点
検
の
実
施

率 R
1
：1
00
％

R
2
：1
00
％

R
3
：1
00
％

計 画

室
内
安
全
点
検
の

実
施
率
1
00
％

室
内
安
全
点
検
の

実
施
率
1
00
％

室
内
安
全
点
検
の

実
施
率
10
0％

取
組
の
継
続

－
－

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

③
1

市
町
村
立
小
中
学
校

が
行
う
室
内
安
全
対

策
の
支
援

・
国
か
ら
の
情
報
や
県

に
お
け
る
対
策
状
況

を
伝
達
し
、
早
期
実
施

を
要
請

・
国
の
補
助
制
度
等
の

活
用
を
促
進

・
R
６
完
了
に
向
け
て

対
策
を
支
援

Ⅰ
Ｂ

室
内
安
全
対
策
改
修
数

1
01
校

1
00
％
(2
84
/2
84
校
）
完

了

R
1

・
室
内
安
全
対
策
の
実
施

（
暫
定
値
）1
32
/2
89
校

4
5.
7
％
（R
2
.4
.1
現
在
）

R
2

・
室
内
安
全
対
策
の
実
施

（
暫
定
値
）1
77
/2
84
校

6
2.
3
％
（R
3
.4
.1
現
在
）

R
3

・
室
内
安
全
対
策
の
実
施

（
暫
定
値
）

1
83
/2
84
校
64
.4
％

（
R
4.
3
.3
1
現
在
）

計 画

3
4
校
実
施

3
4
校
実
施

33
校
実
施

完
了

室
内
安
全
対
策

実
施
率

1
00
％

R
6

実 績

④
1

私
立
学
校
の
室
内
安

全
対
策
の
支
援

Ⅰ
Ｂ
定
期
点
検
実
施
率

1
00
％

定
期
点
検
実
施
率

R
1
：1
00
％

R
2
：1
00
％

R
3
：1
00
％

計 画
1
00
％

1
00
％

10
0％

取
組
の
継
続

定
期
点
検
実
施

率
1
00
％
/年

毎
年

実 績

⑤

1

放
課
後
子
ど
も
教
室

や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

等
に
お
け
る
室
内
安

全
対
策
の
支
援
（
安
全

点
検
の
実
施
）

Ⅰ
Ｂ

安
全
点
検
実
施
率

1
00
％

※
高
知
市
含
む

安
全
点
検
実
施
率

※
高
知
市
含
む

R
1
：1
00
％

R
2
：1
00
％

R
3
：9
9.
4
％

計 画

安
全
点
検
実
施
率

1
00
％

※
高
知
市
含
む

安
全
点
検
実
施
率

1
00
％

※
高
知
市
含
む

安
全
点
検
実
施
率

10
0％ ※
高
知
市
含
む

安
全
点
検
実

施
率
10
0％

※
高
知
市

含
む

安
全
点
検
実
施

率
1
00
％

毎
年

実 績

2

放
課
後
子
ど
も
教
室

や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

等
に
お
け
る
室
内
安

全
対
策
の
支
援
（
安
全

対
策
の
実
施
）

Ⅰ
Ｂ

安
全
対
策
実
施
率

1
00
％

※
高
知
市
含
む

安
全
対
策
実
施
率

※
高
知
市
含
む

R
1
：9
9.
7
％

R
2
：9
9.
7
％

R
3
：9
9.
7
％

計 画

安
全
対
策
実
施
率

1
00
％

※
高
知
市
含
む

安
全
対
策
実
施
率

1
00
％

※
高
知
市
含
む

安
全
対
策
実
施
率

10
0％ ※
高
知
市
含
む

安
全
対
策
実

施
率
10
0％

※
高
知
市

含
む

安
全
対
策
実
施

率
1
00
％

毎
年

実 績
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２
－
１
２

津
波
か
ら
の
避
難
対
策
の
促
進

〔
概
要
〕

沿
岸
地
域
に
お
い
て
、
津
波
か
ら
安
全
に
避
難
で
き
る
よ
う
避
難
路
や
避
難
場
所
等
の
確
保
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
震
発
生
時
に
速
や
か
に
避
難
行
動
が
と
れ
る
よ
う
津

波
避
難
計
画
の
見
直
し
や
避
難
方
法
の
周
知
、
避
難
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
市
町
村
津
波
避
難
計
画
の
見
直
し
を
支
援
し
ま
す
。
計
画
を
見
直
す
こ
と
に
よ
る
、
円
滑
な
避
難
及
び
避

難
路
・
避
難
場
所
の
整
備

L
2

公
助

２
．
津
波
避
難
対
策

６
．
長
期
浸
水
対
策

高
知
県
強
靱
化
計
画

地
域
津
波
避
難
計
画

市
町
村

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対

策
課

②
地
域
津
波
避
難
計
画
の
見
直
し
を
支
援
し
ま
す
。

計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に
よ
る
、
円
滑
な
避
難
路
・
避

難
場
所
の
整
備

L
2

自
助

共
助

２
．
津
波
避
難
対
策

６
．
長
期
浸
水
対
策

高
知
県
強
靱
化
計
画

市
町
村
津
波
避
難
計
画

地
域

市
町
村

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対

策
課

③
津
波
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
を
行
い
ま
す
。

避
難
確
保
計
画
の
策
定
等
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
こ
と

に
よ
る
、
警
戒
避
難
体
制
の
確
保

L
2

公
助

２
．
津
波
避
難
対
策
高
知
県
強
靱
化
計
画

市
町
村

県

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対

策
課

④
要
配
慮
者
が
迅
速
に
避
難
で
き
る
た
め
の
支
援
体

制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

要
配
慮
者
の
安
全
の
確
保

共
通

公
助

２
．
津
波
避
難
対
策

６
．
長
期
浸
水
対
策

９
．
要
配
慮
者
対
策

10
．
啓
発
充
実
強
化

高
知
県
強
靱
化
計
画

応
急
期
懇
談
会
提
言

自
然
災
害
時
保
健
活

動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

市
町
村

地
域
福
祉
政
策
課

⑤
旅
館
・ホ
テ
ル
で
の
避
難
訓
練
の
実
施
及
び
そ
の
結

果
を
踏
ま
え
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
を
促
進
し
ま

す
。
ま
た
、
各
観
光
ガ
イ
ド
団
体
の
ガ
イ
ド
コ
-ス
中
の

避
難
場
所
ま
で
の
避
難
訓
練
の
実
施
及
び
必
要
に

応
じ
た
避
難
場
所
の
見
直
し
を
促
進
し
ま
す
。

観
光
客
及
び
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
従
業
員
等
の
人
命

の
保
護

観
光
ガ
イ
ド
実
施
中
の
人
命
の
保
護

共
通

共
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

応
急
期
懇
談
会
提
言

旅
館
・ホ
テ
ル

観
光
ガ
イ
ド
団
体

お
も
て
な
し
課

⑥
漁
業
関
係
者
へ
の
防
災
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め

に
、
研
修
会
の
開
催
や
訓
練
の
実
施
を
促
進
し
ま

す
。
ま
た
、
操
業
船
に
対
し
て
2
4
時
間
本
県
の
全

海
域
を
カ
バ
-
す
る
地
震
津
波
災
害
時
の
緊
急
通
報

体
制
を
構
築
し
ま
す
。

漁
協
職
員
、
漁
業
者
な
ど
漁
業
関
係
者
の
防
災
意

識
が
向
上
し
、
円
滑
な
避
難
行
動
に
寄
与
す
る
こ
と

に
よ
る
、
漁
業
関
係
者
や
地
域
住
民
の
人
命
の
安

全
の
確
保

共
通

自
助

共
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

応
急
期
懇
談
会
提
言

漁
業
協
同
組
合

県 市
町
村
等

漁
業
管
理
課

漁
業
振
興
課

⑦
港
湾
で
働
く
人
々
や
利
用
者
を
対
象
と
し
た
津
波
避

難
計
画
の
策
定
や
定
期
的
な
避
難
訓
練
を
支
援
し

ま
す
。

津
波
避
難
計
画
を
策
定
し
、
定
期
的
に
訓
練
等
を

実
施
す
る
こ
と
で
、
港
湾
で
働
く
人
々
や
利
用
者
の

避
難
意
識
が
向
上
し
、
死
傷
者
が
減
少

L
2

自
助

共
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

応
急
期
懇
談
会
提
言

高
知
新
港
振
興
プ
ラ
ン

事
業
者

県

港
湾
・
海
岸
課

⑧
土
地
に
不
案
内
な
通
行
中
の
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
道
路

利
用
者
が
地
震
に
遭
っ
た
場
合
に
、
安
全
を
確
保

で
き
る
対
策
を
検
討
し
ま
す
。

道
路
利
用
者
の
安
全
の
確
保

L
2

自
助

共
助

公
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

国 県

道
路
課
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①
1

市
町
村
津
波
避
難
計

画
の
見
直
し

Ⅱ
Ｂ
沿
岸
19
市
町
村
で
見
直

し

沿
岸
19
市
町
村
で
市
町

村
津
波
避
難
計
画
を
作

成
済
み

市
町
村
津
波
避
難
計
画

の
見
直
し
実
施

（
４
期
中
に
見
直
し
を
行
っ
た

市
町
村
：
６
市
町
（
高
知
市
、

室
戸
市
、
安
芸
市
、
宿
毛

市
、
田
野
町
、
中
土
佐
町
）
）

計 画

市
町
村
津
波
避
難
計
画
の
必
要
に
応
じ
た
見
直
し

取
組
の
継
続

市
町
村
津
波
避

難
計
画
の
必
要

に
応
じ
た
見
直
し

－

実 績

②
1

避
難
訓
練
や
新
た
な

津
波
避
難
施
設
や
資

機
材
の
整
備
に
伴
う

地
域
津
波
避
難
計
画

の
見
直
し

Ⅱ
Ｂ
避
難
訓
練
等
に
よ
る
見
直

し

沿
岸
19
市
町
村
3
93
地

域
で
地
域
津
波
避
難
計

画
を
作
成
済
み

地
域
津
波
避
難
計
画
の

見
直
し
実
施

計 画

地
域
津
波
避
難
計
画
の
必
要
に
応
じ
た
見
直
し

取
組
の
継
続

地
域
津
波
避
難

計
画
の
必
要
に

応
じ
た
見
直
し

－

実 績

③
1

津
波
災
害
警
戒
区
域

（
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
）
の

指
定

津
波
災
害
特
別
警
戒

区
域
（
オ
レ
ン
ジ
ゾ
ー

ン
）
の
指
定
の
意
向
確

認

Ⅱ
Ｂ

津
波
災
害
特
別
警
戒
区

域
の
指
定
の
意
向
確
認

し
、
要
請
の
あ
っ
た
市
町

村
か
ら
指
定
・公
示

津
波
災
害
警
戒
区
域
等

の
指
定
基
準
の
作
成
（
イ

エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
、
オ
レ
ン

ジ
ゾ
ー
ン
）

R
2
基
準
案
の
作
成

R
3
沿
岸
19
市
町
村
に

お
い
て
津
波
災
害
警
戒

区
域
を
指
定
・
公
示

計 画

オ
レ
ン
ジ
ゾ
ー
ン
の
意
向
確
認

取
組
の
継
続

希
望
す
る
市
町

村
に
お
い
て
津

波
災
害
特
別
警

戒
区
域
（
オ
レ
ン

ジ
ゾ
ー
ン
）
を
指

定
・
公
示

-

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

③
2

避
難
促
進
施
設
（
学

校
、
病
院
、
社
会
福
祉

施
設
等
）
に
お
け
る
避

難
確
保
計
画
の
策
定

及
び
訓
練
の
実
施

Ⅰ
Ａ

沿
岸
1
9
市
町
村
の
津
波

災
害
警
戒
区
域
（
イ
エ
ロ

ー
ゾ
ー
ン
）
内
避
難
促
進

施
設
に
係
る
計
画
策
定

の
推
進
及
び
訓
練
の
実

施
（
10
0％
）

－

計 画

・
市
町
村
地
域
防
災

計
画
へ
の
避
難
促

進
施
設
の
位
置
づ

け ・
関
係
団
体
へ
の
説

明
会
の
実
施

・
避
難
促
進
施
設
で

の
避
難
確
保
計
画

の
策
定
周
知

・
必
要
に
応
じ
て
関

係
団
体
へ
の
説
明

会
の
実
施

・
避
難
確
保
計
画
の

作
成
及
び
訓
練
の

実
施
5
0％

・避
難
促
進
施
設
で

の
避
難
確
保
計
画

の
策
定
周
知

・必
要
に
応
じ
て
関

係
団
体
へ
の
説
明

会
の
実
施

・避
難
確
保
計
画
の

作
成
及
び
訓
練
の

実
施
10
0％

取
組
完
了

避
難
確
保
計
画

の
作
成

1
00
％

訓
練
の
実
施

R
6

継
続

実 績

④
1

名
簿
提
供
の
同
意
者

を
増
や
す
た
め
の
取

組
へ
の
支
援

Ⅰ
Ｂ
同
意
取
得
率
80
％

・
福
祉
専
門
職
の
説
明
チ

ラ
シ
作
成

・
12
市
町
村
で
福
祉
専
門

職
へ
の
説
明
会
開
催
（R
1

～
）

・
災
害
時
要
配
慮
者
支
援

対
策
講
演
会
開
催
１
回

（
R
2）

R
1
：同
意
取
得
率
6
4.
1
％

R
2
：同
意
取
得
率
6
4.
3
％

R
3
：同
意
取
得
率
7
0％

（
見
込
）

計 画

同
意
取
得
率
73
％

同
意
取
得
率
7
6％

同
意
取
得
率
80
％

取
組
の
継
続

同
意
取
得
率

1
00
％

－

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

④

2

市
町
村
に
お
け
る
個

別
避
難
計
画
の
作
成

へ
の
支
援

Ⅰ
Ｂ

優
先
度
の
高
い
県
内
沿

岸
部
（
L
2
津
波
浸
水
想

定
区
域
内
）
で
同
意
取
得

者
の
個
別
避
難
計
画
作

成
率
80
％

県
内
沿
岸
部
（
L
2
浸
水

区
域
）
で
の
同
意
取
得
者

の
個
別
避
難
計
画
作
成

率
1
4.
7％

R
1
：作
成
率
1
1.
2％

R
2
：作
成
率
1
4.
7％

R
3
：作
成
率
3
0％
（
見

込
）

計 画

優
先
度
の
高
い
県
内
沿
岸
部
（L
2
津
波
浸
水
想
定
区
域
内
）で
同

意
取
得
者
の
個
別
避
難
計
画
作
成
率
8
0％

取
組
の
継
続

同
意
取
得
者
の

個
別
避
難
計
画

作
成
率
1
00
％

－

実 績

3

市
町
村
に
お
け
る
避

難
行
動
要
支
援
者
名

簿
の
発
災
時
等
運
用

ル
ー
ル
策
定
へ
の
支

援

Ⅰ
Ａ
全
市
町
村
で
運
用
ル
ー

ル
を
策
定

運
用
ル
ー
ル
策
定
の
「ポ

イ
ン
ト
」
作
成

R
1
：運
用
ル
ー
ル
策
定
0

市
町
村

R
2
：運
用
ル
ー
ル
策
定
0

市
町
村

R
3
：運
用
ル
ー
ル
策
定

1
9
市
町
村
（
見
込
）

計 画

策
定
24
市
町
村

策
定
2
9
市
町
村

策
定
34
市
町
村

完
了

全
市
町
村
策
定

R
6

実 績

⑤
1

観
光
ガ
イ
ド
連
絡
協
議

会
加
盟
各
団
体
で
の

年
一
回
の
ガ
イ
ド
コ
ー

ス
中
の
避
難
訓
練
の

実
施

Ⅰ
Ｂ
避
難
訓
練
年
１
回
以
上

訓
練
実
施
率
（
3
期
計

画
）
：8
0％
（
20
/2
5）

H
2
9：
10
0％
（
28
/2
8）

H
3
0：
96
.4
％
（
27
/2
8）

H
3
1：
10
0％
（
29
/2
9）

Ｒ
２
：
10
0％
（
30
/3
0）

Ｒ
３
：3
0
事
業
者
を
対
象

に
実
施
予
定

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
訓

練
を
実
施
で
き
な
か
っ
た

団
体
に
つ
い
て
は
、
ガ
イ

ド
コ
ー
ス
か
ら
避
難
所
ま

で
の
経
路
の
確
認
を
実

施

計 画

ガ
イ
ド
コ
ー
ス
中
の
避
難
訓
練

各
団
体
１
回
実
施

取
組
の
継
続

避
難
訓
練
年
１

回
以
上

毎
年

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

⑤

2

津
波
浸
水
想
定
区
域

内
で
宿
泊
定
員
30
名

以
上
の
旅
館
・
ホ
テ
ル

で
の
津
波
防
災
対
策

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
・

避
難
訓
練
の
実
施
、

結
果
を
踏
ま
え
た
津

波
防
災
対
策
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
見
直
し

Ⅰ
Ｂ

津
波
防
災
対
策
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
策
定
・
避
難
訓
練
の

実
施
率
10
0
％
（
95
/9
5

事
業
者
）

津
波
防
災
対
策
マ
ニ
ュ
ア

ル
策
定
・
避
難
訓
練
実
施

率
99
％
（1
00
％
）

～
R
２
ま
で
の
実
績

(9
4/
97
事
業
所
)

（
～
R
３
ま
で
の
見
込
み

（
94
/9
5
事
業
者
）
）

計 画

津
波
防
災
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
及
び
避
難
訓
練

個
別
支
援

取
組
の
継
続

津
波
防
災
対
策

マ
ニ
ュ
ア
ル
策

定
・
避
難
訓
練

実
施
率
10
0
％

（
9
5/
95
事
業

所
）

-

実 績

3

津
波
浸
水
想
定
区
域

内
で
宿
泊
定
員
30
名

未
満
の
旅
館
・
ホ
テ
ル

で
の
津
波
防
災
対
策

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
・

避
難
訓
練
の
実
施

Ⅰ
Ｂ

津
波
防
災
対
策
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
策
定
・
避
難
訓
練
実

施
の
支
援
3
0
事
業
所

津
波
防
災
対
策
マ
ニ
ュ
ア

ル
策
定
・
避
難
訓
練
実
施

率
 2
1％
（
36
％
）

～
R
2
ま
で
の
実
績

(4
1/
14
0
事
業
所
)

（
～
R
3
ま
で
の
見
込
み

（
51
/1
40
事
業
者
））

計 画

1
5
事
業
所

個
別
支
援

1
5
事
業
所

個
別
支
援

15
事
業
所

個
別
支
援

取
組
の
継
続

津
波
防
災
対
策

マ
ニ
ュ
ア
ル
策

定
・
訓
練
実
施

率
10
0
％

（
1
40
/1
40
事
業

所
）

-

実 績

4

津
波
浸
水
想
定
区
域

外
に
あ
る
旅
館
・
ホ
テ

ル
の
災
害
時
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
促

進

Ⅰ
Ｂ

避
難
訓
練
年
１
回
以

上
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直

し

・
災
害
時
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
モ
デ
ル
版
の
作
成
、
事

業
所
へ
の
配
布

計 画

災
害
時
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
モ
デ
ル
版
の
周
知
、
見
直
し
支
援

取
組
の
継
続

避
難
訓
練
年
１

回
以
上

毎
年

実 績

5

旅
館
・
ホ
テ
ル
に
お
け

る
外
国
人
宿
泊
者
へ

の
情
報
伝
達
・
誘
導
訓

練
の
実
施

Ⅰ
Ｂ

研
修
会
（
避
難
誘
導
訓

練
）

年
１
回
以
上

外
国
人
宿
泊
者
に
も
対

応
す
る
津
波
避
難
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
作
成
及
び
多
言

語
に
よ
る
情
報
伝
達
シ
ー

ト
の
作
成
、
研
修
会
（訓

練
）
の
実
施

計 画

研
修
会
（机
上
訓
練
）
年
１
回
以
上

取
組
の
継
続

研
修
会
（
避
難

誘
導
訓
練
）

年
１
回
以
上

（
参
加
者
数
：
30

事
業
者
）

毎
年

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

⑥

1

沿
岸
漁
業
無
線
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
運

用

Ⅰ
Ｂ

沿
岸
漁
業
無
線
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
運
用
し
、

東
部
、
西
部
、
中
央
部
で

最
低
年
１
回
の
訓
練
を
実

施

沿
岸
漁
業
無
線
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
整
備
完

了
及
び
運
用
開
始
(R
3
)

計 画

当
該
シ
ス
テ
ム
を
運
用
し
、
東
部
、
西
部
、
中
央
部
で
最
低
年
1
回

の
訓
練
を
実
施

当
該
シ
ス
テ

ム
を
運
用
し
、

東
部
、
西
部
、

中
央
部
で
最

低
年
1
回
の

訓
練
を
実
施

東
部
、
西
部
、
中

央
部
で
最
低
年

１
回
の
訓
練
を
実

施

毎
年

実 績

2

漁
協
等
が
作
成
す
る

地
震
・
津
波
防
災
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
改
訂

Ⅰ
Ｂ

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
実
効
性
の

向
上
及
び
漁
協
職
員
へ

の
周
知

改
訂
率
1
00
％
（
マ
ニ
ュ

ア
ル
策
定
し
て
い
る
5
7
漁

協
・
支
所
の
う
ち
、
内
容
の

変
更
が
必
要
な
漁
協
・
支

所
全
て
が
改
訂
）

R
1
実
績

マ
ニ
ュ
ア
ル
改
訂
48
％

（
26
/5
5
漁
協
・
支
所
）

R
2
実
績

感
染
症
流
行
下
の
状
況

に
対
応
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル

改
訂
5
1％

（
29
/5
7
漁
協
・
支
所
）

R
3
実
績

マ
ニ
ュ
ア
ル
改
訂
84
％

※
感
染
症
流
行
下
の
状

況
に
対
応
し
た
マ
ニ
ュ
ア

ル
改
訂
10
0％
（
R
2-
3）

計 画

課
題
の
整
理
や
専
門
家
の
意
見
を
踏
ま
え
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
訂

取
組
の
継
続

内
容
の
変
更
が

必
要
な
漁
協
・
支

所
全
て
が
改
訂

（改
訂
率
10
0
％
）

-

実 績

⑥
3

漁
協
職
員
等
の
避
難

訓
練
の
実
施
又
は
参

加

Ⅰ
Ｂ

訓
練
へ
の
参
加
率

1
00
％
(5
7/
57
漁
協
・
支

所
)

R
1
実
績

訓
練
へ
の
参
加
率
4
0％

（
22
/5
5
漁
協
・
支
所
）

R
2
実
績

訓
練
へ
の
参
加
率
2
8％

（
16
/5
7
漁
協
・
支
所
）

計 画

避
難
訓
練
1
回
以
上
実
施
又
は
参
加

取
組
の
継
続

避
難
訓
練
1
回

以
上
実
施
又
は

参
加
（
参
加
率

1
00
％
）/
年

毎
年

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

⑦
1

・
高
知
新
港
で
働
く

人
々
や
利
用
者
を
対

象
と
し
た
津
波
避
難
訓

練
の
実
施
・啓
発

Ⅰ
Ｂ

津
波
避
難
訓
練
の
実
施
・

啓
発
訓
練
実
施
率

1
00
％
（1
6/
16
社
）

・
高
知
新
港
の
立
地
企
業

に
よ
る
避
難
計
画
策
定
や

避
難
訓
練
の
実
施

（
16
/2
5
社
）

・
関
係
者
か
ら
の
聞
き
取
り

実
施

・
津
波
避
難
計
画
の
検
討

や
避
難
訓
練
の
実
施
啓

発 年
１
回
訓
練
の
実
施

計 画

津
波
避
難
訓
練
の

実
施
（
年
１
回
以
上
）

津
波
避
難
訓
練
の

実
施
（
年
１
回
以
上
）

津
波
避
難
訓
練
の

実
施
（年
１
回
以
上
）

取
組
の
継
続

津
波
避
難
訓
練

の
実
施
（
年
１
回

以
上
）
実
施
率

1
00
％

毎
年

実 績

⑧
1

通
行
中
の
ド
ラ
イ
バ
ー

な
ど
道
路
利
用
者
を

対
象
と
し
た
ソ
フ
ト
面

の
津
波
避
難
対
策
の

対
策
の
検
討
等

Ⅱ
Ｂ

津
波
避
難
対
策
が
必
要

な
箇
所
の
調
査
結
果
に

基
づ
く
ソ
フ
ト
対
策
の
検

討
等
の
実
施

ハ
ー
ド
面
及
び
ソ
フ
ト
面

の
津
波
避
難
対
策
が
必

要
な
箇
所
の
調
査
・
検
討

等
の
実
施

計 画

津
波
避
難
対
策
が

必
要
な
箇
所
の
調

査
結
果
の
共
有
及

び
調
査
に
基
づ
く
ソ

フ
ト
対
策
の
検
討
等

の
実
施

津
波
避
難
対
策
が
必
要
な
箇
所
の
調
査
結

果
に
基
づ
く
ソ
フ
ト
対
策
の
検
討
等
の
実
施

津
波
避
難
対

策
が
必
要
な

箇
所
の
調
査

結
果
に
基
づ

く
ソ
フ
ト
対
策

の
実
施

－
－

実 績
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２
－
１
３

津
波
避
難
路
・
避
難
場
所
の
整
備

〔
概
要
〕

津
波
か
ら
安
全
に
避
難
で
き
る
よ
う
津
波
避
難
計
画
を
も
と
に
、
市
町
村

(一
部
は
県
、
事
業
者

)が
国
の
事
業
や
県
の
補
助
金
を
活
用
し
て
避
難
路
や
避
難
場
所
等
の
確
保
を

進
め
る
と
と
も
に
、
施
設
利
用
者
の
た
め
の
避
難
場
所
に
つ
い
て
も
整
備
を
行
い
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
避
難
路
・避
難
場
所
の
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

津
波
か
ら
の
県
民
の
生
命
の
確
保

L
2

公
助

２
．
津
波
避
難
対
策

６
．
長
期
浸
水
対
策

高
知
県
強
靱
化
計
画

地
域
津
波
避
難
計
画

市
町
村

県

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対

策
課

②
漁
村
地
域
に
お
い
て
市
町
村
が
行
う
避
難
施
設
の

整
備
を
支
援
し
ま
す
。

津
波
か
ら
の
県
民
の
生
命
の
確
保

L
2

公
助

-
高
知
県
強
靭
化
計
画

津
波
避
難
計
画

地
震
防
災
緊
急
事
業

五
箇
年
計
画

漁
港
漁
場
整
備
長
期

計
画

市
町
村

漁
港
漁
場
課

③
民
間
事
業
者
が
行
う
、
従
業
員
と
地
域
住
民
の
生
命

を
守
る
津
波
避
難
施
設
の
整
備
を
、
市
町
村
を
通
し

て
支
援
し
ま
す
。

従
業
員
と
地
域
住
民
の
生
命
の
確
保

L
2

自
助

公
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

津
波
避
難
計
画

事
業
者

商
工
政
策
課

④
港
湾
で
働
く
人
々
や
利
用
者
を
対
象
と
し
た
津
波
避

難
計
画
に
基
づ
き
、
避
難
路
・
避
難
場
所
・誘
導
標

識
等
を
整
備
し
ま
す
。

津
波
避
難
場
所
を
兼
ね
た
高
台
企
業
用
地
の
確
保

に
よ
り
、
企
業
の
津
波
に
対
す
る
懸
念
が
解
消
さ

れ
、
企
業
誘
致
の
促
進
に
寄
与

津
波
被
害
が
起
こ
っ
た
後
も
、
と
ど
ま
れ
る
安
全
な
場

所
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
避
難
者
の
安
心
を
確
保

L
2

自
助

公
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

高
知
新
港
振
興
プ
ラ
ン

事
業
者

県

港
湾
・
海
岸
課

港
湾
振
興
課
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①
1

避
難
路
・
避
難
場
所
の

整
備
の
支
援

Ⅰ
Ａ
避
難
タ
ワ
ー
９
基
整
備

(1
26
/1
26
基
・
10
0％
)

避
難
タ
ワ
ー
５
基
整
備

(1
17
/1
26
基
・
94
％
)

※
当
初
計
画
の
11
9
基
に

加
え
、
R
3
以
降
、
新
た
に
７

基
を
整
備
計
画
に
追
加
（
防

災
対
策
臨
時
交
付
金
等
活

用
）

計 画

津
波
避
難
タ
ワ
ー
の

整
備
（
６
基
）

津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
整
備
（３
基
）

取
組
の
完
了

避
難
タ
ワ
ー
12
5

基
整
備

R
6

実 績

②
1

漁
村
地
域
に
お
け
る

避
難
路
・
避
難
場
所
の

整
備
の
支
援

Ⅰ
Ａ
２
地
区
整
備

1
00
％
(1
5
/1
5
地
区
)

1
3
地
区
整
備

1
00
％
（1
3/
13
地
区
）

・
第
３
期
計
画
迄
：1
2
地
区

・
R
3：
１
地
区

上
記
に
加
え
、
市
町
村
の
避

難
計
画
の
見
直
し
に
よ
り
、
新

た
に
２
地
区
の
避
難
路
、
避

難
場
所
の
整
備
が
必
要
と
な

っ
た
。

計 画

・
１
地
区
で
避
難
路
整
備
(R
６
完
了
)

・
１
地
区
で
避
難
場
所
・避
難
路
整
備
(R
６
完
了
)

1
00
％
（1
5/
15
地
区
）

完
了

1
5
地
区
整
備
完

了
R
6

実 績

③
1

民
間
事
業
者
が
行
う

津
波
避
難
施
設
整
備

に
対
し
て
市
町
村
を

通
し
て
支
援

Ⅱ
Ｂ
民
間
事
業
者
が
整
備
す

る
津
波
避
難
施
設
の
増

・
R
1
交
付
決
定
0
件

・
R
2
交
付
決
定
1
件

・
R
3
交
付
決
定
0
件
（見

込
）

計 画

市
町
村
を
通
じ
た
民
間
事
業
者
へ
の
支
援

（民
間
活
力
活
用
津
波
避
難
施
設
整
備
促
進
事
業
費
補
助
金
）

取
組
の
継
続

当
該
市
町
村
の

避
難
施
設
の
充

足

-

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

④

1

高
台
の
企
業
と
避
難

場
所
の
提
供
に
つ
い

て
協
定
締
結
及
び
協

力
依
頼

Ⅱ
Ａ
避
難
場
所
と
し
て
協
力
依

頼

R
3
末
実
績
見
込
み

第
１
期
高
台
用
地
分
譲
企

業
と
の
災
害
協
定
締
結

計 画

第
２
期
高
台
用
地
分

譲
等
予
定
企
業
と
の

災
害
協
定
締
結

-
-

-
協
定
締
結

R
4

実 績

2

高
知
新
港
高
台
用
地

に
避
難
す
る
た
め
に

必
要
な
場
内
道
路
の

整
備

Ⅰ
Ａ
場
内
道
路
整
備

場
内
道
路
整
備
1
86
m

＜
累
計
＞

（
0m
/
18
6m
）0
％

計 画

場
内
道
路
整
備

1
00
％
完
了

（
18
6m
/
18
6m
)

-
-

-
場
内
道
路
整
備

の
1
00
％
完
了

R
4

実 績
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２
－
１
４

避
難
路
・
避
難
場
所
の
安
全
確
保

〔
概
要
〕

避
難
路
の
閉
塞
に
よ
っ
て
津
波
や
火
災
か
ら
の
避
難
に
支
障
が
出
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
避
難
路
・
避
難
場
所
そ
の
も
の
の
安
全
対
策
な
ど
を
進
め
る
と
と
も
に
、
避
難
場

所
へ
の
資
機
材
整
備
を
進
め
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
津
波
避
難
タ
ワ
ー
・
津
波
避
難
場
所
の
資
機
材
整

備
を
行
い
ま
す
。

津
波
避
難
タ
ワ
ー
・津
波
避
難
場
所
に
避
難
す
る
方

の
安
全
性
の
向
上

共
通

公
助

２
．
津
波
避
難
対
策

６
．
長
期
浸
水
対
策

津
波
避
難
計
画

市
町
村

県

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対

策
課

②
津
波
避
難
路
に
お
け
る
液
状
化
対
策
等
の
安
全
対

策
を
検
討
し
ま
す
。

避
難
路
の
安
全
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
る
安
全

な
避
難
の
実
現

共
通

公
助

２
．
津
波
避
難
対
策
津
波
避
難
計
画

地
域
防
災
計
画

市
町
村

県

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対

策
課

③
緊
急
輸
送
道
路
や
避
難
路
に
面
し
て
い
る
倒
壊
の

危
険
性
の
高
い
老
朽
住
宅
等
の
除
却
の
支
援
を
行

い
ま
す
。

避
難
路
の
安
全
確
保
に
よ
る
避
難
行
動
の
円
滑
化

共
通

自
助

２
．
津
波
避
難
対
策
津
波
避
難
計
画

地
域
防
災
計
画

高
知
県
耐
震
改
修
促

進
計
画

県
民

市
町
村

住
宅
課

④
避
難
場
所
へ
の
防
災
備
蓄
倉
庫
な
ど
の
資
機
材
整

備
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

避
難
場
所
に
て
助
か
っ
た
命
を
つ
な
ぐ
た
め
、
避
難

者
が
救
出
さ
れ
る
ま
で
に
活
用
す
る
資
機
材
の
整
備

共
通

公
助

２
．
津
波
避
難
対
策

６
．
長
期
浸
水
対
策

高
知
県
強
靱
化
計
画

地
域
防
災
計
画

都
市
防
災
事
業
計
画

市
町
村

都
市
計
画
課
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①

1

津
波
避
難
タ
ワ
ー
か
ら

の
脱
出
方
法
の
検
討

と
整
備

Ⅰ
Ａ

脱
出
方
法
の
検
討
が
必

要
な
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の

う
ち
未
整
備
の
48
基
の

検
討

（
48
/7
7
基
）

－

計 画

脱
出
方
法
の
検
討

2
4
基

脱
出
方
法
の
検
討

2
4
基

脱
出
用
資
機
材
等

の
確
保

脱
出
用
資
機
材
等

の
確
保

脱
出
用
資
機

材
等
の
確
保

脱
出
用
資
機
材

等
の
確
保

R
9

実 績

2
孤
立
す
る
避
難
場
所

の
資
機
材
整
備

Ⅰ
Ａ
保
管
可
能
な
避
難
場
所

1
80
箇
所
の
整
備

・
津
波
避
難
タ
ワ
ー
台
帳

の
作
成

・
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
総

点
検
を
実
施
1
00
％

R
1
：津
波
避
難
タ
ワ
ー

R
2
：津
波
避
難
ビ
ル
、
高
台

R
3
：
津
波
避
難
場
所
で
の

最
低
限
必
要
と
な
る
備
蓄

品
目
と
備
蓄
方
針
を
決
定

計 画

・
避
難
場
所
ご
と
の

備
蓄
方
針
に
基
づ
く

整
備
6
0
箇
所

・
非
常
持
ち
出
し
品

の
持
参
を
住
民
に
周

知

・
避
難
場
所
ご
と
の

備
蓄
方
針
に
基
づ
く

整
備
6
0
箇
所

・
非
常
持
ち
出
し
品

の
持
参
を
住
民
に
周

知

・避
難
場
所
ご
と
の

備
蓄
方
針
に
基
づ
く

整
備
60
箇
所

・非
常
持
ち
出
し
品

の
持
参
を
住
民
に
周

知

・避
難
場
所

ご
と
の
備
蓄

方
針
に
基
づ

く
整
備

17
4
箇
所

・非
常
持
ち

出
し
品
の
持

参
を
住
民
に

周
知

避
難
場
所
ご
と

の
備
蓄
方
針
に

基
づ
く
整
備

3
54
箇
所

・
非
常
持
ち
出
し

品
の
持
参
を
住

民
に
周
知

R
9

実 績

②
1

避
難
路
の
安
全
対
策

Ⅰ
Ｂ
・
戸
別
訪
問
（1
00
％
）

・
実
績
調
査

・
啓
発
チ
ラ
シ
の
配
布

・
説
明
会
の
実
施

・
戸
別
訪
問

計 画

・
戸
別
訪
問
の
実
施

（
40
％
）

・
実
績
調
査

・
戸
別
訪
問
の
実
施

（
70
％
）

・
実
績
調
査

・
戸
別
訪
問
の
実
施

（1
00
％
）

・実
績
調
査

取
組
の
継
続

安
全
対
策
の
完

了
－

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

②
2

津
波
避
難
路
に
お
け

る
液
状
化
対
策
の
検

討

Ⅰ
Ｂ

1
9
市
町
に
お
け
る
避
難

路
の
液
状
化
対
策
対
応

方
針
の
決
定

R
2
：
「
避
難
路
の
液
状
化

対
策
検
討
の
た
め
の
手

引
き
」を
策
定

R
3
：
「
避
難
路
の
液
状
化

対
策
検
討
の
た
め
の
手

引
き
」
を
基
に
市
町
村
が

避
難
路
の
対
策
優
先
度

を
検
討
し
、
対
策
優
先
路

の
路
線
数
や
対
応
方
針

を
決
定
。

計 画

・
各
地
域
本
部
ご
と

に
市
町
村
と
の
勉
強

会
を
実
施

（
避
難
路
の
安
全
対

策
全
般
の
共
通
認

識
と
液
状
化
対
策
の

ソ
フ
ト
対
応
の
理
解
）

・
避
難
路
の
液
状
化

対
策
対
応
方
針
の

決
定
1
0
市
町
村

・
各
市
町
村
ご
と
液

状
化
現
象
の
周
知

啓
発
や
液
状
化
を

想
定
し
た
訓
練
の
実

施 ・
避
難
に
必
要
な
資

機
材
の
整
備

・
避
難
路
の
液
状
化

対
策
対
応
方
針
の

決
定
9
市
町
村

・各
市
町
村
ご
と
液

状
化
現
象
の
周
知

啓
発
や
液
状
化
を

想
定
し
た
訓
練
の
実

施 ・避
難
に
必
要
な
資

機
材
の
整
備

・各
市
町
村

ご
と
液
状
化

現
象
の
周
知

啓
発
や
液
状

化
を
想
定
し

た
訓
練
の
実

施 ・避
難
に
必

要
な
資
機
材

の
整
備

・
各
市
町
村
ご
と

液
状
化
現
象
の

周
知
啓
発
や
液

状
化
を
想
定
し

た
訓
練
の
実
施

・
避
難
に
必
要
な

資
機
材
の
整
備

－

実 績

③
1

老
朽
住
宅
等
の
除
却

の
支
援
（
啓
発
･周
知
・

補
助
）

Ⅰ
Ａ
除
却
数
1,
8
00
棟

(4
,8
52
/7
,6
00
棟
・6
3.
8％
)

＜
累
計
＞

4
0.
1
％
（3
,0
5
2/
7,
6
00
)

R
1
：4
32
件
/5
00
件

R
2
：5
66
件
/5
00
件

R
3
：5
00
件

計 画

6
00
件

3
3.
3
％

(6
0
0/
1,
80
0)

6
00
件

6
6.
6
％

(1
,2
0
0/
1,
8
00
)

60
0
件

10
0％

(1
,8
00
/1
,8
0
0)

2,
7
48
件
実

施

除
却

7
,6
0
0
棟
実
施

R
12

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

③
2

老
朽
住
宅
除
去
啓
発

の
た
め
の
市
町
村
に

お
け
る
戸
別
訪
問
の

実
施

Ⅰ
Ａ
3
4
市
町
村
で
実
施

3
4
市
町
村
で
実
施

R
1
：3
4
市
町
村

R
2
：3
4
市
町
村

R
3
：3
4
市
町

計 画

3
4
市
町
村
で
実
施

3
4
市
町
村
で
実
施

34
市
町
村
で
実
施

取
組
の
継
続

3
4
市
町
村
で
実

施
/
年

R
12

実 績

④
1

市
町
村
に
よ
る
防
災

備
蓄
倉
庫
の
整
備
促

進
(都
市
防
災
総
合
推

進
事
業
)へ
の
技
術
支

援
や
国
交
省
交
付
金

等
の
申
請
支
援

Ⅰ
Ｂ
7
/7
市
町
・
10
0％

H
2
2
よ
り
継
続

H
2
2～
H
28
：1
3
市
町
村

H
2
9～
H
30
：1
0
市
町

（
室
戸
市
、
東
洋
町
、
安

芸
市
、
南
国
市
、
香
南

市
、
須
崎
市
、
梼
原
町
、

四
万
十
町
、
四
万
十
市
、

黒
潮
町
）

R
1
：6
市
町

（
安
芸
市
、
南
国
市
、
い

の
町
、
四
万
十
町
、
四
万

十
市
、
黒
潮
町
）

R
2
：4
市
町

（
安
芸
市
、
南
国
市
、
四

万
十
町
、
四
万
十
市
）

R
3
見
込
み
：4
市
町

（
安
芸
市
、
南
国
市
、
四

万
十
町
、
黒
潮
町
）

計 画

備
蓄
倉
庫
整
備

：
２
市
町

備
蓄
倉
庫
整
備

：
２
市
町

備
蓄
倉
庫
整
備

：３
市
町

備
蓄
倉
庫
整

備
：３
市
町

－
－

実 績
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２
－
１
５

重
要
港
湾
の
防
波
堤
等
の
整
備

〔
概
要
〕

重
要
港
湾
で
あ
る
高
知
港
、
須
崎
港
、
宿
毛
湾
港
に
お
い
て
津
波
に
対
す
る
防
災
・
減
災
、
防
災
拠
点
機
能
の
確
保
に
資
す
る
整
備
を
し
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
高
知
港
、
宿
毛
湾
港
に
つ
い
て
、
第
一
線
防
波
堤

の
延
伸
と
、
津
波
に
対
し
て
粘
り
強
い
構
造
へ
の
改

良
を
進
め
ま
す
。

港
内
静
穏
度
の
確
保
と
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
に
対
す

る
減
災
効
果

共
通

公
助

６
．
長
期
浸
水
対
策
高
知
県
強
靱
化
計
画

応
急
期
懇
談
会
提
言

国 県

港
湾
・
海
岸
課

②
須
崎
港
の
津
波
防
波
堤
を
、
粘
り
強
い
構
造
と
す
る

と
と
も
に
、
防
潮
施
設
の
改
良
を
進
め
ま
す
。

防
波
堤
を
粘
り
強
い
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
最
大
ク
ラ

ス
の
津
波
に
対
し
て
減
災
機
能
を
発
揮

Ｌ
１

公
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

応
急
期
懇
談
会
提
言

国 県

港
湾
・
海
岸
課
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①

1

【
浦
戸
湾
の
三
重
防
護

（第
１
ラ
イ
ン
）
】

高
知
港
の
防
波
堤
延

伸

Ⅰ
Ａ

(国
)

南
防
波
堤
延
伸
工
事
の

促
進
2
％

(県
)

東
第
2
防
波
堤
延
伸
工

事
の
推
進
4
5m
整
備

（
国
）

（
南
防
波
堤
）

防
波
堤
の
延
伸
8
1％

（
県
）

（
東
第
2
防
波
堤
）

6
7m
整
備

＜
累
計
＞

2
5％

(6
7m
/
27
0m
)

計 画

（
国
）

（
南
防
波
堤
）

8
1％

（
県
）

（
東
第
2
防
波
堤
）

1
5m
整
備

（
国
）

（
南
防
波
堤
）

8
3％

（
県
）

（
東
第
2
防
波
堤
）

1
5m
整
備

（国
）

（南
防
波
堤
）

83
％

（県
）

（東
第
2
防
波
堤
）

15
m
整
備

（国
）

（南
防
波
堤
）

残
17
％

（県
）

（東
第
2
防

波
堤
）

残
15
8ｍ
整

備
/2
70
ｍ

防
波
堤
の
完
成

R
13

実 績

2

【
浦
戸
湾
の
三
重
防
護

（第
１
ラ
イ
ン
）
】

高
知
港
の
防
波
堤
の

改
良

（粘
り
強
い
化
な
ど
）

Ⅰ
Ａ

東
第
1
防
波
堤
、
南
防
波

堤
、
桂
浜
防
波
堤

防
波
堤
の
改
良
の
促
進

1
7％

（
国
）

（
東
第
1
防
波
堤
、
南
防

波
堤
、
桂
浜
防
波
堤
）

防
波
堤
の
改
良
3
0％

計 画

（
東
第
1
防
波
堤
、

南
防
波
堤
、
桂
浜
防

波
堤
）
33
％

（
東
第
1
防
波
堤
、

南
防
波
堤
、
桂
浜
防

波
堤
）
40
％

（東
第
1
防
波
堤
、

南
防
波
堤
、
桂
浜
防

波
堤
）
4
7％

（東
第
1
防

波
堤
、
南
防

波
堤
、
桂
浜

防
波
堤
）

残
53
％

防
波
堤
の
改
良

完
了
（
粘
り
強
い

化
な
ど
）

R
9

実 績

3

宿
毛
湾
港
の
防
波
堤

の
改
良

（粘
り
強
い
化
な
ど
）

Ⅰ
Ａ

池
島
第
2
防
波
堤

防
波
堤
の
改
良
の
促
進

3
3％

（
国
）

（
池
島
第
2
防
波
堤
）

防
波
堤
の
改
良
6
7％

計 画

（
池
島
第
2
防
波

堤
）
10
0％

-
-

-

防
波
堤
の
改
良

完
了
（
粘
り
強
い

化
な
ど
）

R
4

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

②
1

須
崎
港
の
津
波
防
波

堤
の
改
良

（粘
り
強
い
化
な
ど
）

Ⅰ
Ａ

津
波
防
波
堤

防
波
堤
の
改
良
の
促
進

４
％

（
国
）

（
津
波
防
波
堤
）

防
波
堤
の
改
良
4
1％

計 画

（
津
波
防
波
堤
）

4
3％

（
津
波
防
波
堤
）

4
4％

（津
波
防
波
堤
）

45
％

（
津
波
防
波

堤
）

残
55
％

防
波
堤
の
改
良

完
了
（
粘
り
強
い

化
な
ど
）

R
9

実 績
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２
－
１
６

海
岸
等
の
地
震
・
津
波
対
策
の
推
進

〔
概
要
〕

・
本
県
の
経
済
機
能
が
集
中
し
て
い
る
浦
戸
湾
を
は
じ
め
、
復
興
拠
点
と
な
る
港
湾
、
空
港
、
緊
急
輸
送
路
な
ど
の
機
能
の
集
中
す
る
県
中
央
部
の
海
岸
を
中
心
に
、
海
岸

堤
防
等
の
津
波
対
策
を
進
め
ま
す
。

・
地
震
に
よ
る
津
波
等
か
ら
確
実
に
県
土
を
守
る
た
め
、
老
朽
化
し
機
能
が
低
下
し
た
既
存
防
潮
堤
の
機
能
回
復
・
強
化
を
進
め
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
高
知
港
海
岸
(浦
戸
湾
)で
は
湾
口
部
対
策
と
湾
内

の
海
岸
堤
防
改
良
(耐
震
・
液
状
化
対
策
)を
組
み
合

せ
た
地
震
・津
波
対
策
を
国
直
轄
事
業
と
役
割
分
担

し
進
め
ま
す
。

地
震
発
生
時
の
堤
防
の
機
能
を
確
保
に
よ
る
津
波

や
長
期
浸
水
か
ら
背
後
地
の
資
産
の
防
護
と
、
早
期

の
復
旧
復
興

Ｌ
１

公
助

６
．
長
期
浸
水
対
策
高
知
県
強
靱
化
計
画

応
急
期
懇
談
会
提
言

高
知
県
海
岸
耐
震
化

計
画

地
震
防
災
緊
急
事
業

五
箇
年
計
画

国 県

港
湾
・
海
岸
課

②
県
中
央
部
の
海
岸
(十
市
前
浜
海
岸
・
直
轄
高
知
海

岸
・宇
佐
漁
港
海
岸
)で
は
、
海
岸
堤
防
等
の
地
震
・

津
波
対
策
(液
状
化
対
策
)を
進
め
ま
す
。

地
震
発
生
時
の
堤
防
の
機
能
を
確
保
に
よ
る
津
波

や
長
期
浸
水
か
ら
背
後
地
の
資
産
の
防
護
と
、
早
期

の
復
旧
復
興

Ｌ
１

公
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

応
急
期
懇
談
会
提
言

高
知
県
海
岸
耐
震
化

計
画

地
震
防
災
緊
急
事
業

五
箇
年
計
画

国 県

港
湾
・
海
岸
課

③
県
内
の
そ
の
他
の
海
岸
で
は
、
海
岸
堤
防
の
耐
震

性
や
高
さ
・健
全
度
を
評
価
し
、
必
要
に
応
じ
て
地

震
・津
波
対
策
を
進
め
ま
す
。

地
震
発
生
時
の
堤
防
の
機
能
を
確
保
に
よ
る
津
波

や
長
期
浸
水
か
ら
背
後
地
の
資
産
の
防
護
と
、
早
期

の
復
旧
復
興

Ｌ
１

公
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

応
急
期
懇
談
会
提
言

高
知
県
海
岸
耐
震
化

計
画

地
震
防
災
緊
急
事
業

五
箇
年
計
画

県 市
町
村

港
湾
・
海
岸
課

④
老
朽
化
し
た
既
存
防
潮
堤
等
を
把
握
し
、
津
波
等
へ

の
対
策
を
進
め
ま
す
。

津
波
に
よ
る
浸
水
地
域
が
縮
減
さ
れ
、
死
傷
者
や
家

屋
等
の
被
害
が
減
少

共
通

公
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

県
治
山
林
道
課
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①

1

【浦
戸
湾
の
三
重
防
護

（第
２
・
第
３
ラ
イ
ン
）
】

国
直
轄
海
岸
堤
防
の

地
震
・津
波
対
策

Ⅰ
Ａ

耐
震
補
強
工
事
の
延
伸

・
種
崎
（外
縁
）
工
区
他

1
3％

耐
震
補
強
工
事
の
延
伸

・
種
崎
（外
縁
）
工
区
他

1
1％

計 画

耐
震
補
強
工
事
の

延
伸

・
種
崎
（外
縁
）
工
区

他
1
2％

耐
震
補
強
工
事
の

延
伸

・
種
崎
（外
縁
）
工
区

他
1
7％

耐
震
補
強
工
事
の

延
伸

・種
崎
（
外
縁
）工
区

他
24
％

耐
震
補
強
工

事
の
延
伸

・種
崎
（
外

縁
）工
区
他

残
76
％

高
知
港
海
岸
の

耐
震
補
強
完
了

（
国
）

R
13

実 績

2

【
浦
戸
湾
の
三
重
防
護

（第
３
ラ
イ
ン
）
】

県
管
理
海
岸
堤
防

（
浦
戸
湾

潮
江
地

区
）
の
地
震
・
津
波
対

策

Ⅰ
Ａ

潮
江
地
区
（
萩
町
工
区
、

桟
橋
通
工
区
、
港
町
工

区
、
西
孕
工
区
）
の
耐
震

補
強
工
事
の
延
伸

6
00
m
整
備

潮
江
地
区

［
4
期
］
10
0％
(1
,8
45
ｍ

/
1,
8
45
m
)

［
累
計
］6
8％
(1
,8
4
5ｍ

/
2,
7
20
m
)

※
新
田
町
工
区
：
完
了

計 画

（
潮
江
地
区
）

2
00
m
整
備

（
潮
江
地
区
）

2
00
m
整
備

（潮
江
地
区
）

20
0m
整
備

（潮
江
地
区
）

残
27
5m
整

備
/2
,7
2
0m

高
知
港
海
岸
の

耐
震
補
強
完
了

(県
・
潮
江
地
区
）

R
7

実 績

3

【
浦
戸
湾
の
三
重
防
護

（第
３
ラ
イ
ン
）
】

県
管
理
海
岸
堤
防

（
浦
戸
湾
そ
の
他
地

区
）
の
地
震
・
津
波
対

策

Ⅰ
Ａ

吸
江
工
区
、
中
の
島
工

区
、
横
浜
工
区
の
耐
震
補

強
工
事
の
延
伸

吸
江
工
区

3
50
m
整
備

中
の
島
工
区

調
査
設
計
１
式

横
浜
工
区

3
00
m
整
備

（
吸
江
工
区
）

［
4
期
］
10
0％
(5
7
4ｍ

/
57
4m
)

［
累
計
］5
5％
(5
7
4ｍ

/
1,
0
45
m
)

（
中
の
島
工
区
）

調
査
設
計
１
式

（
横
浜
工
区
）

調
査
設
計
１
式

計 画

（
吸
江
工
区
）

1
00
m
整
備

（
中
の
島
工
区
）

調
査
設
計
１
式

（
横
浜
工
区
）

調
査
設
計
１
式

（
吸
江
工
区
）

1
00
m
整
備

（
中
の
島
工
区
）

調
査
設
計
１
式

（
横
浜
工
区
）

調
査
設
計
１
式

（吸
江
工
区
）

15
0m
整
備

（中
の
島
工
区
）

調
査
設
計
１
式

（横
浜
工
区
）

30
0m
整
備

（吸
江
工
区
）

残
12
1m
整
備

/1
,0
4
5m

（中
の
島
工
区
）

残
61
7m
整
備

/6
1
7m

（横
浜
工
区
）

残
2,
46
3m
整

備
/
2,
76
3
m

高
知
港
海
岸
の

耐
震
補
強
完
了

（
県
）

R
13

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

②

1

国
直
轄
海
岸
堤
防

（
県
中
央
部
）
の
地
震
・

津
波
対
策

Ⅱ
Ｂ
香
南
工
区
の
耐
震
補
強

工
事
の
着
手
及
び
延
伸

長
浜
工
区
完
了

南
国
工
区
完
了

計 画

香
南
工
区
に
お
け
る
直
轄
海
岸
保
全
施
設
整
備
事
業
の
事
業
化
に

向
け
て
国
と
の
協
議
を
実
施

取
組
の
継
続

高
知
海
岸
の
耐

震
補
強
完
了

（
国
）

-

実 績

2

県
管
理
海
岸
堤
防

（
県
中
央
部
）
の
地
震
・

津
波
対
策

Ⅰ
Ａ

・
宇
佐
漁
港
海
岸
の
耐
震

補
強
工
事
の
延
伸

5
40
m
整
備

(宇
佐
漁
港
海
岸
)

［
4
期
］
10
0％
(1
,5
92
ｍ

/
1,
5
92
m
)

［
累
計
］2
7%
（1
,5
9
2ｍ

/
5,
7
95
ｍ
）

(十
市
前
浜
海
岸
)

完
了

計 画

（
宇
佐
漁
港
海
岸
）

1
80
m
整
備

（
宇
佐
漁
港
海
岸
）

1
80
m
整
備

（宇
佐
漁
港
海
岸
）

18
0m
整
備

（宇
佐
漁
港

海
岸
）

残
3,
66
3ｍ

整
備
/5
,7
9
5

ｍ

耐
震
補
強
完
了

（
県
）

R
11

実 績

③
1

県
管
理
海
岸
堤
防
（
そ

の
他
の
海
岸
）
の
地

震
・津
波
対
策

Ⅰ
Ｂ

・
奈
半
利
港
海
岸
の
耐
震

補
強
工
事
の
延
伸

 
24
0m
整
備

・
新
田
海
岸
、
宿
毛
湾
港

海
岸
、
大
深
浦
海
岸
の
耐

震
補
強
工
事
の
延
伸

9
90
m
整
備

（
奈
半
利
港
海
岸
）

［
4
期
］
10
0％
(5
4
3ｍ

/
54
3m
)

［
累
計
］6
0％

（
54
3m
/
91
0m
）

（
新
田
海
岸
、
宿
毛
湾
港

海
岸
、
大
深
浦
海
岸
）

［
4
期
］
10
0％
(1
,5
5
4ｍ

/
1,
5
54
m
)

［
累
計
］3
0％

（
1,
5
54
m
/
5,
0
96
m
）

計 画

（
奈
半
利
港
海
岸
）

6
0m
整
備

（
新
田
海
岸
、
宿
毛

湾
港
海
岸
、
大
深
浦

海
岸
）
46
0m
整
備

※
新
田
海
岸
完
了

（
奈
半
利
港
海
岸
）

9
0m
整
備

（
宿
毛
湾
港
海
岸
、

大
深
浦
海
岸
）

2
40
m
整
備

（奈
半
利
港
海
岸
）

90
m
整
備

（宿
毛
湾
港
海
岸
、

大
深
浦
海
岸
）

29
0m
整
備

（奈
半
利
港

海
岸
）

残
12
7ｍ
整

備
/9
10
ｍ

（宿
毛
湾
港

海
岸
、
大
深

浦
海
岸
）

残
2,
55
2ｍ

整
備
/5
,0
9
6

ｍ

耐
震
補
強
完
了

（
県
）

-

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

③
2

市
町
村
管
理
海
岸
堤

防
の
地
震
・津
波
対
策

Ⅰ
Ｂ

海
岸
の
耐
震
補
強
工
事

の
延
伸

安
和
漁
港
海
岸
（
須
崎

市
） 14
0m
整
備

吉
川
漁
港
海
岸
（
香
南

市
） 60
m
整
備

（
安
和
漁
港
海
岸
）

［
4
期
］
10
0％
(4
0
/4
0m
)

［
累
計
］1
2％
(4
0/
34
0m
)

（
吉
川
漁
港
海
岸
）

［
4
期
］
10
0％
(2
1
/2
1m
)

［
累
計
］7
％
(2
1
/3
00
m
)

春
野
漁
港
海
岸
（
高
知

市
） 完
了

計 画

（
安
和
漁
港
海
岸
）

6
0m
整
備

（
吉
川
漁
港
海
岸
）

2
0m
整
備

（
安
和
漁
港
海
岸
）

4
0m
整
備

（
吉
川
漁
港
海
岸
）

2
0m
整
備

（安
和
漁
港
海
岸
）

40
m
整
備

（吉
川
漁
港
海
岸
）

20
m
整
備

（安
和
漁
港

海
岸
）

残
16
0ｍ
整

備
/3
40
ｍ

（吉
川
漁
港

海
岸
）

残
整
備
21
9

ｍ
/3
00
ｍ

耐
震
補
強
完
了

（
市
）

-

実 績

④
1

防
潮
堤
等
の
強
靱
化

Ⅱ
Ｂ
防
潮
堤
の
老
朽
化
調
査

及
び
改
修
計
画
の
策
定

R
2
末
に
防
潮
堤
の
老
朽

化
調
査
が
完
了

計 画

唐
浜
海
岸

1
/4
ブ
ロ
ッ
ク

唐
浜
海
岸

2
/4
ブ
ロ
ッ
ク

唐
浜
海
岸

3/
4
ブ
ロ
ッ
ク

取
組
の
継
続

強
靱
化
工
事
の

完
了

-

実 績
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２
－
１
７

河
川
等
に
お
け
る
津
波
浸
水
対
策
の
推
進

〔
概
要
〕

河
川
堤
防
の
機
能
を
維
持
し
、
津
波
に
よ
る
被
害
を
軽
減
す
る
と
と
も
に
、
す
み
や
か
に
内
水
を
排
除
で
き
る
よ
う
、
堤
防
の
耐
震
化
と
水
門
・
排
水
機
場
の
整
備
を
進
め

ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
河
川
堤
防
の
耐
震
化
を
行
い
ま
す
。
(長
期
浸
水
対

策
)

耐
震
化
に
よ
り
堤
防
・排
水
機
場
の
機
能
を
維
持

し
、
人
的
物
的
被
害
を
軽
減
す
る
と
と
も
に
迅
速
な

内
水
排
除
に
よ
る
早
期
の
復
旧

Ｌ
１

公
助

６
．
長
期
浸
水
対
策
高
知
県
強
靱
化
計
画

応
急
期
懇
談
会
提
言

県
河
川
課

②
浦
戸
湾
内
河
川
の
排
水
機
場
の
耐
震
化
・耐
水
化

を
行
い
ま
す
。
(長
期
浸
水
対
策
)

耐
震
化
に
よ
り
堤
防
・排
水
機
場
の
機
能
を
維
持

し
、
人
的
物
的
被
害
を
軽
減
す
る
と
と
も
に
迅
速
な

内
水
排
除
に
よ
る
早
期
の
復
旧

Ｌ
１

公
助

６
．
長
期
浸
水
対
策
高
知
県
強
靱
化
計
画

応
急
期
懇
談
会
提
言

県
河
川
課

③
早
期
に
止
水
・
排
水
を
行
う
た
め
の
資
機
材
の
備

蓄
・調
達
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
行
い
ま
す
。

耐
震
化
に
よ
り
堤
防
・排
水
機
場
の
機
能
を
維
持

し
、
人
的
物
的
被
害
を
軽
減
す
る
と
と
も
に
迅
速
な

内
水
排
除
に
よ
る
早
期
の
復
旧

共
通

公
助

６
．
長
期
浸
水
対
策
高
知
県
強
靱
化
計
画

応
急
期
懇
談
会
提
言

県
港
湾
・
海
岸
課

④
地
盤
沈
下
に
伴
う
洪
水
対
策
の
た
め
、
河
川
の
整
備

を
実
施
し
ま
す
。

耐
震
化
に
よ
り
堤
防
・排
水
機
場
の
機
能
を
維
持

し
、
人
的
物
的
被
害
を
軽
減
す
る
と
と
も
に
迅
速
な

内
水
排
除
に
よ
る
早
期
の
復
旧

Ｌ
１

公
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

応
急
期
懇
談
会
提
言

県
河
川
課
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①
1

浦
戸
湾
内
の
河
川
堤

防
の
耐
震
化

Ⅰ
Ａ

浦
戸
湾
内
の
河
川
堤
防

耐
震
化
5.
1
km

(2
4.
3
/2
7.
5k
m
・
88
.4
％
)

浦
戸
湾
内
の
河
川
堤
防

耐
震
化
3
.0
km

＜
累
計
＞

7
0％
（
19
.2
/
27
.5
）

R
1
：0
.3
km

R
2
：0
.4
km

R
3
：2
.3
km

計 画

浦
戸
湾
内
の
河
川

堤
防
の
耐
震
化

1.
7
km

浦
戸
湾
内
の
河
川

堤
防
の
耐
震
化

1
.7
km

浦
戸
湾
内
の
河
川

堤
防
の
耐
震
化

1
.7
km

浦
戸
湾
内
の

河
川
堤
防
の

耐
震
化

1
.7
km

耐
震
化
2
7.
5k
m

R
7

実 績

②
1

浦
戸
湾
内
河
川
の
排

水
機
場
の
耐
震
化
・耐

水
化

Ⅱ
Ｂ

・
耐
水
化
は
、
交
付
金
事

業
で
の
採
択
に
向
け
、
国

と
調
整

・
耐
震
化
４
機
場
完
了

＜
累
計
＞

1
00
％
(4
/
4)

計 画

耐
水
化
に
向
け
て
国
と
協
議

協
議
成
立
後
、
耐
水
化
に
着
手

取
組
の
継
続

耐
震
化
・
耐
水

化
４
機
場

-

実 績

③
1

止
水
・
排
水
対
策
の
た

め
の
資
機
材
の
備
蓄
・

調
達

(鋼
矢
板
、
大
型
土
の

う
袋
、
土
砂
、
バ
ッ
ク
ホ

ウ
、
排
水
ポ
ン
プ
等
の

備
蓄
・調
達
)

Ⅱ
Ｂ
資
材
の
備
蓄
場
所
の
確

保
、
調
達
ル
ー
ト
の
確
立

・
資
機
材
備
蓄
の
た
め
の

協
定
の
締
結

（
9
件
）

・
協
定
に
基
づ
い
た
訓
練

の
実
施

・
機
材
の
調
達
ル
ー
ト
の

確
立

計 画

止
水
対
策
の
た
め
の
資
機
材
調
達
ル
ー
ト
・
備
蓄
保
管
箇
所
に
向
け

て
の
検
討

取
組
の
継
続

資
材
の
備
蓄
・調

達
方
法
の
確
立

-

実 績

④
1

地
盤
沈
下
に
伴
う
洪

水
対
策
の
た
め
の
河

川
の
整
備

Ⅰ
Ｂ

1
7
河
川
整
備
実
施

・
都
市
河
川
3
河
川

・
一
般
河
川
1
4
河
川

整
備
率
（
R
３
末
）

・
都
市
河
川
約
9
6％

・
一
般
河
川
約
6
1％

都
市
河
川

R
1
：約
2
％
整
備

R
2
：約
1
2％
整
備

R
3
：約
2
％
整
備

一
般
河
川

R
1
：約
2
5％
整
備

R
3
：約
2
％
整
備

計 画

地
盤
沈
下
に
伴
う
洪
水
対
策
の
た
め
の
河
川
の
整
備

取
組
の
継
続

1
7
河
川

整
備
完
了

-

実 績
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２
－
１
８

陸
こ
う
等
の
常
時
閉
鎖
の
促
進

〔
概
要
〕

津
波
の
浸
水
に
よ
る
被
害
軽
減
や
避
難
時
間
の
確
保
の
た
め
、
海
岸
な
ど
の
陸
こ
う
等
（
陸
こ
う
、
管
渠
等
の
開
口
部
）
の
常
時
閉
鎖
を
進
め
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
県
管
理
海
岸
保
全
区
域
内
堤
防
の
陸
こ
う
等
に
つ

い
て
、
地
元
の
利
用
者
等
と
協
議
し
、
陸
こ
う
の
コ
ン

ク
リ
-ト
閉
鎖
や
管
渠
へ
の
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
-
ト
設
置
等
を

行
い
、
常
時
閉
鎖
を
進
め
ま
す
。

陸
こ
う
等
の
常
時
閉
鎖
箇
所
数
を
増
加
さ
せ
る
こ
と

で
、
津
波
の
浸
水
地
域
の
縮
減
や
避
難
時
間
の
確

保
に
つ
な
が
り
、
死
傷
者
を
抑
え
、
家
屋
等
の
被
害

を
減
少

共
通

公
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

応
急
期
懇
談
会
提
言

県
港
湾
・
海
岸
課

②
保
安
施
設
堤
防
の
陸
こ
う
に
つ
い
て
、
地
元
の
利
用

者
等
と
協
議
し
、
必
要
に
応
じ
て
階
段
の
設
置
等
を

行
い
、
常
時
閉
鎖
を
進
め
ま
す
。

陸
こ
う
等
の
常
時
閉
鎖
箇
所
数
を
増
加
さ
せ
る
こ
と

で
、
津
波
の
浸
水
地
域
の
縮
減
や
避
難
時
間
の
確

保
に
つ
な
が
り
、
死
傷
者
を
抑
え
、
家
屋
等
の
被
害

を
減
少

共
通

公
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

応
急
期
懇
談
会
提
言

県
治
山
林
道
課
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①
1

県
管
理
海
岸
保
全
区

域
内
の
陸
こ
う
の
常
時

閉
鎖
等
の
対
策

Ⅰ
Ｂ

3
0
箇
所
閉
鎖

(8
9
1/
11
73
箇
所
・

7
6％
)

3
7
箇
所
閉
鎖

＜
累
計
＞

7
3％
（
86
1/
1,
1
73
）完
了

R
1
：1
0
箇
所
閉
鎖

R
2
：1
9
箇
所
閉
鎖

R
3
：
8
箇
所
閉
鎖

計 画

1
0
箇
所
閉
鎖

1
0
箇
所
閉
鎖

10
箇
所
閉
鎖

28
2
箇
所
閉

鎖

対
象
箇
所
全
て

の
常
時
閉
鎖

-

実 績

②
1

保
安
施
設
堤
防
の
陸

こ
う
の
常
時
閉
鎖

Ⅰ
Ａ

陸
こ
う
閉
鎖

６
箇
所
(6
9/
69
箇
所
・

1
00
％
)

陸
こ
う
閉
鎖
率

（
63
/6
9
箇
所
）
91
％

R
1
：
6
箇
所

R
2
：
5
箇
所

R
3
：
4
箇
所

計 画

東
洋
町
生
見

1
箇
所

安
芸
市
赤
野

1
箇
所

芸
西
村
和
食

1
箇
所

安
芸
市
赤
野

1
箇
所

安
芸
市
赤
野

2
箇
所

－
6
9
箇
所
閉
鎖

R
6

実 績
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２
－
１
９

津
波
に
よ
る
漂
流
物
対
策
の
推
進

〔
概
要
〕

津
波
に
よ
る
漂
流
物
が
も
た
ら
す
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
、
沿
岸
部
で
の
漂
流
物
対
策
を
進
め
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
津
波
の
際
に
漂
流
物
と
な
る
、
河
川
区
域
内
に
放
置

さ
れ
た
沈
廃
船
等
の
処
分
を
実
施
し
ま
す
。

津
波
漂
流
物
に
よ
る
被
害
の
軽
減
と
河
川
管
理
施

設
の
復
旧
の
迅
速
化

共
通

公
助

-
プ
レ
ジ
ャ
-ボ
-
ト
の
適
正

管
理
及
び
利
用
環
境

改
善
の
た
め
の
総
合
的

対
策
に
関
す
る
推
進
計

画
(2
01
3
年
5
月
国
土

交
通
省
・水
産
庁
)

県 所
有
者

河
川
課

②
県
管
理
漁
港
に
お
い
て
、
津
波
の
際
に
漂
流
物
と
な

る
、
放
置
船
(沈
廃
船
等
)の
処
分
に
向
け
、
撤
去
指

導
及
び
代
執
行
を
行
い
ま
す
。

津
波
漂
流
物
に
よ
る
被
害
の
軽
減
と
港
湾
・漁
港
の

早
期
啓
開
、
復
旧
の
迅
速
化

共
通

公
助

-
プ
レ
ジ
ャ
-ボ
-
ト
の
適
正

管
理
及
び
利
用
環
境

改
善
の
た
め
の
総
合
的

対
策
に
関
す
る
推
進
計

画
(2
01
3
年
5
月
国
土

交
通
省
・水
産
庁
)

県
漁
港
漁
場
課

③
市
町
村
管
理
漁
港
に
お
い
て
、
津
波
の
際
に
漂
流

物
と
な
る
、
放
置
船
(沈
廃
船
等
)の
処
分
を
促
進
す

る
た
め
、
所
有
者
不
明
船
に
つ
い
て
処
理
経
費
へ

の
補
助
を
行
う
と
と
も
に
、
所
有
者
判
明
船
に
つ
い
て

放
置
状
態
の
解
消
に
向
け
た
包
括
的
な
指
導
を
行

い
ま
す
。

津
波
漂
流
物
に
よ
る
被
害
の
軽
減
と
港
湾
・漁
港
の

早
期
啓
開
、
復
旧
の
迅
速
化

共
通

公
助

-
プ
レ
ジ
ャ
-ボ
-
ト
の
適
正

管
理
及
び
利
用
環
境

改
善
の
た
め
の
総
合
的

対
策
に
関
す
る
推
進
計

画
(2
01
3
年
5
月
国
土

交
通
省
・水
産
庁
)

市
町
村

漁
港
漁
場
課
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①
1

河
川
区
域
内
の
沈
廃

船
の
処
分

Ⅱ
Ｂ

プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
全
国

実
態
調
査
（
国
交
省
）
の

実
施
に
よ
る
実
態
把
握
及

び
沈
廃
船
の
処
分
沈
廃

船
の
処
分

6
3
隻
処
分
済

＜
累
計
＞

7
8％
（
63
/8
1
隻
）

※
母
数
は
沈
船
、
廃
船
を

合
わ
せ
た
数

R
1
：1
6
隻
処
分

R
2
：1
2
隻
処
分

R
3
：
6
隻
処
分

計 画

プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト

全
国
実
態
調
査
（
国

交
省
）
の
実
施
に
よ

る
実
態
把
握

沈
廃
船
の
処
分
沈
廃
船
の
処
分

（
実
態
調
査
に
よ
り
処
分
数
を
決
定
）

取
組
の
継
続

対
象
と
な
る
沈
廃

船
を
全
て
処
分

-

実 績

②
1

県
管
理
漁
港
に
お
け

る
沈
廃
船
の
処
分

Ⅰ
Ｂ
沈
廃
船
24
0
隻
処
分

9
6％
（
72
8/
76
1
隻
）

4
88
隻
処
分

6
5％
（
48
8/
75
6
隻
）

第
３
期
計
画
迄
：3
81
隻

（
不
明
船
13
0
隻
、
判
明

船
2
51
隻
）

R
1
：2
2
隻
（
不
明
４
隻
、

判
明
1
8
隻
）

R
2
：2
7
隻
（
不
明
１
隻
、

判
明
2
6
隻
）

R
3
：5
8
隻
（
不
明
８
隻
、

判
明
5
0
隻
）

計 画

8
0
隻
処
分

7
5％
（
56
8/
76
1
隻
）

8
0
隻
処
分

8
5％
（
64
8/
76
1
隻
）

80
隻
処
分

96
％
（7
28
/7
61
隻
)

取
組
の
継
続

7
61
隻
処
分

-

実 績

③
1

市
町
村
管
理
漁
港
に

お
け
る
沈
廃
船
の
処

理
支
援

Ⅰ
Ｂ
沈
廃
船
18
0
隻
処
分

6
1％
（
41
9/
68
7
隻
）

9
7
隻
処
分
済

3
5%
（9
7/
27
5
隻
）

・
第
３
期
計
画
迄
：
45
隻

・
R
1：
9
隻

・
R
2：
14
隻

・
R
3：
29
隻

上
記
の
ほ
か
第
４
期
計
画

の
判
明
船
1
42
隻
処
分

済
34
%（
14
2/
41
2
隻
）

計 画

6
0
隻
処
分

4
4％
（
29
9/
68
7
隻
）

6
0
隻
処
分

5
2％
（
35
9/
68
7
隻
）

60
隻
処
分

61
％
（4
19
/6
87
隻
）

取
組
の
継
続

6
87
隻
処
分

-

実 績
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２
－
２
０

高
台
移
転
に
向
け
た
取
組

〔
概
要
〕

事
前
復
興
の
観
点
か
ら
、
産
業
基
盤
や
公
的
施
設
等
の
高
台
等
へ
移
転
を
進
め
、
津
波
に
よ
る
人
命
な
ど
の
被
害
を
軽
減
し
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
地
震
や
津
波
に
強
い
産
業
基
盤
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
に
、
津
波
浸
水
想
定
区
域
外
で
の
工
業
団
地
の

開
発
を
進
め
る
と
と
も
に
、
次
の
開
発
候
補
地
の
条

件
整
備
や
適
地
調
査
を
行
い
ま
す
。

産
業
活
動
の
早
期
復
旧

Ｌ
２

公
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

県 市
町
村

企
業
誘
致
課

②
保
育
所
・幼
稚
園
等
の
高
台
移
転
の
検
討
や
、
高

台
移
転
に
と
も
な
う
施
設
整
備
に
対
し
て
補
助
を
行

い
支
援
し
ま
す
。

津
波
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
生
命
の
安
全
を
確
保

Ｌ
２

公
助

９
．
要
配
慮
者
対
策
高
知
県
強
靱
化
計
画

市
町
村

私
立
幼
保
連

携
型
認
定
こ
ど

も
園
・
保
育

所
・
幼
稚
園
設

置
者
等

幼
保
支
援
課

③
社
会
福
祉
施
設
等
の
高
台
移
転
の
検
討
や
、
高
台

移
転
に
伴
う
施
設
整
備
に
対
し
て
補
助
を
行
い
支
援

し
ま
す
。

津
波
か
ら
施
設
入
所
者
等
の
生
命
の
安
全
を
確
保

Ｌ
２

自
助

９
．
要
配
慮
者
対
策
高
知
県
強
靱
化
計
画

社
会
福
祉
法

人
等

高
齢
者
福
祉
課

障
害
福
祉
課

子
ど
も
・
子
育
て
支

援
課

④
事
前
復
興
の
観
点
か
ら
、
産
業
基
盤
や
公
的
施
設

等
の
高
台
等
へ
移
転
を
進
め
、
津
波
に
よ
る
人
命
な

ど
の
被
害
を
軽
減
し
ま
す
。

来
庁
し
た
県
民
の
安
全
の
確
保
。
職
員
の
安
全
の

確
保
と
防
災
対
策
の
拠
点
と
な
る
庁
舎
を
確
保
し
、

早
期
の
災
害
対
策
業
務
の
実
施

Ｌ
２

自
助

-
-

県
土
木
政
策
課

⑤
県
立
学
校
の
高
台
へ
の
移
転
等
を
行
い
、
津
波
に

よ
る
人
命
等
の
被
害
を
軽
減
し
ま
す
。

津
波
か
ら
生
徒
・教
職
員
の
生
命
の
安
全
を
確
保
、

被
災
後
の
早
期
学
校
回
復

Ｌ
２

自
助

-
-

県
高
等
学
校

振
興
課

⑥
津
波
浸
水
か
ら
貴
重
、
希
少
植
物
を
守
る
た
め
、
牧

野
植
物
園
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
で
あ
る
長
江
圃
場
の
機

能
の
一
部
を
高
台
に
移
転
し
ま
す
。

・
絶
滅
危
惧
種
の
保
全
育
成
に
よ
る
自
然
環
境
、
生

態
系
の
保
護
再
生

・
希
少
種
を
は
じ
め
鑑
賞
に
欠
か
せ
な
い
植
物
の
保

全
に
よ
る
園
の
持
続
的
な
運
営

Ｌ
２

自
助

-
高
知
県
環
境
基
本
計
画
県

環
境
共
生
課

⑦
津
波
浸
水
区
域
に
あ
る
警
察
署
を
高
台
等
に
移
転

し
、
警
察
機
能
の
維
持
・
確
保
を
行
い
ま
す
。

・
迅
速
な
事
故
、
事
件
へ
の
対
応

・
発
災
後
す
ぐ
に
警
察
活
動
が
可
能

・
行
政
機
関
と
の
早
期
連
携

L
2

公
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

県
装
備
施
設
課
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①

1

津
波
浸
水
想
定
区
域

外
で
の
工
業
団
地
開

発 (仮
称
)高
知
布
師
田

団
地
の
開
発
(分
譲
面

積
約
7
.5
h
a)

Ⅰ
Ａ
R
4
工
事
完
成

調
査
・
測
量
・設
計
業
務

等
完
了

都
市
計
画
決
定

用
地
取
得
完
了

開
発
協
議
完
了

本
体
造
成
工
事
着
手

（
R
3.
1
）

本
体
造
成
工
事
の
推
進

（R
3
末
進
捗
率
：約
60
％
）

計 画

・
本
体
造
成
工
事
の

着
実
な
推
進
及
び

完
成

・
分
譲
開
始

-

-
本
体
造
成
工
事

の
完
成

R
4

実 績

2

津
波
浸
水
想
定
区
域

外
で
の
工
業
団
地
開

発 開
発
候
補
地
の
検
討

Ⅱ
Ｂ
新
た
な
団
地
開
発
へ
の

着
手

開
発
候
補
地
の
検
討
（市

町
村
協
議
）

（
R
1：
10
市
町
村
）

（
R
2：
６
市
町
）

（
R
3：
７
市
町
）

候
補
地
選
定
調
査
の
実

施
（
R
2：
２
市
、
R
3
：１
町
）

条
件
調
査
の
実
施
（R
3
：

１
市
）

計 画

・
開
発
候
補
地
の
検

討
（
市
町
村
協
議
）

・
候
補
地
選
定
調
査

の
実
施
（
２
市
）

・
開
発
候
補
地
の
検

討
（
市
町
村
協
議
）

・
新
た
な
団
地
開
発

に
着
手
（１
箇
所
）

・開
発
候
補
地
の
検

討
（市
町
村
協
議
）

・新
た
な
団
地
開
発

の
着
実
な
推
進

取
組
の
継
続

津
波
被
害
の
な

い
団
地
の
開
発

-

実 績

②
1

・
保
育
所
・
幼
稚
園
等

の
高
台
移
転
、
高
層

化
等
へ
の
支
援

Ⅰ
Ａ

高
台
移
転
等
1
2
施
設

1
00
％
(3
7
/3
7
施
設
)完

了

施
設
整
備
へ
の
補
助
実

施 R
1
：5
0.
0
％
(1
9
/3
8
施

設
)

R
2
：5
5.
3
％
(2
1
/3
8
施

設
)

R
3
：6
5.
8
％
(2
5
/3
8
施

設
）

※
R
3
末
で
１
施
設
廃
止

計 画

高
台
移
転
等
（
具
体

的
な
対
応
方
針
が

決
定
し
た
も
の
を
含

む
。
）

４
施
設
実
施

7
8.
4
％
（2
9/
37
施

設
）

高
台
移
転
等
（
具
体

的
な
対
応
方
針
が

決
定
し
た
も
の
を
含

む
。
）

４
施
設
実
施

8
9.
2
％
(3
3
/3
7
施

設
）

高
台
移
転
等
（具
体

的
な
対
応
方
針
が

決
定
し
た
も
の
を
含

む
。
）

４
施
設
実
施

10
0％
(3
7/
37
施

設
）

完
了

3
７
施
設
の
高
台

移
転
等
の
完
了

R
6

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

③
1

社
会
福
祉
施
設
等
の

高
台
移
転
等
の
検
討

及
び
補
助
の
実
施

Ⅰ
Ｂ

施
設
へ
の
働
き
か
け

[参
考
]津
波
浸
水
区
域

(L
2)
に
所
在
す
る
施
設
数

高
齢
者
10
6、
障
害
者

5
2、
児
童
10

津
波
浸
水
区
域
に
所
在

す
る
施
設
の
高
台
移
転

・
高
齢
者
施
設
6
施
設
移

転
完
了

・
障
害
者
施
設
7
施
設
移

転
完
了

R
1
：2
施
設
移
転

R
2
：1
施
設
移
転

R
3
：1
施
設
移
転
（見
込
）

計 画

対
象
施
設
へ
の
働
き
か
け
及
び
支
援

取
組
の
継
続

津
波
浸
水
区
域

に
所
在
す
る
施

設
の
高
台
移
転

等
の
完
了

（
高
齢
者
施
設

1
06
、
障
害
者
施

設
52
、
児
童
施

設
1
0）

－

実 績

④
1

県
有
建
築
物
の
高
台

移
転

Ⅰ
Ａ
宿
毛
事
務
所
の
移
転

県
有
建
築
物
の
高
台
移

転

・
土
地
の
取
得

・
基
本
設
計
の
実
施

計 画

実
施
設
計

建
築
工
事

建
築
工
事

移
転
完
了

-
高
台
移
転
完
了

R
6

実 績

⑤
1

県
立
学
校
の
高
台
移

転
Ⅰ
Ａ

(新
)安
芸
中
学
校
・
高
等

学
校
の
施
設
整
備
工
事

実
施
、
清
水
高
校
の
高
台

移
転
工
事
実
施

安
芸

R
2
基
本
設
計
完
了

R
2
実
施
設
計
完
了

R
3
工
事
着
手

清
水

R
2
・R
3
土
地
の
確
保

R
3
基
本
設
計
完
了

R
3
実
施
設
計
着
手

計 画

安
芸

工
事

清
水

実
施
設
計
完
了

工
事
着
手

安
芸

工
事
完
了

清
水

工
事

安
芸

新
校
舎
へ
の
移
転

完
了

清
水

工
事
・高
台
移
転
完

了
-

(新
)安
芸
中
学

校
・
高
等
学
校
の

施
設
整
備
完
了

清
水
高
校
の
高

台
移
転
完
了

R
5

(安
芸
)

R
6

(清
水
)

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

⑥
1

牧
野
植
物
園
長
江
圃

場
の
一
部
高
台
移
転

Ⅰ
Ａ

先
行
移
転
に
か
か
る
貴

重
・
希
少
植
物
の
高
台
移

転
完
了

・
牧
野
植
物
園
磨
き
上
げ

整
備
基
本
構
想

（
H
29
.1
2
）に
お
い
て
長

江
圃
場
の
津
波
対
策
と
し

て
希
少
、
貴
重
植
物
の
高

台
移
転
に
つ
い
て
明
記

（
R
2）

・
移
転
候
補
地
の
現
場
測

量
調
査

・
先
行
移
転
に
か
か
る
敷

地
契
約
や
移
転
規
模
等

の
方
針
検
討

（
R
3）

・
移
転
に
か
か
る
全
体
規

模
を
検
討

・
先
行
移
転
に
か
か
る
基

本
設
計
の
完
了

計 画

先
行
移
転
に
か
か
る

敷
地
造
成
設
計

開
発
協
議

先
行
移
転
に
か
か
る

敷
地
造
成
工
事

先
行
移
転
に
か
か
る

温
室
等
建
築
設
計

先
行
移
転
に
か
か
る

温
室
等
建
築
工
事

先
行
移
転
に
か
か
る

植
物
移
転

取
組
の
完
了

先
行
移
転
に
か

か
る
貴
重
・
希
少

植
物
の
高
台
移

転
完
了

R
6

実 績

⑦
1

宿
毛
警
察
署
・
室
戸

警
察
署
の
高
台
等
へ

の
移
転

Ⅰ
Ａ
宿
毛
署
建
築
工
事
等
・
完

成

・
宿
毛
署
移
転
用
地
購

入
・
地
質
調
査
委
託
（
実

施
時
期
検
討
中
）

・
室
戸
署
移
転
用
地
購

入
・
造
成
工
事
設
計
委
託

計 画

・
宿
毛
署
実
施
設
計

・
室
戸
署
造
成
工
事

・
宿
毛
署
建
築
工
事

等 ・
室
戸
署
実
施
設
計

・
宿
毛
署
建
築
工
事

等
・完
成

・
室
戸
署
建
築
工
事

等
・
室
戸
署
建

築
工
事
等
・

完
成

宿
毛
署
開
署

室
戸
署
開
署

・宿
毛
署

R
6
完
成

・室
戸
署

R
7
完
成

実 績
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２
－
２
１

市
街
地
に
お
け
る
火
災
対
策

〔
概
要
〕

・
地
震
火
災
の
被
害
軽
減
を
図
り
ま
す
。

・
密
集
市
街
地
に
お
い
て
、
土
地
区
画
整
理
事
業
を
施
行
す
る
こ
と
で
、
地
震
時
等
に
お
け
る
家
屋
の
倒
壊
や
火
災
発
生
時
の
延
焼
被
害
を
抑
制
す
る
と
と
も
に
、
避
難
、

消
火
活
動
に
お
い
て
も
利
活
用
す
る
区
画
道
路
を
整
備
し
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
出
火
防
止
及
び
延
焼
防
止
対
策
を
進
め
ま
す
。

地
震
火
災
に
よ
る
被
害
の
軽
減

共
通

自
助

公
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

県 市
町
村

消
防
政
策
課

②
高
知
市
施
行
の
旭
駅
周
辺
地
区
土
地
区
画
整
理
事

業
に
お
い
て
、
技
術
的
な
支
援
の
他
、
国
交
省
交
付

金
申
請
事
務
等
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

・地
震
時
等
に
著
し
く
危
険
な
密
集
市
街
地
の
解
消

・避
難
行
動
を
支
援
し
、
緊
急
車
両
等
の
通
行
が
可

能
と
な
る
区
画
道
路
の
確
保

共
通

公
助

-
高
知
広
域
都
市
計
画

高
知
市
強
靱
化
計
画

高
知
市

都
市
計
画
課

市
町
村
が
取
り
組
む
土
地
区
画
整
理
事
業
の
円
滑

な
執
行
を
支
援
し
ま
す
。
(住
宅
市
街
地
総
合
整
備

事
業
の
推
進
)

・市
街
地
火
災
の
延
焼
防
止

・重
点
密
集
市
街
地
の
不
燃
領
域
を
40
％
以
上
確

保
す
る
こ
と
で
、
災
害
時
の
被
災
者
の
減
少

共
通

公
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

市
町
村

住
宅
課
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①
1

地
震
火
災
対
策
に
関

す
る
広
報

Ⅰ
Ｂ
広
報
活
動
４
回
/年

通
電
火
災
対
策
と
し
て
ブ

レ
ー
カ
ー
の
手
動
切
断

後
の
避
難
に
つ
い
て
、
啓

発
用
チ
ラ
シ
の
作
成
・
配

布

計 画

防
災
イ
ベ
ン
ト
等
で

の
広
報
４
回

防
災
イ
ベ
ン
ト
等
で

の
広
報
４
回

防
災
イ
ベ
ン
ト
等
で

の
広
報
４
回

取
組
の
継
続

４
回
/年

毎
年

実 績

①
2

市
町
村
の
要
望
に
基

づ
く
防
火
水
槽
等
や

施
設
の
整
備

Ⅰ
Ｂ

市
町
村
の
防
火
水
槽
や

ポ
ン
プ
車
の
整
備

・
防
火
水
槽
3
0
箇
所

・
ポ
ン
プ
自
動
車
６
台

市
町
村
の
延
焼
防
止
対

策
を
対
象
と
し
た
支
援
策

の
検
討

計 画

市
町
村
に
よ
る
整
備

の
推
進

防
火
水
槽
10
箇
所

ポ
ン
プ
自
動
車
2
台

市
町
村
に
よ
る
整
備

の
推
進

防
火
水
槽
1
0
箇
所

ポ
ン
プ
自
動
車
2
台

市
町
村
に
よ
る
整
備

の
推
進

防
火
水
槽
10
箇
所

ポ
ン
プ
自
動
車
2
台

取
組
の
継
続

市
町
村
の
要
望

に
沿
っ
た
整
備

を
推
進

-

実 績

②
1

高
知
市
に
よ
る
区
画

整
理
事
業
の
整
備
促

進
（
街
区
、
区
画
道

路
、
公
園
等
整
備
に
よ

る
密
集
市
街
地
の
解

消
）
へ
の
技
術
支
援
や

国
交
省
交
付
金
等
の

申
請
支
援

Ⅰ
Ａ

中
須
賀
地
区

（
1.
5
＋
3.
7
）
/8
.1
*1
00
＝

6
4％

[下
島
地
区
]

H
2
5
よ
り
継
続

R
2
完
成
（3
.2
ha
）

[中
須
賀
地
区
]

H
2
6
よ
り
継
続

R
3
見
込
み
：（
1.
5h
a
完

成
）

計 画

中
須
賀
地
区

３
ブ
ロ
ッ
ク
整
備

A
=
1.
5h
a

中
須
賀
地
区

４
ブ
ロ
ッ
ク
整
備

A
=
1.
1h
a

中
須
賀
地
区

５
ブ
ロ
ッ
ク
整
備

A
=1
.1
ha

中
須
賀
地
区

６
～
９
ブ
ロ
ッ

ク 整
備
促
進

A
=2
.9
a

区
画
整
理
事
業

1
1.
3
ha
完
成

①
下
島
地
区

3
.2
h
a

②
中
須
賀
地
区

8
.1
h
a

①
下
島

地
区
R
2

②
中
須

賀
地
区

R
11

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

②
2

建
物
移
転
工
事
、
家

屋
調
査
、
用
地
取
得
、

補
償
、
老
朽
建
築
物

除
却
、
都
市
再
生
住

宅
建
設
等

Ⅰ
Ａ
建
物
移
転
工
事
3.
7
ha

建
物
移
転
工
事
累
計

4
.7
h
a

＜
第
4
期
実
績
＞
1
.5
h
a

R
2
：0
.8
h
a

R
3
：0
.7
h
a（
見
込
）

都
市
再
生
住
宅
建
設
累

計
1
63
戸
【
完
了
】

＜
第
４
期
実
績
＞
56
戸

R
2
：5
6
戸

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
整
備
累

計
1
箇
所

＜
第
４
期
実
績
＞
1
箇
所

R
1
：1
箇
所

公
園
整
備
累
計
2
箇
所

＜
第
４
期
実
績
＞
2
箇
所

R
1
：1
箇
所

R
2
：1
箇
所

計 画

建
物
移
転
工
事

1
.5
h
a

(累
計
6
.2
h
a/
最

終
目
標
11
.3
h
a)

建
物
移
転
工
事

1
.1
h
a

(累
計
7.
3
ha
/
最

終
目
標
1
1.
3
ha
)

建
物
移
転
工
事

1.
1
ha

(累
計
8
.4
h
a/
最

終
目
標
11
.3
h
a)

建
物
移
転
工

事
2
.9
h
a

(累
計

11
.3
h
a/
最
終

目
標
11
.3
ha
)

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー

ク
整
備
2
箇

所

(累
計
3
箇

所
/最
終
目

標
3
箇
所
)

公
園
整
備
2

箇
所 (累
計
4
箇

所
/最
終
目

標
4
箇
所
)

建
物
移
転
工
事

1
1.
3
ha

都
市
再
生
住
宅

建
設
1
63
戸

ポ
ケ
ッ
ト
パ
-
ク
整

備
3
箇
所

公
園
整
備
4
箇

所

R
16

実 績
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２
－
２
２

燃
料
タ
ン
ク
等
の
安
全
対
策
の
推
進

〔
概
要
〕

地
震
や
津
波
に
よ
る
燃
料
タ
ン
ク
・
高
圧
ガ
ス
施
設
等
の
転
倒
・
流
出
に
よ
る
、
火
災
の
発
生
な
ど
の
二
次
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
事
前
の
安
全
対
策
を
進
め
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
タ
ナ
ス
カ
地
区
、
中
の
島
地
区
の
石
油
・ガ
ス
施
設

の
地
震
・
津
波
対
策
に
つ
い
て
事
業
者
や
関
係
機

関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
対
策
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

併
せ
て
浦
戸
湾
沿
岸
で
の
対
策
や
、
が
れ
き
等
漂

着
場
所
で
の
対
策
を
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
対
策
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

津
波
火
災
を
予
防
し
、
高
知
市
内
の
防
災
力
の
向

上

Ｌ
２

自
助

公
助

-
-

事
業
者

国 県 市
町
村

危
機
管
理
・
防
災
課

②
津
波
火
災
に
お
け
る
延
焼
防
止
対
策
な
ど
を
高
知

市
と
連
携
し
て
推
進
し
ま
す
。

津
波
火
災
の
被
害
軽
減

共
通

公
助

-
-

県 市
町
村

消
防
政
策
課

③
農
業
用
燃
料
タ
ン
ク
対
策
と
し
て
、
重
油
流
出
防
止

装
置
付
き
タ
ン
ク
の
導
入
を
支
援
し
ま
す
。

燃
料
流
出
リ
ス
ク
の
軽
減

(二
次
被
害
の
防
止
)

共
通

自
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

ＪＡ 事
業
者

環
境
農
業
推
進
課

④
漁
業
用
屋
外
燃
油
タ
ン
ク
の
撤
去
、
地
下
タ
ン
ク
化

等
の
対
策
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

津
波
火
災
の
原
因
と
な
る
燃
油
流
出
リ
ス
ク
の
軽
減

に
よ
り
地
域
住
民
の
安
全
や
人
命
の
確
保

Ｌ
２

自
助

-
-

漁
業
協
同
組

合
等

漁
業
振
興
課

⑤
高
圧
ガ
ス
施
設
等
に
つ
い
て
、
災
害
発
生
時
の
対

応
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
保
安
対
策
に
関
す
る
研

修
会
を
開
催
し
ま
す
。

ガ
ス
放
出
リ
ス
ク
の
軽
減
(二
次
被
害
の
防
止
、
住
民

の
安
全
確
保
)

共
通

自
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

県
消
防
政
策
課
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①
1

石
油
・
ガ
ス
施
設
や
浦

戸
湾
沿
岸
域
で
の
津

波
火
災
対
策
の
実
施

Ⅰ
Ａ

緊
急
遮
断
弁
の
設
置
(1

地
区
/
2
地
区
)

防
護
柵
等
設
計

(9
84
m
/
1,
9
91
m
)

防
護
柵
等
工
事

(3
00
m
/
1,
9
91
m
)

・
石
油
基
地
等
地
震
・津

波
対
策
検
討
会
を
開
催

（
H
25
～
）

・
が
れ
き
等
拡
散
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
実
施
（H
29
～

H
3
0）

・
防
護
柵
概
略
設
計
（R
1
）

・
関
係
機
関
協
議
、
国
へ

政
策
提
言
（
R
2）

・
防
護
柵
等
詳
細
設
計

（
R
3）

計 画

・
防
護
柵
等
設
置
に

向
け
て
国
・
県
・事
業

者
・
地
元
住
民
と
の

協
議

・
防
護
柵
等
の
整
備

工
事
（
三
重
防
護
の

整
備
と
併
せ
て
実

施
）

・防
護
柵
等
の
整
備

工
事
（三
重
防
護
の

整
備
と
併
せ
て
実

施
）

取
組
の
継
続

・
三
重
防
護
の
整

備
と
併
せ
た
防

護
柵
等
の
整
備

・
事
業
者
に
よ
る

石
油
基
地
の
耐

災
化
対
策
実
施

R
13

・
政
策
提
言
の
継
続

・
火
災
対
策
、
避
難
対
策
、
救
助
・
救
出
対
策
に
つ
い
て
市
の
対
策

を
支
援

実 績

②
1

広
報
内
容
及
び
広
報

手
段
の
検
討
及
び
調

整

Ⅱ
Ｂ
広
報
の
実
施

具
体
的
な
消
火
方
法
、
避

難
誘
導
方
法
に
つ
い
て
、

高
知
市
と
連
携
し
て
検
討

（
高
知
市
に
お
い
て
「
津

波
火
災
対
策
基
本
計
画
」

及
び
「
津
波
火
災
対
策
実

施
計
画
」
を
策
定
）

計 画

広
報
の
内
容
・
手
段

等
の
検
討
・調
整

広
報
実
施

広
報
実
施

取
組
の
継
続

-
-

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

③
1

・
農
業
用
燃
料
タ
ン
ク

の
重
油
流
出
防
止
装

置
の
整
備
支
援

・
農
業
用
燃
料
タ
ン
ク

の
転
倒
防
止
対
策
の

支
援

Ⅰ
Ｂ

流
出
防
止
装
置
付
き
タ
ン

ク
整
備
6
00
基

（
1
,9
7
2/
8,
0
41

基
・

2
5％
）

流
出
防
止
装
置
付
き
タ
ン

ク
整
備
率

・
R
1：
18
6
基

（
累
計
：1
,0
6
7
基

/
8,
8
33
・1
2％
）

・
R
2：
17
3
基

（
累
計
：1
,2
4
0/
8,
8
33
・

1
4％
）

・
R
3：
13
2
基

（
累
計
：1
,3
7
2/
8,
0
41
・

1
7％
）

＊
再
調
査
（
R
3.
1
2
月
)に

よ
り
タ
ン
ク
数
減

計 画

・
重
油
流
出
防
止
装

置
付
燃
料
タ
ン
ク
の

整
備
20
0
基

・
重
油
流
出
防
止
装

置
付
燃
料
タ
ン
ク
の

整
備
2
00
基

・重
油
流
出
防
止
装

置
付
燃
料
タ
ン
ク
の

整
備
20
0
基

・重
油
流
出

防
止
装
置
付

燃
料
タ
ン
ク

の
整
備
20
0

基

対
策
済
タ
ン
ク
数

8
,0
4
1
基

-

実 績

③
2

L
1
津
波
浸
水
区
域
に

お
け
る
農
業
用
燃
料

タ
ン
ク
の
重
油
流
出
装

置
の
整
備
支
援
、
転

倒
防
止
対
策
支
援

Ⅰ
Ｂ

L
1
津
波
浸
水
区
域
の
タ

ン
ク
整
備
30
0
基

(6
21
/1
,0
8
7
基
・5
7％
)

L
1
浸
水
区
域
の
タ
ン
ク

整
備

・
R
1：
45
基

（
累
計
：2
53
/1
,1
9
4
基
・

2
1％
）

・
R
2：
35
基

（
累
計
：2
88
/1
,1
9
4
基
・

2
4％
）

・
R
3：
33
基

（
累
計
：3
21
/1
,0
8
7
基
・

3
0％
）

＊
再
調
査
（
R
3.
1
2
月
)に

よ
り
タ
ン
ク
数
減

計 画

・
重
油
流
出
防
止
装

置
付
燃
料
タ
ン
ク
の

整
備
10
0
基

・
重
油
流
出
防
止
装

置
付
燃
料
タ
ン
ク
の

整
備
1
00
基

・重
油
流
出
防
止
装

置
付
燃
料
タ
ン
ク
の

整
備
10
0
基

・重
油
流
出

防
止
装
置
付

燃
料
タ
ン
ク

の
整
備
10
0

基

L
1
津
波
浸
水
区

域
の
対
策
済
タ

ン
ク
数

1
,0
8
7

基

-

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

④
1

漁
業
用
屋
外
燃
油
タ

ン
ク
の
撤
去

Ⅰ
Ａ

撤
去
す
る
燃
料
タ
ン
ク
7

基 (3
4/
34
基
・
10
0％
)

第
3
期
計
画
期
間
迄

撤
去
済
タ
ン
ク
25
基

7
4％
(2
5/
34
)

R
1
実
績

撤
去
済
タ
ン
ク
３
基

8
2％
(2
8/
34
)

R
2
実
績

撤
去
済
タ
ン
ク
１
基

8
5％
(2
9/
34
)

R
3
予
定

撤
去
済
タ
ン
ク
４
基

9
7％
(3
3/
34
)

計 画

1
基
撤
去

－
－

完
了

3
4
基
撤
去

R
4

実 績

⑤
1

高
圧
ガ
ス
施
設
等
保

安
対
策
に
関
す
る
研

修
会
の
開
催

【対
象
事
業
所
】

高
圧
ガ
ス
第
一
種
製

造
施
設
等

①
一
般
（
酸
素
、
窒

素
等
）

２
１
事
業
所

②
液
石
（Ｌ
Ｐ
ガ
ス
）

３
３
事
業
所

③
冷
凍
（
フ
ロ
ン

等
）

６
事
業
所

Ⅰ
Ｂ
３
回
開
催

R
1
：中
止

R
2
：中
止

計 画

年
１
回
実
施

【
対
象
事
業
所
】

液
石
（
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
）

３
３
事
業
所

年
１
回
実
施

【
対
象
事
業
所
】

一
般
（
酸
素
、
窒
素

等
） ２
１
事
業
所

年
１
回
実
施

【対
象
事
業
所
】

冷
凍
（フ
ロ
ン
等
）

６
事
業
所

取
組
の
継
続

１
回
実
施
/年

毎
年

実 績
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２
－
２
３

土
砂
災
害
対
策

〔
概
要
〕

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
や
地
す
べ
り
対
策
事
業
の
実
施
な
ど
、
地
震
に
よ
る
土
砂
災
害
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
で
、
人
的
・
物
的
被
害
を
軽
減
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
土
砂
災

害
の
お
そ
れ
の
あ
る
箇
所
の
周
知
や
、
防
災
学
習
等
の
実
施
に
よ
り
避
難
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
砂
防
や
急
傾
施
設
な
ど
、
土
砂
災
害
対
策
施
設
の

整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の
避
難
体
制
づ
く
り

を
行
い
ま
す
。

・住
家
や
公
共
施
設
の
保
全

・
早
期
の
避
難
行
動
や
、
住
宅
補
強
等
の
自
助
対

策
の
促
進

・土
砂
災
害
時
の
早
期
の
避
難
行
動
、
的
確
な
初
動

対
応

Ｌ
１

共
通

自
助

共
助

公
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

応
急
期
懇
談
会
提
言

地
震
防
災
緊
急
事
業

五
箇
年
計
画

高
知
県
地
域
防
災
計
画

県
防
災
砂
防
課

②
農
地
保
全
に
係
る
地
す
べ
り
防
止
対
策
を
行
い
ま

す
。

土
砂
災
害
に
よ
る
被
害
の
軽
減
と
孤
立
集
落
の
発

生
防
止

共
通

公
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

応
急
期
懇
談
会
提
言

地
震
防
災
緊
急
事
業

五
箇
年
計
画

県
農
業
基
盤
課

③
山
地
災
害
危
険
地
区
の
地
す
べ
り
防
止
対
策
を
行

い
ま
す
。

土
砂
災
害
に
よ
る
被
害
の
軽
減
と
孤
立
集
落
の
発

生
防
止

共
通

公
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

応
急
期
懇
談
会
提
言

地
震
防
災
緊
急
事
業

五
箇
年
計
画

県
治
山
林
道
課
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①

1
土
砂
災
害
対
策
施
設

の
整
備

Ⅰ
Ｂ

砂
防
施
設
4
箇
所
概
成

急
傾
斜
施
設
1
6
箇
所
概

成

砂
防
施
設
3
9
箇
所
、

急
傾
斜
施
設
6
9
箇
所
、

地
す
べ
り
施
設
１
箇
所
概

成

計 画

砂
防
施
設
1
箇
所

概
成

急
傾
斜
施
設

3
箇
所
概
成

砂
防
施
設
2
箇
所

概
成

急
傾
斜
施
設

5
箇
所
概
成

砂
防
施
設
1
箇
所

概
成

急
傾
斜
施
設

8
箇
所
概
成

取
組
の
継
続

砂
防
施
設
4
箇

所
概
成

急
傾
斜
施
設
1
6

箇
所
概
成

＜
累
計
＞

砂
防
施
設
43
箇
所

急
傾
斜
施
設
85
箇
所

地
す
べ
り
施
設
1

箇
所
概
成

-

実 績

2

地
震
等
に
よ
る
土
砂

災
害
に
関
す
る
防
災

学
習
会
及
び
防
災
イ

ベ
ン
ト
の
開
催

Ⅰ
Ｂ
参
加
人
数

約
１
万
２
千
人

累
計
約
４
万
１
千
人
参
加

計 画
参
加
人
数
４
千
人

参
加
人
数
４
千
人

参
加
人
数
４
千
人

参
加
人
数
４

千
人

防
災
学
習
会
及

び
防
災
イ
ベ
ン
ト

の
開
催

参
加

人
数
４
千
人
/年

毎
年

実 績

3
土
砂
災
害
を
想
定
し

た
防
災
訓
練
の
実
施

Ⅰ
Ｂ
９
回
実
施

2
１
回
実
施

計 画
3
回
実
施

3
回
実
施

3
回
実
施

3
回
実
施

防
災
訓
練
３
回

実
施
/
年

毎
年

実 績

②
1

農
地
保
全
に
係
る
地

す
べ
り
防
止
対
策
の

実
施

Ⅰ
Ａ
概
成
３
箇
所

（累
計
53
/5
5
箇
所
・9
6％
）

・
概
成
箇
所
（第
４
期
）

R
1
：－

R
2
：1
箇
所

R
3
：－

計
１
箇
所
/完
成
目
標
４

箇
所
(2
5%
)

・
累
計
91
%

（
50
箇
所
/5
5
箇
所
）

計 画

１
箇
所
概
成

２
箇
所
概
成

概
成
に
向
け
事
業

実
施
（概
成
無
)

２
箇
所
概
成

5
5
箇
所
概
成

R
7

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

③
1

山
地
治
山
事
業
に
よ

る
地
す
べ
り
対
策
事
業

の
実
施

Ⅰ
Ｂ
1
箇
所
概
成

(1
2/
17
箇
所
・
75
％
)

累
計
1
1
箇
所
概
成

（
11
/1
6）
68
％

R
1
:０
箇
所

R
2
:０
箇
所

R
3
:１
箇
所

※
R
3
に
新
規
に
地
す
べ

り
地
が
追
加
指
定
さ
れ
、

1
7
箇
所

計 画

6
箇
所
実
施

6
箇
所
実
施

6
箇
所
実
施

う
ち
1
箇
所
概
成

取
組
の
継
続

1
7
箇
所
概
成

-

実 績
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２
－
２
４

ダ
ム
の
地
震
対
策

〔
概
要
〕

地
震
に
よ
る
ダ
ム
の
倒
壊
を
防
ぐ
た
め
、
各
管
理
者
に
お
け
る
ダ
ム
の
耐
震
照
査
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
対
策
を
行
う
と
と
も
に
、
地
震
発
生
後
も
施
設
の
機
能
が
維
持

で
き
る
よ
う
に
対
策
を
進
め
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
県
管
理
ダ
ム
の
地
震
時
点
検
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

し
、
地
震
発
生
後
の
ダ
ム
の
安
全
性
を
速
や
か
に
確

認
で
き
る
体
制
を
構
築
し
ま
す
。
ま
た
、
夜
間
に
地
震

が
発
生
し
た
際
に
も
速
や
か
に
堤
体
安
全
性
を
確

認
で
き
る
よ
う
堤
体
照
明
装
置
の
設
置
を
図
り
ま
す
。

地
震
時
の
ダ
ム
(関
連
構
造
物
含
む
)の
安
全
性
の

確
実
な
把
握

Ｌ
２

自
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

応
急
期
懇
談
会
提
言

県
河
川
課
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①
1

夜
間
地
震
時
点
検
マ

ニ
ュ
ア
ル
整
備
、
堤
体

照
明
の
設
置

Ⅰ
Ａ

夜
間
地
震
時
点
検
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
整
備

６
ダ
ム

1
00
％
（6
/6
）

照
明
設
備
設
置
６
ダ
ム

1
00
％
（6
/6
）

・
夜
間
地
震
時
点
検
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
整
備
完
了

1
00
％
（6
/6
）

R
1
：1
件

R
2
：2
件

R
3
：3
件

・
照
明
設
備
設
置
の
完
了

5
0％
（
3/
6）

R
1
：0
件

R
2
：1
件

R
3
：2
件

計 画

照
明
設
備
の
設
置

1
件

照
明
設
備
の
設
置

1
件

照
明
設
備
の
設
置

1
件

完
了

夜
間
地
震
時
点

検
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

整
備
６
ダ
ム

照
明
設
備
設
置

６
ダ
ム

R
6

実 績
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２
－
２
５

た
め
池
の
地
震
対
策

〔
概
要
〕

た
め
池
下
流
域
の
住
民
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
た
め
池
の
耐
震
化
整
備
工
事
を
進
め
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
堤
高
15
m
未
満
の
た
め
池
は
、
国
の
設
計
基
準
（た

め
池
）に
基
づ
き
整
備
補
強
工
事
を
実
施
し
、
堤
高

15
ｍ
以
上
の
た
め
池
に
つ
い
て
は
ダ
ム
の
設
計
基

準
を
準
用
し
て
耐
震
化
整
備
工
事
を
行
い
ま
す
。

た
め
池
下
流
域
の
住
民
の
安
全
と
復
旧
時
の
農
業

用
水
の
確
保

共
通

公
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

応
急
期
懇
談
会
提
言

地
震
防
災
緊
急
事
業

五
箇
年
計
画

県
農
業
基
盤
課
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①
1

た
め
池
対
策
（
豪
雨
・

耐
震
・劣
化
）
の
実
施

Ⅰ
Ｂ

た
め
池
対
策
完
了
27
池

(累
計
69
池
/
22
1
池
・

3
1％
）

※
R
4
年
度
の
防
災
重
点

た
め
池
の
数
は
22
1
（
R
3

年
度
に
廃
止
2
・追
加
1）

・
た
め
池
対
策
完
了
（
第
４

期
） R
1
：3
池

R
2
：5
池

R
3
：3
池

計
1
1
池
／
完
成
目
標
18

池
（
61
％
）

・
た
め
池
対
策
率
（
累
計
）

1
9％
（
42
池
／
2
22
池
）

計 画

1
0
池
完
成

７
池
完
成

10
池
完
成

５
池
完
成

2
21
池
対
策
完

了
－

実 績
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２
－
２
６

文
化
財
の
耐
震
化
の
促
進

〔
概
要
〕

・
か
け
が
え
の
な
い
文
化
財
建
造
物
を
地
震
か
ら
守
り
、
次
の
時
代
に
受
け
継
ぎ
ま
す
。

・
重
要
文
化
財
建
造
物
が
1
5
棟
残
り
、
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
高
知
城
を
地
震
か
ら
守
る
と
共
に
、
観
光
客
な
ど
訪
れ
る
人
の
安
全
を
確
保
し
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
文
化
財
所
有
者
へ
の
防
災
意
識
の
向
上
を
啓
発
す

る
と
と
も
に
、
浸
水
区
域
に
あ
る
文
化
財
の
所
有
者

へ
の
寄
託
要
請
等
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
文
化
財

建
造
物
の
耐
震
対
策
(補
助
等
)を
検
討
し
、
実
施
し

ま
す
。

・博
物
館
へ
の
寄
託
に
よ
る
被
災
リ
ス
ク
の
回
避
及

び
津
波
に
よ
る
流
出
破
損
の
防
止

・免
震
台
の
導
入
な
ど
の
所
有
者
が
行
う
対
策
の
推

進 ・地
震
か
ら
文
化
財
建
造
物
を
守
る
こ
と
に
よ
る
、
次

世
代
へ
の
継
承
。
及
び
見
学
者
な
ど
の
安
全
確
保

共
通

公
助

-
-

文
化
財

所
有
者

文
化
財
課

②
高
知
城
山
体
の
防
災
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

計
画
的
な
調
査
と
対
策
に
よ
り
、
文
化
財
建
造
物
や

石
垣
の
被
害
を
低
減

共
通

公
助

-
史
跡
高
知
城
跡
整
備

計
画

県
文
化
財
課
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①
1

文
化
財
の
所
有
者
に

対
し
、
防
災
意
識
の
向

上
の
た
め
の
啓
発
、
文

化
財
の
地
震
対
策
に

対
す
る
助
言
及
び
対

策
へ
の
補
助
金
交
付

Ⅰ
Ｂ

担
当
者
会
で
の
制
度
説

明
、
耐
震
対
策
が
必
要
な

文
化
財
に
関
す
る
助
言

及
び
補
助
の
実
施

市
町
村
担
当
者
会
で
補

助
制
度
説
明

・
旧
岡
家
住
宅
主
屋
耐
震
改
修

・
鳴
無
神
社
防
災
事
業

・
旧
関
川
家
住
宅
耐
震
診
断

・
土
佐
神
社
本
殿
・弊
殿
・

拝
殿
耐
震
改
修

・
朝
倉
神
社
本
殿
耐
震
改

修
（
～
Ｒ
４
）

・
山
中
家
住
宅
耐
震
改
修

（
～
Ｒ
４
）

寄
託
２
件
（龍
乗
院
、
細

勝
寺
）

計 画

・
朝
倉
神
社
本
殿
、

山
中
家
住
宅
耐
震

改
修
竣
工

.・
土
佐
神
社
楼
門
耐

震
改
修

・
担
当
者
会
で
の
補

助
制
度
説
明

・
博
物
館
へ
の
寄
託
要
請

. ・
土
佐
神
社
楼
門
耐

震
改
修

・
担
当
者
会
で
の
補

助
制
度
説
明

・
博
物
館
へ
の
寄
託
要
請

. ・土
佐
神
社
楼
門
耐

震
改
修

・担
当
者
会
で
の
補

助
制
度
説
明

・博
物
館
へ
の
寄
託
要
請

土
佐
神
社
楼

門
耐
震
改
修

（～
R
7
)

・担
当
者
会

で
の
補
助
制

度
説
明

・博
物
館
へ

の
寄
託
要
請

耐
震
対
策
が
必

要
な
建
造
物
の

対
策
完
了

津
波
浸
水
区
域

に
存
す
る
動
産

文
化
財
６
件
の

博
物
館
へ
の
寄

託
等
の
対
策
完

了

-

実 績

②
1

・
高
知
城
山
体
の
自
然

斜
面
の
防
災
対
策
工

事
の
施
工
及
び
継
続

的
な
観
察

・
高
知
城
の
石
垣
の
現

状
把
握
を
行
い
、
計

画
的
に
修
理
を
実
施

・
建
造
物
の
耐
震
診
断

を
進
め
、
計
画
的
に
対

策
工
事
を
実
施

Ⅰ
Ａ

・
本
丸
周
辺
石
垣
カ
ル
テ

作
成
完
了

・
高
知
城
緊
急
防
災
対
策

事
業
の
完
了

・
高
知
城
保
存
活
用
計
画

の
策
定
着
手

・
本
丸
建
造
物
耐
震
診
断

事
業
着
手

・
自
然
斜
面
防
災
対
策
３

箇
所
実
施
（
板
垣
退
助
像

北
、
高
知
公
園
北
口
、
西

ノ
丸
北
側
）

・
石
垣
改
修
工
事
２
件
（
梅

の
段
北
側
、
西
ノ
丸
西

側
）

・
石
垣
カ
ル
テ
４
年
次
完

成
と
５
年
目
準
備

計 画

・
本
丸
周
辺
石
垣
カ

ル
テ
最
終
年
度
の
実

施 ・
高
知
城
緊
急
防
災

対
策
事
業

・
二
ノ
丸
石
垣
カ
ル

テ
作
成

・
高
知
城
緊
急
防
災

対
策
事
業
完
了

・
高
知
城
保
存
活
用

計
画
の
策
定

・
耐
震
診
断
事
業
の

実
施

・二
ノ
丸
石
垣
カ
ル

テ
作
成

・高
知
城
保
存
活
用

計
画
の
策
定

・耐
震
診
断
事
業
の

実
施

二
ノ
丸
石
垣

カ
ル
テ
作
成

（～
R
９
)

高
知
城
保
存

活
用
計
画
の

策
定
（～
R
7
)

耐
震
診
断
事

業
の
実
施

全
棟
及
び
全
て

の
石
垣
の
保
全

対
策
完
了

R
20

実 績
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２
－
２
７

防
災
関
連
製
品
開
発
支
援
、
導
入
促
進

〔
概
要
〕

防
災
関
係
の
製
品
、
技
術
の
地
産
地
消
・
地
産
外
商
、
産
業
育
成
を
促
進
し
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
県
内
防
災
製
品
の
開
発
支
援
や
販
路
拡
大
を
進
め

ま
す
。

県
内
防
災
関
連
製
品
・
技
術
の
普
及
拡
大
に
よ
る
防

災
力
・
減
災
力
の
向
上
及
び
県
経
済
の
活
性
化

共
通

公
助

-
応
急
期
懇
談
会
提
言

県 市
町
村

事
業
者

工
業
振
興
課
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①
1

・
企
業
訪
問
に
よ
る
参

画
企
業
の
掘
り
起
こ
し

及
び
防
災
製
品
開
発

ワ
-
キ
ン
グ
グ
ル
-
プ
の

開
催
等
に
よ
る
開
発

促
進

・
県
内
防
災
関
連
イ
ベ

ン
ト
で
の
P
R
活
動
に

よ
る
防
災
関
連
製
品

の
普
及
促
進
及
び
見

本
市
へ
の
出
展
等
に

よ
る
国
内
外
で
の
販
路

拡
大
支
援

Ⅰ
Ｂ

・
認
定
数
：3
0
製
品

・
売
上
金
額
(単
年
度
目

標
) R
4
：8
7
億
円

R
5
：9
1
億
円

R
6
：9
6
億
円

・
新
規
認
定
製
品
数
：
3
9

製
品
（
累
計
18
3
製
品
）

R
1：
7
製
品

R
2：
16
製
品

R
3：
16
製
品

・
売
上
金
額
：
21
4.
1
億
円

(県
内
･国
内
外
)

R
1：
61
.3
億
円

R
2：
69
.8
億
円

R
3：
83
.0
億
円
※
推

計
値

計 画

・
認
定
数
：1
0
製
品

・
売
上
金
額
：
87
億

円

・
認
定
数
：1
0
製
品

・
売
上
金
額
：
9
1
億

円

・認
定
数
：
10
製
品

・
売
上
金
額
：
9
6
億

円

-
-

-

実 績
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２
－
２
８

南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
に
備
え
た
対
策

〔
概
要
〕

突
発
対
応
を
基
本
と
す
る
こ
と
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
臨
時
情
報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
情
報
を
生
か
し
、
減
災
に
つ
な
げ
る
取
組
を
行
い
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
臨
時
情
報
が
発
表
さ
れ
た
際
の
市
町
村
の
対
応
方

針
の
決
定
等
を
支
援
し
ま
す
。

臨
時
情
報
を
防
災
対
応
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
体

制
の
整
備

Ｌ
２

公
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

市
町
村
津
波
避
難
計
画

市
町
村

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対

策
課

②
事
業
者
の
地
震
対
策
の
見
直
し
を
支
援
し
ま
す
。

臨
時
情
報
を
防
災
対
応
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
体

制
の
整
備

Ｌ
２

自
助

共
助

10
．
啓
発
充
実
強
化
高
知
県
強
靱
化
計
画

事
業
者

市
町
村

県

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対

策
課

③
臨
時
情
報
の
啓
発
を
進
め
ま
す
。

臨
時
情
報
を
防
災
対
応
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
体

制
の
整
備

Ｌ
２

自
助

共
助

10
．
啓
発
充
実
強
化
高
知
県
強
靱
化
計
画

地
域

市
町
村

県

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対

策
課
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①
1

臨
時
情
報
が
発
表
さ

れ
た
際
の
市
町
村
の

避
難
所
開
設
等
の
方

針
の
決
定
し
、
避
難
所

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
へ

反
映

Ⅰ
Ａ
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
見
直
し
1
00
％

一
般
の
避
難
所
に
お
け
る

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
南
海
ト

ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
対
応

編
）
の
作
成

計 画

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
見
直
し

4
0％

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
見
直
し

8
0％

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
見
直
し

10
0％

取
組
の
継
続

1
9
市
町
村
で
見

直
し

1
00
％

R
6

実 績

②
1

事
業
者
の
地
震
対
策

の
見
直
し

Ⅰ
Ａ

事
業
者
の
地
震
対
策
に

南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情

報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
の

対
応
を
追
加

対
策
計
画
見
直
し
率
：

9
0
％
（
1
,7
31
/1
,9
2
3
事

業
者
）

・
対
策
計
画
見
直
し
率
：

約
3
4％
（
32
8/
19
23
）

・
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実

施

計 画

策
定
率
6
0％

策
定
率
8
0％

策
定
率
90
％

取
組
の
継
続

対
策
計
画

1
00
％

※
県
へ
の
提
出

義
務
者

R
9

実 績

③
1

臨
時
情
報
の
啓
発

Ⅰ
Ｂ
臨
時
情
報
の
認
知
率

4
0％

・
テ
レ
ビ
で
の
啓
発

・
内
閣
府
、
気
象
庁
作
成

の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配
布
に
よ

る
啓
発

・
啓
発
チ
ラ
シ
作
成

5
0,
0
00
枚

平
成
3
0
年
度
認
知
率
：

2
3.
2
％

R
1
認
知
率
：3
1.
3％

R
2
認
知
率
：3
4.
6％

R
3
認
知
率
：2
0.
3％

計 画

臨
時
情
報
に
関
す
る

啓
発

（
30
％
）

臨
時
情
報
に
関
す
る

啓
発

（
35
％
）

臨
時
情
報
に
関
す
る

啓
発

（4
0％
）

取
組
の
継
続

認
知
率
1
00
％

-

実 績
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３
－
１

陸
上
に
お
け
る
緊
急
輸
送
の
確
保

〔
概
要
〕

地
震
直
後
か
ら
必
要
と
な
る
緊
急
輸
送
を
行
う
た
め
、
緊
急
輸
送
道
路
等
の
機
能
の
確
保
や
道
路
啓
開
の
実
効
性
の
確
保
、
及
び
啓
開
活
動
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
道
路
啓
開
計
画
の
バ
-
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
や
道
路
啓
開

に
必
要
な
資
材
の
事
前
確
保
に
向
け
た
取
組
み
、

道
路
啓
開
訓
練
を
行
い
ま
す
。

道
路
啓
開
の
早
期
完
了

共
通

公
助

５
．
地
域
支
援
体
制
高
知
県
強
靭
化
計
画

高
知
県
緊
急
輸
送
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画

高
知
県
道
路
啓
開
計
画

高
知
県
燃
料
確
保
計
画

四
国
広
域
道
路
啓
開

計
画

国 県

道
路
課

②
地
震
に
よ
る
損
傷
が
橋
と
し
て
致
命
的
に
な
ら
な
い

性
能
を
確
保
し
、
早
期
の
啓
開
が
可
能
と
な
る
よ
う
、

啓
開
道
路
・孤
立
が
発
生
す
る
道
路
上
の
橋
梁
の

落
橋
対
策
を
行
い
ま
す
。

早
期
の
道
路
啓
開

共
通

公
助

５
．
地
域
支
援
体
制
高
知
県
強
靭
化
計
画

県
道
路
課

③
大
規
模
地
震
発
生
時
の
橋
梁
の
損
傷
を
限
定
的
な

も
の
に
と
ど
め
、
緊
急
輸
送
道
路
と
し
て
の
機
能
が

確
保
さ
れ
る
よ
う
、
緊
急
輸
送
道
路
に
あ
る
橋
梁
の

耐
震
対
策
を
行
い
ま
す
。

迅
速
か
つ
円
滑
な
緊
急
輸
送
の
実
施

共
通

公
助

５
．
地
域
支
援
体
制
高
知
県
強
靭
化
計
画

県
道
路
課

④
大
規
模
地
震
時
発
生
時
、
緊
急
輸
送
道
路
及
び
啓

開
道
路
の
機
能
を
確
保
す
る
た
め
、
道
路
法
面
の

防
災
対
策
を
行
い
ま
す
。

迅
速
か
つ
円
滑
な
緊
急
輸
送
の
実
施

共
通

公
助

５
．
地
域
支
援
体
制
高
知
県
強
靭
化
計
画

県
道
路
課

⑤
緊
急
輸
送
道
路
で
あ
る
高
規
格
道
路
（
四
国
８
の
字

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
高
知
松
山
自
動
車
道
）の
未
整
備
区

間
を
早
期
に
整
備
し
ま
す
。

迅
速
か
つ
円
滑
な
緊
急
輸
送
の
実
施

共
通

公
助

５
．
地
域
支
援
体
制
高
知
県
強
靭
化
計
画

高
知
県
緊
急
輸
送
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画

県
道
路
課

⑥
秦
南
団
地
に
新
た
に
立
地
す
る
高
知
市
北
消
防

署
、
高
知
赤
十
字
病
院
へ
の
経
路
を
確
保
し
ま
す
。

迅
速
か
つ
円
滑
な
緊
急
輸
送
の
実
施

共
通

公
助

３
．
医
療
救
護
体
制
高
知
市
強
靭
化
計
画

県 高
知
市

都
市
計
画
課

⑦
道
の
駅
の
防
災
拠
点
と
し
て
必
要
な
機
能
を
確
保

す
る
た
め
の
施
設
の
整
備
を
し
ま
す
。

迅
速
か
つ
円
滑
な
緊
急
輸
送
の
実
施

共
通

公
助

-
-

県
道
路
課
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⑧
災
害
発
生
時
に
お
け
る
安
全
で
円
滑
な
交
通
を
確

保
す
る
た
め
に
、
災
害
に
強
い
交
通
安
全
施
設
(信

号
機
等
)を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
緊
急
交
通
路
の
指

定
・通
行
規
制
訓
練
や
道
路
管
理
者
と
の
連
携
を

強
化
し
ま
す
。

・
発
災
時
に
お
け
る
交
通
流
と
物
流
の
確
保
に
よ
る

迅
速
な
応
急
活
動
の
展
開

・停
電
時
に
お
け
る
交
通
の
安
全
と
円
滑
の
確
保

・災
害
に
強
い
交
通
安
全
施
設
の
整
備

共
助

公
助

５
．
地
域
支
援
体
制
高
知
県
強
靱
化
計
画

国
の
具
体
計
画

応
急
期
懇
談
会
提
言

地
震
防
災
緊
急
事
業

五
箇
年
計
画

県
交
通
規
制
課

高
速
隊

⑨
県
内
で
の
バ
ス
の
輸
送
手
段
を
確
保
し
ま
す
。

被
災
後
の
利
用
者
・
被
災
者
の
輸
送
手
段
の
確
保

共
通

公
助

-
国
の
具
体
計
画

事
業
者

交
通
運
輸
政
策
課

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対

策
課

⑩
県
外
の
バ
ス
協
会
等
と
の
協
力
関
係
を
構
築
し
ま

す
。

被
災
後
の
利
用
者
・
被
災
者
の
輸
送
手
段
の
確
保

共
通

公
助

-
国
の
具
体
計
画

事
業
者

交
通
運
輸
政
策
課
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①

1
道
路
啓
開
計
画
の
バ

ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

Ⅱ
Ｂ

重
機
保
有
団
体
な
ど
と
の

災
害
時
に
お
け
る
応
援

協
定
の
締
結

・
建
設
業
協
会
や
森
林
組

合
が
加
入
す
る
森
林
組

合
連
合
会
と
協
力
協
定
を

締
結

・
重
機
リ
ー
ス
会
社
と
の
協

力
体
制
の
構
築
等

・
道
路
啓
開
計
画
の
見
直

し

計 画

道
路
啓
開
計
画
の
更
新
（
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
）
の
検
討
・
実
施
及
び

協
力
体
制
の
構
築

道
路
啓
開
計

画
の
更
新

（バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
）の
検

討
・実
施
及

び
協
力
体
制

の
構
築

道
路
啓
開
の
実

効
性
の
確
保

－

実 績

2

道
路
啓
開
に
必
要
な

資
材
（
仮
設
道
路
用

資
材
）
の
事
前
確
保
に

向
け
た
取
組
み

Ⅱ
Ｂ

調
達
方
法
や
保
管
場
所

の
確
保
及
び
管
理
等
に

関
す
る
調
査
・
検
討
等
の

実
施
及
び
協
力
体
制
の

構
築

調
達
方
法
や
保
管
場
所

の
確
保
及
び
管
理
等
に

関
す
る
調
査
・検
討
等
を

実
施

計 画

調
達
方
法
や
保
管
場
所
の
確
保
及
び
管
理
等
に
関
す
る
調
査
・
検

討
等

関
係
機
関
と

の
資
材
調
達

に
関
す
る
協

力
体
制
の
構

築

仮
設
道
路
用
資

材
の
事
前
確
保

－

実 績

3

道
路
啓
開
に
使
用
す

る
重
機
な
ど
の
燃
料
の

確
保
及
び
供
給
体
制

の
確
保
に
向
け
た
対

策
の
検
討
・実
施

Ⅱ
Ｂ
燃
料
の
事
前
確
保
及
び

供
給
体
制
の
確
立

燃
料
の
確
保
及
び
供
給

体
制
の
確
保
に
向
け
た

関
係
機
関
と
の
検
討
・
調

整
等
を
実
施

計 画

満
タ
ン
給
油
の
啓
発
及
び
燃
料
の
確
保
及
び
供
給
体
制
の
確
保
に

向
け
た
関
係
機
関
と
の
検
討
・調
整
等

満
タ
ン
給
油

の
啓
発
及
び

燃
料
の
事
前

確
保
及
び
供

給
体
制
の
確

立

燃
料
の
事
前
確

保
及
び
供
給
体

制
の
確
立

－

実 績

4
建
設
会
社
が
保
有
す

る
重
機
の
位
置
把
握

Ⅱ
Ｂ

平
時
に
お
け
る
重
機
の
位

置
を
（
土
木
）
事
務
所
単

位
で
把
握
す
る
こ
と
に
よ

る
、
道
路
啓
開
に
円
滑
な

着
手
が
で
き
る
体
制
の
確

立

建
設
業
協
会
と
連
携
し

て
、
（土
木
）
事
務
所
に
お

け
る
重
機
位
置
の
把
握
を

開
始

課
題
等
を
抽
出
し
、
運
用

方
法
の
改
善
に
つ
い
て

検
討

計 画

go
o
gl
e
マ
ッ
プ
を
利
用
し
た
重
機
位
置
把
握
の
取
り
組
み
の
検
討

go
og
le
マ
ッ

プ
を
利
用
し

た
重
機
位
置

把
握
の
取
り

組
み
の
実
施

道
路
啓
開
の

実
効
性
の
確
保

－

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①
5

道
路
啓
開
訓
練
の
実

施
Ⅰ
Ｂ
建
設
業
協
会
全
1
2
支
部

で
実
施
/年

【
道
路
啓
開
訓
練
】

R
1
建
設
業
協
会
３
支
部

で
実
施
（３
支
部
/１
２
支

部
）

R
2
建
設
業
協
会
全
1
2

支
部
で
実
施
（１
２
支
部
/

１
２
支
部
）

R
3
建
設
業
協
会
全
1
2

支
部
で
実
施
（１
２
支
部
/

１
２
支
部
）

計 画

建
設
業
協
会
全
12

支
部
で
道
路
啓
開

訓
練
を
実
施

建
設
業
協
会
全
1
2

支
部
で
道
路
啓
開

訓
練
を
実
施

建
設
業
協
会
全
12

支
部
で
道
路
啓
開

訓
練
を
実
施

建
設
業
協
会

全
12
支
部

で
道
路
啓
開

訓
練
を
実
施

建
設
業
協
会
全

1
2
支
部
で
道
路

啓
開
訓
練
を
実

施
/
年

毎
年

実 績

②
1

緊
急
輸
送
道
路
以
外

の
啓
開
道
路
や
孤
立

が
発
生
す
る
橋
梁
の

落
橋
対
策

Ⅰ
Ａ

落
橋
危
険
箇
所
６
橋
解

消 (3
3/
33
橋
・
10
0％
)

落
橋
危
険
箇
所

8
2％
（
27
/3
3
橋
）
解
消

R
1
ま
で
（
24
/3
3）

R
2
ま
で
（
25
/3
3）

R
3
ま
で
（
27
/3
3）
予
定

計 画

2
9/
33
橋
完
了

3
1/
33
橋
完
了

33
/3
3
橋
完
了

完
了

落
橋
対
策

33

橋
完
了

R
6

実 績

③
1

緊
急
輸
送
道
路
の
橋

梁
の
耐
震
対
策

Ⅰ
Ｂ
耐
震
対
策
3
4
橋
完
了

(4
4/
18
4
橋
・2
3.
9
％
)

・
落
橋
対
策
概
成

・
耐
震
対
策

5
.4
％
（
10
/1
84
橋
）
完
了

R
1
ま
で
（
2
/1
84
）

R
2
ま
で
（
5
/1
84
）

R
3
ま
で
（
10
/1
84
）予

定

計 画

2
4/
18
4
橋
完
了

3
4/
18
4
橋
完
了

44
/1
84
橋
完
了

18
4/
18
4
橋

完
了

耐
震
対
策
18
4

橋
完
了

－

実 績

④
1

緊
急
輸
送
道
路
お
よ

び
啓
開
道
路
の
法
面

防
災
対
策
の
実
施

Ⅰ
Ｂ

法
面
対
策

落
石
・
崩
壊
及
び
岩
石
崩

壊
要
対
策
箇
所
1
5
箇

所
解
消

（
2
9.
5
％
・
3
14
/1
06
3
箇

所
）

法
面
防
災
対
策

2
8％
（
29
9/
10
63
箇

所
）
完
了

R
1
ま
で
（
28
6/
10
63
）

R
2
ま
で
（
28
9/
10
63
）

R
3
ま
で
（
29
9/
10
63
）

予
定

計 画

5
箇
所
完
了

5
箇
所
完
了

5
箇
所
完
了

取
組
の
継
続

法
面
危
険
箇
所

の
対
策
完
了

－

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

⑤
1

四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
・
高
知
松
山
自
動

車
道
の
整
備
促
進

Ⅰ
Ｂ

■
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
整
備
率
62
％

■
高
知
松
山
自
動
車
道

越
知
道
路
（
2
工
区
）
バ

イ
パ
ス
区
間
の
開
通

四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
-ク

整
備
率
6
1％

・
中
村
宿
毛
道
路
平
田

IC
～
宿
毛
和
田
IC
開
通

・
高
知
南
国
道
路
高
知

IC
～
高
知
南
IC
開
通

高
知
松
山
自
動
車
道

・
高
知
西
バ
イ
パ
ス
（
鎌
田

IC
～
波
川
）
開
通

計 画

・
61
％

・
越
知
道
路
（2
工

区
）
バ
イ
パ
ス
区
間

の
開
通

6
2％

63
％

63
％

四
国
８
の
字
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
及
び
高

知
松
山
自
動
車

道
の
完
成

－

実 績

⑥
1

高
知
駅
秦
南
町
線
の

整
備

Ⅰ
Ａ
４
車
線
工
事
完
成

R
1
：ﾊ
ﾞｲ
ﾊ
ﾟｽ
区
間
供
用

4
車
線
（3
90
m
）
,暫
定
2

車
線
（
14
0m
）

R
2
：久
万
川
橋
（
新
橋
）

下
部
工
工
事
の
完
成

（
83
.5
m
）

R
3
：久
万
川
橋
（
既
設
橋
）

既
設
橋
（
橋
脚
）耐
震
補

強
の
完
成
見
込

計 画

久
万
川
橋
（
新
橋
）

上
部
工
工
事
の
完

成
見
込
（
83
.5
m
）

既
設
橋

上
部
工
（
耐
震
補

強
）
完
成
見
込
み

事
後
調
査
・
事
後
補

償
-

-
４
車
線
供
用
開
始

R
4

実 績

⑦
1

道
の
駅
へ
の
防
災
機

能
付
加

Ⅰ
Ａ

道
の
駅
へ
の
防
災
機
能

の
付
加

１
箇
所
完
了

単
独
型
及
び
浸
水
区
域

内
の
一
体
型
の
道
の
駅

を
除
く
道
の
駅
の
防
災
機

能
付
加

1
00
％
(４
/
４
箇
所
)

計 画

道
の
駅
の
防
災
機

能
付
加
の
推
進

道
の
駅
の
防
災
機

能
付
加
の
計
画

道
の
駅
の
防
災
機

能
付
加

１
箇
所
完
了

取
組
の
継
続

道
の
駅
へ
の
防

災
機
能
付
加
完

了 （
※
単
独
型
及

び
浸
水
区
域
内

の
一
体
型
を
除

く
）

－
実 績

⑧
1

災
害
時
を
想
定
し
た

交
通
対
策
訓
練
等
の

実
施

Ⅰ
Ｂ
訓
練
年
１
回
以
上

関
係
機
関
と
連
携
し
た
訓

練
を
実
施

R
1
：４
回

計 画
関
係
機
関
と
連
携
し
た
訓
練
を
年
１
回
以
上
実
施

取
組
の
継
続

訓
練
年
１
回
以

上
毎
年
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

R
2
：２
回

R
3
：２
回

実 績

⑧

2
信
号
の
非
常
用
電
源

の
確
保

Ⅰ
Ａ
固
定
式
3
0
基
整
備

7
5％
（
30
/4
0
基
）

・
固
定
式
整
備
率

1
00
％
（1
18
/1
18
基
）

R
1
：1
5
基
整
備

R
2
：
7
基
整
備

R
3
：
8
基
整
備
(内
1
基

更
新
)

・
可
搬
式
整
備
率

1
00
％
(1
13
/1
13
基
)

計 画

固
定
式
10
基

固
定
式
1
0
基

固
定
式
10
基

固
定
式
10

基

R
7
末
ま
で
に

固
定
式
4
0
基

整
備
（
整
備
率

1
00
％
）

R
7
整
備

完
了

実 績

3
交
通
流
監
視
カ
メ
ラ
の

整
備

Ⅰ
Ａ
カ
メ
ラ
９
箇
所
整
備

7
5％
(９
/1
2)
完
了

・
中
央
装
置
更
新

・
カ
メ
ラ
整
備
率

1
00
％
(3
5
/3
5）
※
２
基
増

設 R
1
：工
事
契
約
に
至
ら
ず

未
整
備

R
2
：３
箇
所
整
備

R
3
：３
箇
所
整
備
（内
2

基
増
設
)

計 画

カ
メ
ラ
３
箇
所

カ
メ
ラ
３
箇
所

カ
メ
ラ
３
箇
所

カ
メ
ラ
３
箇
所

R
7
末
ま
で
に
、

カ
メ
ラ
12
箇
所

整
備
（
整
備
率

1
00
％
）

R
7
整
備

完
了

実 績

⑨
1

県
内
で
の
バ
ス
の
輸

送
手
段
の
確
保

Ⅱ
Ｂ

県
等
が
主
催
す
る
訓
練

等
を
通
じ
、
実
効
性
の
向

上
を
図
る

・
「災
害
時
等
に
お
け
る
バ

ス
に
よ
る
緊
急
輸
送
等
に

関
す
る
協
定
」締
結

・
H
29
/1
/2
3
須
崎
地
域

・
H
30
/1
2/
5
安
芸
地
域

・
R
1/
2/
1

中
央
地
域

R
1/
2/
13

幡
多
地
域

R
2/
1/
17

訓
練
実
施

R
2/
1/
13

訓
練
実
施

R
4/
1

訓
練
実
施

予
定

計 画

バ
ス
事
業
者
に
よ
る

訓
練
等
へ
の
参
加

バ
ス
事
業
者
に
よ
る

訓
練
等
へ
の
参
加

バ
ス
事
業
者
に
よ
る

訓
練
等
へ
の
参
加

取
り
組
み
の

継
続

-
－

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

⑩
1

県
外
の
バ
ス
協
会
等
と

の
協
力
関
係
の
構
築

Ⅱ
Ｂ

日
頃
か
ら
顔
の
見
え
る
関

係
づ
く
り
を
意
識
し
、
災
害

時
に
円
滑
な
取
組
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
実
効
性
の
向
上
を
図

る

・
県
外
バ
ス
協
会
と
「
災
害

時
等
に
お
け
る
バ
ス
に
よ

る
緊
急
輸
送
等
に
関
す
る

協
定
」
締
結

・
平
成
30
年
9月
2
6日

岡
山
県
、
香
川
県
、
愛

媛
県
、
徳
島
県

・
平
成
30
年
10
月
30
日

広
島
県

・
緊
急
時
連
絡
表
の
作

成
・
共
有
(R
1・
R
2)

計 画

連
絡
先
や
状
況
の

情
報
共
有

連
絡
先
や
状
況
の

情
報
共
有

連
絡
先
や
状
況
の

情
報
共
有

取
り
組
み
の

継
続

－
－

実 績
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３
－
２

海
上
に
お
け
る
緊
急
輸
送
の
確
保

〔
概
要
〕

地
震
直
後
か
ら
必
要
と
な
る
緊
急
輸
送
を
行
う
た
め
、
海
上
輸
送
機
能
を
確
保
し
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
港
湾
に
お
け
る
事
業
継
続
計
画
(Ｂ
Ｃ
Ｐ
)に
基
づ
い

た
定
期
的
な
防
災
訓
練
等
に
よ
る
実
効
性
の
検
証
・

計
画
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

発
災
後
の
港
湾
に
お
け
る
航
路
啓
開
、
応
急
復
旧

及
び
緊
急
物
資
受
入
れ
を
迅
速
か
つ
円
滑
に
行
う

こ
と
に
よ
る
、
物
流
機
能
の
早
期
回
復

共
通

公
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

国
の
具
体
計
画

応
急
期
懇
談
会
提
言

県
港
湾
・
海
岸
課

②
防
災
拠
点
港
に
耐
震
強
化
岸
壁
を
整
備
し
ま
す
。

発
災
後
の
緊
急
物
資
等
の
輸
送
に
必
要
な
海
上
輸

送
ネ
ッ
ト
ワ
-ク
を
構
築

共
通

公
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

国
の
具
体
計
画

県
港
湾
・
海
岸
課

③
防
災
拠
点
漁
港
で
の
岸
壁
の
耐
震
強
化
、
防
波
堤

等
の
粘
り
強
い
構
造
へ
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

震
災
後
の
緊
急
物
資
輸
送
や
水
産
流
通
活
動
の
早

期
再
開

共
通

公
助

-
高
知
県
強
靭
化
計
画

地
震
防
災
緊
急
事
業

五
箇
年
計
画

漁
港
漁
場
整
備
長
期

計
画

県
漁
港
漁
場
課

④
漁
船
に
よ
る
緊
急
輸
送
活
動
を
円
滑
か
つ
速
や
か

に
実
施
す
る
た
め
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
点
検
、
見
直
し

や
体
制
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

災
害
時
の
漁
船
等
小
型
船
舶
に
よ
る
円
滑
な
緊
急

輸
送
活
動

共
通

公
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

国
の
具
体
計
画

防
災
拠
点
漁
港
啓
開

計
画

県
漁
業
管
理
課

漁
港
漁
場
課

⑤
啓
開
用
作
業
船
の
早
期
導
入
に
向
け
た
作
業
船
位

置
・
回
航
情
報
シ
ス
テ
ム
の
効
率
的
か
つ
効
果
的
な

活
用
に
向
け
て
、
的
確
な
運
用
を
目
指
し
ま
す
。

震
災
後
の
緊
急
物
資
輸
送
や
水
産
流
通
活
動
の
早

期
再
開

共
通

公
助

-
高
知
県
強
靭
化
計
画

漁
港
漁
場
整
備
長
期

計
画

県 市
町
村

建
設
協
会

漁
港
漁
場
課

港
湾
・
海
岸
課

⑥
地
震
・
津
波
に
よ
る
漁
港
施
設
の
被
災
後
、
迅
速
か

つ
効
率
的
に
施
設
を
復
旧
し
、
水
産
業
を
早
期
に

復
興
す
る
た
め
、
漁
港
施
設
情
報
の
集
約
・
電
子
化

を
行
い
ま
す
。

震
災
後
の
緊
急
物
資
輸
送
や
水
産
流
通
活
動
の
早

期
再
開

共
通

公
助

-
高
知
県
強
靭
化
計
画

漁
港
漁
場
整
備
長
期

計
画

県 市
町
村

漁
港
漁
場
課
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①
1

一
次
防
災
拠
点
港
湾

の
港
湾
B
C
P
に
基
づ

い
た
訓
練
等
に
よ
る
検

証
や
計
画
の
見
直
し

を
通
じ
た
継
続
的
な
運

用
・改
訂
・
見
直
し

Ⅱ
Ｂ
港
湾
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
実
効
性
向

上

訓
練
等
の
実
施

月
１
回
計
１
２
回
の
無
線

伝
達
訓
練
実
施

計 画
訓
練
等
に
よ
る
検
証
や
計
画
の
見
直
し

取
組
の
継
続

-
-

実 績

②
1

耐
震
強
化
岸
壁
の
整

備 ・須
崎
港
１
バ
-
ス

Ⅰ
Ａ
須
崎
港
の
耐
震
強
化
岸

壁
１
バ
-ス
の
完
成

R
1
末

・
耐
震
強
化
岸
壁
の
整
備

久
礼
港
：
完
了

奈
半
利
港
：
完
了

高
知
港
：
完
了

R
3
末

・
調
査
設
計
1
箇
所

須
崎
港

計 画

関
係
機
関
協
議
・
調

整

耐
震
強
化
岸
壁
の

整
備

耐
震
強
化
岸
壁
の

完
成

-

須
崎
港
の
耐
震

強
化
岸
壁
１
バ

-
ス
の
完
成

R
6

実 績

③
1

防
災
拠
点
漁
港
で
の

耐
震
強
化
岸
壁
等
の

整
備

Ⅰ
Ｂ

防
波
堤
の
粘
り
強
い
構
造

化
１
港

8
3％
（
５
/
６
港
）

・
耐
震
強
化
岸
壁
の
整
備

（
H
29
完
了
）

1
00
％
（６
/６
港
）

・
防
波
堤
の
粘
り
強
い
構

造
化 6
6％
（
４
/
６
港
）

第
３
期
計
画
迄
：２
港

R
3
：２
港

計 画

２
港
で
防
波
堤
の
粘
り
強
い
構
造
化
（
R
６
完
了
：
１
港
）

8
3％
（
５
/
６
港
）

取
組
の
継
続

６
港
整
備
完
了

R
7
以
降

実 績

④
1

防
災
拠
点
漁
港
啓
開

計
画
の
検
証
と
見
直
し
Ⅱ
Ｂ
計
画
の
実
効
性
向
上

・
防
災
拠
点
漁
港
啓
開
計

画
の
策
定
（H
2
7
完
了
）

・
訓
練
に
よ
る
計
画
内
容

の
検
証
と
見
直
し
を
実
施

計 画
防
災
拠
点
漁
港
啓
開
計
画
の
検
証
と
見
直
し

取
組
の
継
続

-
-

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

④

2

漁
村
で
の
緊
急
支
援

物
資
受
け
入
れ
体
制

の
整
備

Ⅰ
Ａ

物
資
受
け
入
れ
可
能
係

留
施
設
の
明
示
４
港
整

備
・
10
0％
（
６
/
６
港
）

物
資
受
け
入
れ
可
能
係

留
施
設
の
明
示
工
事

3
3％
(２
/６
港
)

R
2
：１
地
区

R
3
：１
地
区

計 画

物
資
受
け
入
れ
可
能
係
留
施
設
の
明
示
工
事
（R
６
完
了
）

1
00
％
(６
/
６
港
)

完
了

６
港
整
備
完
了

R
6

実 績

3

高
知
海
保
・高
知
県

警
・高
知
市
消
防
・
陸

上
自
衛
隊
の
応
急
救

助
機
関
連
携
訓
練
に

当
課
漁
業
取
締
船
が

毎
年
参
加
す
る
。

Ⅱ
Ｂ
毎
年
の
訓
練
参
加
に
よ
る

対
応
力
向
上

H
2
4
以
降
、
水
難
救
済

会
主
催
の
訓
練
に
毎
年

参
加

R
1
：訓
練
中
止
（
台
風
の

た
め
）

R
2
：訓
練
開
催
な
し

R
3
：高
知
海
保
・
高
知
県

警
・
自
衛
隊
の
応
急
救
助

機
関
連
携
訓
練
に
参
加

（
10
月
）

計 画

高
知
海
保
・
高
知
県
警
・高
知
消
防
・
陸
上
自
衛
隊
の
応
急
救
助
機

関
連
携
訓
練
に
参
加

高
知
海
保
・

高
知
県
警
・

高
知
消
防
・

陸
上
自
衛
隊

の
応
急
救
助

機
関
連
携
訓

練
に
参
加

-
-

実 績
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３
－
３

物
資
配
送
体
制
の
構
築

〔
概
要
〕

地
震
・
津
波
に
よ
る
避
難
者
の
支
援
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
、
県
の
物
資
受
入
拠
点
等
か
ら
発
送
さ
れ
た
飲
料
水
・
食
料
等
の
物
資
を
円
滑
に
受
入
れ
し
、
各
避
難
者
等
に

配
送
す
る
こ
と
の
で
き
る
体
制
作
り
を
整
備
し
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
国
の
物
資
調
達
・
輸
送
調
整
等
支
援
シ
ス
テ
ム
機
能

強
化
（各
市
町
村
や
避
難
所
ま
で
利
用
可
能
範
囲

が
拡
大
）
に
速
や
か
に
対
応
し
、
効
果
が
発
揮
で
き

る
よ
う
、
県
物
資
配
送
計
画
等
の
改
定
を
行
う
ほ
か
、

訓
練
等
を
通
じ
、
市
町
村
の
体
制
整
備
を
支
援
し
ま

す
。

早
期
の
被
災
者
支
援
の
実
施

共
通

公
助

５
．
地
域
支
援
体
制
高
知
県
強
靱
化
計
画

国
の
具
体
計
画

応
急
対
策
活
動
要
領

応
急
期
機
能
配
置
計
画

県
物
資
配
送
計
画

県
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対

策
課

②
県
物
資
配
送
拠
点
か
ら
市
町
村
物
資
拠
点
ま
で
の

配
送
体
制
を
整
備
し
ま
す
。
(早
期
の
被
災
者
支
援

の
実
施
)

早
期
の
被
災
者
支
援
の
実
施

共
通

公
助

５
．
地
域
支
援
体
制
高
知
県
強
靱
化
計
画

国
の
具
体
計
画

応
急
対
策
活
動
要
領

応
急
期
機
能
配
置
計
画

県
物
資
配
送
計
画

県
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対

策
課

③
市
町
村
物
資
配
送
計
画
の
策
定
を
支
援
し
ま
す
。

早
期
の
被
災
者
支
援
の
実
施

共
通

公
助

５
．
地
域
支
援
体
制
高
知
県
強
靱
化
計
画

国
の
具
体
計
画

応
急
対
策
活
動
要
領

応
急
期
機
能
配
置
計
画

県
物
資
配
送
計
画

市
町
村

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対

策
課
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①
1

国
の
物
資
調
達
・
輸
送

調
整
等
支
援
シ
ス
テ

ム
機
能
強
化
に
伴
う
、

県
災
害
対
策
本
部
マ

ニ
ュ
ア
ル
等
の
改
定

及
び
訓
練

Ⅱ
Ａ

・
災
害
対
策
本
部
物
資
班

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
改
訂
（
１
回

以
上
）

・
訓
練
の
実
施
（１
回
以

上
）

国
の
物
資
調
達
・
輸
送
等

調
整
シ
ス
テ
ム
機
能
強
化

に
つ
い
て
、
市
町
村
へ
の

周
知
（
シ
ス
テ
ム
は

R
2
.4
.1
よ
り
正
式
稼
働
）

訓
練
４
回
実
施

計 画

マ
ニ
ュ
ア
ル
改
定
案

の
作
成

案
に
つ
い
て
訓
練
に

よ
る
検
証
と
見
直
し

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
訂

訓
練
に
よ
る

検
証
と
見
直

し

・
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

改
訂

・
訓
練
の
実
施

R
6

実 績

②
1

県
物
資
配
送
拠
点
か

ら
市
町
村
物
資
拠
点

ま
で
の
配
送
訓
練
を

実
施

Ⅰ
Ｂ
配
送
訓
練
年
４
拠
点
実

施
、
3
4
市
町
村
の
参
加

訓
練
９
回
実
施

計 画

訓
練
の
実
施
（
県
拠

点
４
拠
点
と
８
市
町

村
）

訓
練
の
実
施
（県
拠

点
４
拠
点
と
1
2
市
町

村
）

訓
練
の
実
施
（
県
拠

点
４
拠
点
と
14
市
町

村
）

訓
練
の
実
施

（県
拠
点
４
拠

点
と
3
4
市
町

村
の
参
加
）

配
送
訓
練
へ
の

全
市
町
村
の
参

加
（
期
間
毎
）

期
間
毎

実 績

③
1

市
町
村
物
資
配
送
計

画
の
策
定
支
援

Ⅰ
Ａ
市
町
村
物
資
配
送
計
画

１
町
策
定

3
3
市
町
村
物
資
配
送
計

画
策
定

H
3
0
以
前
２
市
町

R
1
3
市

R
2
1
町

R
3
27
町
村

計 画

市
町
村
物
資
配
送

計
画
策
定
完
了
（
１

町
）

訓
練
に
よ
る
検
証
と

見
直
し

訓
練
に
よ
る
検
証
と

見
直
し

取
組
の
継
続

市
町
村
物
資
配

送
計
画
3
4
市

町
村
策
定

R
4

実 績
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３
－
４

応
急
対
策
活
動
体
制
の
整
備

〔
概
要
〕

・
地
震
発
生
後
の
災
害
対
応
業
務
を
防
災
関
係
機
関
と
連
携
し
て
行
う
た
め
の
災
害
対
策
本
部
体
制
の
強
化
を
行
い
ま
す
。

・
地
震
に
よ
り
庁
舎
が
使
用
で
き
な
い
場
合
に
つ
い
て
、
代
替
施
設
を
検
討
し
ま
す
。

・
応
急
対
策
や
復
旧
・
復
興
対
策
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
避
難
所
や
応
急
救
助
機
関
の
活
動
拠
点
な
ど
の
発
災
時
に
必
要
な
機
能
に
つ
い
て
、
各
市
町
村
で
確
保
で
き
る

よ
う
に
対
策
を
進
め
ま
す

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
高
知
県
南
海
ト
ラ
フ
地
震
応
急
対
策
活
動
要
領
に

基
づ
く
災
害
対
策
本
部
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

各
種
防
災
訓
練
の
実
施
に
よ
り
要
領
や
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
検
証
、
改
善
す
る
こ
と
で
職
員
の
災
害
対
応
能
力

の
向
上

共
通

公
助

-
応
急
対
策
活
動
要
領

災
害
対
策
本
部
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

災
害
対
策
支
部
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

県 市
町
村

応
急
救
助
機
関

危
機
管
理
・
防
災
課

（
各
地
域
本
部
）

②
職
員
不
足
に
備
え
、
行
政
経
験
の
あ
る
県
退
職
者

に
対
し
て
協
力
要
請
を
行
い
ま
す
。

人
員
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
る
、
円
滑
な
応
急
活
動

体
制
の
実
施

共
通

公
助

-
-

県
職
員

人
事
課

危
機
管
理
・
防
災
課

③
年
度
当
初
に
職
員
の
居
住
地
・
参
集
可
能
場
所
を

把
握
し
、
夜
間
、
週
休
日
に
お
け
る
緊
急
時
の
参
集

先
の
割
り
振
り
を
行
う
こ
と
で
、
県
職
員
の
参
集
体
制

を
整
備
し
ま
す
。

応
急
対
応
活
動
に
必
要
な
人
員
を
適
切
に
配
置
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
県
職
員
の
応
急
活
動
体
制
を
構

築

共
通

公
助

-
-

県
職
員

人
事
課

危
機
管
理
・
防
災
課

④
応
急
・復
旧
活
動
に
必
要
な
人
員
を
確
保
す
る
た

め
、
国
や
他
団
体
等
に
対
し
て
、
職
員
派
遣
要
請
を

行
う
た
め
の
仕
組
み
を
構
築
し
ま
す
。

人
員
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
る
、
円
滑
な
応
急
・
復
旧

活
動
体
制
の
構
築

共
通

公
助

-
-

県
人
事
課

⑤
国
土
交
通
省
の
緊
急
災
害
派
遣
隊
（
T
E
C
-

F
O
R
C
E
）
の
受
入
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

災
害
復
旧
業
務
の
円
滑
な
実
施

共
通

公
助

-
-

県 国
土
交
通
省

土
木
政
策
課

危
機
管
理
・
防
災
課

⑥
長
期
浸
水
域
に
お
け
る
救
助
救
出
対
策
を
検
討
し

ま
す
。

長
期
浸
水
域
で
の
迅
速
な
救
助
救
出
活
動
の
実
施

共
通

公
助

６
．
長
期
浸
水
対
策
高
知
県
強
靱
化
計
画

国
の
具
体
計
画

県 高
知
市

防
災
関
係
機
関

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対

策
課

⑦
地
震
に
よ
り
、
本
庁
舎
、
西
庁
舎
及
び
北
庁
舎
が
使

用
で
き
な
い
場
合
の
代
替
庁
舎
に
つ
い
て
検
討
し
ま

す
。

業
務
の
早
期
再
開

L
2

公
助

-
-

県
管
財
課
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⑧
圏
域
で
の
広
域
調
整
し
て
も
な
お
、
必
要
な
機
能
を

確
保
で
き
な
い
市
町
村
に
つ
い
て
、
圏
域
を
越
え
た

調
整
や
民
有
地
活
用
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

円
滑
な
応
急
対
策
の
実
施

共
通

公
助

８
．
早
期
復
旧
復
興
高
知
県
強
靱
化
計
画

国
の
具
体
計
画

市
町
村
地
域
防
災
計
画

応
急
期
機
能
配
置
計
画

県 市
町
村

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対

策
課

環
境
対
策
課

住
宅
課

166



〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①

1

高
知
県
南
海
ト
ラ
フ
地

震
応
急
対
策
活
動
要

領
の
検
証

災
害
対
策
本
部
・
支

部
事
務
局
の
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
検
証

本
部
燃
料
対
策
班
に

お
け
る
状
況
把
握
、
燃

料
調
達
、
配
分
調
整

の
手
順
等
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
作
成

プ
ル
型
支
援
の
要
請

手
順
や
連
絡
体
制
等

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成

Ⅱ
Ｂ

防
災
訓
練
実
施
に
よ
る
要

領
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
検

証
、
燃
料
対
策
班
の
具
体

マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
、
プ
ル

型
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作

成
、
不
断
の
見
直
し

高
知
県
南
海
ト
ラ
フ
地
震

応
急
対
策
活
動
要
領
の

改
定
（
H
29
、
R
3）

災
害
対
策
本
部
・
支
部
事

務
局
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
検
証
（H
2
9～
）

計 画

検
証
を
行
い
必
要
に

応
じ
て
要
領
、
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
改
定

検
証
を
行
い
必
要
に

応
じ
て
要
領
、
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
改
定

本
部
燃
料
対
策
班

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成

検
証
を
行
い
必
要
に

応
じ
て
要
領
、
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
改
定

プ
ル
型
支
援
マ
ニ
ュ

ア
ル
作
成

取
組
の
継
続

不
断
の
見
直
し

期
間
中

実 績

2

災
害
対
策
本
部
・
支

部
震
災
対
策
訓
練
の

強
化

Ⅰ
Ｂ

災
害
対
策
本
部
事
務
局

の
初
動
対
応
訓
練
６
回

実
施

年
２
回
訓
練
を
実
施

・
R
1：
３
回

・
R
2：
３
回

・
R
3：
３
回

計 画
訓
練
２
回
実
施

訓
練
２
回
実
施

訓
練
２
回
実
施

取
組
の
継
続

新
任
職
員
は
全

員
参
加

-
実 績

3

災
害
対
策
本
部
・
支

部
震
災
対
策
訓
練
の

強
化

Ⅰ
Ｂ
災
害
対
策
本
部
図
上
訓

練
３
回
実
施

年
１
回
訓
練
を
実
施

・
R
1：
１
回
（
県
ﾌ
ﾟﾚ
ｲ
ﾔ
ｰ

8
6
名
）

・
R
2：
１
回
（
県
ﾌ
ﾟﾚ
ｲ
ﾔ
ｰ

5
1
名
）

・
R
3：
１
回
（
県
ﾌ
ﾟﾚ
ｲ
ﾔ
ｰ

5
8
名
）

計 画

フ
ェ
ー
ズ
を
変
え
て

訓
練
１
回
実
施

フ
ェ
ー
ズ
を
変
え
て

訓
練
１
回
実
施

フ
ェ
ー
ズ
を
変
え
て

訓
練
１
回
実
施

取
組
の
継
続

職
員
全
員
が
参

加
-

実 績

4

災
害
対
策
本
部
・
支

部
震
災
対
策
訓
練
の

強
化

Ⅰ
Ｂ
各
災
害
対
策
支
部
図
上

訓
練
１
５
回
実
施

年
５
回
訓
練
を
実
施

・
R
1：
５
回
（
県
ﾌ
ﾟﾚ
ｲ
ﾔ
ｰ

1
88
名
）

・
R
2：
５
回
（
県
ﾌ
ﾟﾚ
ｲ
ﾔ
ｰ

2
10
名
）

・
R
3：
５
回
（
県
ﾌ
ﾟﾚ
ｲ
ﾔ
ｰ

1
98
名
）

計 画

フ
ェ
ー
ズ
を
変
え
て

各
支
部
で
訓
練
１
回

実
施

フ
ェ
ー
ズ
を
変
え
て

各
支
部
で
訓
練
１
回

実
施

フ
ェ
ー
ズ
を
変
え
て

各
支
部
で
訓
練
１
回

実
施

取
組
の
継
続

職
員
全
員
が
参

加
-

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①
5

市
町
村
支
援
要
員
の

充
実
強
化

Ⅰ
Ｂ
研
修
、
訓
練
の
実
施

7
0
回
/年

研
修
、
訓
練
の
実
施

・
H
29
：3
1
回

・
H
30
：8
5
回

・
R
1
：
69
回

・
R
2
：
91
回

計 画

研
修
、
訓
練
の
実
施

9
0
回

研
修
、
訓
練
の
実
施

9
0
回

研
修
、
訓
練
の
実
施

90
回

取
組
の
継
続

研
修
・
訓
練

7
0
回
以
上
実
施

/
年

-

実 績

②
1

県
退
職
者
の
協
力
要

請
Ⅲ

協
力
依
頼
６
回
実
施

県
退
職
者
の
意
識
の
醸

成
を
図
る
た
め
、
毎
年
２

回
、
協
力
依
頼
等
を
実
施

計 画
年
２
回
、
協
力
依
頼
等
を
実
施

取
組
の
継
続

-
-

実 績

③
1

県
職
員
の
参
集
体
制

の
整
備

Ⅱ
Ｂ
毎
年
度
当
初
に
参
集
場

所
を
決
定

全
職
員
の
参
集
可
能
場

所
を
把
握
す
る
た
め
、
毎

年
４
月
に
調
査
を
実
施

計 画
毎
年
４
月
に
調
査
を
実
施

取
組
の
継
続

-
-

実 績

④
1

国
、
他
団
体
へ
の
職

員
派
遣
要
請
手
順
の

検
証
と
見
直
し

Ⅱ
Ｂ
必
要
に
応
じ
た
検
証
と
見

直
し

職
員
派
遣
要
請
手
順
書

の
策
定
（H
3
0）

計 画
職
員
派
遣
要
請
手
順
書
の
検
証
と
見
直
し

取
組
の
継
続

-
-

実 績

⑤
1

国
土
交
通
省
の
緊
急

災
害
派
遣
隊
（
T
E
C
-

F
O
R
C
E
)
の
受
援
計

画
の
策
定

Ⅱ
Ｂ
計
画
の
実
効
性
確
保

受
援
計
画
の
策
定
完
了

計 画
必
要
に
応
じ
て
適
宜
見
直
し

取
組
の
継
続

-
-

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

⑥

1

高
知
市
の
長
期
浸
水

域
で
の
迅
速
な
救
助

救
出
対
策
の
検
討
（救

助
救
出
日
数
の
短
縮

の
た
め
の
救
助
ボ
ー
ト

の
確
保
と
長
期
滞
在

す
る
施
設
へ
の
物
資

供
給
体
制
の
検
討
）

Ⅰ
Ａ

救
助
救
出
対
策
の
支
援

救
助
ボ
ー
ト
の
確
保

1
00
％
・1
75
/1
75
艇

・
高
知
市
救
助
救
出
計
画

基
本
方
針
策
定

・
高
知
市
救
助
救
出
計
画

策
定
（
R
2.
3
）

・
救
助
救
出
に
必
要
な
ボ

ー
ト
数
の
精
査

（
確
保
済
み
6
7％
・

1
17
/1
75
艇
（Ｒ
３
）
）

計 画

高
知
市
長
期
浸
水
対
策
連
絡
会
の
開
催
（
年
１
回
）

必
要
ボ
ー
ト
数
の
確
保
58
艇
（1
00
％
）

高
知
市
長
期

浸
水
対
策
連

絡
会
の
開
催

（年
１
回
）

計
画
の
見
直

し

救
助
救
出
日
数

の
短
縮

（
10
日
）

R
7

実 績

2

宿
毛
市
の
長
期
浸
水

域
で
の
迅
速
な
救
助

救
出
対
策
の
検
討

Ⅱ
Ｂ
救
助
救
出
対
策
の
検
討

・
宿
毛
市
長
期
浸
水
対
策

連
絡
会
の
開
催

・
宿
毛
市
長
期
浸
水
対
策

の
計
画
の
見
直
し
（
R
2）

・
宿
毛
市
長
期
浸
水
対
策

連
絡
会
の
部
会
を
設
置
し

専
門
分
野
に
特
化
し
た
協

議
の
実
施

計 画

宿
毛
市
長
期
浸
水
対
策
連
絡
会
の
開
催
（１
回
以
上
）

取
組
の
継
続

連
絡
会
の
開
催

（
１
回
以
上
/
年
）

毎
年

実 績

⑦
1

庁
舎
代
替
施
設
の
検

討
Ⅱ
Ａ
代
替
施
設
リ
ス
ト
の
策
定

に
向
け
た
検
討

代
替
施
設
候
補
の
検
討

計 画

施
設
候
補
エ
リ
ア
の

選
定

施
設
情
報
調
査

候
補
リ
ス
ト
選
定

施
設
管
理
者
と
の
協

議
代
替
施
設
リ

ス
ト
の
策
定

代
替
施
設
リ
ス
ト

の
策
定

R
7

実 績

⑧
1

・
応
急
期
機
能
配
置

計
画
の
見
直
し

・タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
設
定

Ⅱ
Ａ
・
計
画
の
見
直
し

・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
検
討

・
広
域
避
難
計
画
（県
内
４

圏
域
）
の
見
直
し

計 画

・
広
域
避
難
計
画
の
訓
練
の
検
証
に
よ
る
必
要
に
応
じ
た
見
直
し

・
各
種
計
画
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
検
討

計
画
の
見
直

し タ
イ
ム
ラ
イ
ン

設
定

全
市
町
村
で
必

要
な
機
能
の
確

保

R
9

実 績

169



３
－
５

応
急
対
策
活
動
体
制
の
整
備
（
消
防
・
警
察
）

〔
概
要
〕

地
震
発
生
後
の
災
害
対
応
業
務
を
防
災
関
係
機
関
と
連
携
し
て
行
う
た
め
の
災
害
対
策
本
部
体
制
の
強
化
や
、
迅
速
に
活
動
を
行
う
た
め
の
資
機
材
整
備
を
行
い
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
消
防
団
員
の
救
助
活
動
に
必
要
と
な
る
資
機
材
整

備
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

震
災
時
の
消
防
団
活
動
の
迅
速
な
活
動

共
通

公
助

６
．
長
期
浸
水
対
策
高
知
県
強
靱
化
計
画

県 市
町
村

消
防
政
策
課

②
倒
壊
家
屋
や
土
砂
崩
れ
現
場
等
で
の
救
出
救
助
活

動
に
備
え
、
高
知
県
警
察
に
お
け
る
資
機
材
整
備

や
救
出
救
助
訓
練
の
実
施
を
進
め
ま
す
。

災
害
現
場
等
に
お
け
る
早
期
情
報
収
集

資
機
材
整
備
に
よ
る
救
出
救
助
能
力
の
向
上

共
通

公
助

６
．
長
期
浸
水
対
策
高
知
県
強
靱
化
計
画

国
の
具
体
計
画

県
災
害
対
策
課

③
浸
水
域
で
の
救
出
救
助
活
動
に
備
え
、
高
知
県
警

察
に
お
け
る
資
機
材
整
備
を
進
め
ま
す
。

浸
水
域
で
の
救
出
救
助
を
想
定
し
た
ボ
-
ト
操
船
訓

練
、
装
備
資
機
材
の
充
実
及
び
協
力
体
制
を
図
る

こ
と
に
よ
り
、
円
滑
な
救
助
救
出
活
動
の
実
施

共
通

公
助

６
．
長
期
浸
水
対
策
高
知
県
強
靱
化
計
画

国
の
具
体
計
画

県
災
害
対
策
課

装
備
施
設
課

④
地
震
発
生
後
の
災
害
対
応
業
務
を
迅
速
に
行
う
た

め
、
消
防
団
の
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

消
防
団
員
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
る
地
域
防
災
力
の

向
上

共
通

公
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

国
の
具
体
計
画

応
急
期
懇
談
会
提
言

県 市
町
村

消
防
政
策
課

⑤
消
防
職
員
、
消
防
団
員
の
技
術
等
を
向
上
さ
せ
る
た

め
、
教
育
や
実
践
的
訓
練
の
充
実
強
化
を
図
り
ま

す
。

訓
練
の
充
実
・
強
化
に
よ
り
、
消
防
職
員
・団
員
が
発

災
時
に
迅
速
か
つ
的
確
な
活
動
が
可
能

共
通

公
助

-
-

県 市
町
村

消
防
政
策
課

⑥
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
感
染
症
予
防
の
た
め
、

感
染
症
対
策
に
係
る
資
機
材
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

部
隊
員
を
守
る
諸
対
策
に
よ
り
、
警
察
業
務
を
継
続

し
、
切
れ
目
の
な
い
警
察
活
動
が
行
わ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
社
会
秩
序
の
維
持
及
び
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
が
可
能

共
通

公
助

-
-

県
災
害
対
策
課
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①
1

消
防
団
活
動
用
資
機

材
の
整
備
を
推
進

Ⅰ
Ｂ
市
町
村
の
要
望
に
基
づ
く

資
機
材
の
整
備
2
1
件

補
助
事
業
実
施
市
町
村

H
3
0：
11
件

R
1
：
3
件

R
2
：
8
件

計 画
整
備
の
推
進
７
件

整
備
の
推
進
７
件

整
備
の
推
進
７
件

取
組
の
継
続

市
町
村
の
要
望

に
沿
っ
た
整
備

を
推
進

-

実 績

②

1

倒
壊
家
屋
や
土
砂
崩

れ
現
場
等
で
の
救
出

救
助
活
動
に
資
す
る

装
備
資
機
材
習
熟
及

び
救
助
訓
練
の
実
施

Ⅰ
Ｂ

・
装
備
資
機
材
活
用
要
領

の
慣
熟
（
警
察
署
実
働
部

隊
員
約
10
00
人
)

・
訓
練
年
３
回
以
上
実

施
（
県
総
合
防
災
訓
練
・

県
警
察
災
害
警
備
訓
練

等
）

年
３
回
以
上
実
施

（
県
総
合
防
災
訓
練
・県

警
察
災
害
警
備
訓
練
等
）

R
1
：８
回

R
2
：３
回

R
3
：３
回

計 画

・
装
備
資
機
材
活
用

要
領
の
慣
熟
（
警

察
署
実
働
部
隊
員

約
10
00
人
)

・
訓
練
年
３
回
以
上

実
施

・
装
備
資
機
材
活
用

要
領
の
慣
熟
（
警

察
署
実
働
部
隊
員

約
1
00
0
人
)

・
訓
練
年
３
回
以
上

実
施

・
装
備
資
機
材
活
用

要
領
の
慣
熟
（
警

察
署
実
働
部
隊
員

約
10
00
人
)

・
訓
練
年
３
回
以
上

実
施

取
組
の
継
続

-
-

実 績

2
災
害
用
備
蓄
消
耗
品

等
の
整
備

Ⅰ
Ａ

遺
体
収
納
袋
1,
50
0
袋
整

備 (6
,5
00
/8
,0
00
袋
・8
1.
3％
)

簡
易
ト
イ
レ

使
用
期
限
切
れ
の
物
を

買
換

・
遺
体
収
納
袋

R
1
：5
00
袋
整
備

R
2
：5
00
袋
整
備

R
3
：5
00
袋
整
備

6
2.
5％
(5
,0
0
0/
8,
0
00
)

・
釘
踏
抜
防
止
板

R
1
：1
66
足
整
備

1
00
％
（1
,9
25
/1
,9
2
5）

・
簡
易
ト
イ
レ

R
1
：1
,0
9
9
セ
ッ
ト
整
備

R
2
：2
,8
7
7
セ
ッ
ト
整
備

R
3
：3
,0
1
0
セ
ッ
ト
整
備

1
00
％

（
14
,5
2
5/
14
,5
2
5）

計 画

・
遺
体
収
納
袋
：5
00

袋
整
備

6
8.
8
％

(5
,5
00
/8
,0
0
0)

・
簡
易
ト
イ
レ
：1
,0
6
8

ｾ
ｯ
ﾄ買
換

・
遺
体
収
納
袋
：5
00

袋
整
備

7
5％

(6
,0
0
0/
8,
0
00
)

・
簡
易
ト
イ
レ
：1
,0
6
8

ｾ
ｯ
ﾄ買
換

・遺
体
収
納
袋
：
50
0

袋
整
備

81
.3
％

(6
,5
00
/8
,0
0
0)

・簡
易
ト
イ
レ
：
1,
0
68

ｾ
ｯ
ﾄ買
換

取
組
の
継
続

・
遺
体
収
納
袋

8
,0
00
袋
整
備

・
簡
易
ト
イ
レ

使
用
期
限
切
れ

に
伴
う
整
備

・
遺
体
収

納
袋

R
9
整
備

完
了

・
簡
易
ト
イ

レ
継
続
買

換

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

②

3

救
出
救
助
活
動
に
必

要
な
資
格
保
有
者
の

増
強

Ⅰ
Ａ

・
大
（中
）
型
自
動
車
免
許

3
6
人
取
得

・
小
型
船
舶
免
許

3
9
人
取
得

・
小
型
車
両
系
建
設
機
械

特
別
教
育
（
バ
ッ
ク
ホ
ー
）

4
5
人
受
講

・
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン

技
能
講
習

1
2
人
取
得

・
玉
掛
け
技
能
講
習

1
2
人

大
（
中
）型
自
動
車
免
許

2
3
人
取
得

R
1
：1
1
人
取
得

R
2
：1
2
人
取
得

R
3
：1
1
人
取
得
予
定

小
型
船
舶
免
許
（
一
級
）１

人
取
得

R
1
：１
人
取
得

小
型
船
舶
免
許
（
二
級
）

2
5
人
取
得

R
1
：1
3
人
取
得

R
2
：1
2
人
取
得

R
3
：1
2
人
取
得
予
定

小
型
車
両
系
建
設
機
械

特
別
教
育

（
バ
ッ
ク
ホ
ー
）
15
人
受

講 R
1
：
5
人
受
講

R
2
：1
0
人
受
講

R
3
：2
2
人
受
講
予
定

計 画

・
大
（中
）
型
自
動
車

免
許

R
4
：1
2
人

・
小
型
船
舶
免
許

R
4
：1
3
人

・
小
型
車
両
系
建
設

機
械
特
別
教
育

（
バ
ッ
ク
ホ
ー
）

R
4
：1
5
人

・
小
型
移
動
式
ク
レ

ー
ン
技
能
講
習

R
4
：４
人

・
玉
掛
技
能
講
習

R
4
：４
人

・
大
（中
）
型
自
動
車

免
許

R
5
：1
2
人

・
小
型
船
舶
免
許

R
5
：1
3
人

・
小
型
車
両
系
建
設

機
械
特
別
教
育

（
バ
ッ
ク
ホ
ー
）

R
5
：1
5
人

・
小
型
移
動
式
ク
レ

ー
ン
技
能
講
習

R
5
：４
人

・
玉
掛
技
能
講
習

R
5
：４
人

・大
（
中
）型
自
動
車

免
許

R
6：
12
人

・小
型
船
舶
免
許

R
6：
13
人

・小
型
車
両
系
建
設

機
械
特
別
教
育

（バ
ッ
ク
ホ
ー
）

R
6：
15
人

・小
型
移
動
式
ク
レ

ー
ン
技
能
講
習

R
6：
４
人

・玉
掛
技
能
講
習

R
6：
４
人

取
組
の
継
続

-
-

実 績

4
ア
ル
ミ
フ
レ
－
ム
式
シ

ェ
ル
タ
－
の
整
備

Ⅰ
Ａ
6
基
整
備
(1
1/
14
基
・

7
9％
)

整
備
率
3
6％
(5
/
14
式
)

R
1
：財
源
が
確
保
で
き
す

未
整
備

R
2
：１
基
整
備

R
3
：1
基
整
備

計 画

２
基
整
備
50
％

（
7/
14
式
）

２
基
整
備
64
％

（
9/
14
式
）

２
基
整
備
7
9％

（1
1/
14
式
）

取
組
の
継
続

1
4
基
整
備

R
8
整
備

完
了

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

②
5

災
害
警
備
活
動
用
車

両
の
整
備

Ⅰ
Ａ

ｵ
ﾌ
ﾛ
-
ﾄ
ﾞﾊ
ﾞｲ
ｸ
３
台
整
備

老
朽
化
（
４
台
）
に
伴
う
減

耗
更
新
(３
/４
台
・7
5％
)

オ
フ
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
整
備

率 8
6％
(6
/7
台
)

R
1
、
R
2
及
び
R
3

（
財
源
が
確
保
で
き
す
未

整
備
）

計 画

R
4
：1
台
整
備
2
5％

（
１
/
４
台
）

R
5
：1
台
整
備
5
0％

（
２
/４
台
）

R
6：
１
台
整
備
7
5％

（３
/
４
台
）

R
7
：
１
台
（
４
/

４
台
）

R
7
ま
で
に
４
台

（
４
/
４
台
）整
備

（
整
備
率

1
00
％
）

R
6

実 績

③

1

救
助
用
ボ
－
ト
を
活
用

し
た
操
船
訓
練
等
救

出
救
助
訓
練
の
実
施

Ⅰ
Ａ

・
機
動
隊
及
び
警
察
署
の

実
働
部
隊
員

各
署
年
間
５
回
以
上
実
施

訓
練
実
施
率
1
00
％
(機

動
隊
及
び
警
察
署
実
働

部
隊
員
)

・
機
動
隊
員
等

年
間
2
回
以
上
実
施

R
1
：1
7
回

R
2
：8
回

R
3
：５
回

・
署 年
間
複
数
回
実
施

R
1
：2
9
回

R
2
：2
7
回

R
3
：2
5
回

計 画

・
機
動
隊
及
び
警
察
署
の
実
働
部
隊
員

・
各
署
年
間
５
回
以
上
実
施

・
実
施
率
1
00
％
(機
動
隊
及
び
警
察
署
実
働
部
隊
員
)

取
組
の
継
続

-
-

実 績

2
救
助
用
ボ
ー
ト
用
資

機
材
の
整
備

Ⅰ
Ａ

・
夜
間
航
行
灯
2
6
台
整

備
（
41
/4
1
台
・1
00
％
）

・
プ
ロ
ペ
ラ
ガ
ー
ド
41
台

整
備
（
41
/4
1
台
・
10
0％
）

・
夜
間
航
行
灯
15
台
整

備
（
15
/4
1
式
・
36
％
）

計 画

・
夜
間
航
行
灯
1
1

台
整
備
63
％

(2
6/
41
台
）

・
プ
ロ
ペ
ラ
ガ
ー
ド

1
1
台
整
備
37
％

（
11
/4
1
台
）

・
夜
間
航
行
灯
15

台
整
備
1
00
％

（
41
/4
1
台
）

・
プ
ロ
ペ
ラ
ガ
ー
ド

1
5
台
整
備
63
％

（
26
/4
1
台
）

・プ
ロ
ペ
ラ
ガ
ー
ド

15
台
整
備
1
00
％

（4
1/
41
台
）

-

・
夜
間
航
行
灯

2
6
台
整
備

・プ
ロ
ペ
ラ
ガ
ー
ド

4
1
台
整
備

・夜
間
航

行
灯
R
5

整
備
完

了 ・プ
ロ
ペ

ラ
ガ
ー
ド

R
6
整
備

完
了

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

④
1

・
市
町
村
と
連
携
し
た

総
合
的
な
対
策
の
検

討
及
び
実
施

・
支
援
地
区
を
中
心
と

し
た
団
員
確
保
対
策

事
業
の
実
施

Ⅰ
Ｂ
消
防
団
員
の
定
数
確
保

・
条
例
定
数
充
足
率
92
％

・
R
1
支
援
地
区
（
須
崎

市
）
に
お
け
る
支
援
（若

年
層
勧
誘
対
策
）

・
消
防
団
員
数
7,
90
8

人
（
R
2.
4
時
点
）
充
足

率
9
0.
6％

・
R
2～
R
3
支
援
地
区

（
中
土
佐
町
）

・
消
防
団
員
数
7,
73
2

人
（
R
3.
4
時
点
）
充
足

率
8
8.
6％

計 画

・
交
流
事
業
や
啓
発

事
業
等
実
施
事
項

及
び
実
施
体
制
の

検
討

・
支
援
地
区
（中
土

佐
町
）
で
の
確
保
対

策
事
業
の
実
施

・
条
例
定
数
充
足
率

9
0％

・
対
策
の
実
施

・
支
援
地
区
で
の
確

保
対
策
の
実
施

・
条
例
定
数
充
足
率

9
1％

・対
策
の
実
施

・支
援
地
区
で
の
確

保
対
策
の
実
施

・条
例
定
数
充
足
率

92
％

取
組
の
継
続

消
防
団
員
の
条

例
定
数
数
充
足

率
1
00
％

(R
3
.4
時
点
定
数

8
，
72
3
人
）

-

実 績

⑤
1

消
防
学
校
の
事
業
で

消
防
団
員
に
対
す
る

『
特
別
（
移
動
）
教
育
』

を
実
施

※
市
町
村
（
消
防
本

部
）
の
要
請
に
基
づ
き

現
地
へ
出
向
し
教
育

訓
練
を
実
施

Ⅰ
Ｂ
９
回
訓
練
実
施

H
2
8
４
回
開
催
27
5
名

H
2
9
９
回
開
催
66
3
名

H
3
0
５
回
開
催
27
5
名

R
1
２
回
開
催
2
08
名

R
2
１
回
開
催

26
名

計 画

年
３
回
実
施

参
加
者
20
0
人

年
３
回
実
施

参
加
者
2
00
人

年
３
回
実
施

参
加
者
20
0
人

取
組
の
継
続

３
回
/年

2
00
人
/年

毎
年

実 績

174



N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

⑤
2

消
防
学
校
に
お
い
て

実
践
型
訓
練
施
設
の

整
備
及
び
教
育
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
強
化

Ⅰ
Ｂ
訓
練
参
加
者
数
1,
80
0
人

・
実
践
型
訓
練
施
設
の
整

備
の
検
討
（R
1
）

・
コ
ン
テ
ナ
型
実
火
災
訓

練
施
設
の
導
入
（R
1
）

・
コ
ン
テ
ナ
型
実
火
災
訓

練
施
設
を
使
用
し
た
訓
練

の
実
施
２
１
６
人
参
加

（
R
2）

・
実
践
型
訓
練
施
設
（可

動
式
模
擬
家
屋
）
の
導
入

（
R
2）

計 画

コ
ン
テ
ナ
型
実
火
災

訓
練
施
設
、
可
動
式

模
擬
家
屋
、
複
合
型

模
擬
家
屋
を
使
用
し

た
実
践
的
な
訓
練
を

実
施

参
加
者
６
０
０
人

コ
ン
テ
ナ
型
実
火
災

訓
練
施
設
、
可
動
式

模
擬
家
屋
、
複
合
型

模
擬
家
屋
を
使
用
し

た
実
践
的
な
訓
練
を

実
施

参
加
者
６
０
０
人

コ
ン
テ
ナ
型
実
火
災

訓
練
施
設
、
可
動
式

模
擬
家
屋
、
複
合
型

模
擬
家
屋
を
使
用
し

た
実
践
的
な
訓
練
を

実
施

参
加
者
６
０
０
人

取
組
の
継
続

参
加
者
60
0
人

/年
毎
年

実 績

⑥
1

切
れ
目
の
な
い
救
助

救
出
活
動
（
警
察
）
を

継
続
す
る
た
め
の
感

染
予
防
対
策

Ⅲ

衛
生
用
品
の
調
達
・
備
蓄

サ
ー
ジ
カ
ル
マ
ス
ク

防
護
セ
ッ
ト

ゴ
ム
手
袋

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液

衛
生
用
品
の
調
達
・備
蓄

R
2 サ
ー
ジ
カ
ル
マ
ス
ク

9
9,
0
00
枚

防
塵
マ
ス
ク
5,
0
00
枚

防
護
セ
ッ
ト
5
00
セ
ッ
ト

ゴ
ム
手
袋
1
,0
0
0
双

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液

1
,9
1
6
リ
ッ
ト
ル

R
3
使
用
状
況
に
よ
り
追

加
し
、
整
備

計 画

使
用
状
況
に
よ
る
備

蓄
・
調
達

使
用
状
況
に
よ
る
備

蓄
・
調
達

使
用
状
況
に
よ
る
備

蓄
・調
達

取
組
の
継
続

-
-

実 績
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３
－
６

情
報
の
収
集
・
伝
達
体
制
の
促
進

〔
概
要
〕

応
急
活
動
、
復
旧
復
興
の
基
本
と
な
る
災
害
時
の
情
報
を
、
適
切
に
収
集
、
伝
達
、
共
有
し
て
い
く
た
め
、
総
合
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
や
各
種
の
県
庁
情
報
イ
ン
フ
ラ
を
整

備
し
、
被
災
者
や
県
民
へ
の
迅
速
な
情
報
発
信
を
行
う
と
と
も
に
、
早
期
の
業
務
再
開
に
向
け
た
取
組
を
進
め
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
災
害
か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
を
守
る
た
め
に
、
庁
内
ク

ラ
ウ
ド
の
整
備
や
災
害
時
に
お
け
る
情
報
通
信
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
運
用
維
持
、
高
知
県
情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
震

災
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

・通
常
業
務
の
早
期
再
開
に
よ
る
情
報
収
集
、
伝
達

等
の
体
制
確
立

・庁
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
早
期
復
旧
に
よ
る
情
報
収

集
、
伝
達
等
の
体
制
確
立

・回
線
の
冗
長
化
等
に
よ
る
安
全
性
の
確
保
に
よ
り
、

業
務
継
続
の
確
実
性
を
高
め
る

・携
帯
電
話
を
使
用
し
た
情
報
収
集
、
伝
達
等
の
体

制
確
立

共
通

公
助

-
高
知
県
情
報
シ
ス
テ
ム

最
適
化
計
画

国 県 携
帯
電
話
事

業
者

デ
ジ
タ
ル
政
策
課

②
復
旧
復
興
期
の
警
察
活
動
に
即
応
す
る
た
め
の
高

知
県
警
察
情
報
シ
ス
テ
ム
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
セ
ン
タ

ー
を
整
備
し
ま
す
。

耐
災
性
の
高
い
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
り
、

復
旧
復
興
期
の
警
察
活
動
に
即
応
す
る
シ
ス
テ
ム
と

な
る

共
通

公
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

県
情
報
管
理
課

③
職
員
の
安
否
確
認
情
報
を
迅
速
に
収
集
す
る
た

め
、
訓
練
の
実
施
を
通
じ
て
携
帯
端
末
を
利
用
し
た

安
否
確
認
シ
ス
テ
ム
の
円
滑
な
運
用
を
図
り
ま
す
。

情
報
の
収
集
・
伝
達
手
段
の
確
保
と
災
害
時
の
情

報
の
共
有

共
通

公
助

-
-

県
職
員

人
事
課

危
機
管
理
・
防
災
課

④
危
機
事
象
の
発
生
時
に
円
滑
に
対
応
が
で
き
る
よ

う
、
県
職
員
の
窓
口
受
付
体
制
の
理
解
の
向
上
と
、

対
応
力
の
強
化
を
図
る
た
め
、
県
職
員
の
窓
口
受

付
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

職
員
の
危
機
事
象
へ
の
対
応
力
向
上
に
よ
り
、
県
庁

内
で
の
情
報
共
有
、
県
民
の
方
へ
の
情
報
提
供
の

円
滑
化

共
通

公
助

-
-

県
広
報
広
聴
課

⑤
総
合
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
を
充
実
さ
せ
て
更
新
す
る

と
と
も
に
、
県
・
市
町
村
職
員
へ
の
操
作
研
修
等
を

実
施
し
、
操
作
へ
の
習
熟
を
図
る
。

関
係
機
関
に
お
け
る
情
報
共
有
、
県
民
の
方
へ
の

情
報
提
供
の
円
滑
化

共
通

公
助

-
-

県
危
機
管
理
・
防
災
課

⑥
地
震
発
生
時
に
県
民
が
必
要
な
情
報
に
迅
速
か
つ

容
易
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
再

構
築
を
行
う
。

県
民
の
方
へ
の
情
報
提
供
の
円
滑
化

共
通

公
助

-
-

県
県
民
支
援
相
談
課
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①

1

庁
内
情
報
シ
ス
テ
ム
の

新
規
構
築
、
再
構
築

時
の
庁
内
ク
ラ
ウ
ド
利

用
の
検
討
を
支
援

Ⅲ

庁
内
ク
ラ
ウ
ド
利
用
を
含

め
た
情
報
シ
ス
テ
ム
の
適

切
な
調
達
支
援
の
実
施

・
６
７
シ
ス
テ
ム
、
２
９
８
台

の
サ
ー
バ
を
設
置

（
R
3.
1
0.
3
1
時
点
）

計 画

調
達
支
援
の
実
施

取
組
の
継
続

-
-

実 績

2

高
知
県
ＩＣ
Ｔ
－
Ｂ
Ｃ
Ｐ

の
計
画
期
間
を
通
じ

た
検
証
と
見
直
し

Ⅰ
Ｂ
ＩＣ
Ｔ
－
Ｂ
Ｃ
Ｐ
更
新

訓
練
３
回
実
施

・
ＩＣ
Ｔ
-Ｂ
Ｃ
Ｐ
訓
練
年
１

回
実
施

・
ＩＣ
Ｔ
-Ｂ
Ｃ
Ｐ
計
画
の
随

時
見
直
し

計 画

・
IC
T
-
Ｂ
Ｃ
Ｐ
訓
練
年
１
回
実
施

・
IC
T
-
Ｂ
Ｃ
Ｐ
計
画
の
随
時
見
直
し

取
組
の
継
続

Ｉ
Ｃ
Ｔ
-
Ｂ
Ｃ
Ｐ
訓

練
年
１
回
実
施

毎
年

実 績

3

震
災
対
策
を
踏
ま
え

た
後
継
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
調
達
と
計
画
期
間

を
通
じ
た
適
切
な
保
守

運
用

Ⅲ
震
災
対
策
を
踏
ま
え
た
適

切
な
保
守
運
用

・
情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
ア
ク

セ
ス
ポ
イ
ン
ト
の
高
台
移

転
等
の
震
災
対
策

・
後
継
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
第
４

次
情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
）の
構

築

計 画

適
切
な
保
守
運
用

取
組
の
継
続

-
-

実 績

4

不
感
地
域
で
の
携
帯

電
話
基
地
局
の
整
備

支
援

Ⅲ
市
町
村
や
事
業
者
へ
の

働
き
か
け
、
協
議
の
実
施

市
町
村
や
事
業
者
と
の

協
議

計 画

市
町
村
や
事
業
者
へ
の
働
き
か
け

取
組
の
継
続

-
-

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

②
1

高
知
県
警
察
情
報
シ

ス
テ
ム
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

セ
ン
タ
－
の
整
備

Ⅱ
Ｂ

・
第
４
期
か
ら
繰
り
越
し
分

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー

機
器
（
全
2
式
中
の
１
式
）

の
更
新

・
今
期
中
に
更
新
時
期
を

迎
え
る
２
式
目
の
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
セ
ン
タ
ー
機
器
の
更

新 ・
可
搬
型
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機

器
の
整
備
を
拡
充

・
可
搬
型
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機

器
を
含
め
た
業
務
継
続

訓
練
の
定
期
的
な
実
施

R
1

・
機
器
追
加
に
よ
る
機
能

強
化

・
事
件
管
理
シ
ス
テ
ム
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
対

応
の
形
で
運
用
開
始

・
人
事
管
理
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
セ
ン
タ
ー
対
応

・
業
務
継
続
訓
練

・
電
源
喪
失
対
応
訓
練

R
2

・
業
務
継
続
訓
練

・
他
県
と
の
照
会
セ
ン
タ

ー
業
務
代
行
訓
練

R
3

・
業
務
継
続
訓
練

・
他
県
と
の
照
会
セ
ン
タ

ー
業
務
代
行
訓
練

計 画

・
第
４
期
か
ら
繰
り
越

し
た
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
セ

ン
タ
ー
の
機
器
更
新

・
可
搬
型
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
機
器
の
整
備
拡
充

・
業
務
継
続
訓
練

・
他
県
と
の
照
会
セ

ン
タ
ー
業
務
代
行
訓

練

・
可
搬
型
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
機
器
の
整
備
拡
充

・
業
務
継
続
訓
練

・
他
県
と
の
照
会
セ

ン
タ
ー
業
務
代
行
訓

練

・２
式
目
の
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
セ
ン
タ
ー
機
器

更
新
(リ
ー
ス
満
了
)

・可
搬
型
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
機
器
の
整
備
拡
充

・業
務
継
続
訓
練

・他
県
と
の
照
会
セ

ン
タ
ー
業
務
代
行
訓

練

・バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
セ
ン
タ
ー

機
器
の
計
画

的
更
新

・可
搬
型
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
機
器

の
整
備
拡
充

・業
務
継
続

訓
練

・他
県
と
の
照

会
セ
ン
タ
ー

業
務
代
行
訓

練

・
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
セ

ン
タ
ー
の
機
器

更
新

・
可
搬
型
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
機
器
の

整
備
拡
充

未
定

実 績

③
1

県
職
員
を
対
象
と
し
た

携
帯
端
末
を
利
用
し

た
安
否
確
認
シ
ス
テ
ム

の
円
滑
な
運
用

Ⅰ
Ｂ
訓
練
６
回
実
施

安
否
確
認
シ
ス
テ
ム
の
円

滑
な
運
用
及
び
職
員
へ

の
浸
透
並
び
に
毎
年
２
回

の
訓
練
の
実
施

計 画
年
2
回
、
訓
練
を
実
施

取
組
の
継
続

-
-

実 績

④
1

県
民
対
応
窓
口
業
務

訓
練
の
実
施

Ⅰ
Ｂ

県
民
対
応
窓
口
業
務
訓

練
の
実
施
３
回

マ
ニ
ュ
ア
ル
や
Q
&
A
の

随
時
更
新
・
見
直
し

県
民
対
応
窓
口
業
務
訓

練
の
実
施
県
民
対
応
窓

口
業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
Ｑ
＆

Ａ
の
更
新
、
全
庁
共
有

計 画
年
１
回
、
訓
練
を
実
施

取
組
の
継
続

-
-

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

⑤
1

高
知
県
総
合
防
災
情

報
シ
ス
テ
ム
の
更
新
及

び
操
作
研
修
や
訓
練

の
実
施

Ⅰ
Ｂ

・
国
と
の
シ
ス
テ
ム
連
接
に

よ
る
情
報
共
有
等
に
よ
る

応
急
対
策
の
迅
速
化

・
操
作
の
習
熟
と
操
作
性

の
向
上

・
４
、
５
月
に
市
町
村
職
員

等
へ
の
操
作
研
修
の
実

施 ・
シ
ス
テ
ム
更
新
に
向
け

た
検
討
会
の
実
施
（
年
４

回
）

・
毎
年
度
、
市
町
村
職
員

等
へ
の
操
作
研
修
の
実

施

計 画

・
４
、
５
月
に
市
町
村

職
員
等
へ
の
操
作

研
修
の
実
施

・
シ
ス
テ
ム
更
新
の

実
施

（
令
和
４
、
５
年
度
）

・
４
、
５
月
に
市
町
村

職
員
等
へ
の
操
作

研
修
の
実
施

・
シ
ス
テ
ム
更
新

（
令
和
５
年
４
月
か
ら

シ
ス
テ
ム
の
一
部
を

稼
働
開
始
）

４
、
５
月
に
市
町
村

職
員
等
へ
の
操
作

研
修
の
実
施

４
、
５
月
に
市

町
村
職
員
等

へ
の
操
作
研

修
の
実
施

１
回
／
年

新
任
職
員
を
対

象
に
操
作
研
修

-

実 績

⑥
1

震
度
６
以
上
の
地
震

で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

掲
載
内
容
を
変
更
、

災
害
時
に
必
要
な
情

報
の
み
掲
載
し
、
容
易

に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う

シ
ス
テ
ム
作
成

Ⅱ
Ｂ
再
構
築
は
令
和
６
年
２
月

末
に
完
了

-

計 画

基
本
仕
様
、
掲
載
内

容
決
定

予
算
要
求

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
実

施
し
、
業
者
を
選
定

後
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
再
構
築

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
用

開
始

完
了

-
-

実 績
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３
－
７

市
町
村
の
業
務
継
続
体
制
の
確
保

〔
概
要
〕

・
地
域
に
お
け
る
被
災
者
支
援
を
円
滑
に
行
え
る
よ
う
、
市
町
村
の
業
務
継
続
計
画
策
定
及
び
実
効
性
の
確
保
を
支
援
し
ま
す
。

・
外
部
か
ら
の
応
援
を
円
滑
に
受
け
入
れ
る
た
め
、
市
町
村
の
受
援
態
勢
の
整
備
及
び
実
効
性
の
確
保
を
支
援
し
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
市
町
村
の
業
務
継
続
計
画
の
実
効
性
を
確
保
し
ま

す
。

行
政
活
動
の
継
続

共
通

公
助

-
国
の
具
体
計
画

市
町
村

市
町
村
振
興
課

危
機
管
理
・
防
災
課

(各
地
域
本
部
)

②
市
町
村
の
受
援
態
勢
整
備
に
向
け
た
計
画
等
の
作

成
を
支
援
し
ま
す
。

応
急
対
策
業
務
の
円
滑
な
実
施

共
通

公
助

-
国
の
具
体
計
画

市
町
村

南
海
ト
ラ
フ

地
震
対
策
課

危
機
管
理
・
防
災
課

(各
地
域
本
部
)
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①

1
市
町
村
災
害
対
策
本

部
体
制
の
充
実

Ⅰ
Ｂ
全
市
町
村
で
の
１
回
以
上

の
訓
練
実
施

市
町
村
に
お
い
て
訓
練

を
実
施

・
R
1：
12
市
町
村

・
R
2：
10
市
町
村

計 画

市
町
村
災
害
対
策

本
部
運
営
等
の
市

町
村
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
基
づ

い
た
訓
練

1
2
市
町
村

市
町
村
災
害
対
策

本
部
運
営
等
の
市

町
村
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
基
づ

い
た
訓
練

1
1
市
町
村

市
町
村
災
害
対
策

本
部
運
営
等
の
市

町
村
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
基
づ

い
た
訓
練

11
市
町
村

取
組
の
継
続

全
市
町
村
で
１

回
以
上
の
訓
練

実
施
/
計
画
期

間

期
間
中

実 績

2

市
町
村
職
員
派
遣
要

請
手
順
書
の
実
効
性

確
保

Ⅱ
Ｂ
市
町
村
へ
の
手
順
の
周

知
及
び
検
証
・
見
直
し

市
町
村
職
員
派
遣
要
請

手
順
書
の
策
定
（R
1
）

計 画
市
町
村
へ
の
手
順
の
周
知
及
び
検
証
・見
直
し

取
組
の
継
続

-
-

実 績

②

1

市
町
村
に
お
け
る
受

援
態
勢
の
整
備

（
災
害
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業

務
の
う
ち
県
、
市
町
村

会
等
と
の
調
整
業
務
）

Ⅱ
Ｂ
受
援
計
画
の
実
効
性
の

確
保

・
受
援
計
画
等
（応
援
職

員
受
入
れ
に
関
す
る
計

画
）
の
策
定
の
参
考
と
な

る
ひ
な
型
を
作
成

・
34
市
町
村
で
受
援
計

画
の
策
定
（業
務
継
続
計

画
等
へ
の
盛
り
込
み
）
完

了

計 画

訓
練
等
に
よ
る
受
援
体
制
の
検
証
と
必
要
に
応
じ
た
計
画
の
見
直
し

取
組
の
継
続

-
-

実 績

2

市
町
村
に
お
け
る
応

急
救
助
機
関
の
受
入

体
制
の
整
備

（
災
害
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業

務
の
う
ち
応
急
対
策
活

動
）

Ⅱ
Ｂ
受
援
計
画
の
実
効
性
の

確
保

・
受
援
計
画
等
（応
援
職

員
受
入
れ
に
関
す
る
計

画
）
の
策
定
の
参
考
と
な

る
ひ
な
型
を
作
成

・
34
市
町
村
で
受
援
計

画
の
策
定
完
了

計 画
訓
練
等
に
よ
る
受
援
体
制
の
検
証
と
必
要
に
応
じ
た
計
画
の
見
直
し

取
組
の
継
続

-
-

実 績
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３
－
８

総
合
防
災
拠
点
の
整
備

〔
概
要
〕

県
外
か
ら
の
消
防
や
警
察
、
自
衛
隊
な
ど
の
応
急
救
助
機
関
や
医
療
救
護
チ

-ム
、
支
援
物
資
等
を
円
滑
に
受
け
入
れ
、
速
や
か
な
被
災
地
支
援
を
行
う
た
め
「
総
合
防
災
拠

点
」
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
(物
資
の
集
配
送
マ
ニ
ュ
ア
ル
含

む
)の
策
定
と
防
災
訓
練
に
よ
っ
て
、
総
合
防
災
拠

点
の
運
営
体
制
の
確
立
を
図
り
ま
す
。

救
助
・
救
急
、
医
療
活
動
等
が
迅
速
な
実
施

共
通

公
助

５
．
地
域
支
援
体
制
防
災
拠
点
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル

県 市
町
村

応
急
救
助
機
関

事
業
者

危
機
管
理
・
防
災
課

（
各
地
域
本
部
）
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①

1
総
合
防
災
拠
点
の
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
検
証

Ⅱ
Ｂ

訓
練
を
通
じ
た
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
検
証
及
び
必
要
に

応
じ
て
改
定

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
検
証
、
改

定

計 画
訓
練
を
通
じ
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
検
証
、
必
要
に
応
じ
て
改
定

取
組
の
継
続

-
-

実 績

2
総
合
防
災
拠
点
を
活

用
し
た
訓
練
の
実
施

Ⅰ
Ｂ
訓
練
16
回
以
上
/年

年
１
回
以
上
訓
練
を
実
施

・
R
1：
19
回

・
R
2：
45
回

計 画

訓
練
16
回
以
上
実

施
（
各
拠
点
で
２
回

以
上
）

訓
練
1
6
回
以
上
実

施
（
各
拠
点
で
２
回

以
上
）

訓
練
16
回
以
上
実

施
（各
拠
点
で
２
回

以
上
）

取
組
の
継
続

訓
練
1
6
回
実
施

/
年

新
任
の
拠
点
要

員
は
参
加

毎
年

実 績

3

災
害
時
協
定
締
結
事

業
者
と
連
携
し
た
訓
練

の
実
施

Ⅰ
Ｂ
訓
練
を
３
回
以
上
実
施

年
１
回
以
上
訓
練
を
実
施

・
R
1：
２
回

・
R
2：
コ
ロ
ナ
の
た
め
中
止

・
R
3：
コ
ロ
ナ
の
た
め
中
止

計 画
訓
練
１
回
実
施

訓
練
１
回
実
施

訓
練
１
回
実
施

取
組
の
継
続

訓
練
１
回
実
施
/

年
毎
年

実 績
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３
－
９

県
外
か
ら
の
応
急
救
助
機
関
の
受
入
体
制
の
整
備

〔
概
要
〕

・
発
災
時
に
早
急
な
応
急
活
動
を
実
施
す
る
た
め
に
、
迅
速
か
つ
円
滑
に
県
外
か
ら
の
応
急
救
助
機
関
を
受
け
入
れ
る
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

・
緊
急
消
防
援
助
隊
が
円
滑
に
活
動
で
き
る
よ
う
態
勢
整
備
を
行
い
ま
す
。

・
発
災
時
に
早
急
な
応
急
活
動
を
実
施
す
る
た
め
に
、
迅
速
か
つ
円
滑
に
県
外
か
ら
の
応
急
救
助
機
関
を
受
け
入
れ
る
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
自
衛
隊
や
警
察
な
ど
応
急
救
助
機
関
の
受
け
入
れ

体
制
を
整
備
し
ま
す
。

・人
命
の
保
護

・救
助
・
救
急
、
医
療
活
動
等
の
迅
速
な
実
施

Ｌ
２

公
助

-
-

県
危
機
管
理
・
防
災
課

②
高
知
県
緊
急
消
防
援
助
隊
受
援
・応
援
合
同
訓
練

の
実
施
等
に
よ
り
、
緊
急
消
防
援
助
隊
受
援
態
勢
の

確
立
・強
化
を
図
り
ま
す
。

発
災
時
に
お
け
る
緊
急
消
防
援
助
隊
の
迅
速
な
受

け
入
れ
、
早
急
な
応
援
活
動
の
実
施

共
通

公
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

国
の
具
体
計
画

県 市
町
村

消
防
政
策
課

③
広
域
緊
急
援
助
隊
等
の
円
滑
な
受
け
入
れ
体
制
を

整
備
し
ま
す
。

受
援
計
画
の
見
直
し
及
び
訓
練
の
実
施
に
よ
り
、
発

災
時
に
応
急
救
助
機
関
を
迅
速
に
受
け
入
れ
、
迅

速
な
応
急
活
動
を
実
施

共
通

公
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

国
の
具
体
計
画

県
災
害
対
策
課
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①
1

応
急
救
助
機
関
な
ど

応
援
部
隊
の
受
援
計

画
の
検
証
、
見
直
し

Ⅱ
Ｂ
訓
練
実
施
に
よ
る
受
援
計

画
の
検
証
、
見
直
し

航
空
部
隊
受
援
計
画
策

定
（
H
26
）、
改
定
（
H
2
7、

H
2
8、
H
29
、
H
3
0、
R
1
、

R
2
、
R
3）

応
急
救
助
機
関
受
援
計

画
策
定
（
H
27
）、
改
定

（
H
28
、
H
2
9、
H
30
、
R
1、

R
2
、
R
3）

計 画
受
援
計
画
の
検
証
、
必
要
に
応
じ
て
改
定

取
組
の
継
続

-
-

実 績

②

1
緊
急
消
防
援
助
隊
訓

練
（図
上
）
の
実
施

Ⅰ
Ｂ

県
内
訓
練
（図
上
）３
回
実

施 中
国
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
訓
練

（
図
上
）３
回

緊
急
消
防
援
助
隊
訓
練

毎
年
実
施

緊
急
消
防
援
助
隊
中
国

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
訓
練
（
年
1

回
）

計 画

全
国
訓
練
１
回

県
及
び
消
防
本
部
40
人

中
四
国
訓
練
１
回

消
防
本
部
30
人

県
内
訓
練
１
回

県
及
び
消
防
本
部

2
00
人

中
四
国
訓
練
１
回

消
防
本
部
3
0
人

県
内
訓
練
１
回

県
及
び
消
防
本
部

2
00
人

中
四
国
訓
練
１
回

消
防
本
部
30
人

県
内
訓
練
１
回

県
及
び
消
防
本
部

20
0
人

取
組
の
継
続

全
国
訓
練
１
回

県
及
び
消
防
本

部
4
0
人
/年

中
四
国
訓
練
１
回

消
防
本
部
3
0
人

/
年

県
内
訓
練
１
回

県
及
び
消
防
本

部
2
00
人
/
年

毎
年

実 績

2
消
防
応
援
活
動
調
整

本
部
の
体
制
強
化

Ⅱ
Ｂ

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

及
び
受
援
計
画
等
の
随

時
見
直
し

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

訓
練
の
実
施

計 画
受
援
計
画
等
の
見
直
し

-
-

-

実 績

③
1

中
国
・
四
国
管
区
合

同
広
域
緊
急
援
助
隊

等
訓
練
へ
の
参
加

Ⅰ
Ｂ
毎
年
参
加

毎
年
参
加

R
1
徳
島
（不
参
加
：
警
報

対
応
の
た
め
）

R
2
山
口

R
3
愛
媛
・参
加
予
定

計 画

R
4

岡
山
県

R
5

香
川
県

R
6

島
根
県

取
組
の
継
続

-
-

実 績

185



N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

③
2

受
援
計
画
の
検
証
・見

直
し

Ⅱ
Ｂ
検
証
・
見
直
し

検
証
・
見
直
し

計 画
検
証
・
見
直
し

取
組
の
継
続

-
-

実 績
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３
－
１
０

ヘ
リ
運
航
体
制
の
整
備

〔
概
要
〕

・
発
災
時
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
円
滑
に
活
動
で
き
る
よ
う
体
制
整
備
を
行
い
ま
す
。

・
災
害
時
に
情
報
収
集
や
救
助
救
出
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
に
、
体
制
整
備
を
行
い
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
災
害
時
に
お
け
る
ヘ
リ
運
航
体
制
を
検
討
し
ま
す
。

災
害
時
の
迅
速
な
情
報
収
集
及
び
救
助
救
出
活
動

共
通

公
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

国
の
具
体
計
画

県
消
防
政
策
課

②
災
害
時
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
-
活
動
能
力
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
活
動
時
の
安
全
性
を
確
保
し
ま
す
。

・警
察
ヘ
リ
の
災
害
時
の
広
域
飛
行
に
お
け
る
安
全

性
を
確
保

・関
係
機
関
ヘ
リ
と
の
連
絡
網
の
整
備

共
通

公
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

国
の
具
体
計
画

県
地
域
課

通
信
指
令
課
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①
1

消
防
防
災
ヘ
リ
２
機
体

制
を
確
保

Ⅰ
Ａ
消
防
防
災
ヘ
リ
２
機
体
制

を
確
保

消
防
防
災
ヘ
リ
２
機
体
制

を
確
保

計 画

期
待
納
入
（
9
月
）

２
機
運
航
再
開
（1
0

月
）

２
機
運
航

２
機
運
航

機
体
更
新

R
4

実 績

②

1

警
察
ヘ
リ
の
広
域
運

用
の
た
め
の
飛
行
訓

練
の
実
施

Ⅰ
Ｂ
訓
練
年
１
回
以
上

広
域
飛
行
訓
練
を
実
施

R
1
：１
回

R
2
：２
回

R
3
：２
回

計 画
２
回

２
回

２
回

２
回

２
回
/年

毎
年

実 績

2
警
察
ヘ
リ
に
よ
る
救
出

救
助
訓
練
の
実
施

Ⅰ
Ｂ
訓
練
四
半
期
１
回
以
上

救
助
訓
練
を
実
施

R
1
：1
9
回

R
2
：1
1
回

R
3
：2
0
回

計 画
１
０
回

１
０
回

１
０
回

１
０
回

１
０
回
/年

毎
年

実 績

3

・
関
係
機
関
ヘ
リ
と
の

交
信
用
無
線
機
の
整

備 ・
航
空
特
殊
無
線
免

許
取
得
者
の
拡
充

Ⅰ
Ａ

・
交
信
用
無
線
機
６
台
整

備
（
５
/
６
台
・8
3％
）

・
航
空
特
殊
無
線
免
許
９

人
新
規
取
得
（
19
/2
2

人
・
86
％
）

・
交
信
用
無
線
機

３
台
整
備
（３
／
６
台
・

5
0％
）

・
航
空
特
殊
無
線
免
許

1
0
名
取
得
（
10
/2
2
人
・

4
5％
）
う
ち
３
人
は
本
年
度

取
得
済

計 画

・
航
空
特
殊
無
線
免

許
：
３
人
（
13
/2
2
人
・

5
9％
）

・
交
信
用
無
線
機
１

台
整
備
（
４
/
６
台
・

6
6％
）

・
航
空
特
殊
無
線
免

許
：
３
人
（1
6/
22
人
・

7
2％
）

・
交
信
用
無
線
機
１

台
整
備
（
５
/
６
台
・

83
％
）

・
航
空
特
殊
無
線
免

許
：３
人
（
19
/2
2
人
・

86
％
）

・
交
信
用
無

線
機
１
台
整

備
（
６
/
６
台
・

10
0％
）

・航
空
特
殊

無
線
免
許
：３

人
（2
2/
22

人
・1
00
％
）

・
R
7
ま
で
に
交
信

用
無
線
機
６
台

整
備

・
R
7
ま
で
に
航
空

特
殊
無
線
免

許
：
2
2
人
取
得

完
了

R
7
完
了

実 績
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３
－
１
１

応
急
活
動
の
た
め
の
食
料
・
飲
料
水
等
の
備
蓄
の
促
進

〔
概
要
〕

・
応
急
活
動
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
予
め
県
職
員
の
食
料
品
や
飲
料
水
等
の
備
蓄
を
進
め
ま
す
。

・
被
災
時
の
生
徒
用
、
ま
た
職
員
が
応
急
活
動
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
予
め
県
立
学
校
の
食
料
品
や
飲
料
水
等
の
備
蓄
を
進
め
ま
す
。

・
県
立
病
院
の
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の
実
効
性
の
担
保
を
目
指
し
ま
す
。

・
青
少
年
教
育
施
設
の
宿
泊
利
用
者
が
、
被
災
し
て
か
ら
安
全
に
自
宅
に
帰
宅
す
る
ま
で
の
期
間
の
対
応
の
た
め
に
、
予
め
食
料
品
や
飲
料
水
等
の
備
蓄
を
進
め
ま
す
。

・
大
規
模
災
害
に
備
え
、
応
急
活
動
に
必
要
と
な
る
資
金
の
支
給
方
法
や
事
前
の
備
え
に
つ
い
て
、
職
員
個
々
の
意
識
レ
ベ
ル
を
高
め
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
職
員
用
備
蓄
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

円
滑
な
応
急
活
動
の
実
施

共
通

公
助

-
応
急
対
策
活
動
要
領

県
総
務
事
務
セ
ン
タ
-

②
県
警
察
職
員
等
の
備
蓄
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

円
滑
な
応
急
活
動
の
実
施

共
通

公
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

国
の
具
体
計
画

県
災
害
対
策
課

③
保
育
所
・
幼
稚
園
等
の
乳
幼
児
・
職
員
用
備
蓄
の
整

備
を
進
め
ま
す
。

円
滑
な
応
急
活
動
の
実
施

共
通

自
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

国
の
具
体
計
画

市
町
村

私
立
幼
保
連

携
型
認
定
こ
ど

も
園
・
保
育

所
・
幼
稚
園
設

置
者
等

幼
保
支
援
課

④
私
立
学
校
の
児
童
生
徒
・
職
員
用
備
蓄
の
整
備
を

進
め
ま
す
。

円
滑
な
応
急
活
動
の
実
施

共
通

自
助

-
-

学
校
法
人

私
学
・
大
学
支
援
課

⑤
県
立
学
校
の
生
徒
・
職
員
用
の
備
蓄
の
更
新
・
管
理

を
進
め
ま
す
。

円
滑
な
応
急
活
動
の
実
施

共
通

自
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

県
学
校
安
全
対
策
課

⑥
県
立
病
院
の
患
者
・
職
員
用
備
蓄
の
管
理
・更
新
を

進
め
ま
す
。

災
害
時
の
病
院
事
業
の
継
続

共
通

公
助

-
高
知
県
災
害
時
医
療

救
護
計
画

高
知
県
立
病
院
第
７
期

経
営
健
全
化
計
画

県
県
立
病
院
課

⑦
青
少
年
教
育
施
設
の
宿
泊
利
用
者
の
食
料
等
の
備

蓄
の
更
新
・
管
理
を
実
施
し
ま
す
。

円
滑
な
応
急
活
動
の
実
施

共
通

自
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

県
生
涯
学
習
課

⑧
応
急
活
動
に
必
要
と
な
る
資
金
の
支
給
方
法
等
の

周
知
や
事
前
の
備
え
を
徹
底
し
ま
す
。

速
や
か
な
応
急
活
動
資
金
の
支
給
及
び
支
払
事
務

へ
の
対
応

共
通

公
助

-
会
計
管
理
局
業
務
継

続
計
画

県
会
計
管
理
課
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①
1

職
員
用
備
蓄
の
整
備

（
3
日
分
の
水
・
食
料
・

非
常
用
排
便
袋
・
マ
ス

ク
の
備
蓄
）

Ⅲ
整
備
率
1
00
％

整
備
率
1
00
％

R
1
：1
00
％

R
2
：1
00
％

R
3
：1
00
％

計 画
職
員
用
備
蓄
物
資
の
更
新

取
組
の
継
続

-
-

実 績

②
1

県
警
察
職
員
の
備
蓄

の
適
正
な
更
新
・
管
理

Ⅲ
適
切
な
減
耗
更
新
の
実

施

減
耗
更
新
を
実
施

R
1

・水
：3
,6
79
.5
リ
ッ
ト
ル
更
新

・
食
料
：3
,6
4
3
食
更
新

R
2

・水
：3
,8
32
.5
リ
ッ
ト
ル
更
新

・
食
料
：3
,8
2
2
食
更
新

R
3

・
水
2,
55
5.
5
リ
ッ
ト
ル
更

新
予
定

・
食
料
5,
40
0
食
更
新

計 画

・
水
：3
,7
2
3
リ
ッ
ト
ル

更
新

・
食
料
：2
,2
5
0
食
更

新

・
水
：3
,6
9
4,
5
リ
ッ
ト

ル
更
新

・
食
料
：3
,5
6
0
食
更

新

・水
：
3,
67
9.
5
リ
ッ

ト
ル
更
新

・食
料
3
,6
43
食
更

新

取
組
の
継
続

-
-

実 績

③
1

保
育
所
・
幼
稚
園
等
に

乳
幼
児
・
職
員
用
備

蓄
品
の
確
保
を
要
請

Ⅰ
Ａ

３
日
分
の
備
蓄

・
水

1
00
％
（3
19
/3
19
施
設
）

・
食
料

1
00
％
（3
19
/3
19
施
設
）

備
蓄
品
３
日
分
の
整
備
率

R
1

・水
56
％
（1
80
/3
20
施
設
）

・
食
料
53
％
（1
69
/3
20

施
設
）

R
2

・水
63
％
（2
02
/3
20
施
設
）

・
食
料
62
％
（1
97
/3
20

施
設
）

R
3

※
R
3
実
績
は
R
4
.1
月

調
査
予
定

計 画

水
4
0
施
設

7
5.
9
％

（
24
2/
31
9
施
設
）

食
料
4
2
施
設

7
4.
9
％

(2
39
/3
19
施
設
）

水
4
0
施
設

8
8.
4
％

（
28
2/
31
9
施
設
）

食
料
4
1
施
設

8
7.
8
％

(2
80
/3
19
施
設
）

水
37
施
設

10
0％

（3
19
/3
19
施
設
）

食
料
39
施
設

10
0％

(3
1
9/
31
9
施
設
）

完
了

３
日
分
の
水
・
食

料
等
の
備
蓄

3
19
施
設
完
了

R
6

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

④
1

私
立
学
校
に
備
蓄
品

の
確
保
を
要
請
・
支
援

Ⅰ
Ａ
食
料
品
・
飲
料
水
3
日
分

備
蓄
率
10
0％

3
日
分
備
蓄
校

※
食
料
品
、
飲
料
水
と
も

に
３
日
分
あ
る
学
校

R
1
：8
4％
(1
6/
19
校
)

R
2
：7
9％
(1
5/
19
校
)

R
3
：7
4％
(1
4/
19
校
)

1
～
2
日
分
備
蓄
校

※
水
は
3
日
分
あ
る
が
、

食
料
品
は
1
日
分
な
ど

（
校
数
に
は
３
日
分
備
蓄

校
を
含
む
）

R
1
：9
5％
(1
8/
19
校
)

R
2
：9
5％
(1
8/
19
校
)

R
3
：9
5％
(1
8/
19
校
)

計 画

3
日
分
備
蓄
校

7
9％

1
～
2
日
分
備
蓄
校

9
5％

3
日
分
備
蓄
校

8
4％

1
～
2
日
分
備
蓄
校

1
00
％

3
日
分
備
蓄
校

10
0％

1～
2
日
分
備
蓄
校

10
0％

取
組
の
継
続

食
料
品
・
飲
料

水
3
日
分

備
蓄
率
1
00
％

R
6

実 績

⑤
1

県
立
中
学
校
・高
等

学
校
及
び
特
別
支
援

学
校
の
生
徒
・職
員
用

の
備
蓄
の
更
新
・
管
理

Ⅲ

適
正
な
更
新
・
管
理
の
実

施 （
県
立
中
学
校
・
高
等
学

校
：
３
日
分
、
特
別
支
援

学
校
：
５
日
分
）

備
蓄
完
了
（
第
２
期
）

備
蓄
物
資
の
更
新
・管
理

（
毎
年
度
5
分
の
1
ず

つ
）

R
2
1/
5
更
新

R
3
1/
5
更
新

計 画

備
蓄
物
資
の
更
新
・管
理

備
蓄
物
資
の

更
新
・管
理

-
-

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

⑥
1

県
立
病
院
の
患
者
・職

員
用
備
蓄
の
更
新
・管

理

Ⅲ

適
正
な
更
新
・
管
理
の
実

施 （
７
日
分
）

７
日
分
の
水
・
食
料
・災
害

用
簡
易
ト
イ
レ
の
備
蓄

完
了

・
備
蓄
物
資
の
適
正
な
更

新
・
管
理

R
1
：備
蓄
食
料
1
1,
91
6

食
を
更
新

R
2
：備
蓄
食
料
1
0,
57
2

食
、
備
蓄
水
4
,4
64
L
を

更
新

R
3
：備
蓄
水
4
12
L
を
更

新

計 画

備
蓄
の
適
正
な
管
理
及
び
計
画
的
な
更
新
の
実
施

取
組
の
継
続

-
-

実 績

⑦
1

宿
泊
施
設
の
あ
る
青

少
年
教
育
施
設
の
宿

泊
利
用
者
の
食
料
等

の
備
蓄
の
更
新
・
管
理

Ⅲ
適
正
な
更
新
・管
理
の
実

施
（
２
日
分
）

R
1

・
2
日
分
の
水
・
食
料
の

更
新
完
了

・
備
蓄
物
資
の
保
管
・
管

理
を
実
施

R
2

・
備
蓄
物
資
管
理
要
領
の

策
定

・
備
蓄
物
資
の
保
管
・
管

理
を
実
施

R
3

・
備
蓄
物
資
の
保
管
・
管

理
を
実
施

計 画

・
備
蓄
物
資
の
保

管
・
管
理

・
備
蓄
物
資
の
保

管
・
管
理

・
期
限
切
れ
物
資
の

活
用
検
討

・備
蓄
物
資
の
保

管
・管
理

・期
限
切
れ
物
資
の

更
新
（R
元
年
度
配

付
分
の
一
部
）

・備
蓄
物
資

の
保
管
・
管

理 ・期
限
切
れ

物
資
の
更
新

（R
元
年
度

配
付
分
の
一

部
）

-
-

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

⑧
1

応
急
活
動
に
必
要
と

な
る
資
金
の
支
給
方

法
等
の
研
修
会
で
の

説
明
、
会
計
管
理
局

だ
よ
り
へ
の
記
事
掲
載

に
よ
る
全
職
員
へ
の

周
知

Ⅱ
Ｂ
全
職
員
へ
の
周
知

研
修
会
及
び
会
計
管
理

局
だ
よ
り
で
の
応
急
活
動

に
必
要
と
な
る
資
金
の
支

給
方
法
等
の
周
知

R
1
：研
修
会
４
回
、
会
計

管
理
局
だ
よ
り
４
回

R
2
：会
計
管
理
局
だ
よ
り
４

回
（
研
修
会
２
回
実
施

予
定
で
あ
っ
た
が
対
面
研

修
を
見
送
っ
た
た
め
実
施

せ
ず
。
）

R
3
：w
eb
研
修
（
会
計
事

務
実
務
研
修
）
、
会
計
管

理
局
だ
よ
り
４
回

計 画

研
修
で
の
説
明
、
会

計
管
理
局
だ
よ
り
へ

の
記
事
掲
載
に
よ
る

全
職
員
へ
の
周
知

研
修
で
の
説
明
、
会

計
管
理
局
だ
よ
り
へ

の
記
事
掲
載
に
よ
る

全
職
員
へ
の
周
知

研
修
で
の
説
明
、
会

計
管
理
局
だ
よ
り
へ

の
記
事
掲
載
に
よ
る

全
職
員
へ
の
周
知

取
組
の
継
続

-
-

実 績

193



３
－
１
２

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
対
策

〔
概
要
〕

・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
施
設
の
被
害
を
軽
減
し
、
早
期
に
復
旧
で
き
る
よ
う
に
設
備
の
耐
震
化
や
、
早
期
復
旧
が
で
き
る
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

・
災
害
時
の
応
急
給
水
に
必
要
な
水
源
を
確
保
し
ま
す
。

・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
施
設
の
被
害
を
軽
減
し
、
早
期
に
復
旧
で
き
る
よ
う
に
設
備
の
耐
震
化
や
、
早
期
復
旧
が
で
き
る
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
速
や
か
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
の
た
め
の
対
策
を

検
討
し
ま
す
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
早
期
の
復
旧
に
よ
る
県
民
生
活
の

回
復

共
通

自
助

８
．
早
期
復
旧
復
興
高
知
県
強
靱
化
計
画

国
の
具
体
計
画

県 市
町
村

県
民

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対

策
課

電
気
工
水
課

②
防
災
対
策
を
含
め
た
今
後
の
水
道
事
業
の
目
指
す

べ
き
方
向
性
を
示
す
た
め
、
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

し
ま
す
。

迅
速
な
応
急
活
動
と
水
供
給
体
制
の
早
期
復
旧

共
通

公
助

８
．
早
期
復
旧
復
興
高
知
県
強
靱
化
計
画

県
薬
務
衛
生
課

③
県
の
応
急
活
動
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
市
町

村
に
対
し
研
修
会
や
個
別
支
援
を
通
じ
て
応
急
給

水
計
画
策
定
を
支
援
し
ま
す
。

円
滑
な
応
急
給
水
活
動
に
よ
る
県
民
生
活
の
回
復

共
通

公
助

８
．
早
期
復
旧
復
興
高
知
県
強
靱
化
計
画

県 市
町
村

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対

策
課

薬
務
衛
生
課

④
市
町
村
の
水
道
施
設
の
耐
震
化
を
促
進
し
ま
す
。

被
災
後
の
飲
料
水
の
確
保

共
通

自
助

８
．
早
期
復
旧
復
興
高
知
県
強
靱
化
計
画

県 市
町
村

薬
務
衛
生
課

⑤
応
急
給
水
活
動
に
必
要
な
資
機
材
に
つ
い
て
、
市

町
村
に
よ
る
整
備
を
財
政
支
援
す
る
仕
組
み
を
検

討
し
ま
す
。

早
期
応
急
給
水
活
動
に
よ
る
県
民
生
活
の
回
復

共
通

公
助

８
．
早
期
復
旧
復
興
高
知
県
強
靱
化
計
画

県 市
町
村

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対

策
課

薬
務
衛
生
課

⑥
震
災
時
に
、
下
水
道
の
有
す
る
最
低
限
の
機
能
を

発
揮
で
き
る
よ
う
に
高
須
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
耐
震
対

策
を
進
め
ま
す
。

下
水
道
が
果
た
す
最
低
限
の
機
能
が
早
期
に
復
旧

Ｌ
２

公
助

８
．
早
期
復
旧
復
興
高
知
県
下
水
道
総
合

地
震
対
策
計
画

県
公
園

下
水
道
課

⑦
県
市
町
村
合
同
に
よ
る
災
害
時
の
支
援
訓
練
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
市
町
村
の
下
水
道
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
係
る

取
組
を
支
援
し
ま
す
。

県
及
び
市
町
村
職
員
の
危
機
管
理
意
識
の
向
上

共
通

公
助

８
．
早
期
復
旧
復
興

-
県 市
町
村

公
園

下
水
道
課

⑧
電
力
が
喪
失
し
て
も
稼
働
で
き
る
設
備
を
兼
ね
備
え

て
い
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
中
核
充
填
所
に
お
い
て
、
防
災
拠

点
や
避
難
所
等
へ
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
供
給
を
想
定
し
た

訓
練
を
行
い
ま
す
。

被
災
者
の
早
期
の
生
活
再
建

共
通

公
助

８
．
早
期
復
旧
復
興

-
県 高
知
県
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
協
会

消
防
政
策
課

194



〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①

1

優
先
復
旧
す
る
重
要

施
設
で
の
復
旧
計
画

の
検
討

Ⅱ
Ｂ

優
先
復
旧
す
る
重
要
施

設
で
の
復
旧
計
画
に
向

け
た
実
効
性
の
確
保

・
医
療
施
設
等
の
優
先
し

て
復
旧
す
べ
き
施
設
の

絞
り
込
み

・
四
国
経
済
産
業
局
と
の

連
携
し
た
発
災
直
後
の
電

源
供
給
の
仕
組
み
の
検

討
開
始

計 画

優
先
復
旧
す
べ
き
施
設
（医
療
施
設
）
で
の
道
路
啓
開
計
画
等
を
踏

ま
え
た
復
旧
計
画
検
討

取
組
の
継
続

優
先
復
旧
す
る

重
要
施
設
で
の

復
旧
計
画
に
向

け
た
実
効
性
の

確
保

-

実 績

2

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧

に
か
か
る
情
報
伝
達

体
制
の
構
築
及
び
活

動
拠
点
の
確
保

Ⅱ
Ａ

・
事
業
者
と
の
情
報
伝
達

体
制
の
構
築

・
復
旧
に
必
要
な
車
両
の

駐
車
場
や
資
機
材
の
仮

置
き
場
の
確
保

・
各
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
事
業
者

の
活
動
拠
点
の
確
保
（
３

箇
所
）

・
シ
ス
テ
ム
化
の
検
討

計 画

・
活
動
拠
点
の
確
保

・
シ
ス
テ
ム
の
構
築

・
活
動
拠
点
の
確
保

・
シ
ス
テ
ム
の
構
築

・
情
報
伝
達
体
制
の

構
築

・活
動
拠
点
の
確
保

・シ
ス
テ
ム
の
構
築

・情
報
伝
達
体
制
の

構
築

活
動
拠
点
の

見
直
し

活
動
拠
点
の
確

保 情
報
伝
達
体
制

の
構
築

R
6

実 績

3

高
知
県
公
営
企
業
局

事
業
継
続
計
画
（
電

気
事
業
編
）
の
検
証
と

見
直
し

Ⅱ
Ｂ

震
災
対
応
訓
練
の
実
施

及
び
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直

し

・
震
災
対
応
訓
練
の
実
施

及
び
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直

し

計 画
震
災
対
応
訓
練
の
実
施
及
び
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し

取
組
の
継
続

-
-

実 績

4

高
知
県
公
営
企
業
局

事
業
継
続
計
画
（
工

業
用
水
道
事
業
、
電

気
事
業
編
）
の
検
証
と

見
直
し

Ⅱ
Ｂ

震
災
対
応
訓
練
の
実
施

及
び
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直

し

・
震
災
対
応
訓
練
の
実
施

及
び
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直

し

計 画
震
災
対
応
訓
練
の
実
施
及
び
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し

取
組
の
継
続

-
-

実 績

②
1

水
道
施
設
の
耐
震
化

の
現
状
把
握
や
被
害

想
定
を
支
援

Ⅱ
Ａ
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
完

了
（
R
1）

計 画

施
策
目
標
の
実
現
に
向
け
、
推
進
部
会
及
び
推
進
委
員
会
に
お
い

て
進
捗
管
理
を
図
る

取
組
の
継
続

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の

施
策
目
標
の
実

現

R
11

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

③

1

応
急
給
水
活
動
調
整

マ
ニ
ュ
ア
ル
（
仮
称
）
の

実
効
性
の
確
保

Ⅰ
Ｂ
図
上
訓
練
３
回
実
施

図
上
訓
練
２
回
実
施

計 画

図
上
訓
練
の
継
続

取
組
の
継
続

図
上
訓
練
１
回

実
施
/
年

毎
年

実 績

2
市
町
村
の
応
急
給
水

計
画
策
定
の
支
援

Ⅰ
Ａ

市
町
村
の
水
道
の
応
急

給
水
計
画
策
定
3
0
市

町
村
1
00
％
(3
4/
34
)

応
急
給
水
計
画

４
市
町
村
策
定

1
1％
(4
/3
4
市
町
村
)

応
急
給
水
計
画
策
定
依

頼
（
R
1～
）

・
応
急
給
水
計
画
を
含
む

水
道
B
C
P
の
ひ
な
形
及

び
策
定
参
考
事
例
の
情

報
提
供

・
水
道
B
C
P
策
定
支
援
補

助
制
度
及
び
応
急
給
水

活
動
に
必
要
と
な
る
資
機

材
整
備
補
助
制
度
の
検

討

計 画

1
0
市
町
村
策
定

4
1％
（
14
/3
4）

ひ
な
形
及
び
策
定

参
考
事
例
の
情
報
を

提
供
し
、
実
効
性
を

持
っ
た
応
急
給
水
計

画
の
策
定
に
向
け
た

支
援
を
実
施

1
0
市
町
村
策
定

7
0％
（
24
/3
4）

ひ
な
形
及
び
策
定

参
考
事
例
の
情
報
を

提
供
し
、
実
効
性
を

持
っ
た
応
急
給
水
計

画
の
策
定
に
向
け
た

支
援
を
実
施

10
市
町
村
策
定

10
0％
（
34
/3
4）

ひ
な
形
及
び
策
定

参
考
事
例
の
情
報
を

提
供
し
、
実
効
性
を

持
っ
た
応
急
給
水
計

画
の
策
定
に
向
け
た

支
援
を
実
施

-

市
町
村
の
水
道

の
応
急
給
水
計

画
策
定
率

1
00
％

R
6

実 績

④
1

配
水
池
の
耐
震
化
に

対
す
る
県
の
支
援

Ⅰ
Ａ
４
施
設

(2
2/
22
施
設
・
10
0％
)

配
水
池
の
耐
震
化
1
8

施
設

8
1％
(1
8/
22
)

計 画

配
水
池
の
耐
震
化
に
対
す
る
県
の
支
援

配
水
池
の
耐

震
化
に
対
す

る
県
の
支
援

耐
震
化
2
2
施
設

R
7

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

④
2

市
町
村
の
耐
震
化
事

業
（
管
路
を
含
む
）
に

対
す
る
県
の
支
援

Ⅱ
Ｂ
国
へ
支
援
の
要
請

・
四
国
知
事
会
、
全
国
衛

生
部
長
会
等
に
て
要
望

・
10
県
知
事
会
議
に
よ
る

政
策
提
言

計 画

市
町
村
の
耐
震
化
事
業
（管
路
を
含
む
）
に
対
す
る
県
の
支
援

取
組
の
継
続

－
－

実 績

⑤
1

応
急
給
水
活
動
に
必

要
と
な
る
資
機
材
（
タ

ン
ク
等
）
の
整
備
支
援

補
助
制
度
検
討

Ⅱ
Ｂ

実
効
性
を
も
持
っ
た
応
急

給
水
計
画
の
策
定
の
支

援

応
急
給
水
活
動
に
必
要

と
な
る
資
機
材
整
備
補
助

制
度
の
検
討

計 画

実
効
性
を
持
っ
た
応
急
給
水
計
画
の
策
定
の
支
援

取
組
の
継
続

整
備
完
了

全

市
町
村

－

実 績

⑥
1

高
須
浄
化
セ
ン
タ
ー

の
施
設
の
耐
震
化

Ⅰ
Ａ
水
処
理
施
設
、
焼
却
補

機
棟
、
管
理
棟
の
耐
震
化

・
管
理
棟
（自
家
発
電
機

室
除
く
）、
ポ
ン
プ
棟
等
の

管
理
、
揚
水
施
設
等
の
耐

震
化
完
了

・
汚
泥
処
理
施
設
（機
械

濃
縮
棟
）
の
耐
震
化
工
事

の
完
了

R
1
:工
事
設
計
積
算
(汚
泥
処

理
棟
）
0％

(0
/
2
施
設
）

R
2
:工
事
発
注
･契
約
、
出
来

高
の
確
認
(汚
泥
処
理
棟
）

（
0/
2
施
設
）0
％
(0
/2
施

設
）

R
3
:(
汚
泥
処
理
棟
の
耐
震
化

完
了
（1
/
2
施
設
）
焼
却
補

機
棟
の
耐
震
化
実
施
設
計

完
了

計 画

水
処
理
施
設
（
3～
6

池
）
耐
震
化
工
事
の

発
注

・
水
処
理
施
設
（3
～

6
池
）耐
震
化
工
事

の
実
施

・焼
却
補
機
棟
、
管

理
棟
の
耐
震
化
工

事
の
完
了

管
理
棟
の
耐

震
化
工
事
の

完
了

高
須
浄
化
セ
ン

タ
ー
の
最
低
限

度
の
機
能
確
保

の
た
め
の
耐
震

化
率
1
00
％

R
7

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

⑥
2

高
須
浄
化
セ
ン
タ
ー

の
施
設
の
耐
浪
化

Ⅰ
Ａ
焼
却
補
機
棟
の
耐
浪
化

・
管
理
棟
（自
家
発
電
機

室
除
く
）、
ポ
ン
プ
棟
等
の

管
理
、
揚
水
施
設
等
の
耐

浪
化
完
了

・
汚
泥
処
理
施
設
（機
械

濃
縮
棟
）
の
耐
浪
化
工
事

の
完
了

R
1
:工
事
設
計
積
算
(汚
泥
処

理
棟
）
0％

(0
/
2
施
設
）

R
2
:工
事
発
注
･契
約
、
出
来

高
の
確
認
(汚
泥
処
理
棟
）

0
％
(0
/
2
施
設
）

R
3
:汚
泥
処
理
棟
の
耐
浪
化

完
了
（1
/
2
施
設
）
焼
却
補

機
棟
の
耐
浪
化
実
施
設
計

完
了

計 画

-
-

・焼
却
補
機
棟
耐
浪

化
工
事
の
発
注

・焼
却
補
機

棟
耐
浪
化
工

事
の
完
了

高
須
浄
化
セ
ン

タ
ー
の
最
低
限

度
の
機
能
確
保

の
た
め
の
耐
浪

化
率
1
00
％

R
6

実 績

⑦

1

県
市
町
村
合
同
に
よ

る
災
害
時
支
援
訓
練

（継
続
）
の
実
施

Ⅰ
Ｂ
合
同
訓
練
年
1
回
実
施

年
１
回
実
施

R
1
:1
回
実
施
1
00
％

(1
/
1
回
)

R
2
:1
回
実
施
1
00
％

(1
/
1
回
)

R
3
:1
回
実
施
1
00
％

(1
/
1
回
)

計 画

合
同
訓
練
年
1
回
実
施

取
組
の
継
続

合
同
訓
練
年
1

回
実
施

毎
年

実 績

2
市
町
村
に
よ
る
下
水

道
Ｂ
Ｃ
Ｐ
訓
練
の
実
施

Ⅱ
Ｂ

下
水
道
所
管
市
町
村
に

よ
る
下
水
道
Ｂ
Ｃ
Ｐ
訓
練
：

年
1
回
実
施

下
水
道
所
管
市
町
村
に

よ
る
下
水
道
Ｂ
Ｃ
Ｐ
訓
練
：

年
1
回
実
施

R
1
:1
回
実
施
10
0％

(1
6
/1
6
市
町
村
)

R
2
:1
回
実
施

6
9％

(1
1
/1
6
市
町
村
)

R
3
:1
回
実
施

1
00
％
(1
6/
16
市
町
村
)

計 画

下
水
道
所
管
市
町
村
に
よ
る
下
水
道
Ｂ
Ｃ
Ｐ
訓
練
：
年
1
回
実
施

取
組
の
継
続

下
水
道
所
管
市

町
村
に
よ
る
下

水
道
Ｂ
Ｃ
Ｐ
訓

練
：
年
1
回
実
施

毎
年

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

⑧
1

高
知
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会

が
主
催
す
る
中
核
充

填
所
稼
働
訓
練
開
催

へ
の
協
力

Ⅱ
Ｂ
訓
練
実
施
３
回

H
2
7
か
ら
毎
年
１
回
訓
練

実
施

計 画

年
１
回
実
施

取
組
の
継
続

１
回
実
施
/
年

毎
年

実 績
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３
－
１
３

燃
料
確
保
対
策
の
推
進
（
備
蓄
）

〔
概
要
〕

・
国
か
ら
の
プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
が
始
ま
る
ま
で
に
必
要
と
さ
れ
る
燃
料
を
県
内
で
確
保
し
ま
す
。

・
燃
料
の
代
替
と
し
て
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
活
用
し
ま
す
。

・
国
か
ら
の
プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
が
始
ま
る
ま
で
に
必
要
と
さ
れ
る
燃
料
を
県
内
で
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
自
衛
的
備
蓄
を
促
す
た
め
、
こ
ま
め
な
満
タ
ン
給
油

等
に
つ
い
て
啓
発
を
行
い
ま
す
。

・救
助
・
救
急
、
医
療
活
動
等
の
迅
速
な
実
施

・発
災
時
の
給
油
所
で
の
混
乱
(パ
ニ
ッ
ク
バ
イ
等
)

の
回
避

共
通

自
助

公
助

５
．
地
域
支
援
体
制
高
知
県
燃
料
確
保
計

画

県 市
町
村

県
民

危
機
管
理
・
防
災
課

②
応
急
対
策
活
動
に
必
要
と
な
る
燃
料
の
確
保
を
行

い
ま
す
。

・人
命
の
保
護

・救
助
・
救
急
、
医
療
活
動
等
の
迅
速
な
実
施

・経
済
活
動
の
早
期
復
旧

共
通

公
助

５
．
地
域
支
援
体
制
高
知
県
燃
料
確
保
計

画 高
知
県
強
靱
化
計
画

国
の
具
体
計
画

県 市
町
村

県
民

危
機
管
理
・
防
災
課

装
備
施
設
課

③
市
町
村
庁
舎
や
医
療
機
関
な
ど
重
要
施
設
に
お
け

る
自
家
発
電
設
備
の
整
備
及
び
燃
料
備
蓄
を
行
い

ま
す
。

応
急
対
策
活
動
を
行
う
た
め
の
機
能
の
維
持

共
通

自
助

公
助

-
高
知
県
燃
料
確
保
計

画 応
急
期
懇
談
会
提
言

高
知
県
災
害
時
医
療

救
護
計
画

県 市
町
村

消
防

医
療
機
関

事
業
者

市
町
村
振
興
課

危
機
管
理
・
防
災
課

健
康
長
寿
政
策
課

県
立
病
院
課

④
排
水
機
場
に
お
け
る
自
家
発
電
設
備
の
燃
料
を
確

保
し
ま
す
。

排
水
機
能
の
発
揮

共
通

公
助

-
高
知
県
燃
料
確
保
計

画

県 市
町
村

河
川
課

港
湾
・
海
岸
課

⑤
火
葬
用
燃
料
予
備
タ
ン
ク
設
備
の
整
備
を
促
進
し
ま

す
。

発
災
後
に
お
け
る
火
葬
炉
の
使
用

共
通

公
助

-
高
知
県
燃
料
確
保
計

画

県 市
町
村

事
務
組
合
等

薬
務
衛
生
課

⑥
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
軒
下
在
庫
の
活
用
や
、
ガ
ス
バ
ル
ク
・
発

電
機
等
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

被
災
者
の
生
活
維
持
(暖
房
・
炊
き
出
し
等
へ
の
活

用
)

共
通

自
助

共
助

-
高
知
県
燃
料
確
保
計

画

県 市
町
村

事
業
者

危
機
管
理
・
防
災
課

⑦
応
急
救
助
機
関
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
-
用
燃
料
の
確
保
に

努
め
ま
す
。

県
内
全
域
に
お
け
る
効
率
的
な
応
急
救
助
活
動
の

実
施

共
通

公
助

５
．
地
域
支
援
体
制
高
知
県
燃
料
確
保
計

画

県
危
機
管
理
・
防
災
課
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①

1

県
民
や
防
災
関
係
機

関
は
、
車
両
の
燃
料
タ

ン
ク
の
残
量
が
半
分
に

な
る
前
に
、
こ
ま
め
な

満
タ
ン
給
油
に
努
め

る
。
加
え
て
、
緊
急
通

行
用
車
両
へ
の
優
先

供
給
ル
-
ル
に
つ
い
て

も
啓
発
す
る
。

Ⅰ
Ｂ

燃
料
確
保
に
係
る
啓
発

・
燃
料
タ
ン
ク
の
残
量
が

半
分
に
な
る
前
の
給
油
意

識
率
4
5％

・
燃
料
確
保
計
画
の
策
定

・
ラ
ジ
オ
広
報
（H
2
9.
1
2

月
、
R
3
.5
月
Ｆ
Ｍ
高
知
）

で
日
頃
か
ら
こ
ま
め
に
車

の
燃
料
を
満
タ
ン
に
す
る

こ
と
を
呼
び
か
け

・
ポ
ス
タ
ー
等
で
啓
発
(R
1

～
R
3
)

・
R
1：
20
.9
％

・
R
2：
23
.8
％

・
R
3：
29
.2
％

計 画

・
啓
発
の
継
続

・
県
民
給
油
意
識
率

3
5％

・
啓
発
の
継
続

・
県
民
給
油
意
識
率

4
0％

・啓
発
の
継
続

・
県
民
給
油
意
識
率

45
％

取
組
の
継
続

・燃
料
タ
ン
ク
の

残
量
が
半
分
に

な
る
前
の
給
油

意
識
率
1
00
％

-

実 績

2

県
が
保
有
す
る
全
て

の
公
用
車
に
つ
い
て

は
、
燃
料
タ
ン
ク
の
残

量
が
半
分
に
な
る
前

に
給
油
す
る
よ
う
徹
底

す
る
。

Ⅰ
Ａ

出
先
機
関
を
含
む
全
所

属
の
公
用
車
に
つ
い
て
、

燃
料
半
分
以
上
で
の
返

却
率
10
0％

・
全
所
属
へ
公
用
車
の
こ

ま
め
な
満
タ
ン
給
油
を
通

知
（
３
回
）

・
R
1：
84
.8
％

・
R
2：
88
.1
％

計 画

・
全
所
属
へ
「こ
ま
め

な
満
タ
ン
給
油
の
徹

底
」
を
１
回
通
知

・
燃
料
半
分
以
上
の

返
却
率
9
0％

・
全
所
属
へ
「こ
ま
め

な
満
タ
ン
給
油
の
徹

底
」
を
１
回
通
知

・
燃
料
半
分
以
上
の

返
却
率
9
5％

・全
所
属
へ
「
こ
ま
め

な
満
タ
ン
給
油
の
徹

底
」を
１
回
通
知

・燃
料
半
分
以
上
の

返
却
率
10
0％

取
組
の
継
続

燃
料
半
分
以
上

の
返
却
率

1
00
％

R
6

実 績

②
1

新
た
な
消
防
機
関
等

で
の
燃
料
備
蓄
施
設

整
備
の
継
続

Ⅰ
Ｂ
５
施
設
整
備

消
防
機
関
等
で
燃
料
備

蓄
施
設
を
整
備
８
消
防

９
箇
所
（高
知
市
北
消
防

署
、
南
部
分
署
、
南
国

市
、
土
佐
清
水
市
、
室
戸

市
、
香
南
市
、
中
土
佐

町
、
高
吾
北
、
香
美
市
）

・
R
1：
1
施
設

・
R
2：
2
施
設

・
R
3：
1
施
設

計 画

市
町
村
へ
整
備
を

呼
び
か
け

３
施
設
整
備

市
町
村
へ
整
備
を

呼
び
か
け

１
施
設
整
備

市
町
村
へ
整
備
を

呼
び
か
け

１
施
設
整
備

取
組
の
継
続

1
5
消
防
単
位
で

最
低
１
施
設
整

備

-

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

②
2

発
災
後
の
警
察
活
動

に
必
要
な
燃
料
の
確

保

Ⅰ
Ａ

燃
料
備
蓄
施
設
1
施
設

整
備

(2
/2
施
設
・
10
0％
)

燃
料
備
蓄
施
設
1
施
設

(機
動
隊
)整
備

5
0％

(1
/
2)

R
1
～
R
3

「
高
知
県
燃
料
確
保
計

画
」
に
基
づ
く
対
応

計 画

・
「高
知
県
燃
料
確

保
計
画
」
に
基
づ
く

対
応

・
燃
料
備
蓄
施
設
１

施
設
整
備

・
「高
知
県
燃
料
確

保
計
画
」
に
基
づ
く

対
応

・
燃
料
備
蓄
施
設
１

施
設
整
備

・「
高
知
県
燃
料
確

保
計
画
」に
基
づ
く

対
応

・燃
料
備
蓄
施
設
１

施
設
整
備

・「
高
知
県
燃

料
確
保
計

画
」に
基
づ
く

対
応

・燃
料
備
蓄

施
設
１
施
設

整
備

燃
料
備
蓄
施
設

１
施
設
整
備

R
9

実 績

③

1

市
町
村
庁
舎
の
自
家

発
電
設
備
整
備
の
促

進

Ⅰ
Ｂ

市
町
村
庁
舎
の
自
家
発

電
設
備
の
保
有
率

1
00
%
(3
4/
34
市
町
村
)

市
町
村
庁
舎
の
自
家
発

電
設
備
の
保
有
率

9
1％

(3
1
/3
4
市
町
村
)

計 画

自
家
発
電
設
備
未
整
備
市
町
村
に
対
す
る
働
き
か
け

取
組
の
継
続

全
市
町
村
庁
舎

の
自
家
発
電
設

備
を
整
備

-

実 績

2

医
療
機
関
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
や

計
画
等
で
想
定
さ
れ

る
燃
料
需
要
量
を
基

に
必
要
な
備
蓄
量
を

確
保

Ⅱ
Ｂ
病
院
に
お
い
て
３
日
分
以

上
の
備
蓄
燃
料
を
確
保

・
医
療
機
関
に
対
し
自
家

発
電
設
備
用
の
備
蓄
燃

料
の
確
保
に
つ
い
て
働
き

か
け
を
実
施

３
日
分
以
上
の
燃
料
確
保

済
み 病
院
23
％
（2
8/
12
2）

う
ち

災
害
拠
点
病
院
1
0/
12

救
護
病
院

1
2/
56

そ
の
他

6
/5
4

計 画

・
備
蓄
燃
料
確
保
の
必
要
性
に
つ
い
て
啓
発

・
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
・見
直
し
に
つ
い
て
の
働
き
か
け

・
補
助
制
度
の
継
続

取
組
の
継
続

-
－

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

④

1

72
時
間
以
上
の
連
続

運
転
が
可
能
と
な
る
よ

う
排
水
機
場
や
ポ
ン
プ

場
の
燃
料
タ
ン
ク
増
設

を
検
討

Ⅰ
Ｂ

・
排
水
機
場
の
耐
震
化

（
1/
1）

・
発
災
後
の
連
続
運
転
を

可
能
と
す
る
た
め
の
対
策

を
検
討

耐
震
化
を
実
施
（
1
基
）

計 画

施
設
の
耐
水
化
状
況
に
応
じ
て
、
発
災
後
の
連
続
運
転
を
可
能
と
す

る
た
め
の
対
策
を
検
討

取
組
の
継
続

-
-

実 績

2

排
水
機
場
や
ポ
ン
プ

場
の
燃
料
補
給
の
タ
イ

ミ
ン
グ
を
ル
-
ル
化
す
る

な
ど
、
平
時
か
ら
排
水

機
場
等
の
燃
料
を
確

保
し
て
お
く
た
め
の
運

用
に
つ
い
て
検
討

Ⅱ
Ｂ
平
時
か
ら
の
燃
料
確
保

方
法
つ
い
て
検
討

排
水
機
場
や
ポ
ン
プ
場

に
つ
い
て
、
現
状
の
燃
料

補
給
の
タ
イ
ミ
ン
グ
等
を

土
木
事
務
所
と
確
認

計 画

平
時
か
ら
排
水
機
場
等
の
燃
料
を
確
保
し
て
お
く
た
め
の
運
用
に
つ

い
て
検
討

取
組
の
継
続

-
-

実 績

⑤

1

火
葬
場
の
自
衛
的
な

備
蓄
を
図
る
た
め
の
、

燃
料
タ
ン
ク
の
増
強
及

び
こ
ま
め
な
給
油
等
の

啓
発

Ⅱ
Ｂ

火
葬
場
の
燃
料
タ
ン
ク
の

下
限
量
の
見
直
し
及
び
こ

ま
め
な
満
タ
ン
給
油
の
実

施

9
/1
0
施
設
整
備
済

・
以
下
の
４
施
設
は
火
葬

用
燃
料
予
備
タ
ン
ク
設
備

整
備
に
対
す
る
支
援
を
実

施 【
H
28
】宿
毛
市
、
室
戸
市

【
H
29
】中
土
佐
町
、
中
芸

広
域
連
合

【
R
3】
高
吾
北
広
域
連
合

計 画

残
り
2
火
葬
場
（１
施
設
は
Ｌ
２
時
の
み
使
用
可
能
）の
対
応
検
討

取
組
の
継
続

発
災
時
（
L
２
）
に

火
葬
可
能
な
火

葬
場
１
１

発
災
時
（
L
１
）
に

火
葬
可
能
な
火

葬
場
１
２

－

実 績

2
Ⅱ
Ｂ

・
平
時
燃
料
備
蓄
量
の
確

認 ・
燃
料
タ
ン
ク
の
こ
ま
め
な

給
油
の
啓
発

計 画

機
会
を
捉
え
て
の
啓
発
の
継
続

取
組
の
継
続

－
－

実 績

203



N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

⑥
1

県
や
市
町
村
庁
舎
、

避
難
所
、
病
院
・
介
護

施
設
等
に
災
害
対
応

型
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
バ
ル
ク
を

導
入
す
る
こ
と
を
積
極

的
に
検
討

Ⅱ
Ｂ

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
な
ど
関
係

機
関
と
調
整
、
検
討
を
行

う
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ

て
災
害
対
応
型
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

バ
ル
ク
を
導
入

・
ガ
ス
発
電
機
の
整
備

（
室
戸
広
域
公
園
を
除
く
７

総
合
防
災
拠
点
、
中
央

西
福
祉
保
健
所
、
中
央

東
福
祉
保
健
所
、
山
田

養
護
学
校
、
盲
学
校
、
高

知
若
草
養
護
学
校
子
鹿

園
分
校
、
日
高
養
護
学

校
、
中
村
特
別
支
援
学

校
）

計 画

・
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
な
ど
関
係
機
関
と
の
調
整
、
検
討

・
必
要
に
応
じ
て
導
入

取
組
の
継
続

－
－

実 績

⑦

1

総
合
防
災
訓
練
等
で

他
機
関
の
ヘ
リ
コ
プ
タ

-
に
よ
る
給
油
訓
練
を

実
施

Ⅰ
Ｂ
年
１
回
以
上
の
給
油
訓
練

の
継
続
実
施

給
油
訓
練
を
実
施

・
R
1：
１
回

・
R
2：
１
回

・
R
3：
１
回

計 画

１
回
以
上
の
給
油
訓

練
の
実
施

１
回
以
上
の
給
油
訓

練
の
実
施

１
回
以
上
の
給
油
訓

練
の
実
施

取
組
の
継
続

１
回
以
上
の
給

油
訓
練
の
実
施
/

年

毎
年

実 績

2

県
東
部
な
ど
遠
隔
地

に
航
空
燃
料
タ
ン
ク
等

の
設
置
を
検
討

民
間
事
業
者
と
連
携

し
、
県
内
で
の
航
空
燃

料
タ
ン
ク
の
整
備
を
推

進

Ⅱ
Ｂ
設
置
の
継
続
検
討

検
討
を
継
続

計 画
検
討
の
実
施

取
組
の
継
続

-
-

実 績
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３
－
１
４

燃
料
確
保
対
策
の
推
進
（
供
給
、
輸
送
）

〔
概
要
〕

燃
料
供
給
を
継
続
で
き
る
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
災
害
対
応
型
給
油
所
の
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

緊
急
車
両
や
道
路
啓
開
の
た
め
の
重
機
へ
の
燃
料

供
給
を
継
続
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
る

円
滑
な
応
急
活
動
の
実
施

共
通

公
助

５
．
地
域
支
援
体
制
高
知
県
燃
料
確
保
計
画
県 市
町
村

事
業
者

消
防
政
策
課

②
臨
時
給
油
拠
点
や
必
要
な
資
機
材
に
つ
い
て
管
轄

の
消
防
本
部
と
協
議
を
行
う
と
と
も
に
事
前
計
画
を

作
成
し
ま
す
。

中
核
給
油
所
や
災
害
対
応
型
給
油
所
が
不
足
す
る

地
域
な
ど
に
お
け
る
燃
料
確
保

共
通

自
助

公
助

５
．
地
域
支
援
体
制
高
知
県
燃
料
確
保
計
画
事
業
者

国 県 市
町
村

危
機
管
理
・
防
災
課

③
プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
の
受
入
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う

重
点
継
続
供
給
が
行
わ
れ
る
施
設
を
増
や
す
と
と
も

に
、
災
害
対
策
本
部
の
対
処
力
を
向
上
さ
せ
ま
す
。

・国
か
ら
の
プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
を
受
入
れ
、
県
内
重

要
施
設
に
燃
料
を
行
き
渡
ら
せ
る

・災
害
対
策
本
部
事
務
局
の
具
体
的
な
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
し
、
対
処
力
の
向
上

共
通

公
助

５
．
地
域
支
援
体
制
高
知
県
燃
料
確
保
計
画
事
業
者

国 県

危
機
管
理
・
防
災
課

④
燃
料
供
給
の
た
め
の
輸
送
車
両
等
を
確
保
し
ま
す
。
迅
速
か
つ
円
滑
な
燃
料
供
給
の
た
め
の
輸
送
車
両

等
の
確
保

共
通

自
助

公
助

５
．
地
域
支
援
体
制
高
知
県
燃
料
確
保
計
画
事
業
者

県

危
機
管
理
・
防
災
課
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①

1

各
市
町
村
等
が
実
施

す
る
災
害
対
応
型
給

油
所
の
整
備
補
助
へ

の
支
援

Ⅰ
Ａ
2
4
箇
所
整
備

(1
89
/2
51
箇
所
・
75
％
)

整
備
率
6
5.
7％

（
16
5/
25
1
箇
所
）

計 画

各
市
町
村
等
が
実

施
す
る
災
害
対
応
型

給
油
所
の
整
備
補

助
へ
の
支
援

8
箇
所
整
備

各
市
町
村
等
が
実

施
す
る
災
害
対
応
型

給
油
所
の
整
備
補

助
へ
の
支
援

8
箇
所
整
備

各
市
町
村
等
が
実

施
す
る
災
害
対
応
型

給
油
所
の
整
備
補

助
へ
の
支
援

8
箇
所
整
備

各
市
町
村
等

が
実
施
す
る

災
害
対
応
型

給
油
所
の
整

備
補
助
へ
の

支
援

17
箇
所
整
備

2
06
箇
所
整
備

(2
51
箇
所
の
う
ち

整
備
意
向
の
な

い
4
5
箇
所
を
除

く
）

R
8

実 績

2

県
の
「
災
害
対
応
型
給

油
所
整
備
促
進
事
業

費
補
助
金
」
で
平
成

27
年
度
以
降
に
整
備

し
た
災
害
対
応
型
給

油
所
の
稼
働
状
況
を

集
約
・
把
握
す
る
手
法

を
検
討
す
る
。

Ⅰ
Ａ

発
災
時
に
稼
働
状
況
を

集
約
・
把
握
す
る
方
法
を

確
立
す
る

災
害
時
に
稼
働
状
況
を

集
約
・
把
握
す
る
方
法
の

検
討

計 画

集
約
方
法
の
検
討
を

行
い
、
具
体
的
な
方

法
を
確
立
し
、
訓
練

に
よ
り
実
効
性
を
検

証
（
マ
ニ
ュ
ア
ル
等

作
成
）

訓
練
に
よ
り
実
効
性

を
検
証

訓
練
に
よ
り
実
効
性

を
検
証

取
組
の
継
続

集
約
・
把
握
方

法
の
確
立
及
び

訓
練
に
よ
る
検

証

R
6

実 績

②
1

臨
時
給
油
拠
点
を
選

定
し
、
供
給
対
象
車
両

や
供
給
ル
ー
ル
等
を

作
成

Ⅰ
Ｂ
臨
時
給
油
拠
点
の
整
備

２
箇
所

検
討
を
継
続

計 画

・
供
給
ル
ー
ル
作
成

・
２
箇
所
整
備

訓
練
の
実
施

・訓
練
の
実
施

・
さ
ら
な
る
整
備
を
検

討

取
組
の
継
続

－
－

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

②
2

燃
料
供
給
に
関
す
る

協
定
等
の
締
結
の
促

進
及
び
締
結
し
た
協

定
等
の
実
効
性
を
高

め
る
た
め
の
具
体
的
な

要
請
手
順
や
連
絡
体

制
を
確
立
し
、
そ
れ
に

基
づ
く
継
続
的
な
訓

練
を
実
施

Ⅰ
Ｂ
・
協
定
締
結
を
促
進

・
年
１
回
訓
練
を
実
施

高
知
県
総
合
防
災
訓
練

に
お
い
て
、
総
合
防
災
拠

点
へ
仮
設
ミ
ニ
S
S
を
設

置
し
、
給
油
訓
練
を
実
施

（
H
27
、
H
2
8、
H
29
、

H
3
0、
R
1
）

石
油
連
盟
と
の
覚
書
を
改

定
（
R
1）

計 画

・
年
１
回
訓
練
を
実
施

取
組
の
継
続

訓
練
１
回
実
施
/

年
毎
年

実 績

③
1

こ
れ
ま
で
県
が
整
備
を

行
っ
て
き
た
災
害
対
応

型
給
油
所
を
災
害
対

応
型
中
核
給
油
所
等

と
し
て
位
置
づ
け
る
よ

う
、
高
知
県
石
油
業
協

同
組
合
と
と
も
に
事
業

者
と
調
整
の
う
え
、
経

済
産
業
省
資
源
エ
ネ

ル
ギ
-
庁
等
に
対
し
て

働
き
か
け

Ⅱ
Ｂ

経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ

ル
ギ
ー
庁
、
石
油
連
盟
へ

の
働
き
か
け
を
実
施

・
国
（資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
）
が
行
っ
た
事
業
に
よ
り

災
害
対
応
型
中
核
給
油

所
が
県
内
で
５
カ
所
指
定

・
石
油
業
協
同
組
合
、
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
、
四
国

経
済
産
業
局
と
協
議

計 画

・
石
油
業
協
同
組

合
、
事
業
者
と
の
調

整 ・
経
済
産
業
省
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
、
石

油
連
盟
へ
の
働
き
か

け

・
事
業
者
の
抽
出
、

協
議

・
災
害
応
急
型
給
油

所
を
災
害
対
応
型

中
核
給
油
所
や
優

先
供
給
施
設
と
し
て

位
置
づ
け

取
組
の
継
続

－
－

実 績

④
1

発
災
時
に
利
用
可
能

な
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
及

び
県
内
の
ミ
ニ
ロ
ー
リ

ー
の
保
有
状
況
を
把

握
し
、
発
災
時
の
活
用

に
つ
い
て
関
係
機
関

と
検
討

Ⅱ
Ｂ

保
有
状
況
を
調
査
し
、
関

係
機
関
と
の
対
策
と
発
災

時
の
活
用
を
検
討

・
「高
知
県
石
油
基
地
等

地
震
・
津
波
対
策
検
討

会
」
に
お
い
て
、
最
悪
の

被
災
シ
ナ
リ
オ
を
作
成

し
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
の
流

出
防
止
対
策
に
つ
い
て

検
討

・
基
礎
調
査
に
お
い
て
、

各
消
防
本
部
の
移
動
タ
ン

ク
貯
蔵
所
調
に
よ
り
タ
ン
ク

ロ
ー
リ
ー
数
を
把
握

計 画

・
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
及

び
ミ
ニ
ロ
ー
リ
ー
の

保
有
状
況
を
調
査

（
他
県
調
査
含
む
）

・
関
係
機
関
と
の
対

策
を
協
議
・検
討

・
発
災
時
の
活
用
方

法
の
検
討

取
組
の
継
続

－
－

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

④
2

燃
料
供
給
に
係
る
関

係
機
関
と
の
連
携
強

化
を
図
る
た
め
、
タ
ン

ク
ロ
-
リ
-
や
ミ
ニ
ロ
-
リ
-

を
活
用
し
た
燃
料
輸

送
に
係
る
訓
練
を
実

施

Ⅰ
Ｂ
年
１
回
訓
練
を
実
施

総
合
防
災
訓
練
に
お
い

て
、
輸
送
訓
練
を
実
施

計 画

訓
練
を
実
施

訓
練
を
実
施

訓
練
を
実
施

取
組
の
継
続

訓
練
１
回
実
施
/

年
毎
年

実 績
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３
－
１
５

燃
料
確
保
対
策
の
推
進
（
横
断
的
、
総
合
的
対
策
）

〔
概
要
〕

・
国
か
ら
の
プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
が
始
ま
る
ま
で
に
必
要
と
さ
れ
る
燃
料
を
県
内
で
確
保
し
ま
す
。

・
孤
立
が
想
定
さ
れ
る
地
域
で
の
燃
料
を
確
保
し
ま
す
。

・
国
か
ら
の
プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
が
始
ま
る
ま
で
に
医
療
救
護
活
動
等
に
必
要
と
さ
れ
る
燃
料
を
県
内
で
確
保
し
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
災
害
時
の
燃
料
確
保
に
関
す
る
平
時
か
ら
の
備
え

等
に
つ
い
て
啓
発
し
ま
す
。

・人
命
の
保
護

・救
助
・
救
急
、
医
療
活
動
等
の
迅
速
な
実
施

・燃
料
備
蓄
の
効
果

・発
災
時
の
給
油
所
で
の
混
乱
(パ
ニ
ッ
ク
バ
イ
等
)

の
回
避

・経
済
活
動
の
早
期
復
旧

共
通

自
助

公
助

５
．
地
域
支
援
体
制
高
知
県
燃
料
確
保
計
画
県 市
町
村

県
民

危
機
管
理
・
防
災
課

②
孤
立
が
想
定
さ
れ
る
地
域
に
お
い
て
は
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
燃
料
対
策
を
検
討
し
ま
す
。

孤
立
地
域
へ
の
対
策
の
推
進

共
通

自
助

共
助

公
助

５
．
地
域
支
援
体
制
高
知
県
燃
料
確
保
計
画
県 市
町
村

危
機
管
理
・
防
災
課

③
医
療
救
護
活
動
等
に
必
要
な
燃
料
を
確
保
し
ま
す
。
医
療
機
関
等
の
機
能
維
持

共
通

自
助

公
助

-
高
知
県
災
害
時
医
療

救
護
計
画

応
急
期
懇
談
会
提
言

高
知
県
燃
料
確
保
計
画

医
療
機
関

国 県 市
町
村

健
康
長
寿
政
策
課
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①
1

災
害
対
応
車
両
の
定

義
を
明
確
化
す
る
と
も

に
、
優
先
供
給
の
際

に
掲
示
す
る
ス
テ
ッ
カ

-
等
、
円
滑
な
給
油
の

た
め
に
必
要
な
仕
組

み
に
つ
い
て
検
討

Ⅱ
Ｂ

円
滑
な
給
油
を
行
う
仕
組

み
に
つ
い
て
検
討
を
実

施

協
議
を
継
続

計 画

・
他
県
調
査

・
災
害
対
応
車
両
の

定
義
の
明
確
化

・
ル
ー
ル
作
り

・事
業
者
と
協
議

取
組
の
継
続

-
-

実 績

②
1

孤
立
地
域
に
お
い
て

必
要
な
対
策
を
検
討

す
る
た
め
、
モ
デ
ル
地

区
に
お
い
て
、
燃
料
対

策
な
ど
必
要
な
対
策

を
総
合
的
に
検
討

Ⅱ
Ｂ
孤
立
地
区
対
策
の
整
理

市
町
村
調
査
を
実
施

計 画

・
他
県
、
市
町
村
調

査
孤
立
地
区
対
策
の
整
理

取
組
の
継
続

-
-

実 績

③

1

病
院
の
自
家
発
電
設

備
保
有
率

10
0％
（
12
2/
12
2)

※
ポ
ー
タ
ブ
ル
発
電

機
含
む

Ⅰ
Ａ

病
院
の
自
家
発
電
設
備

保
有
率

1
00
％
（1
22
/1
22
)

※
ポ
ー
タ
ブ
ル
発
電
機
含

む

病
院
の
自
家
発
電
設
備

整
備
率

9
7％
（
11
8/
12
2）

計 画

自
家
発
電
設
備
整

備
２
病
院

自
家
発
電
設
備
整

備
1
病
院

自
家
発
電
設
備
整

備
1
病
院

完
了

自
家
発
電
設
備

の
保
有
全
病

院

R
6

実 績

2

医
薬
品
卸
売
販
売
業

者
に
対
し
て
、
医
薬
品

等
の
運
搬
用
車
両
確

保
の
必
要
性
を
啓
発

し
、
取
組
の
促
進

Ⅱ
Ｂ

医
薬
品
卸
売
販
売
業
者

に
お
け
る
災
害
用
医
薬

品
等
の
運
搬
用
車
両
の

確
保

・
県
内
主
要
医
薬
品
卸
売

販
売
業
者
４
社
と
も
自
家

発
電
設
備
を
整
備
（
R
2）

・
医
薬
品
卸
業
協
会
に
対

し
、
燃
料
確
保
の
必
要
性

を
啓
発

計 画

・
緊
急
通
行
車
両
の
燃
料
確
保
策
と
し
て
、
早
期
給
油
に
係
る
働
き

か
け

・
自
家
発
電
設
備
に
係
る
備
蓄
燃
料
の
確
保
の
働
き
か
け

・
医
薬
品
の
品
質
確
保
に
必
要
な
体
制
整
備
（
保
冷
剤
備
蓄
）
の
働

き
か
け

取
組
の
継
続

-
-

実 績

210



N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

③
3

医
療
機
関
に
お
け
る

L
P
ガ
ス
や
自
然
エ
ネ

ル
ギ
-
等
の
代
替
エ
ネ

ル
ギ
-
に
よ
る
発
電
設

備
の
整
備
を
促
進

Ⅱ
Ｂ

燃
料
の
備
蓄
が
困
難
な

病
院
な
ど
が
、
規
模
や
被

災
時
に
果
た
す
べ
き
機

能
に
応
じ
た
多
様
な
エ
ネ

ル
ギ
-
手
段
整
備
の
有
用

性
を
理
解

・
複
数
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
手

段
を
整
備
す
る
こ
と
の
有

用
性
に
つ
い
て
、
医
療
機

関
へ
病
院
立
入
検
査
や

医
師
向
け
研
修
会
等
で

啓
発

計 画

複
数
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
手
段
を
整
備
す
る
こ
と
の
有
用
性
に
つ
い
て
啓

発 ・
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
・見
直
し
に
つ
い
て
働
き
か
け

・
補
助
制
度
の
継
続

取
組
の
継
続

全
て
の
病
院
に

お
い
て
燃
料
備

蓄
及
び
代
替
エ

ネ
ル
ギ
-
を
活
用

し
て
、
３
日
程
度

の
間
、
必
要
と
な

る
電
源
が
確
保

で
き
て
い
る

-

実 績
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３
－
１
６

孤
立
対
策
の
促
進

〔
概
要
〕

連
絡
通
信
手
段
確
保
の
た
め
に
、
通
信
連
絡
体
制
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
緊
急
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
-
離
着
陸
場
整
備
を
支
援
し
ま

す
。

孤
立
集
落
へ
の
支
援
体
制
の
確
立

共
通

公
助

５
．
地
域
支
援
体
制
高
知
県
強
靱
化
計
画

県
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対

策
課

②
衛
星
携
帯
電
話
等
の
配
置
を
支
援
し
ま
す
。

孤
立
集
落
へ
の
通
信
手
段
の
確
保

共
通

公
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

県
危
機
管
理
・
防
災
課

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対

策
課
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①
1

緊
急
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

離
着
陸
場
整
備
の
支

援

Ⅰ
Ａ
1
2
箇
所
整
備

9
4
箇
所
整
備
済
み

8
8％
（
94
/1
06
）

計 画

市
町
村
か
ら
の
要
請

に
応
じ
、
交
付
金
な

ど
に
よ
る
支
援
・
助

言
（
３
箇
所
）

市
町
村
か
ら
の
要
請

に
応
じ
、
交
付
金
な

ど
に
よ
る
支
援
・
助

言
（
４
箇
所
）

市
町
村
か
ら
の
要
請

に
応
じ
、
交
付
金
な

ど
に
よ
る
支
援
・
助

言
（５
箇
所
）

完
了

1
06
箇
所
整
備

完
了

R
6

実 績

②
1

衛
星
携
帯
電
話
等
の

配
置
の
支
援

Ⅱ
B
配
置
方
針
の
決
定
し
た
市

町
村
へ
の
補
助
を
実
施

3
1
市
町
村
が
整
備
（
本

山
町
、
土
佐
町
、
三
原
村

以
外
）

R
1
：３
市
町
村

R
2
：５
市
町
村

計 画

・
衛
星
携
帯
電
話
の
整
備
に
つ
い
て
、
代
替
手
段
含
め
て
各
市
町
村

の
方
針
に
基
づ
い
た
整
備
に
対
し
て
、
補
助
金
な
ど
に
よ
る
支
援
・

助
言

市
町
村
か
ら

の
要
請
に
応

じ
、
補
助
金

な
ど
に
よ
る
支

援
・助
言

全
市
町
村
で
連

絡
、
通
信
手
段

の
確
保

-

実 績
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３
－
１
７

遺
体
対
策
の
推
進

〔
概
要
〕

・
災
害
時
の
遺
体
へ
の
対
応
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
検
視
や
火
葬
に
関
す
る
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

・
高
知
県
広
域
火
葬
計
画
に
基
づ
き
、
広
域
火
葬
及
び
遺
体
の
適
切
な
取
扱
い
を
行
い
ま
す
。

・
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
死
者
、
行
方
不
明
者
の
公
表
基
準
や
手
順
を
定
め
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
遺
体
に
対
す
る
適
切
な
処
置
を
行
う
た
め
に
遺
体
収

納
袋
や
検
視
用
装
備
資
機
材
等
の
購
入
備
蓄
、
Ｄ

Ｎ
Ａ
型
検
査
室
の
増
設
、
検
視
場
所
の
選
定
支
援

を
行
い
ま
す
。

・円
滑
な
遺
体
へ
の
対
応
に
よ
り
、
遺
体
の
埋
火
葬

を
迅
速
に
実
施

・身
元
関
係
資
料
鑑
定
体
制
の
整
備
に
よ
る
身
元
不

明
者
の
迅
速
な
特
定

共
通

公
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

県 市
町
村

捜
査
第
一
課

科
学
捜
査
研
究
所

②
情
報
伝
達
訓
練
、
研
修
会
(年
１
回
)を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
、
広
域
火
葬
計
画
を
改

訂
す
る
と
と
も
に
、
遺
体
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
及
び
火

葬
場
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
改
訂
を
促
し
ま
す
。

実
効
性
の
あ
る
計
画
や
Ｂ
Ｃ
Ｐ
等
に
よ
る
広
域
火
葬

体
制
の
確
保

共
通

公
助

-
高
知
県
広
域
火
葬
計
画
県 市
町
村

広
域
連
合
等

薬
務
衛
生
課

214



〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①

1
検
視
用
装
備
資
機
材

の
整
備

Ⅰ
Ａ

浄
水
器
３
基
整
備

(５
/1
2
基
・
42
％
)

(組
立
式
水
槽
６
槽
整
備

(９
/2
4
基
・
38
％
)

バ
ル
ー
ン
ラ
イ
ト
整
備
率

1
00
％
(2
0/
20
基
)

R
1
：３
基
整
備

R
2
：５
基
整
備

・
浄
水
器
整
備
率
16
％

（
2/
12
基
）

R
2
：１
基
整
備

R
3
：１
基
整
備

・
組
立
式
水
槽
整
備
率

1
2％
（
３
/
24
槽
）

R
2
：２
基
整
備

R
3
：１
基
整
備

計 画

浄
水
器
１
基
整
備

組
立
式
水
槽
２
槽
整

備

浄
水
器
１
基
整
備

組
立
式
水
槽
２
槽
整

備

浄
水
器
１
基
整
備

組
立
式
水
槽
２
槽
整

備

浄
水
器
９
基

整
備

組
立
式
水
槽

18
槽
整
備

・
バ
ル
-
ン
ラ
イ
ト

2
0
基
整
備

・
浄
水
器

1
2
基
整
備

・
組
立
式
水
槽

2
4
槽
整
備

・
バ
ル
-ン

ラ
イ
ト

R
3

・
浄
水
器

R
14

・
組
立
式

水
槽

R
14

実 績

2
検
視
活
動
全
般
に
お

け
る
感
染
予
防
対
策

Ⅰ
Ａ

タ
イ
ベ
ッ
ク
ス
ー
ツ
、
感
染

防
止
資
機
材
の
調
達

1
00
％
（2
40
/2
40
着
）

感
染
症
予
防
に
係
る
巡

回
研
修
会
の
実
施

・
タ
イ
ベ
ッ
ク
ス
ー
ツ
整
備

率
5
8％

（
14
0/
24
0
着
）

R
2
：1
40
着
整
備

計 画

・
タ
イ
ベ
ッ
ク
ス
ー

ツ
、
感
染
防
止
機
材

の
調
達
（
10
0
着
）

・
感
染
症
予
防
に
係

る
巡
回
研
修
会
の
実

施

・
タ
イ
ベ
ッ
ク
ス
ー

ツ
、
感
染
防
止
機
材

の
調
達

・
感
染
症
予
防
に
係

る
巡
回
研
修
会
の
実

施

・タ
イ
ベ
ッ
ク
ス
ー

ツ
、
感
染
防
止
機
材

の
調
達

・感
染
症
予
防
に
係

る
巡
回
研
修
会
の
実

施

・タ
イ
ベ
ッ
ク

ス
ー
ツ
、
感
染

防
止
機
材
の

調
達

・感
染
症
予

防
に
係
る
巡

回
研
修
会
の

実
施

タ
イ
ベ
ッ
ク
ス
ー

ツ
、
感
染
防
止

資
機
材
の
調
達

2
40
着

R
4

実 績

3

Ｄ
Ｎ
Ａ
型
検
査
室
の
増

設
、
身
元
関
係
資
料

鑑
定
体
制
の
強
化
、

整
備

Ⅰ
Ａ
第
二
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
検
査
室
設

置
等
（
10
0％
）

R
3
基
本
設
計
を
実
施
し
、

実
施
設
計
予
算
を
要
望

中

計 画

・
第
二
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
検

査
室
設
置
に
関
す
る

実
施
設
計

・
第
二
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
検

査
室
設
置
工
事

・鑑
定
機
材
整
備

・運
用
開
始

完
了

第
二
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
検

査
室
設
置
及
び

運
用
開
始

R
6

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

②

1
広
域
火
葬
計
画
の
実

効
性
の
確
保

Ⅰ
Ｂ

情
報
伝
達
訓
練
、
研
修

会
等
の
実
施

広
域
火
葬
計
画
の
検
証

と
見
直
し

情
報
伝
達
訓
練
（
H
30
：1

回
、
R
1
：1
回
、
R
2：
3

回
、
R
3
：3
回
）

研
修
会
（
年
１
回
）

計 画

情
報
伝
達
訓
練
の
実
施
（年
1
回
以
上
）

取
組
の
継
続

情
報
伝
達
訓

練
、
研
修
会
等

の
実
施
(１
回
開

催
)/
年

毎
年

実 績

2

訓
練
に
よ
る
マ
ニ
ュ
ア

ル
(安
置
所
・
仮
埋
葬

地
含
む
)・
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
実

効
性
の
確
保

Ⅱ
Ｂ

訓
練
を
通
し
て
必
要
に
応

じ
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
・
Ｂ
Ｃ
Ｐ

の
改
訂

遺
体
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
及

び
火
葬
場
Ｂ
Ｃ
Ｐ
へ
感
染

症
対
策
に
関
す
る
内
容
を

追
加

・
全
市
町
村
、
全
施
設
で

マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
及
び
Ｂ

Ｃ
Ｐ
策
定

・
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い

た
訓
練
実
施
（
R
1）
（R
3

実
施
）

計 画

マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
及
び
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
改
訂
促
進

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い
た
訓
練
実
施

取
組
の
継
続

－
－

実 績
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３
－
１
８

災
害
時
の
医
療
救
護
体
制
の
整
備

〔
概
要
〕

災
害
時
の
医
療
救
護
活
動
を
担
う
人
材
の
育
成
や
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
体
制
づ
く
り
に
継
続
的
に
取
り
組
み
、
発
災
時
に
迅
速
か
つ
適
切
に
行
動
で
き
る
体
制
を
整
備

し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
医
療
機
関
が
早
期
に
診
療
再
開
で
き
る
体
制
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
県
及
び
市
町
村
等
が
実
施
す
る
応
急
的
な
医
療
救

護
活
動
に
つ
い
て
定
め
た
高
知
県
災
害
時
医
療
救

護
計
画
の
見
直
し
を
随
時
行
い
ま
す
。

円
滑
な
医
療
救
護
活
動
の
実
施

共
通

公
助

３
．
医
療
救
護
体
制
高
知
県
強
靱
化
計
画

国
の
具
体
計
画

県 市
町
村

医
療
機
関

県
医
師
会

県
歯
科
医
師
会

県
薬
剤
師
会

健
康
長
寿
政
策
課

健
康
対
策
課

②
効
率
的
な
医
療
救
護
活
動
を
実
施
す
る
た
め
、
軽

傷
者
へ
の
応
急
手
当
や
搬
送
の
技
術
を
よ
り
多
く
の

県
民
に
身
に
つ
け
て
も
ら
え
る
仕
組
み
を
構
築
し
ま

す
。

住
民
に
よ
る
迅
速
で
効
果
的
な
応
急
手
当
の
実
施

共
通

自
助

共
助

３
．
医
療
救
護
体
制
高
知
県
強
靱
化
計
画

国
の
具
体
計
画

県 市
町
村

県
民

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対

策
課

消
防
政
策
課

医
事
薬
務
課

③
市
町
村
に
お
け
る
地
域
ご
と
の
医
療
救
護
プ
ラ
ン

(行
動
計
画
)の
バ
-ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
支
援
し
ま
す
。

迅
速
で
効
果
的
な
医
療
救
護
活
動
に
よ
る
防
ぎ
得

た
死
の
抑
制

共
通

自
助

共
助

公
助

３
．
医
療
救
護
体
制
高
知
県
強
靱
化
計
画

国
の
具
体
計
画

応
急
期
懇
談
会
提
言

高
知
県
災
害
時
医
療

救
護
計
画

医
療
機
関

県
医
師
会

県 市
町
村

健
康
長
寿
政
策
課

④
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
(災
害
派
遣
医
療
チ
-
ム
)等
の
養
成
や
、
地

域
の
医
師
を
対
象
と
し
た
災
害
医
療
研
修
、
様
々
な

訓
練
等
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
医
療
救
護
活
動

を
担
う
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

迅
速
で
効
果
的
な
医
療
救
護
活
動
に
よ
る
防
ぎ
得

た
死
の
抑
制

共
通

自
助

共
助

公
助

３
．
医
療
救
護
体
制
高
知
県
強
靱
化
計
画

国
の
具
体
計
画

応
急
期
懇
談
会
提
言

高
知
県
災
害
時
医
療

救
護
計
画

医
療
機
関

県
医
師
会

県 市
町
村

健
康
長
寿
政
策
課

⑤
孤
立
地
域
に
医
療
従
事
者
を
搬
送
す
る
仕
組
み
の

構
築
や
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
等
の
活
動
拠
点
、
航
空
搬
送
拠
点

の
機
能
維
持
な
ど
に
よ
り
、
地
域
の
医
療
救
護
活
動

を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

迅
速
で
効
果
的
な
医
療
救
護
活
動
に
よ
る
防
ぎ
得

た
死
の
抑
制

共
通

自
助

共
助

公
助

３
．
医
療
救
護
体
制
高
知
県
強
靱
化
計
画

国
の
具
体
計
画

応
急
期
懇
談
会
提
言

高
知
県
災
害
時
医
療

救
護
計
画

医
療
機
関

県 市
町
村

公
営
企
業
局

健
康
長
寿
政
策
課
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⑥
医
薬
品
の
備
蓄
体
制
や
医
薬
品
集
積
所
の
運
営
体

制
を
整
備
す
る
と
も
に
、
災
害
協
定
締
結
団
体
か
ら

の
供
給
体
制
の
具
体
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
災
害

薬
事
コ
-
デ
ィ
ネ
-
タ
-
の
育
成
及
び
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研

修
を
実
施
し
ま
す
。
加
え
て
、
電
子
版
お
薬
手
帳
の

利
便
性
に
つ
い
て
、
薬
局
窓
口
で
の
啓
発
や
、
県
の

広
報
媒
体
等
を
活
用
し
た
普
及
啓
発
を
行
い
ま
す
。

・迅
速
で
効
果
的
な
医
療
救
護
活
動
に
よ
る
防
ぎ
得

た
死
の
抑
制

・災
害
時
の
医
療
救
護
体
制
の
確
立

・電
子
版
お
薬
手
帳
の
服
薬
情
報
を
活
用
し
た
安

心
・安
全
な
医
療
の
提
供

共
通

公
助

-
高
知
県
災
害
時
医
療

救
護
計
画

県 県
薬
剤
師
会

薬
務
衛
生
課

⑦
災
害
時
に
避
難
所
等
へ
の
歯
科
医
療
チ
-
ム
を
派

遣
し
、
保
健
衛
生
活
動
を
実
施
す
る
体
制
を
整
備
し

ま
す
。

災
害
時
に
避
難
所
等
で
活
用
で
き
る
歯
科
診
療
機

器
を
整
備
・貸
出
す
る
と
と
も
に
、
歯
科
医
療
従
事
者

等
に
対
す
る
人
材
育
成
を
行
う
こ
と
で
、
口
腔
ケ
ア

等
を
担
う
人
材
の
確
保
を
行
い
ま
す
。

被
災
者
の
迅
速
な
歯
科
保
健
衛
生
の
確
保
に
よ
る

人
的
被
害
(特
に
震
災
関
連
死
等
)の
軽
減

共
通

公
助

-
高
知
県
災
害
時
医
療

救
護
計
画

高
知
県
歯
と
口
の
健
康

づ
く
り
基
本
計
画

高
知
県
災
害
時
歯
科

保
健
医
療
対
策
活
動

指
針

県 県
歯
科
医
師
会

健
康
長
寿
政
策
課

⑧
人
工
透
析
施
設
の
災
害
時
業
務
計
画
の
作
成
支
援

及
び
、
災
害
時
の
広
域
搬
送
に
向
け
た
具
体
的
な

運
用
方
法
を
策
定
し
ま
す
。

発
災
後
の
迅
速
な
医
療
継
続

共
通

自
助

共
助

９
．
要
配
慮
者
対
策
高
知
県
災
害
時
医
療

救
護
計
画

高
知
県
南
海
ト
ラ
フ
地

震
時
重
点
継
続
要
医

療
者
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル

県 市
町
村

医
療
機
関

医
療
機
器
取

扱
業
者

県
民

健
康
対
策
課

⑨
衛
生
環
境
研
究
所
に
お
け
る
検
査
体
制
の
機
能
維

持

災
害
時
に
お
い
て
、
必
要
な
検
査
体
制
が
継
続
で

き
る
体
制
の
構
築

共
通

自
助

３
．
医
療
救
護
体
制

-
県

健
康
長
寿
政
策
課

（衛
生
環
境
研
究
所
）
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①
1

災
害
時
医
療
救
護
計

画
の
検
証
と
見
直
し

Ⅱ
Ｂ
必
要
に
応
じ
た
災
害
時
医

療
救
護
計
画
の
見
直
し

高
知
県
災
害
時
医
療
救

護
計
画
(H
3
1.
4
改
定
)

計 画

訓
練
等
に
よ
る
検
証
と
必
要
に
応
じ
た
見
直
し

取
組
の
継
続

訓
練
等
に
よ
る

検
証
と
必
要
に

応
じ
た
見
直
し

毎
年

実 績

②

1

応
急
手
当
技
術
を
身

に
つ
け
る
た
め
の
講
習

の
実
施

Ⅰ
Ｂ
受
講
者
数
9
0,
00
0
人

各
消
防
本
部
へ
外
傷
コ

ー
ス
の
創
設
を
依
頼

（
H
30
）

受
講
者
数

（
消
防
本
部
が
行
う
講
習

の
う
ち
、
普
通
及
び
上
級

救
命
講
習
以
外
の
応
急

手
当
等
受
講
者
）

・
H
30
35
,6
2
5
人

・
R
1
3
4,
9
97
人

・
R
2
1
0,
3
66
人

・
R
3
1
0,
0
00
人

計 画

受
講
者
数
1
5,
00
0

人

受
講
者
数
3
5,
00
0

人

受
講
者
数
40
,0
00

人

取
組
の
継
続

受
講
者
数

3
5,
0
00
人
/
年

毎
年

実 績

2

消
防
学
校
に
お
い
て
、

以
下
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
実
施
す
る
。

『
地
域
防
災
指
導
者

研
修
』

対
象

：
消
防
本

部
の
職
員

実
施
日
数
：
３
日
間
（
３

日
×
１
回
）

受
入
人
数
：３
０
人

Ⅰ
Ｂ
訓
練
３
回
開
催

参
加
者
数
9
0
人

毎
年
１
回
実
施

参
加
者
数

・
R
2
2
4
人

・
R
3
2
4
人

計 画

１
回
開
催

3
0
人
参
加

１
回
開
催

3
0
人
参
加

１
回
開
催

30
人
参
加

取
組
の
継
続

訓
練
１
回
開
催
、

3
0
人
参
加
/
年

毎
年

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

③
1

地
域
ご
と
の
医
療
救

護
の
行
動
計
画
の
継

続
的
な
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア

ッ
プ

Ⅱ
Ｂ

計
画
策
定
地
域
に
お
け

る
継
続
的
な
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
の
支
援

・
全
て
の
地
域
で
行
動
計

画
を
策
定
済
み

・
訓
練
等
を
通
じ
た
計
画

策
定
地
域
に
お
け
る
継

続
的
な
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
へ
の
支
援

（
南
国
市
・中
土
佐
町
）

計 画

訓
練
等
を
通
じ
た
計
画
策
定
地
域
に
お
け
る
継
続
的
な
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
へ
の
支
援

取
組
の
継
続

訓
練
等
を
通
じ

た
計
画
策
定
地

域
に
お
け
る
継

続
的
な
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
へ
の
支

援

毎
年

実 績

④

1
日
本
D
M
A
T
の
養
成

Ⅰ
Ｂ
各
年
２
チ
ー
ム
の
受
講

日
本
D
M
A
T
4
6
チ
ー

ム
（R
2
末
）

計 画
２
チ
ー
ム
受
講

２
チ
ー
ム
受
講

２
チ
ー
ム
受
講

取
組
の
継
続

各
年
２
チ
ー
ム
の

受
講

毎
年

実 績

2
高
知
D
M
A
T
研
修
の

受
講
促
進

Ⅰ
Ｂ
各
年
４
チ
ー
ム
の
受
講

養
成
数

・
R
1
５
チ
ー
ム

・
R
2
０
チ
ー
ム
（
研
修
中

止
）

計 画
４
チ
ー
ム
の
受
講

４
チ
ー
ム
の
受
講

４
チ
ー
ム
の
受
講

取
組
の
継
続

各
年
４
チ
ー
ム
の

受
講

毎
年

実 績

3

災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
・
災
害
看
護
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育

成

Ⅱ
Ｂ

保
健
医
療
調
整
本
部
・
支

部
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

育
成

・
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
研
修
の
開
催

・
保
健
医
療
調
整
本
部
の

訓
練
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
等
の
参
加

計 画

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
参
加
す
る
保
健
医

療
調
整
本
部
訓
練

の
実
施

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
参
加
す
る
人
材
育

成
研
修
の
実
施
、
及

び
保
健
医
療
調
整

本
部
訓
練
の
実
施

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
参
加
す
る
保
健
医

療
調
整
本
部
訓
練

の
実
施

取
組
の
継
続

－
－

実 績

4

地
域
の
医
師
を
対
象

と
し
た
災
害
時
の
初
期

対
応
に
関
す
る
研
修

の
実
施

Ⅰ
Ｂ
研
修
受
講
者
延
べ
50
0

人

研
修
受
講
者

・
R
1
延
べ
4
33
人
（
う
ち

医
師
1
28
人
）

・
R
2
研
修
中
止
（
w
eb
動

画
の
作
成
）

計 画
研
修
５
回
開
催

研
修
５
回
開
催

研
修
５
回
開
催

取
組
の
継
続

研
修
受
講
者

延
べ
5
00
人
/計

画
期
間

期
間
中

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

④
5

災
害
医
療
訓
練
等
の

実
施

Ⅰ
Ｂ

本
部
・
支
部
訓
練
、
市
町

村
職
員
研
修
、
情
報
伝

達
訓
練
を
そ
れ
ぞ
れ
年
１

回
以
上
実
施

E
M
IS
入
力
訓
練
の
実
施

市
町
村
医
療
救
護
活
動

技
能
向
上
研
修
の
実
施

保
健
医
療
調
整
本
部
震

災
対
策
訓
練
の
実
施

市
町
村
対
象
災
害
医
療

情
報
伝
達
訓
練
の
実
施

計 画

本
部
・
支
部
訓
練
、
市
町
村
職
員
研
修
、
情
報
伝
達
訓
練
を
そ
れ
ぞ

れ
年
１
回
以
上
実
施

取
組
の
継
続

本
部
・
支
部
訓

練
、
市
町
村
職

員
研
修
、
情
報

伝
達
訓
練
を
そ

れ
ぞ
れ
年
１
回

以
上
実
施

毎
年

実 績

⑤

1

医
療
従
事
者
を
孤
立

地
域
に
搬
送
す
る
仕

組
み
づ
く
り

Ⅱ
Ａ

医
療
従
事
者
を
孤
立
地

域
に
搬
送
す
る
仕
組
み

の
構
築

「
災
害
時
に
医
療
支
援
チ

ー
ム
を
派
遣
す
る
し
く
み

づ
く
り
」
を
検
討
す
る
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

報
告
書
の
作
成

計 画

災
害
時
医
療
救
護

計
画
へ
の
反
映

訓
練
等
を
通
じ
た
検
証

取
組
の
継
続

医
療
従
事
者
搬

送
計
画
の
策
定

R
4

実 績

2

医
療
従
事
者
を
孤
立

地
域
に
搬
送
す
る
仕

組
み
づ
く
り

Ⅱ
Ｂ
活
動
拠
点
の
機
能
確
保
、

強
化

活
動
拠
点
の
検
討
お
よ

び
総
合
防
災
拠
点
等
の

資
機
材
確
認

航
空
搬
送
拠
点
臨
時
医

療
施
設
（
Ｓ
Ｃ
Ｕ
）
の
資
機

材
に
つ
い
て
、
更
新
計
画

を
作
成

計 画

活
動
拠
点
の
機
能
確
保
・
強
化
（更
新
計
画
に
基
づ
く
Ｓ
Ｃ
Ｕ
の
資
機

材
（
医
療
機
器
）の
更
新
等
）

取
組
の
継
続

－
－

実 績

3

総
合
防
災
拠
点
・
S
C
U

等
に
お
け
る
医
療
提

供
機
能
の
確
保
・
搬
送

機
能
の
強
化

Ⅰ
Ｂ
立
ち
上
げ
訓
練
等
年
１

回
以
上
実
施

・
総
合
防
災
拠
点
・
S
C
U

に
お
け
る
展
開
・
訓
練
を

実
施

計 画

立
ち
上
げ
訓
練
の
１

回
以
上
の
実
施

立
ち
上
げ
訓
練
の
１

回
以
上
の
実
施

立
ち
上
げ
訓
練
の
１

回
以
上
の
実
施

取
組
の
継
続

立
ち
上
げ
訓
練

等
年
１
回
以
上

実
施

毎
年

実 績

4

県
外
か
ら
来
る
多
種

多
様
な
医
療
支
援
チ

ー
ム
が
効
果
的
に
活

動
で
き
る
よ
う
受
援
体

制
を
整
備

Ⅱ
Ｂ

訓
練
等
を
通
じ
た
受
援
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
検
証
、
必
要

に
応
じ
て
見
直
し

受
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
案
）
の

作
成

計 画

訓
練
等
を
通
じ
た
受
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
検
証
、
必
要
に
応
じ
て
見
直

し

取
組
の
継
続

－
－

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

⑥

1
災
害
時
に
必
要
と
な
る

医
薬
品
等
の
確
保

Ⅱ
Ｂ
災
害
時
に
必
要
と
な
る
医

薬
品
等
の
備
蓄

・
19
医
療
機
関
、
歯
科
医

師
会
に
1
2,
5
00
人
、
３
日

分
の
医
薬
品
等
を
備
蓄

・
総
合
防
災
拠
点
（土
佐

清
水
、
室
戸
）
に
医
薬
品

等
を
備
蓄

・
災
害
拠
点
病
院
等
へ
急

性
期
医
薬
品
の
追
加
備

蓄 ・
県
医
薬
品
卸
業
協
会
と

の
協
議
に
よ
り
、
優
先
供

給
医
薬
品
の
配
送
先
を

決
定

計 画

・
県
備
蓄
分
の
医
薬
品
等
の
補
充

・
地
域
毎
（市
町
村
単
位
等
）
の
医
薬
品
等
の
備
蓄
の
検
討

・
協
定
に
基
づ
く
関
係
団
体
か
ら
の
供
給
体
制
の
具
体
化

取
組
の
継
続

災
害
時
に
必
要

と
な
る
医
薬
品
等

の
備
蓄

－

実 績

2

災
害
薬
事
コ
－
デ
ィ
ネ

－
タ
－
の
委
嘱
と
研
修

の
実
施

Ⅰ
Ｂ

災
害
薬
事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
対
象
と
し
た
研
修

を
実
施
し
、
8
0
名
体
制
を

維
持
（
R
3.
3
末
85
名
）

・
災
害
薬
事
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
8
0
名
体
制
を
維

持 （
R
3.
3
末
8
5
名
の
委
嘱
）

・
P
hD
L
S
研
修
及
び
地
域

リ
ー
ダ
ー
薬
剤
師
研
修
を

実
施 P
h
D
L
S
研
修

：
９
名
（
H
30
）、
1
5
名

（
R
1）
受
講

地
域
リ
ー
ダ
ー
薬
剤
師

研
修 ：
50
名
（H
2
9）
、
５
名

（
H
30
）、
1
7
名
（
R
1）
受

講 ・
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
合
同
研
修
へ
の

参
加
：
11
名
（R
3
）

・
高
知
県
震
災
対
策
訓
練

（
本
部
）へ
の
参
加
：2
名

（
R
1）
、
1
名
（
R
2）

計 画

・
人
材
育
成
及
び
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
の
実
施

・
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
合
同
研
修
へ
の
参
加

・
高
知
県
震
災
対
策
訓
練
へ
の
参
加

取
組
の
継
続

災
害
薬
事
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
8
0

名
体
制
を
維
持

－

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

⑥

3

薬
剤
師
が
行
う
医
療

救
護
活
動
に
必
要
な

技
能
の
習
得
の
た
め

の
研
修
の
実
施

Ⅰ
Ａ
地
域
リ
ー
ダ
ー
薬
剤
師

6
0
名
育
成

地
域
リ
ー
ダ
ー
薬
剤
師
育

成
研
修
を
実
施
し
、
地
域

リ
ー
ダ
ー
薬
剤
師
を
育
成

累
計
1
34
名
/
18
0
名

・
H
29
50
名

・
H
30
29
名

・
R
1
5
5
名

・
R
2、
R
3
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
観
点
か
ら
研
修
を
中
止

計 画

地
域
リ
ー
ダ
ー
薬
剤

師
育
成
研
修
の
実

施
（
60
名
の
育
成
）

-
-

地
域
リ
ー
ダ
ー

薬
剤
師
1
80
名

育
成

R
4

実 績

4

薬
剤
師
が
行
う
医
療

救
護
活
動
に
必
要
な

技
能
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

の
た
め
の
研
修
の
実

施

Ⅱ
Ｂ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
の
実

施

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修

（
P
hD
L
S
研
修
）を
実
施

・
H
30
13
名
受
講

・
R
1
1
7
名
受
講

・
R
2
、
R
3
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
観
点
か
ら
研
修
を
中
止

計 画

・ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
（
P
h
D
L
S
研
修
等
）の
実
施

取
組
の
継
続

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研

修
の
実
施

毎
年

実 績

5
電
子
版
お
薬
手
帳
の

普
及
啓
発

Ⅰ
Ａ
お
薬
手
帳
ア
プ
リ
の
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
数
の
向
上

・
お
薬
手
帳
ア
プ
リ
の
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
の
普
及
啓
発

・
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
数
8,
39
7

（
H
30
.1
2
月
時
点
）

※
R
1
か
ら
ア
プ
リ
会
社
の

変
更
に
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

数
の
把
握
が
不
可
と
な
っ

た
。

利
用
率
（
R
3
地
震
・
津
波

県
民
意
識
調
査
）

・
利
用
し
て
い
る
：5
.2
％

・
利
用
し
よ
う
と
思
う
：

2
7.
4
％

・
利
用
し
た
い
が
や
り
方

が
わ
か
ら
な
い
：
22
.7
％

計 画

・薬
局
窓
口
で
の
啓
発
（
チ
ラ
シ
の
活
用
）

・
県
広
報
媒
体
等
を
活
用
し
た
普
及
啓
発

取
組
の
継
続

電
子
版
お
薬
手

帳
の
利
用
率

（
地
震
・
津
波
県

民
意
識
調
査
R
6

調
査
）

利
用
し
て
い
る
：

６
％
以
上

R
6

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

⑥
6

医
薬
品
集
積
所
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定

Ⅱ
Ｂ
県
外
か
ら
の
医
薬
品
等
の

受
入
れ
体
制
の
構
築

・
県
外
か
ら
の
医
薬
品
等

の
受
入
れ
体
制
を
検
討

し
、
医
薬
品
の
集
積
所
等

の
具
体
的
な
運
営
に
つ

い
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定

（
R
3
末
予
定
）

計 画

・
医
薬
品
ワ
ー
キ
ン
グ
及
び
医
薬
品
部
会
等
に
お
け
る
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

内
容
の
継
続
的
な
検
証

取
組
の
継
続

県
外
か
ら
の
医

薬
品
等
の
受
入

れ
体
制
の
構
築

－

実 績

⑦
1

災
害
時
歯
科
医
療
対

策
の
た
め
の
体
制
整

備

Ⅱ
Ｂ

災
害
歯
科
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
活
動
の
手
引
き
の

作
成
、
実
状
に
合
わ
せ
て

適
宜
高
知
県
災
害
時
歯

科
保
健
医
療
対
策
活
動

指
針
の
改
定

・
年
1
回
災
害
歯
科
保
健

医
療
対
策
検
討
会
で
の

検
討

・
高
知
県
災
害
時
医
療
救

護
計
画
へ
の
災
害
歯
科

コ
-デ
ィ
ネ
-タ
-の
位
置
づ

け
(H
3
0.
6)

・
高
知
県
災
害
時
歯
科
保

健
医
療
対
策
活
動
指
針

の
策
定
(H
29
.1
)及
び
改

定
(H
3
0.
1
)

・
災
害
歯
科
コ
-
デ
ィ
ネ
-

タ
-
活
動
の
手
引
き
の
作

成
に
着
手
(H
30
)

・
災
害
歯
科
保
健
医
療
対

策
検
討
会
に
お
い
て
高

知
県
災
害
時
歯
科
保
健

医
療
対
策
活
動
指
針
を

改
定
、
災
害
歯
科
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
活
動
の
手
引

き
に
か
か
る
ア
ク
シ
ョ
ン
カ

ー
ド
を
作
成
（
R
2
.3
）

計 画

・
災
害
歯
科
保
健
医

療
対
策
検
討
会
の

開
催

・
各
保
健
医
療
調
整

支
部
へ
の
災
害
歯

科
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
（
支
部
担
当
）配

置
等
に
つ
い
て
協
議

・
災
害
歯
科
保
健
医

療
対
策
検
討
会
の

開
催

・
各
保
健
医
療
調
整

支
部
に
災
害
歯
科
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

（
支
部
担
当
）を
配

置

・災
害
歯
科
保
健
医

療
対
策
検
討
会
の

開
催

・マ
ニ
ュ
ア
ル
及
び

ア
ク
シ
ョ
ン
カ
ー
ド
の

改
定

取
組
の
継
続

歯
科
医
療
チ
ー

ム
活
動
の
具
体

的
内
容
の
手
引

き
の
ま
と
め

－

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

⑦

2

災
害
時
に
活
用
で
き

る
在
宅
歯
科
医
療
機

器
整
備
・貸
出

Ⅱ
Ｂ

災
害
時
に
活
用
で
き
る
在

宅
歯
科
診
療
機
器
の
状

態
、
活
用
状
況
の
把
握

・
各
支
部
に
整
備
し
た
貸

出
用
歯
科
診
療
機
器
が

適
切
に
活
用
可
能
か
毎

年
確
認
を
実
施

・
災
害
時
に
活
用
す
る
在

宅
歯
科
医
療
機
器
を
新

た
に
県
内
２
地
区
（
中
央

在
宅
歯
科
連
携
室
、
幡

多
在
宅
歯
科
連
携
室
）
に

設
置
(中
央
：
R
3.
3
幡

多
：
R
3.
4
）

計 画

・
災
害
時
に
活
用
で
き
る
在
宅
歯
科
医
療
機
器
の
貸
出

取
組
の
継
続

－
－

実 績

3

災
害
時
に
活
動
で
き

る
人
材
（
地
域
歯
科
衛

生
士
・
介
護
職
員
等
）

の
育
成
及
び
保
健
師

等
に
対
し
て
災
害
時

の
口
腔
ケ
ア
の
必
要

性
に
関
す
る
啓
発

Ⅰ
Ｂ
研
修
会
２
回
以
上
開
催

毎
年
２
回
以
上
の
研
修
会

を
実
施

計 画

研
修
会
を
実
施

取
組
の
継
続

研
修
会
２
回
以

上
開
催
/
年

毎
年

実 績

⑧
1

県
内
透
析
提
供
率
向

上
の
た
め
の
働
き
か
け

Ⅰ
Ｂ
院
内
Ｂ
Ｃ
Ｐ
６
施
設

透
析
室
９
施
設

院
内
Ｂ
Ｃ
Ｐ
作
成
率
：

5
2％
、
透
析
室
3
2％

県
内
透
析
提
供
率
：

L
1
平
日
昼
間
9
8％

休
日
夜
間
46
.7
％

L
2
平
日
昼
間
4
1.
5
％

休
日
夜
間
2
4.
5
％

計 画

院
内
Ｂ
Ｃ
Ｐ
２
施
設

透
析
室
３
施
設

院
内
Ｂ
Ｃ
Ｐ
２
施
設

透
析
室
３
施
設

院
内
Ｂ
Ｃ
Ｐ
２
施
設

透
析
室
３
施
設

取
組
の
継
続

Ｂ
Ｃ
Ｐ
作
成
率

1
00
％

R
6
以
降

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

⑧

2
災
害
時
の
県
内
透
析

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

Ⅰ
Ｂ

・
災
害
透
析
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
連
絡
会
等
で
の

継
続
的
な
働
き
か
け
（
毎

年
度
）

・
市
町
村
の
訓
練
参
加

５
市
町
村

・
災
害
透
析
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
連
絡
会
・
マ
ニ
ュ

ア
ル
検
討
会
（
人
工
透
析

分
野
）
の
実
施
に
よ
る
市

町
村
の
役
割
の
共
有
（
毎

年
度
）

計 画

・
災
害
透
析
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
連
絡
会

の
実
施

・
訓
練
の
継
続
的
な

実
施
及
び
評
価

・
市
町
村
の
訓
練
参

加
に
向
け
た
検
討

・
災
害
透
析
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
連
絡
会
の

実
施

・
訓
練
の
継
続
的
な
実
施
及
び
評
価

・
市
町
村
の
訓
練
参
加

取
組
の
継
続

市
町
村
の
災
害

透
析
情
報
伝
達

訓
練
参
加

全

市
町
村

R
6
以
降

実 績

3

災
害
時
の
県
外
搬
送

に
か
か
る
透
析
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築

Ⅱ
Ｂ

県
外
搬
送
と
な
る
維
持
透

析
患
者
の
搬
送
体
制
の

整
備
に
か
か
る
検
討
の
継

続

・
健
康
長
寿
政
策
課
・
南

海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
課
と

の
打
ち
合
わ
せ

・
災
害
透
析
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
連
絡
会
・
マ
ニ
ュ

ア
ル
検
討
会
（
人
工
透
析

分
野
）
の
実
施

計 画

・
人
工
透
析
患
者
状
況
等
調
査
に
よ
る
透
析
患
者
数
・
A
D
L
等
の
把

握 ・
災
害
透
析
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
連
絡
会
で
の
共
有
・
検
討

・
関
係
各
課
と
の
協
議

取
組
の
継
続

県
外
搬
送
と
な
る

維
持
透
析
患
者

の
搬
送
体
制
の

整
備

-

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

⑨
1

・
災
害
後
の
業
務
立
ち

上
げ
手
順
の
確
立

・
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ

・
福
祉
保
健
所
等
他

機
関
と
の
連
携
強
化

Ⅱ
Ｂ

業
務
立
ち
上
げ
手
順
書

の
作
成
、
見
直
し

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
活
用
し
た

技
術
職
の
人
材
育
成

・
災
害
時
等
業
務
Ｂ
Ｃ
Ｐ

策
定
、
初
動
訓
練
の
実
施

（
点
検
作
業
）

・
P
C
R
検
査
体
制
の
強
化

（
機
器
整
備
、
人
材
育
成

等
）

・
非
常
用
電
源
（３
日
分
）

の
整
備
、
年
１
回
以
上
の

稼
働
テ
ス
ト
実
施

・
検
査
機
器
の
転
倒
防
止

対
策

・
所
内
の
化
学
物
質
の
安

全
管
理
の
徹
底
（職
員
教

育
）

計 画

業
務
立
ち
上
げ
手

順
書
の
作
成
、

初
動
訓
練
に
よ
る
確

認 キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
活
用

し
た
技
術
職
の
人
材

育
成

実
務
訓
練
を
通
じ
た
手
順
書
の
見
直
し

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
活
用
し
た
技
術
職
の
人
材

育
成

取
組
の
継
続

－
－

実 績
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３
－
１
９

避
難
体
制
づ
く
り
の
促
進

〔
概
要
〕

被
災
者
が
、
避
難
所
等
に
お
い
て
安
全
な
避
難
生
活
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
た
め
の
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
避
難
所
の
収
容
能
力
の
拡
大
を
支
援
し
ま
す
。

安
全
な
避
難
所
の
確
保

共
通

公
助

４
．
避
難
所
対
策

高
知
県
強
靱
化
計
画

市
町
村

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対

策
課

②
避
難
所
運
営
の
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
の
拡
大
と

と
も
に
、
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
実
践
的
な
訓
練
を
実

施
し
ま
す
。

事
前
の
備
え
と
し
て
、
避
難
所
の
円
滑
な
運
営
体
制

の
構
築

共
通

共
助

４
．
避
難
所
対
策

高
知
県
強
靱
化
計
画

応
急
期
懇
談
会
提
言

市
町
村

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対

策
課

③
避
難
所
等
が
不
足
し
た
場
合
に
備
え
て
、
広
域
避

難
の
調
整
を
行
い
ま
す
。

県
内
で
の
相
互
支
援
の
体
制
の
確
立
に
よ
り
、
広
域

で
の
避
難
者
の
受
入
れ
が
可
能

共
通

公
助

４
．
避
難
所
対
策

高
知
県
強
靱
化
計
画

県 市
町
村

危
機
管
理
・
防
災
課

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対

策
課

④
避
難
所
に
発
電
機
や
通
信
機
器
等
の
資
機
材
整
備

を
支
援
し
ま
す
。

避
難
者
支
援
機
能
の
強
化

共
通

公
助

４
．
避
難
所
対
策

高
知
県
強
靱
化
計
画

国
の
具
体
計
画

県 市
町
村

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対

策
課

⑤
災
害
時
に
不
足
す
る
ト
イ
レ
に
対
応
す
る
た
め
、
仮

設
ト
イ
レ
の
速
や
か
な
設
置
と
と
も
に
、
収
集
・処
理

体
制
の
整
備
に
向
け
た
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

被
災
地
や
避
難
生
活
に
お
け
る
衛
生
環
境
の
確
保

共
通

公
助

８
．
早
期
復
旧
復
興
高
知
県
災
害
廃
棄
物

処
理
計
画
V
er
.２

市
町
村
災
害
廃
棄
物

処
理
計
画

高
知
県
強
靱
化
計
画

県 市
町
村

一
部
事
務
組
合

環
境
対
策
課

⑥
帰
宅
困
難
者
や
来
高
者
が
安
全
か
つ
早
期
に
帰
宅

す
る
た
め
に
必
要
な
対
策
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
来

高
者
自
身
へ
の
情
報
伝
達
方
法
の
検
討
を
行
い
ま

す
。

来
高
者
の
安
全
な
帰
宅
の
実
現

共
通

公
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

国
の
具
体
計
画

市
町
村
地
域
防
災
計
画

応
急
期
機
能
配
置
計
画

県 市
町
村

ホ
テ
ル
、
旅
館

観
光
協
会

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対

策
課

観
光
政
策
課

地
域
観
光
課

交
通
運
輸
政
策
課

⑦
避
難
時
の
自
動
車
の
利
用
に
つ
い
て
、
広
報
誌
等

で
の
啓
発
を
行
い
ま
す
。

地
震
発
生
時
の
自
動
車
利
用
者
の
正
し
い
避
難
方

法
を
啓
発
す
る
こ
と
に
よ
り
県
民
等
の
命
が
守
ら
れ

る
。

共
通

自
助

-
高
知
県
交
通
安
全
計
画

※
第
３
章
第
２
節
８
(2
)ア

該
当

県
県
民
生
活
課
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①

1
指
定
避
難
所
の
収
容

能
力
の
拡
大

Ⅰ
Ｂ

避
難
所
が
不
足
し
て
い
る

1
1
市
町
村
に
お
い
て
、

避
難
所
を
確
保

必
要
数
約
2
1.
7
万
人
に

対
し
、
県
全
体
で
収
容
数

約
2
1.
9
万
人
を
確
保

（
R
3.
4
月
調
査
)

R
1
：2
12
,9
3
8
人

R
2
：2
18
,5
4
8
人

R
3
：R
4.
4
に
調
査

※
県
全
体
で
は
必
要
数

を
確
保
で
き
た
が
、
市
町

村
単
位
で
は
1
1
市
町
村

で
不
足
が
あ
る
。

計 画

1
1
市
町
村
に
、
避

難
所
の
確
保
の
働
き

か
け

1
1
市
町
村
に
、
避

難
所
の
確
保
の
働
き

か
け

11
市
町
村
に
、
避

難
所
の
確
保
の
働
き

か
け

取
組
の
継
続

1
1
市
町
村
に
お

け
る
避
難
所
の

確
保

-

実 績

2
地
域
集
会
所
の
耐
震

化
の
支
援

Ⅰ
Ａ

よ
り
近
く
の
避
難
所
を
確

保
す
る
た
め
、
地
域
集
会

所
の
耐
震
化
を
支
援
６

棟
実
施

(1
35
/1
35
棟
・
10
0％
)

（
地
域
集
会
所
の
改
修
に

よ
る
収
容
力
の
拡
大
）

※
対
象
施
設
の
増
加
に

よ
り
母
数
及
び
目
標
を
変

更

耐
震
改
修
：
12
9
棟

R
1
２
棟

R
2
６
棟

R
3
４
棟

計 画

地
域
集
会
所
の
耐

震
化
の
支
援

２
棟
実
施

地
域
集
会
所
の
耐

震
化
の
支
援

２
棟
実
施

地
域
集
会
所
の
耐

震
化
の
支
援

２
棟
実
施

-
集
会
所
の
耐
震

化
（
13
5
棟
）

R
6

実 績

②
1

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
作
成
の
支
援

Ⅰ
Ａ

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
20

箇
所
（
整
備
率
1
00
％
・

1
,1
9
5/
1,
1
95
箇
所
）

整
備
率
9
8％

(1
,1
7
5/
1,
1
95
箇
所
)

※
避
難
所
増
の
反
映
及

び
別
途
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
す
る
福
祉
避
難
所
の

除
外
等
に
よ
り
、
母
数
を

1
,1
9
5
箇
所
に
修
正
）

計 画

マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備

（
20
箇
所
）

新
規
避
難
所
の
マ
ニ

ュ
ア
ル
整
備

新
規
避
難
所
の
マ
ニ

ュ
ア
ル
整
備

取
組
の
継
続

1
,1
9
5
箇
所
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
作
成

R
4

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

②

2
避
難
所
運
営
訓
練
の

実
施

Ⅰ
Ｂ

3
4
市
町
村
で
避
難
所
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
く

訓
練
を
実
施

各
地
域
で
避
難
所
運
営

訓
練
の
実
施

計 画

訓
練
に
よ
る
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
充
実
と
実
効

性
の
向
上
（
34
市
町

村
）

訓
練
に
よ
る
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
充
実
と
実
効

性
の
向
上
（3
4
市
町

村
）

訓
練
に
よ
る
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
充
実
と
実
効

性
の
向
上
（
34
市
町

村
）

取
組
の
継
続

3
4
市
町
村
で
避

難
所
運
営
マ
ニ

ュ
ア
ル
に
併
せ

て
訓
練
を
実
施
/

年

毎
年

実 績

3
多
様
な
避
難
者
へ
の

対
応
の
充
実

Ⅰ
Ａ

避
難
所
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
バ

ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
実
施

（
10
0％
）

・
多
様
な
避
難
者
が
一
緒

に
避
難
生
活
を
送
る
こ
と

で
起
こ
り
う
る
問
題
の
予

防
・
解
消
、
D
V
等
の
暴
力

の
予
防
、
子
ど
も
・
子
育
て

世
帯
の
ケ
ア
等
に
係
る
避

難
所
運
営
体
制
の
充
実

・
車
中
泊
等
の
避
難
所
外

避
難
者
へ
の
対
応
の
検

討

県
版
「
大
規
模
災
害
に
備

え
た
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
作
成
の
手
引
き
」
等

へ
の
盛
り
込
み

計 画

避
難
所
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
実
施
（4
0％
）

避
難
所
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
実
施
（
80
％
）

避
難
所
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
実
施
（1
00
％
）

取
組
の
継
続

全
避
難
所
で
バ

ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

を
実
施

R
9

実 績

③
1

広
域
避
難
訓
練
の
実

施
Ⅰ
Ｂ

４
圏
域
/
年
で
の
広
域
避

難
訓
練
の
実
施
１
回
以

上

広
域
避
難
訓
練
の
実
施

（
各
地
域
本
部
で
実
施
）

R
1
：４
圏
域
で
実
施
（※

中
央
圏
域
を
西
と
東
で
そ

れ
ぞ
れ
実
施
）

R
2
：４
圏
域
で
実
施
（※

高
幡
圏
域
は
検
討
会
の

み
実
施
）

計 画

広
域
避
難
訓
練
の

実
施
（
４
圏
域
）

広
域
避
難
訓
練
の

実
施
（
４
圏
域
）

広
域
避
難
訓
練
の

実
施
（４
圏
域
）

広
域
避
難
訓

練
の
実
施
（
４

圏
域
）

４
圏
域
／
年
で

の
広
域
避
難
訓

練
の
実
施

毎
年

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

③

2
自
衛
隊
と
の
輸
送
の

協
議

Ⅰ
Ｂ
応
急
救
助
機
関
連
絡
会

代
表
者
会
３
回
開
催

応
急
救
助
機
関
連
絡
会

代
表
者
会
を
開
催

・
H
30
：１
回

・
R
1：
１
回

・
R
2：
コ
ロ
ナ
の
た
め
中
止

・
R
3：
１
回

計 画

代
表
者
会
・
担
当
者

会
１
回
開
催

代
表
者
会
・
担
当
者

会
１
回
開
催

代
表
者
会
・
担
当
者

会
１
回
開
催

取
組
の
継
続

代
表
者
会
・
担

当
者
会
１
回
開

催
/
年

毎
年

実 績

3
広
域
避
難
施
設
の
確

保
Ⅱ
Ａ

中
央
圏
域
14
施
設
と
の

協
定
締
結

他
４
圏
域
の
広
域
避
難
候

補
施
設
の
選
定

-

計 画

・
中
央
圏
域
で
、
広

域
避
難
候
補
施
設
と

の
協
定
締
結
（
５
箇

所
）

・
他
４
圏
域
で
広
域

避
難
候
補
施
設
の

選
定

・
中
央
圏
域
で
、
広

域
避
難
候
補
施
設
と

の
協
定
締
結
（５
箇

所
）

・
他
４
圏
域
で
広
域

避
難
候
補
施
設
の

選
定

・中
央
圏
域
で
、
広

域
避
難
候
補
施
設
と

の
協
定
締
結
（
４
箇

所
）

・他
４
圏
域
で
広
域

避
難
候
補
施
設
の

選
定

他
圏
域
で
の

広
域
避
難
候

補
と
の
協
定

締
結

各
圏
域
に
お
け

る
広
域
避
難
所

の
確
保

R
9

実 績

4

広
域
避
難
所
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
作
成
の
支

援 ※
避
難
先
施
設
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
基
に
広
域

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成

Ⅰ
Ａ

避
難
元
1
1
市
町
村
で
各

１
箇
所
以
上
の
広
域
避
難

所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成

-

計 画

広
域
避
難
先
の
調

整 マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備
（
１

市
町
村
で
１
箇
所
以

上
）

マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備
（
５

市
町
村
で
各
箇
所

以
上
）

マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備
（５

市
町
村
で
各
１
箇
所

以
上
）

11
市
町
村
で

全
箇
所
の
広

域
避
難
所
運

営
マ
ニ
ュ
ア

ル
作
成

避
難
元
1
1
市
町

村
で
全
箇
所
の

広
域
避
難
所
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成

R
9

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

④

1

避
難
所
へ
の
資
機
材

整
備
の
支
援

・感
染
症
対
策
に
必
要

な
資
機
材
（
パ
ー
テ
ィ

シ
ョ
ン
等
）を
含
む

Ⅱ
Ｂ

避
難
所
へ
の
資
機
材
整

備
の
支
援

・
感
染
症
対
策
に
必
要
な

資
機
材
（
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン

等
）
を
含
む

・
避
難
所
へ
の
資
機
材
等

の
整
備
に
つ
い
て
31
市

町
村
へ
補
助
金
支
援

(R
2
)

計 画

市
町
村
か
ら
の
要
請

に
応
じ
、
補
助
金
な

ど
に
よ
る
支
援
・
助

言

市
町
村
か
ら
の
要
請

に
応
じ
、
補
助
金
な

ど
に
よ
る
支
援
・
助

言

市
町
村
か
ら
の
要
請

に
応
じ
、
補
助
金
な

ど
に
よ
る
支
援
・助

言

市
町
村
か
ら

の
要
請
に
応

じ
、
補
助
金

な
ど
に
よ
る
支

援
・助
言

全
避
難
所
の
資

機
材
整
備

-

実 績

2
避
難
所
運
営
支
援
シ

ス
テ
ム
の
導
入

Ⅱ
Ａ
各
市
町
村
の
シ
ス
テ
ム
導

入
方
針
の
決
定

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
情
報

収
集

計 画

シ
ス
テ
ム
の
情
報
収

集
及
び
県
方
針
の

決
定

市
町
村
へ
の
紹
介

及
び
導
入
方
針
決

定
の
呼
び
か
け

導
入
方
針
の
確
定

導
入
方
針
に

基
づ
く
整
備

導
入
方
針
に
基

づ
く
シ
ス
テ
ム
整

備
完
了

R
9

実 績

3

避
難
所
と
市
町
村
災

害
対
策
本
部
と
の
連

絡
手
段
整
備
の
支
援

（市
町
村
を
通
じ
て
支

援
）

Ⅱ
Ｂ

避
難
所
と
市
町
村
災
害

対
策
本
部
と
の
連
絡
手

段
整
備
の
支
援

通
信
機
器
の
整
備
を
支

援 ・
４
市
町
村
へ
支
援
（
高
知

市
（
特
設
公
衆
電
話
）、

北
川
村
（
衛
星
携
帯
電

話
）
、
中
土
佐
町
（無
線

機
）
四
万
十
町
（無
線

機
）
）（
R
2）

計 画

市
町
村
か
ら
の
要
請
に
応
じ
、
補
助
金
な
ど
に
よ
る
支
援
・助
言

市
町
村
か
ら

の
要
請
に
応

じ
、
補
助
金

な
ど
に
よ
る
支

援
・助
言

全
避
難
所
に
お

け
る
災
害
対
策

本
部
と
の
連
絡

手
段
確
保

-

実 績

⑤
1

仮
設
ト
イ
レ
供
給
等
に

係
る
協
力
協
定
の
実

効
性
の
確
保

Ⅱ
Ｂ

仮
設
ト
イ
レ
調
達
手
続
き

の
共
有
・
訓
練
等
を
行

い
、
協
定
先
と
県
・
市
町

村
と
の
連
携
強
化

・
R
1：
講
演
会
講
師
と
し
て

招
へ
い

・
R
2、
R
3
：仮
設
ト
イ
レ
等

の
経
費
の
単
価
に
係
る

覚
書
締
結
に
向
け
て
協

議

計 画

・
仮
設
ト
イ
レ
調
達
手
続
き
の
共
有
・
訓
練
等
を
行
い
、
協
定
先
と
市

町
村
と
の
連
携
強
化
を
図
る

取
組
の
継
続

3
4
市
町
村
に
お

い
て
調
達
手
段

を
確
立

-

実 績

232



N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

⑤
2

仮
設
ト
イ
レ
の
調
達
・

設
置
及
び
し
尿
処
理

等
の
計
画
策
定
の
支

援

Ⅰ
Ａ
計
画
策
定
24
市
町
村

1
00
％
（3
4/
34
）

・
県
計
画
V
er
.２
に
お
い

て
、
仮
設
ト
イ
レ
の
必
要

数
を
見
直
し

・
R
3：
し
尿
処
理
計
画
策

定 (1
0/
34
市
町
村
2
9％
）

計 画

計
画
策
定
24
市
町
村
（3
4/
34
市
町
村
）

仮
設
ト
イ
レ
の
備
蓄
に
つ
い
て
の
支
援

・
設
置
予
定
の
避
難
所
ご
と
に
必
要
基
数
の
算
出

・
仮
設
ト
イ
レ
調
達
手
段
を
確
立
（
協
力
協
定
の
活
用
、
備
蓄
、
広
域

支
援
体
制
の
構
築
等
）

取
組
の
継
続

3
4
市
町
村
に
お

い
て
計
画
策
定

R
6

実 績

⑥

1
帰
宅
困
難
者
の
避
難

支
援

Ⅱ
Ａ
情
報
伝
達
体
制
の
構
築

民
間
事
業
者
と
の
協
定
に

よ
り
、
徒
歩
帰
宅
者
へ
の

水
、
ト
イ
レ
等
の
提
供
や

道
路
情
報
等
の
提
供
を

行
う
「
徒
歩
帰
宅
支
援
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
設
置
（
８

社
）

計 画

帰
宅
困
難
者
数
の

見
直
し

伝
達
体
制
の
た
た
き

台
の
作
成

・
庁
内
、
関
係
機
関

と
の
調
整

・
素
案
の
作
成

情
報
伝
達
体
制
の

構
築

取
組
の
継
続

情
報
伝
達
体
制

の
構
築

R
6

実 績

2
来
高
者
に
係
る
情
報

伝
達
体
制
の
検
討

Ⅱ
Ａ
情
報
伝
達
体
制
の
構
築

・
関
係
各
課
か
ら
取
り
組

み
状
況
の
聞
き
取
り
、
国

内
外
か
ら
の
来
高
者
へ
の

情
報
伝
達
に
関
す
る
課

題
の
洗
い
出
し

計 画

伝
達
体
制
の
た
た
き

台
の
作
成

・
庁
内
、
関
係
機
関

と
の
調
整

・
素
案
の
作
成

情
報
伝
達
体
制
の

構
築

取
組
の
継
続

情
報
伝
達
体
制

の
構
築

R
6

実 績

233



N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

⑦
1

被
災
時
の
自
動
車
利

用
に
つ
い
て
啓
発
活

動
の
実
施

Ⅰ
Ｂ

平
時
か
ら
注
意
喚
起
を
行

う
と
と
も
に
、
ラ
ジ
オ
や
広

報
紙
で
の
広
報
啓
発
を

各
1
回
以
上
実
施

R
1
：ラ
ジ
オ
や
広
報
紙

（
約
11
万
部
）
で
の
広
報

啓
発
を
各
1
回
実
施

R
2
：広
報
紙
（
約
11
万

部
）
で
の
広
報
啓
発
を
1

回
実
施

R
3
：ラ
ジ
オ
広
報
や
広
報

紙
（
約
10
万
部
）
で
の
広

報
啓
発
を
各
１
回
実
施
、

当
課
Ｈ
Ｐ
で
平
時
か
ら
注

意
喚
起
を
行
う
。

計 画

平
時
か
ら
注
意
喚
起
を
行
う
と
と
も
に
、
ラ
ジ
オ
や
広
報
紙
で
の
広
報

啓
発
を
各
1
回
以
上
実
施

取
組
の
継
続

-
-

実 績
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３
－
２
０

避
難
者
等
の
た
め
の
食
料
・
飲
料
水
等
の
備
蓄
の
推
進

〔
概
要
〕

地
震
・
津
波
に
よ
る
避
難
者
の
支
援
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
県
や
市
町
村
に
お
い
て
備
蓄
を
行
う
と
と
も
に
、
民
間
事
業
者
と
の
協
定
の
締
結
に
取
り
組
み
、
発
生
後
の
支

援
の
混
乱
を
な
く
す
よ
う
、
備
蓄
等
の
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
県
備
蓄
計
画
に
基
づ
い
た
備
蓄
を
行
い
ま
す
。

早
期
の
被
災
者
支
援
の
実
施

共
通

公
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

国
の
具
体
計
画

応
急
期
懇
談
会
提
言

県
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対

策
課

地
域
福
祉
政
策
課

②
市
町
村
備
蓄
計
画
に
基
づ
い
た
備
蓄
を
行
い
ま

す
。

早
期
の
被
災
者
支
援
の
実
施

共
通

公
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

国
の
具
体
計
画

応
急
期
懇
談
会
提
言

市
町
村

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対

策
課

学
校
安
全
対
策
課

③
備
蓄
以
外
に
よ
る
水
等
の
確
保
や
井
戸
水
等
の
安

全
性
を
確
認
す
る
た
め
の
水
質
検
査
の
実
施
体
制

を
整
備
し
ま
す
。

早
期
の
被
災
者
支
援
の
実
施

井
戸
水
を
飲
料
水
と
し
て
使
用
す
る
際
の
安
全
性
確

保

共
通

公
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

国
の
具
体
計
画

応
急
期
懇
談
会
提
言

県
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対

策
課

薬
務
衛
生
課

235



〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①
1

県
備
蓄
計
画
に
基
づ

い
た
備
蓄
更
新

Ⅰ
Ａ

毛
布
34
,7
2
0
枚
備
蓄

※
L
1
充
足
率
10
0％
、

L
2
充
足
率
42
％

Ｌ
２
想
定
に
お
け
る

・
県
備
蓄
計
画
に
基
づ
い

た
備
蓄
の
完
了
（
水

1
78
,2
0
0
㍑
、
食
料

1
78
,2
0
0
食
）

・
毛
布
備
蓄
49
,3
60
枚

（
～
R
3
見
込
4
2％
）

計 画

毛
布
11
,5
8
0
枚
備

蓄

毛
布
1
1,
5
70
枚
備

蓄

毛
布
11
,5
7
0
枚
備

蓄

取
組
の
継
続

毛
布
1
18
,7
6
4

枚
備
蓄

R
9

実 績

②

1

市
町
村
備
蓄
計
画
に

基
づ
い
た
備
蓄
の
促

進

Ⅰ
Ａ
L
２
想
定
に
対
し
て
8
0
％

の
水
備
蓄
を
整
備

Ｌ
２
想
定
：

水
50
7,
8
73
㍑
、

(充
足
率
57
％
）

食
料
1
,0
32
,7
0
0
食

(充
足
率
97
％
）

計 画

県
備
蓄
方
針
に
基

づ
く
備
蓄
の
促
進

（
水
60
％
）

（
食
料
98
％
）

県
備
蓄
方
針
に
基

づ
く
備
蓄
の
促
進

（
水
70
％
）

（
食
料
99
％
）

県
備
蓄
方
針
に
基

づ
く
備
蓄
の
促
進

（水
8
0％
）

（食
料
1
00
％
）

県
備
蓄
方
針

に
基
づ
く
備

蓄
の
促
進
（
Ｌ

２
充
足
率

10
0％
）
及
び

補
充
・更
新

L
２
想
定
充
足
率

1
00
％

R
9

実 績

2

県
立
学
校
で
の
市
町

村
用
備
蓄
物
資
の
保

管
の
検
討

Ⅱ
Ｂ

市
町
村
か
ら
の
協
力
要

請
に
応
じ
て
受
け
入
れ
可

能
な
県
立
学
校
と
調
整
を

行
う

県
立
学
校
2
0
校
に
備
蓄

（
福
祉
避
難
所
分
を
含

む
）

計 画

市
町
村
か
ら
の
協
力
要
請
に
応
じ
て
受
け
入
れ
可
能
な
県
立
学
校
と

調
整
を
行
う

取
組
の
継
続

-
-

実 績

3
流
通
備
蓄
確
保
の
た

め
の
協
定
締
結
・
更
新

Ⅰ
Ａ
流
通
備
蓄
の
確
保
（
２
日

分
）

・
備
蓄
方
針
の
策
定

（
公
的
備
蓄
の
準
備
会
・

検
討
会
４
回
の
開
催
）

計 画

流
通
備
蓄
の
確
保

（
0.
7
日
分
）

流
通
備
蓄
の
確
保

（
0.
7
日
分
）

流
通
備
蓄
の
確
保

（0
.6
日
分
）

取
組
の
完
了

流
通
備
蓄
の
確

保
(２
日
分
）

R
6

実 績

236



N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

③

1

福
祉
保
健
所
職
員
を

対
象
と
し
た
水
質
検
査

研
修
の
実
施
及
び
検

査
体
制
の
構
築

Ⅱ
Ｂ
県
内
の
水
質
検
査
体
制

の
検
討

県
内
の
水
質
検
査
体
制

の
検
討

計 画

県
内
の
水
質
検
査
体
制
の
検
討

取
組
の
継
続

－
－

実 績

2
防
災
井
戸
の
整
備

Ⅱ
Ｂ

市
町
村
の
要
望
に
応
じ
て

整
備
に
対
し
て
補
助
を
実

施

整
備
に
係
る
経
費
に
つ

い
て
財
政
支
援

補
助
金
の
活
用

R
1
：３
市
町
・６
箇
所

R
2
：１
町
（い
の
町
）
・２
箇

所 R
3
：０
市
町
村

計 画

市
町
村
の
要
望
に
応
じ
て
財
政
支
援
等
を
継
続

取
組
の
継
続

必
要
に
応
じ
た

防
災
井
戸
の
整

備

－

実 績

237



３
－
２
１

保
健
衛
生
活
動
の
促
進

〔
概
要
〕

・
被
災
者
の
健
康
を
守
る
た
め
に
実
施
す
る
保
健
活
動
を
円
滑
に
行
う
た
め
の
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

・
被
災
者
の
健
康
を
守
る
た
め
に
実
施
す
る
保
健
活
動
に
つ
い
て
、
市
町
村
の
事
前
の
取
組
を
進
め
る
た
め
、
市
町
村
ご
と
の
災
害
時
保
健
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
、
実

践
力
を
高
め
る
た
め
の
研
修
及
び
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

・
被
災
者
の
健
康
を
守
る
た
め
に
実
施
す
る
保
健
衛
生
活
動
に
つ
い
て
、
市
町
村
や
保
健
師
、
栄
養
士
な
ど
関
係
者
の
栄
養
・
食
生
活
支
援
活
動
の
取
組
を
進
め
る
た
め
、

活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
整
備
し
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
県
及
び
市
町
村
等
が
実
施
す
る
災
害
時
保
健
活
動

に
つ
い
て
定
め
た
高
知
県
南
海
ト
ラ
フ
地
震
時
保
健

活
動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
見
直
し
を
随
時
行
い
ま
す
。

円
滑
な
災
害
時
保
健
活
動
の
実
施

共
通

公
助

-
高
知
県
保
健
医
療
計

画

県 市
町
村

健
康
長
寿
政
策
課

②
災
害
時
に
お
け
る
保
健
活
動
を
円
滑
に
実
施
す
る

た
め
に
各
市
町
村
で
の
職
員
数
や
被
害
想
定
等
を

勘
案
し
た
市
町
村
ご
と
の
災
害
時
保
健
活
動
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
策
定
及
び
改
定
の
支
援
を
行
い
ま
す
。
併

せ
て
、
保
健
活
動
チ
ー
ム
の
受
援
に
つ
い
て
の
実

践
力
を
高
め
る
た
め
に
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

被
災
者
の
健
康
を
守
る
た
め
に
実
施
す
る
保
健
活

動
の
円
滑
な
実
施

共
通

公
助

-
高
知
県
南
海
ト
ラ
フ
地

震
時
保
健
活
動
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン

高
知
県
保
健
師
人
材

育
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

県 市
町
村

健
康
長
寿
政
策
課

③
高
知
県
南
海
ト
ラ
フ
地
震
時
栄
養
・食
生
活
支
援
活

動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
南
海
ト
ラ
フ
地
震
時
市
町

村
保
健
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
の
支
援
及
び
同
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
災
害
時
の
栄
養
・
食
生
活
支

援
を
指
導
で
き
る
行
政
栄
養
士
の
育
成
、
県
外
栄

養
支
援
チ
ー
ム
等
の
受
入
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

保
健
衛
生
活
動
に
よ
る
被
災
者
の
健
康
維
持

共
通

公
助

-
高
知
県
食
育
推
進
計
画

南
海
ト
ラ
フ
地
震
時
栄

養
・
食
生
活
支
援
活
動

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

県 市
町
村

健
康
長
寿
政
策
課

238



〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①

1

高
知
県
南
海
ト
ラ
フ
地

震
時
保
健
活
動
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
検
証
と
見
直

し

Ⅱ
Ｂ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
検
証
と
見

直
し

高
知
県
南
海
ト
ラ
フ
地
震

時
保
健
活
動
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
(H
30
.3
改
定
、
R
3.
1
2

改
定
)

計 画

高
知
県
南
海
ト
ラ
フ
地
震
時
保
健
活
動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
検
証
、
必
要

時
見
直
し

取
組
の
継
続

－
－

実 績

2

健
康
危
機
管
理
支
援

チ
ー
ム
（
D
H
E
A
T
)受

援
計
画
の
策
定

Ⅱ
Ａ
受
援
計
画
の
策
定
、
検
証

受
援
態
勢
の
検
討

他
県
情
報
収
集

受
援
計
画
（
案
）
の
項
目

検
討

計 画
受
援
計
画
策
定

訓
練
等
に
よ
る
計
画

の
検
証

訓
練
等
に
よ
る
計
画

の
検
証

取
組
の
継
続

受
援
計
画
策
定

R
4

実 績

②

1

市
町
村
災
害
時
保
健

活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
改

定
支
援

Ⅱ
Ｂ
市
町
村
保
健
活
動
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
改
定

マ
ニ
ュ
ア
ル
：
全
市
町
村

で
策
定
(R
2
.3
）

計 画

各
市
町
村
の
実
態
や
県
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
定
を
踏
ま
え
た
市
町
村

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
定

取
組
の
継
続

－
－

実 績

2

市
町
村
災
害
時
保
健

活
動
情
報
伝
達
訓

練
の
実
施

Ⅰ
Ｂ
３
回
開
催

全
市
町
村
の
参
加

毎
年
1
回
実
施

R
1
：3
3
市
町
村
参
加

R
2
：3
3
市
町
村
参
加

計 画
１
回
実
施

１
回
実
施

１
回
実
施

取
組
の
継
続

市
町
村
災
害
時

保
健
活
動

情

報
伝
達
訓
練
１

回
開
催
、
全
市

町
村
の
参
加
/年

毎
年

実 績

3

階
層
別
健
康
危
機
管

理
研
修
（中
堅
期
・
管

理
期
）の
実
施

Ⅰ
Ｂ
３
回
開
催

中
堅
期
研
修
１
回
実
施

管
理
期
研
修
１
回
実
施

計 画

中
堅
期
研
修
１
回
実
施

管
理
期
研
修
１
回
実
施

中
堅
期
研
修
１
回
実
施

管
理
期
研
修
１
回
実
施

中
堅
期
研
修
１
回
実
施

管
理
期
研
修
１
回
実
施

取
組
の
継
続

中
堅
期
研
修
１

回
実
施
/
年

管
理
期
研
修
１

回
実
施
/
年

毎
年

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

③

1

高
知
県
大
規
模
災
害

時
に
お
け
る
栄
養
支

援
チ
ー
ム
活
動
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
検
証
と
見
直
し

Ⅱ
Ｂ
検
証
と
必
要
に
応
じ
た
見

直
し

高
知
県
大
規
模
災
害
時

に
お
け
る
栄
養
支
援
チ
ー

ム
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定

(H
3
0.
5
)

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
V
er
.2
に
基

づ
い
た
高
知
県
大
規
模

災
害
時
に
お
け
る
栄
養

支
援
チ
ー
ム
活
動
マ
ニ
ュ

ア
ル
改
定
見
込

計 画

訓
練
等
に
よ
る
検
証
と
必
要
に
応
じ
た
見
直
し

取
組
の
継
続

－
－

実 績

2

南
海
ト
ラ
フ
地
震
時
栄

養
・
食
生
活
支
援
活

動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基

づ
く
南
海
ト
ラ
フ
地
震

時
市
町
村
保
健
活
動

マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
の
支

援

Ⅰ
Ａ

2
4
市
町
村
で
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
栄
養
・
食
生
活
支
援
活

動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
V
er
.2
の

内
容
盛
り
込
み
完
了

7
1％
（
24
/3
4)

全
市
町
村
で
栄
養
・
食
生

活
支
援
活
動
の
内
容
を

取
り
入
れ
た
活
動
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
策
定
又
は
改
定

(3
4/
34
)

計 画

８
市
町
村
（８
/3
4
市

町
村
）
に
V
er
.2
の

内
容
を
盛
り
込
む

８
市
町
村
（
16
/3
4

市
町
村
）
に
V
er
.2

の
内
容
を
盛
り
込
む

８
市
町
村
（2
4/
34

市
町
村
）に
V
er
.2

の
内
容
を
盛
り
込
む

全
市
町
村

（3
4/
34
市
町

村
）で
V
er
.2

の
内
容
を
盛

り
込
む

全
市
町
村
で
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
栄

養
・
食
生
活
支

援
活
動
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
V
er
.２
の
内

容
を
盛
り
込
む

R
7

実 績

3

災
害
時
の
栄
養
・
食
生

活
支
援
を
指
導
で
き
る

行
政
栄
養
士
の
育
成

Ⅰ
Ｂ

育
成
研
修
会
等
へ
の
派

遣 伝
達
講
習
３
回
実
施

南
海
ト
ラ
フ
地
震
時
栄

養
・
食
生
活
支
援
活
動
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
定

育
成
研
修
会
年
1
回
実

施 伝
達
講
習
年
1
回
実
施

計 画

育
成
研
修
会
の

開
催
年
1
回

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
へ

の
参
加
と
伝
達
講
習

年
1
回

育
成
研
修
会
の

開
催
年
1
回

リ
ー
ダ
ー
研

修
会
へ
の
参

加
と
伝
達
講

習
年
1
回

研
修
会
開
催
又

は
研
修
会
へ
の

派
遣
及
び
伝
達

講
習
３
回
実
施

/
計
画
期
間

期
間
中

実 績

4

県
外
等
か
ら
の
栄
養

支
援
チ
ー
ム
の
受
入

体
制
の
整
備

Ⅰ
Ｂ
情
報
伝
達
訓
練
等
３
回

実
施

情
報
伝
達
訓
練
年
１
回

計 画
1
回
実
施

1
回
実
施

1
回
実
施

1
回
実
施

情
報
伝
達
訓
練

等
１
回
実
施
/

年

毎
年

実 績
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３
－
２
２

震
災
時
の
心
の
ケ
ア
体
制
の
整
備

〔
概
要
〕

発
災
直
後
か
ら
迅
速
に
被
災
者
等
の
心
の
ケ
ア
を
進
め
る
た
め
の
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｔ
の
整
備
に
よ
り
災
害
時
に
お
け
る
精
神
科

医
療
機
関
等
へ
の
支
援
や
、
被
災
者
の
心
の
ケ
ア

体
制
を
整
備
し
ま
す
。

・被
災
者
の
精
神
的
健
康
の
確
保

・発
災
後
の
精
神
科
医
療
の
確
保

共
通

公
助

自
助

-
高
知
県
強
靭
化
計
画

高
知
県
災
害
時
の
心
の

ケ
ア
マ
ニ
ュ
ア
ル

県 市
町
村

障
害
保
健
支
援
課

②
高
知
県
災
害
時
の
心
の
ケ
ア
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ

き
、
市
町
村
に
お
け
る
人
材
の
養
成
・
育
成
を
支
援

し
ま
す
。

・被
災
者
の
精
神
的
健
康
の
確
保

・発
災
後
の
精
神
科
医
療
の
確
保

共
通

公
助

自
助

-
高
知
県
強
靭
化
計
画

高
知
県
災
害
時
の
心
の

ケ
ア
マ
ニ
ュ
ア
ル

県 市
町
村

障
害
保
健
支
援
課
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①
1

Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｔ
先
遣
隊
研
修

（国
実
施
）
へ
の
参
加

及
び
県
内
で
の

D
P
A
T
隊
養
成
研
修

会
の
開
催

Ⅰ
Ａ

・
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｔ
先
遣
隊
の
養
成

１
チ
ー
ム

・
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｔ
隊
の
養
成
４
チ

ー
ム

・
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｔ
先
遣
隊
研
修

（
国
実
施
)へ
の
参
加

R
3
：参
加
１
チ
ー
ム
〈
見

込
〉

高
知
県
D
P
A
T
研
修
会

延
べ
2
回
開
催
7
6
名

R
1
：中
止

R
2
：参
加
4
6
名

R
3
：参
加
3
0
名
〈見
込
〉

計 画

Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｔ
隊
１
チ
ー
ム

養
成

・
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｔ
先
遣
隊
１

チ
ー
ム
養
成

・
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｔ
隊
２
チ
ー

ム
養
成

Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｔ
隊
１
チ
ー
ム

養
成

取
組
の
継
続

・
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｔ
先
遣

隊
２
チ
ー
ム
養
成

・
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｔ
隊
４
チ

ー
ム
養
成

R
6

実 績

②

1

心
の
ケ
ア
活
動
を
実

施
で
き
る
人
材
の
育

成

Ⅰ
Ｂ
心
の
ケ
ア
活
動
研
修
会

３
回
開
催
、
3
00
人
参
加

災
害
時
の
心
の
ケ
ア
活

動
研
修
会
延
べ
3
回
開

催
2
57
名

・
R
1：
参
加
64
名

・
R
2：
参
加
10
4
名

・
R
3：
参
加
89
名

計 画

参
加
10
0
人

参
加
1
00
人

参
加
10
0
人

取
組
の
継
続

研
修
会
受
講
者

1
00
人
/年

毎
年

実 績

2

受
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作

成
及
び
受
援
訓
練
の

開
催

Ⅰ
Ａ

・
受
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作

成 ・
受
援
訓
練
の
実
施
３
回

高
知
県
災
害
時
の
心
の

ケ
ア
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

・
H
29
：第
３
版
の
作
成

・
R
1
：
第
４
版
の
作
成

計 画

受
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

作
成
及
び
受
援
訓

練
の
開
催

受
援
訓
練
の
開
催

及
び
受
援
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
検
証

高
知
県
災
害
時
心

の
ケ
ア
マ
ニ
ュ
ア
ル

（Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｔ
の
受
援
）

の
見
直
し

取
組
の
継
続

他
県
か
ら
の
Ｄ
Ｐ

Ａ
Ｔ
の
円
滑
な
受

入
体
制
の
構
築

R
6

実 績
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３
－
２
３

要
配
慮
者
の
避
難
対
策
の
促
進

〔
概
要
〕

福
祉
避
難
所
等
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
福
祉
避
難
所
の
指
定
や
支
援
体
制
を
整
備
し
ま

す
。

要
配
慮
者
の
安
全
の
確
保

共
通

公
助

共
助

９
．
要
配
慮
者
対
策
高
知
県
強
靱
化
計
画

応
急
期
懇
談
会
提
言

災
害
時
に
お
け
る
要
配

慮
者
の
避
難
支
援
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン

福
祉
避
難
所
設
置
・
運

営
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン 自
然
災
害
時
保
健
活

動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

市
町
村

社
会
福
祉
法
人

地
域
福
祉
政
策
課

障
害
福
祉
課

②
一
般
避
難
所
に
お
け
る
要
配
慮
者
ス
ペ
ー
ス
の
整

備
や
支
援
体
制
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

一
般
の
避
難
所
に
お
け
る
要
配
慮
者
対
応
体
制
の

構
築

共
通

公
助

共
助

９
．
要
配
慮
者
対
策
福
祉
避
難
所
設
置
・
運

営
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン 福
祉
避
難
所
運
営
訓

練
マ
ニ
ュ
ア
ル

大
規
模
災
害
に
備
え
た

避
難
所
運
営
に
つ
い
て

(解
説
)(
第
1
版
)

市
町
村

社
会
福
祉
法
人

地
域
福
祉
政
策
課

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対

策
課

③
福
祉
避
難
所
や
一
般
避
難
所
に
お
け
る
要
配
慮
者

へ
の
広
域
的
な
支
援
体
制
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

要
配
慮
者
へ
の
支
援
の
確
保

共
通

公
助

共
助

９
．
要
配
慮
者
対
策
高
知
県
強
靱
化
計
画

応
急
期
懇
談
会
提
言

県 市
町
村

福
祉
関
係
団
体

地
域
福
祉
政
策
課
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①

1

市
町
村
が
行
う
福
祉

避
難
所
の
指
定
へ
の

支
援

Ⅰ
Ｂ

・
受
入
対
象
者
の
精
査

・
福
祉
避
難
所
受
入
可
能

人
数

1
0,
4
00
人
/
受
入
対
象
者

・
福
祉
避
難
所
設
置
・運

営
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
作
成
（H
2
2)

・
福
祉
避
難
所
運
営
訓
練

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

（
H
26
)

・
福
祉
避
難
所
受
入
可
能

人
数

R
1
：9
,9
5
1
人
（2
24
施

設
）

R
2
：9
,8
0
9
人
（2
25
施

設
）

R
3
：1
0,
0
00
人
（
見
込
）

計 画

・
市
町
村
に
お
け
る

受
入
対
象
者
の
精

査
を
支
援

・
人
材
確
保
対
策
の

検
討

・
福
祉
避
難
所
受
入

可
能
人
数
1
30
人
分

確
保

・
人
材
確
保
対
策
の

検
討

・
福
祉
避
難
所
受
入

可
能
人
数
1
30
人
分

確
保

・
人
材
確
保
対
策
の

検
討

・
福
祉
避
難
所
受
入

可
能
人
数
14
0
人
分

確
保

取
組
の
継
続

収
容
率
1
00
％

－

実 績

2

社
会
福
祉
施
設
に
お

け
る
要
配
慮
者
の
た

め
の
避
難
ス
ペ
ー
ス

の
整
備

Ⅱ
Ｂ
施
設
へ
の
働
き
か
け
等

避
難
ス
ペ
ー
ス
の
整
備

（
H
29
:１
施
設
、
R
2:
2
施

設
、
R
3
:2
施
設
（見
込
）
）

計 画

・
避
難
ス
ペ
ー
ス
の

整
備
（
1
施
設
）

・
施
設
へ
の
働
き
か
け
等

施
設
へ
の
働
き
か
け
等

取
組
の
継
続

－
－

実 績

3

福
祉
避
難
所
を
運
営

し
、
要
配
慮
者
を
支
援

す
る
体
制
の
整
備

Ⅰ
Ｂ

市
町
村
単
位
で
の
協
議

体
制
の
整
備
1
00
％

（
34
/3
4
市
町
村
）

・
福
祉
避
難
所
運
営
訓
練

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
(H
26
)

・
ブ
ロ
ッ
ク
別
福
祉
避
難

所
運
営
研
修
会
の
開
催

（
R
2：
２
ブ
ロ
ッ
ク
）

R
1
：参
加
1
0
市
町
村
、

3
4
人

R
2
：参
加
1
1
市
町
村
、

2
6
人

R
3
：参
加
3
4
市
町
村
、

6
8
人
（
見
込
）

計 画

・
市
町
村
単
位
で
行

政
職
員
の
認
識
を
高

め
る
た
め
の
協
議
の

実
施

・
協
議
体
制
整
備
1
0

市
町
村

・
市
町
村
単
位
で
行

政
職
員
の
認
識
を
高

め
る
た
め
の
協
議
の

実
施

・
協
議
体
制
整
備
11

市
町
村

・市
町
村
単
位
で
行

政
職
員
の
認
識
を
高

め
る
た
め
の
協
議
の

実
施

・協
議
体
制
整
備
1
3

市
町
村

取
組
の
継
続

－
－

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①
4

福
祉
避
難
所
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
活
用
し
た

訓
練
へ
の
支
援

Ⅰ
Ｂ

福
祉
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
活
用
し
た
訓
練
実

施
10
0％
（
34
／
34
市
町

村
）

・
福
祉
避
難
所
運
営
訓
練

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
(H
26
)

H
3
0
ま
で
：福
祉
避
難
所

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成

1
2
市
町
村
（
う
ち
、
汎
用

マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
９
市

町
村
）

R
1
：作
成
6
市
町
村

R
2
：作
成
4
市
町
村

R
3
：作
成
1
2
市
町
村

（
見
込
）

・
福
祉
避
難
所
設
置
・運

営
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

改
定
（
R
3
見
込
）

計 画

福
祉
避
難
所
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
活
用

し
た
訓
練
へ
の
支
援

1
0
市
町
村

福
祉
避
難
所
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
活
用

し
た
訓
練
へ
の
支
援

1
1
市
町
村

福
祉
避
難
所
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
活
用

し
た
訓
練
へ
の
支
援

13
市
町
村

取
組
の
継
続

全
市
町
村
で
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
活
用

し
た
訓
練
実
施

毎
年

実 績

②
1

一
般
避
難
所
に
お
け

る
要
配
慮
者
ス
ペ
ー
ス

の
運
営
支
援

Ⅰ
Ａ

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

（
60
％
）

R
1

・
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
向
け
た

検
討
会
開
催
(３
回
)

・
手
引
き
、
支
援
ガ
イ
ド
の

作
成

R
2

・
手
引
き
、
支
援
ガ
イ
ド
の

説
明
会
実
施
（
各
圏
域
及

び
高
知
市
）

・
支
援
ガ
イ
ド
の
製
本
、
全

市
町
村
、
福
祉
施
設
障

害
者
団
体
等
へ
配
布

R
3

５
市
町
村
・
62
箇
所
で
避

難
所
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
実
施

啓
発
用
動
画
作
成

計 画

避
難
所
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
実
施
（2
0％
）

避
難
所
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
実
施
（
40
％
）

避
難
所
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
実
施
（6
0％
）

34
市
町
村
で

全
箇
所
の
バ

ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
を
完
成

全
避
難
所
で
バ

ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

を
実
施

R
8

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

②

2

一
般
の
避
難
所
に
お

け
る
要
配
慮
者
ス
ペ
-

ス
の
整
備
へ
の
支
援

Ⅱ
Ｂ

一
般
避
難
所
に
お
け
る

要
配
慮
者
ス
ペ
-ス
の
確

保
、
資
機
材
整
備
を
全
市

町
村
で
実
施

環
境
整
備
に
係
る
経
費

に
つ
い
て
、
2
8
市
町
村
へ

支
援
（
R
2）

計 画

補
助
金
な
ど
に
よ
る

資
機
材
整
備
支
援

補
助
金
な
ど
に
よ
る

資
機
材
整
備
支
援

補
助
金
な
ど
に
よ
る

資
機
材
整
備
支
援

取
組
の
継
続

全
避
難
所
で
資

機
材
整
備
完
了

－

実 績

3

一
般
避
難
所
で
要
配

慮
者
に
対
す
る
福
祉

支
援
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
人
材
の
育
成

Ⅰ
Ｂ

地
域
の
要
配
慮
者
が
参

加
し
た
一
般
避
難
所
運

営
訓
練
の
実
施
及
び
支

援
3
4
市
町
村

・
要
配
慮
者
な
ど
に
対
応

し
た
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
作
成
手
引
き
の
策
定

・
運
営
訓
練
実
施
：
２
ブ
ロ

ッ
ク
（宿
毛
市
、
須
崎
市
）

※
ブ
ロ
ッ
ク
は
圏
域
を
指

す
単
位

啓
発
用
動
画
作
成
・
周
知

計 画

地
域
の
要
配
慮
者

が
参
加
し
た
一
般
避

難
所
運
営
訓
練
の

実
施
及
び
支
援

（
11
/3
4
市
町
村
）

地
域
の
要
配
慮
者

が
参
加
し
た
一
般
避

難
所
運
営
訓
練
の

実
施
及
び
支
援

（
11
/3
4
市
町
村
）

地
域
の
要
配
慮
者

が
参
加
し
た
一
般
避

難
所
運
営
訓
練
の

実
施
及
び
支
援

（1
2/
34
市
町
村
）

地
域
の
要
配

慮
者
が
参
加

し
た
一
般
避

難
所
運
営
訓

練
の
実
施
及

び
支
援

（3
4
市
町
村
）

地
域
の
要
配
慮

者
が
参
加
し
た

一
般
避
難
所
運

営
訓
練
の
実
施

及
び
支
援
（
34

市
町
村
）
/
計
画

期
間

期
間
中

実 績

③
1

・受
援
計
画
に
基
づ
く

訓
練
の
実
施

・災
害
派
遣
福
祉
チ
ー

ム
の
育
成
及
び
充
実

Ⅰ
Ｂ

・
受
援
計
画
の
検
証
及
び

見
直
し

・
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム

の
育
成
及
び
充
実

・
災
害
福
祉
広
域
支
援
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
検
討
会
の
立

ち
上
げ
及
び
開
催
（H
2
7

～
H
2
8、
H
30
、
R
1）

・
災
害
時
相
互
応
援
活
動

マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
（
R
2）

・
災
害
福
祉
支
援
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
会
議
設
置
（
R
2
）

・
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム

発
足
（
R
2）

・
受
援
計
画
策
定
（R
3
見

込
）

計 画

・
受
援
計
画
に
基
づ

く
訓
練
の
実
施

・
災
害
派
遣
福
祉
チ

ー
ム
研
修
の
開
催
（
5

回
）

・
受
援
計
画
に
基
づ

く
訓
練
の
実
施

・
災
害
派
遣
福
祉
チ

ー
ム
研
修
の
開
催
（
5

回
）

・受
援
計
画
に
基
づ

く
訓
練
の
実
施

・災
害
派
遣
福
祉
チ

ー
ム
研
修
の
開
催
（5

回
）

取
組
の
継
続

受
援
計
画
に
基

づ
く
訓
練
の
実

施
/
年

災
害
派
遣
福
祉

チ
ー
ム
研
修
の

開
催
（
5
回
）
/年

毎
年

実 績
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３
－
２
４

要
配
慮
者
の
支
援
体
制
の
整
備

〔
概
要
〕

被
災
し
た
要
配
慮
者
を
支
援
す
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
啓
発
冊
子
の
配
布
に
よ
り
人
工
透
析
患
者
自
身
の

日
頃
か
ら
の
備
え
を
促
し
ま
す
。

継
続
し
た
医
療
ケ
ア
が
必
要
な
患
者
の
安
全
確
保

共
通

自
助

９
．
要
配
慮
者
対
策
高
知
県
災
害
時
医
療

救
護
計
画

高
知
県
南
海
ト
ラ
フ
地

震
時
重
点
継
続
要
医

療
者
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル

県
民

健
康
対
策
課

②
市
町
村
に
重
点
継
続
要
医
療
者
及
び
指
定
難
病
患

者
の
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

継
続
し
た
医
療
ケ
ア
が
必
要
な
患
者
の
安
全
確
保

共
通

共
助

公
助

９
．
要
配
慮
者
対
策
高
知
県
災
害
時
医
療

救
護
計
画

高
知
県
南
海
ト
ラ
フ
地

震
時
重
点
継
続
要
医

療
者
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル

県 市
町
村

医
療
機
関

医
療
機
器
取

扱
業
者

県
民

健
康
対
策
課

③
県
内
全
域
で
Ｈ
Ｏ
Ｔ
ス
テ
-
シ
ョ
ン
の
設
置
場
所
を
想

定
し
、
具
体
的
な
運
用
を
め
ざ
し
ま
す
。

継
続
し
た
医
療
ケ
ア
が
必
要
な
患
者
の
安
全
確
保

共
通

共
助

公
助

９
．
要
配
慮
者
対
策
高
知
県
災
害
時
医
療

救
護
計
画

高
知
県
南
海
ト
ラ
フ
地

震
時
重
点
継
続
要
医

療
者
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル

県 市
町
村

医
療
機
関

医
療
機
器
取

扱
業
者

健
康
対
策
課

④
在
宅
酸
素
療
法
者
等
の
災
害
時
の
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
-

ク
を
構
築
し
ま
す
。

継
続
し
た
医
療
ケ
ア
が
必
要
な
患
者
の
安
全
確
保

共
通

共
助

公
助

９
．
要
配
慮
者
対
策
高
知
県
災
害
時
医
療

救
護
計
画

高
知
県
南
海
ト
ラ
フ
地

震
時
重
点
継
続
要
医

療
者
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル

県 市
町
村

医
療
機
関

医
療
機
器
取

扱
業
者

健
康
対
策
課

⑤
手
話
や
要
約
筆
記
な
ど
、
情
報
・コ
ミ
ュ
ニ
ケ
-
シ
ョ
ン

支
援
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
(支
援
者
)の
事
前
登
録
を

行
う
と
と
も
に
災
害
時
の
具
体
的
な
支
援
策
等
を
検

討
し
ま
す
。

障
害
者
の
方
へ
の
情
報
保
障
と
安
心
の
確
保

共
通

共
助

９
．
要
配
慮
者
対
策
高
知
県
強
靱
化
計
画

県
民

障
害
福
祉
課
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⑥
発
災
時
に
多
言
語
で
の
情
報
提
供
及
び
外
国
人
支

援
の
活
動
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
担
う
災
害
多
言
語

支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
体
制
を
構
築
す
る
ほ
か
、
災

害
時
語
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
と

し
た
通
訳
・
翻
訳
講
座
の
開
催
、
避
難
所
で
外
国
人

と
最
低
限
の
意
思
疎
通
を
行
う
た
め
の
指
差
し
で
使

う
会
話
集
の
周
知
、
ラ
ジ
オ
・イ
ン
タ
-
ネ
ッ
ト
等
で
の

多
言
語
で
の
情
報
提
供
体
制
の
整
備
を
行
い
ま

す
。

災
害
時
の
外
国
人
支
援
の
充
実

共
通

自
助

共
助

公
助

９
．
要
配
慮
者
対
策

-
県 高
知
県
国
際

交
流
協
会

市
町
村

県
民

国
際
交
流
課
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①
1

透
析
医
療
機
関
及
び

市
町
村
に
お
け
る
人

工
透
析
啓
発
資
材
の

配
布

Ⅱ
Ｂ

・
透
析
医
療
機
関
に
お
け

る
啓
発
資
材
の
配
布
等

に
よ
る
患
者
教
育
の
実
施

・
医
療
機
関
に
お
け
る
配

布
状
況

（
配
布
済
・配
布
中
）

患
者
連
絡
カ
ー
ド

3
6/
40
（9
0％
）

患
者
用
防
災
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
3
5/
40
（8
7％
）

・
市
町
村
へ
の
配
布
状
況

（
R
3
年
度
）

患
者
連
絡
カ
ー
ド
３
市

町
村 患
者
用
防
災
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
５
市
町
村

計 画

・
人
工
透
析
患
者
状
況
等
調
査
に
よ
る
啓
発
資
材
配
布
及
び
患
者

教
育
実
施
状
況
の
確
認

・
依
頼
が
あ
っ
た
機
関
（
医
療
機
関
や
市
町
村
等
）へ
の
資
材
の
配

布

取
組
の
継
続

－
－

実 績

②
1

災
害
対
策
基
本
法
や

同
意
に
基
づ
く
市
町

村
へ
の
患
者
情
報
の

提
供
及
び
活
用
の
促

進

Ⅰ
Ｂ

・
市
町
村
に
対
す
る
人
工

呼
吸
器
使
用
者
及
び
酸

素
療
法
者
の
母
数
の
提

供
２
回
/
年

・
人
工
呼
吸
器
使
用
者
及

び
酸
素
療
法
者
の
同
意

者
情
報
の
提
供
随
時

・
指
定
難
病
患
者
の
情
報

提
供 ５
市
６
町
２
村
（R
2
末
）

・
人
工
呼
吸
器
使
用
者
患

者
及
び
酸
素
療
法
者
の

同
意
者
情
報
の
提
供

計 画

・
市
町
村
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
・
関
係
各
課
と
の
連
携
促
進
の
た
め
の
働

き
か
け

・
指
定
難
病
患
者
及
び
人
工
呼
吸
器
使
用
者
・酸
素
療
法
者
情
報

の
把
握
及
び
提
供

取
組
の
継
続

・
市
町
村
に
対
す

る
人
工
呼
吸
器

使
用
者
及
び
酸

素
療
法
者
の
母

数
の
提
供
２
回

/
年

・
人
工
呼
吸
器

使
用
者
及
び
酸

素
療
法
者
の
同

意
者
情
報
の
提

供
随
時

毎
年

実 績

③
1

在
宅
人
工
呼
吸
器
使

用
者
及
び
酸
素
療
法

者
へ
の
支
援
体
制
整

備

Ⅱ
Ｂ
発
災
時
に
お
け
る
酸
素

供
給
体
制
の
整
備

・
医
療
機
器
取
扱
業
者
・

医
療
機
関
・
行
政
に
お
け

る
酸
素
療
法
者
に
か
か
る

情
報
共
有
体
制
の
見
直

し
の
実
施

・
他
県
へ
の
全
国
照
会
に

よ
る
状
況
把
握

計 画

・
酸
素
療
法
者
数
の
把
握
（年
２
回
）

・
医
療
機
器
取
扱
業
者
等
と
の
連
絡
会
の
実
施
（年
１
回
）

取
組
の
継
続

発
災
時
に
お
け

る
酸
素
供
給
体

制
の
整
備

R
6
以
降

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

④
1

・
災
害
対
策
基
本
法

や
同
意
に
基
づ
く
市

町
村
へ
の
患
者
情
報

の
提
供
及
び
活
用
の

促
進
【再
掲
】

・
災
害
時
個
別
支
援

計
画
の
作
成
支
援

Ⅰ
Ｂ

市
町
村
に
対
す
る
人
工

呼
吸
器
使
用
者
及
び
酸

素
療
法
者
の
母
数
の
提

供
２
回
/
年

人
工
呼
吸
器
使
用
者
及

び
酸
素
療
法
者
の
同
意

者
情
報
の
提
供
随
時

個
別
支
援
計
画
の
作
成

・
作
成
対
象
：
人
工
呼
吸

器
使
用
者
及
び
酸
素
療

法
者
16
名
（
福
祉
保
健

所
・
保
健
所
把
握
分
難

病
患
者
の
み
。
R
3.
7）

・
う
ち
作
成
済
み
者
数
：
８

名

計 画

・
指
定
難
病
患
者
及
び
人
工
呼
吸
器
使
用
者
・酸
素
療
法
者
情
報

の
把
握
及
び
提
供
【
再
掲
】

・
市
町
村
に
お
け
る
個
別
支
援
計
画
作
成
（避
難
先
・
避
難
方
法
の

確
認
や
避
難
支
援
等
実
施
者
の
確
保
等
を
含
む
）の
支
援

・
医
療
機
器
取
扱
業
者
等
に
よ
る
機
器
取
扱
や
災
害
時
支
援
に
関

す
る
研
修
開
催

取
組
の
継
続

・
市
町
村
に
対
す

る
人
工
呼
吸
器

使
用
者
及
び
酸

素
療
法
者
の
母

数
の
提
供
２
回

/
年
【再
掲
】

・
人
工
呼
吸
器

使
用
者
及
び
酸

素
療
法
者
の
同

意
者
情
報
の
提

供
随
時
【
再

掲
】

・
個
別
支
援
計

画
の
作
成

1
00
％

R
6
以
降

実 績

⑤
1

情
報
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
養
成
及
び
事
前

登
録
の
支
援
促
進

Ⅰ
Ｂ

手
話
通
訳
者
養
成
講
座

及
び
要
約
筆
記
者
養
成

講
座
の
開
催

・
情
報
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

登
録
者
1
48
人

R
1
：0
人

R
2
：0
人

R
3
：0
人

・
手
話
通
訳
派
遣
事
業
登

録
者
1
23
人

R
1
：0
人

R
2
：1
0
人

R
3
：1
0
人
（
見
込
）

・
要
約
筆
記
派
遣
事
業
登

録
者
9
9
人

R
1
：0
人

R
2
：2
人

R
3
：5
人
（見
込
）

計 画

・
手
話
通
訳
、
要
約
筆
記
者
養
成
講
座
及
び
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
の

実
施

・
情
報
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
の
促
進

取
組
の
継
続

・
情
報
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
登
録
者

1
50
人

・
手
話
通
訳
者

派
遣
事
業
登
録

者
1
50
人

・
要
約
筆
記
者

派
遣
事
業
登
録

者
1
20
人

－

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

⑤
2

テ
レ
ビ
電
話
を
活
用
し

た
遠
隔
地
か
ら
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援

体
制
の
整
備

Ⅰ
Ｂ

・
災
害
時
を
見
据
え
た
遠

隔
手
話
通
訳
利
用
の
拡

大 ・
各
市
町
村
の
災
害
時
の

連
絡
体
制
の
周
知

（
10
0％
）

・
関
係
機
関
、
市
町
村
と

の
協
議

・
安
芸
圏
域
に
お
い
て
モ

デ
ル
的
な
取
組
の
実
践

に
向
け
た
協
議

・
安
芸
圏
域
で
研
修
会
開

催
（
H
29
:7
5
人
）

・
安
芸
・幡
多
圏
域
に
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
設
置
し
、
遠
隔

情
報
保
障
体
制
を
整
備

（
H
30
.1
2
）

・
中
央
（3
8
人
）
、
幡
多

（
87
人
）圏
域
で
学
習
会

等
開
催
（
H
31
.2
）

R
1
：体
制
整
備
0
市
町
村

R
2
：体
制
整
備
0
市
町
村

R
3
：体
制
整
備
3
市
（
見

込
）

計 画

・
災
害
時
を
見
据
え
た
遠
隔
手
話
通
訳
利
用

の
拡
大

・
各
市
町
村
の
災
害
時
の
連
絡
体
制
の
周

知
（
10
0％
）

・
災
害
時
を
見
据
え

た
遠
隔
手
話
通
訳

利
用
の
拡
大

取
組
の
継
続

・
市
町
村
（
避
難

所
）
へ
の
災
害
時

の
連
絡
体
制
の

周
知
（
10
0％
）

・
登
録
手
話
通

訳
者
の
確
保

1
50
人

－

実 績

⑥

1
冊
子
等
を
通
じ
た
外

国
人
へ
の
啓
発

Ⅱ
Ｂ

す
べ
て
の
県
内
在
住
外

国
人
世
帯
へ
の
啓
発
冊

子
の
配
付

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
備
え

ち
ょ
き
（
多
言
語
版
）の
改

訂

計 画

・
市
町
村
を
通
じ
た
冊
子
配
付

・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
日
本
語
教
室
等
を
活
用
し
た
外
国
人
へ
の
啓
発

取
組
の
継
続

す
べ
て
の
県
内

在
住
外
国
人
世

帯
へ
の
啓
発
冊

子
の
配
布

-

実 績

2

災
害
多
言
語
支
援
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
外
国
人

へ
の
情
報
支
援

Ⅰ
Ｂ

開
設
・
運
営
訓
練
の
実
施

（
1
回
／
年
）

す
べ
て
の
在
住
外
国
人

へ
の
啓
発
冊
子
の
配
付

(冊
子
を
通
じ
た
啓
発
)

(セ
ン
タ
ー
の
運
営
・開
設
)

R
2
年
度
：協
定
を
締
結

（
R
2.
1
1
月
）

R
3
年
度
：開
設
・
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
案
の
検
証
（
図

上
訓
練
）

(セ
ン
タ
ー
の
周
知
)

R
2
年
度
：研
修
会
開
催

(R
3
.2
)

R
3
年
度
：研
修
会
開
催

(R
4
.2
予
定
)

計 画

・
定
期
的
な
訓
練
の
実
施

・
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
つ
い
て
、
外
国
人
や
市
町
村
、
自
主
防

災
組
織
等
に
周
知
(啓
発
冊
子
の
配
付
、
留
学
生
へ
の
啓

発
、
市
町
村
職
員
・自
主
防
災
組
織
向
け
研
修
会
の
開
催
)

取
組
の
継
続

外
国
人
に
対
す

る
情
報
支
援
体

制
の
確
立

-
実 績

251



N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

⑥

3

災
害
時
語
学
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
向
け
の
災
害
時
対

応
講
座
の
実
施

Ⅰ
Ｂ

講
座
の
実
施
（
1
回
／
年
)

第
５
期
計
画
期
間
中
に
全

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
講
座
を
1

回
以
上
受
講

R
1
：講
座
を
１
回
実
施

R
2
：講
座
を
１
回
実
施

R
3
：講
座
を
１
回
実
施

（
未
受
講
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
講
座
の
受
講
を
呼

び
掛
け
）

計 画

・
災
害
対
応
講
座
の
実
施
（１
回
／
年
）

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
用
体
制
の
構
築
（
役
割
別
、
地
域
別
等
）

取
組
の
継
続

災
害
時
に
す
べ

て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
協
力
し
て
対

応
で
き
る
体
制
の

構
築

-

実 績

4

外
国
人
に
対
す
る
避

難
情
報
提
供
体
制
の

充
実

Ⅰ
Ｂ

県
防
災
ア
プ
リ
（多
言
語
）

の
登
録
者
数
：

県
内
在
住
外
国
人
数
の
1

割 ※
在
住
外
国
人
4
,7
9
8人

4,
79
8人
×
10
％
≒
約
50
0人

※
防
災
ア
プ
リ
目
標
6万
人

6万
/6
9万
(県
民
)＝
8.
6％

発
災
後
に
５
言
語
で
避
難

に
関
す
る
ラ
ジ
オ
放
送

(F
M
)音
源
の
作
成

（
英
語
・中
国
語
・
韓
国

語
・
ベ
ト
ナ
ム
語
・イ
ン
ド

ネ
シ
ア
語
）

計 画

・
県
防
災
ア
プ
リ
の
多
言
語
化
及
び
外
国
人
へ
の
啓
発

・
ラ
ジ
オ
音
源
等
、
自
動
的
に
発
信
さ
れ
る
情
報
の
見
直
し

取
組
の
継
続

外
国
人
の
避
難

を
促
す
情
報
の

自
動
発
信
化

-

実 績

5

外
国
人
に
配
慮
し
た

避
難
所
運
営
に
む
け

た
支
援

Ⅰ
Ｂ
指
さ
し
会
話
集
の
避
難
所

で
の
常
備
率
10
0％

(指
さ
し
会
話
集
)

H
2
7
に
指
さ
し
会
話
集
を

作
成
(英
・
中
・韓
の
3
言

語
)し
、
市
町
村
に
配
布

(外
国
人
に
配
慮
し
た
避

難
所
運
営
周
知
)

R
2
年
度
：研
修
会
開
催

(R
3
.2
)

R
3
年
度
：研
修
会
開
催

(R
4
.2
予
定
)

計 画

・
市
町
村
を
通
じ
、
指
さ
し
会
話
集
の
避
難
所
常
備
を
周
知

・
避
難
所
で
の
外
国
人
に
配
慮
し
た
運
営
の
課
題
を
整
理

（
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
へ
の
反
映
）

取
組
の
継
続

避
難
所
で
外
国

人
に
配
慮
し
た

運
営
の
実
施

-

実 績
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３
－
２
５

被
災
者
の
生
活
支
援
体
制
の
整
備

〔
概
要
〕

被
災
者
が
速
や
か
に
生
活
を
再
建
で
き
る
よ
う
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
被
災
者
の
迅
速
な
生
活
再
建
に
つ
な
げ
る
た
め
、

個
別
の
被
災
者
の
被
災
状
況
や
生
活
状
況
に
応
じ

た
支
援
体
制
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

被
災
者
の
迅
速
な
生
活
再
建
、
不
安
軽
減

共
通

公
助

８
．
早
期
復
旧
復
興

-
県 市
町
村

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対

策
課

地
域
福
祉
政
策
課

②
被
災
者
の
運
転
免
許
証
再
交
付
手
続
き
を
早
期
に

再
開
で
き
る
体
制
を
確
立
し
ま
す
。

運
転
免
許
証
の
早
期
再
交
付
に
よ
る
被
災
者
の
利

便
性
の
向
上

共
通

公
助

-
-

県
免
許
セ
ン
タ
-

③
県
民
生
活
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、

財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
ダ
ウ
ン
時
に
、
給
付
金
等
を
支

給
す
る
場
合
の
具
体
的
な
事
務
処
理
や
手
順
を
確

認
し
、
支
払
デ
-タ
の
作
成
及
び
訓
練
を
実
施
し
ま

す
。

速
や
か
な
給
付
金
等
の
支
給
に
よ
る
県
民
生
活
の

安
定

共
通

公
助

-
会
計
管
理
局
業
務
継

続
計
画

県 四
国
銀
行

高
知
電
子
計

算
セ
ン
タ
-

会
計
管
理
課

④
災
害
に
便
乗
し
た
悪
質
な
勧
誘
や
災
害
時
の
買
い

占
め
な
ど
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
情
報
提
供

を
行
い
ま
す
。

災
害
に
便
乗
し
た
悪
質
な
勧
誘
な
ど
の
消
費
者
ト
ラ

ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
と
と
も
に
、
災
害
時
の
買
い
占

め
に
よ
る
混
乱
の
低
減

共
通

自
助

共
助

-
高
知
県
消
費
者
教
育

推
進
計
画

※
第
２
章
第
５
節
該
当

県
県
民
生
活
課
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①

1

個
別
の
被
災
者
の
被

災
状
況
や
生
活
状
況

に
応
じ
た
支
援
体
制

の
検
討

Ⅱ
Ａ
市
町
村
に
お
け
る
個
別

支
援
体
制
の
構
築

先
進
自
治
体
の
事
例
調

査
・
視
察

高
知
県
版
災
害
ケ
ー
ス
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
係
る
方
向

性
の
検
討

計 画

市
町
村
と
個
別
支
援
体
制
の
構
築
に
係
る

協
議
・
検
討
、
手
引
き
等
の
作
成

市
町
村
に
お
い
て
個

別
支
援
体
制
の
構

築
に
着
手

市
町
村
個
別

支
援
体
制
の

構
築
完
了

3
4
市
町
村
に
お

け
る
個
別
支
援

体
制
の
構
築

R
7

実 績

2
被
災
者
支
援
メ
ニ
ュ
ー

の
整
理

Ⅱ
Ａ

県
・
市
町
村
等
の
被
災
者

支
援
に
関
す
る
各
種
制

度
の
一
覧
化

-

計 画

県
・
市
町
村
等
の
被

災
者
支
援
に
関
す
る

各
種
制
度
の
一
覧

作
成

一
覧
の
更
新

一
覧
の
更
新

取
組
の
継
続

県
・
市
町
村
等
の

被
災
者
支
援
に

関
す
る
各
種
制

度
の
一
覧
化

R
4

実 績

②
1

避
難
所
等
に
お
け
る

運
転
免
許
証
の
再
交

付
申
請
受
理
に
必
要

な
体
制
の
整
備

Ⅰ
Ｂ
カ
メ
ラ
２
式
整
備

(２
/２
式
・1
00
％
)

R
1
、
R
2
及
び
R
3
：
財
源

が
確
保
で
き
ず
未
整
備

計 画

予
算
要
求
中

カ
メ
ラ
２
式
整
備

－
－

－
カ
メ
ラ
２
式
整

備
未
定

実 績

③
1

財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
ダ

ウ
ン
を
想
定
し
た
支
払

デ
ー
タ
の
作
成
や
、
支

払
ま
で
の
訓
練

Ⅱ
Ｂ
訓
練
結
果
に
基
づ
く
改
善

財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
ダ
ウ

ン
を
想
定
し
た
支
払
デ
ー

タ
作
成
ま
で
の
訓
練
実
施

R
1
：
3
月
実
施

R
2
：1
2
月
実
施

R
3
：1
2
月
実
施

計 画

給
付
金
等
支
払
デ
ー
タ
の
保
管
、
支
払
訓
練
実
施
、
訓
練
結
果
の

検
証

取
組
の
継
続

－
－

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

④
1

災
害
に
便
乗
し
た
悪

質
な
勧
誘
や
災
害
時

の
買
い
占
め
な
ど
の

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
実

例
及
び
対
応
ア
ド
バ
イ

ス
の
整
理

Ⅱ
Ｂ

平
時
か
ら
注
意
喚
起
す
る

と
と
も
に
、
災
害
発
生
時

に
悪
質
な
勧
誘
等
の
情

報
を
提
供

R
1
：ラ
ジ
オ
広
報
（
30

回
）
、
「地
域
見
守
り
情

報
」
発
行
（2
3
回
）
、
SN
S

配
信
（
19
回
）、
県
立
消

費
生
活
セ
ン
タ
－
ホ
－
ム

ペ
－
ジ
へ
「地
域
見
守
り

情
報
」
等
を
掲
載
し
、
県

民
に
注
意
喚
起
（1
9
回
）

な
ど

R
2
：ラ
ジ
オ
広
報
（
28

回
）
、
「地
域
見
守
り
情

報
」
発
行
（5
2
回
）
、
SN
S

配
信
（
43
回
）、
県
立
消

費
生
活
セ
ン
タ
－
ホ
－
ム

ペ
－
ジ
へ
「地
域
見
守
り

情
報
」
等
を
掲
載
し
、
県

民
に
注
意
喚
起
（4
3
回
）

な
ど

R
3
：ラ
ジ
オ
広
報
（
26

回
）
、
「地
域
見
守
り
情

報
」
発
行
（3
0
回
）
、
SN
S

配
信
（
18
0
回
）
、
県
立
消

費
生
活
セ
ン
タ
－
ホ
－
ム

ペ
－
ジ
へ
「地
域
見
守
り

情
報
」
等
を
掲
載
し
、
県

民
に
注
意
喚
起
（3
0
回
）

な
ど

計 画

様
々
な
媒
体
を
活
用
し
、
消
費
者
被
害
の
防
止
に
向
け
て
幅
広
い

層
へ
啓
発

・
ラ
ジ
オ
放
送
年
間
25
回
以
上

・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
、
Ｉｎ
ｓｔ
ａ
ｇ
ｒａ
ｍ
）配
信
年
間
20
0
回
以
上

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
年
間
20
回
以
上
な
ど

取
組
の
継
続

－
－

実 績
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３
－
２
６

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
体
制
整
備
等

〔
概
要
〕

災
害
時
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
市
町
村
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
-の
県
域
単
位
で

の
連
携
体
制
の
構
築
や
、
初
期
行
動
計
画
の
見
直

し
、
人
材
育
成
な
ど
、
運
営
体
制
の
強
化
に
対
す
る

支
援
を
行
い
ま
す
。

円
滑
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
で
の

被
災
者
へ
の
円
滑
な
支
援

共
通

共
助

-
応
急
期
懇
談
会
提
言

高
知
県
地
域
防
災
計
画

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル

県
社
会
福
祉

協
議
会

市
町
村
社
会

福
祉
協
議
会

地
域
福
祉
政
策
課

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対

策
課
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①

1

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
広
域
的
な

連
携
体
制
の
強
化

Ⅱ
Ｂ

・
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
拠
点
運
営

手
順
書
の
実
効
性
の
向

上 ・
広
域
的
な
運
営
訓
練
の

実
施

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定

（
H
25
)

・
資
機
材
拠
点
決
定
（四

万
十
市
、
室
戸
市
）
（R
1
）

・
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
拠
点
候
補

地
決
定

（
香
南
市
、
四
万
十
町
）

・
広
域
的
な
運
営
訓
練
の

実
施
支
援
（
H
26
～
R
1

計
7
地
区
）

R
1
：2
地
区

R
2
：0
地
区

R
3
：1
地
区
（見
込
）

計 画

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
拠
点

運
営
訓
練
の
実
施

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
拠
点

運
営
訓
練
の
実
施

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
拠
点

運
営
訓
練
の
実
施

取
組
の
継
続

－
－

実 績

2

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
迅
速
な
設

置
の
た
め
、
初
期
行

動
計
画
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
基
づ
く
訓
練
及
び

計
画
の
見
直
し

Ⅰ
Ｂ

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
営

模
擬
訓
練
の
支
援
及
び

計
画
の
見
直
し
へ
の
支

援
2
4
回

・
市
町
村
社
会
福
祉
協
議

会
の
初
期
行
動
計
画
策

定
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定

（
H
26
）

・
全
市
町
村
社
会
福
祉
協

議
会
に
お
い
て
初
期
行

動
計
画
策
定
（
H
26
～

H
3
0）

・
災
ボ
ラ
運
営
模
擬
訓
練

の
支
援
（H
2
6～
R
2
計

5
2
回
）

R
1
：訓
練
支
援
5
回

R
2
：訓
練
支
援
4
回

R
3
：訓
練
支
援
4
回
（
見

込
）

・
計
画
の
見
直
し
支
援

R
1
：2
回

R
2
：1
回

R
3
：4
回
（見
込
）

計 画

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

運
営
模
擬
訓
練
及

び
初
期
行
動
計
画

の
見
直
し
へ
の
支
援

（
8
社
協
）

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

運
営
模
擬
訓
練
及

び
初
期
行
動
計
画

の
見
直
し
へ
の
支
援

（
8
社
協
）

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

運
営
模
擬
訓
練
及

び
初
期
行
動
計
画

の
見
直
し
へ
の
支
援

（8
社
協
）

取
組
の
継
続

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
運
営
模
擬
訓

練
及
び
初
期
行

動
計
画
の
見
直

し
へ
の
支
援
（
8

社
協
）
/年

毎
年

実 績

257



N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①

3

復
興
期
に
お
け
る
支

援
体
制
の
強
化
の
た

め
、
関
連
機
関
と
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

Ⅰ
Ｂ
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
３
回
開
催

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
の
開
催
（毎

年
１
回
）

計 画

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
の

開
催
（
１
回
）

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
の

開
催
（
１
回
）

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
の

開
催
（１
回
）

取
組
の
継
続

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
の
開
催
（
１

回
）
/年

毎
年

実 績

4

市
町
村
災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
担
う

人
材
の
養
成
・資
質
向

上

Ⅰ
Ｂ

運
営
基
礎
研
修
3
回
開

催 中
核
ス
タ
ッ
フ
研
修
会
3

回
開
催

所
長
等
研
修
3
回
開
催

・
災
ボ
ラ
運
営
模
擬
訓
練

の
支
援
（H
2
6～
R
2
計

5
2
回
）

・
中
核
ス
タ
ッ
フ
研
修
会
の

開
催
（
毎
年
１
回
）

R
1
：参
加
3
0
人

R
2
：参
加
5
6
人

R
3
：参
考
4
0
人
（見
込
）

・
運
営
基
礎
研
修
の
開
催

（
毎
年
１
回
）

R
1
：参
加
1
46
人

R
2
：参
加
5
7
人

R
3
：参
加
1
00
人
（
見
込
）

・
所
属
長
等
研
修
の
開
催

（
毎
年
１
回
）

：
参
加
23
社
協
、
3
3
人

R
3
：参
加
1
1
社
協
、
20

人
（
見
込
）

計 画

運
営
基
礎
研
修
、
中

核
フ
タ
ッ
フ
研
修
、

所
長
等
研
修
開
催

（
各
1
回
）

運
営
基
礎
研
修
、
中

核
フ
タ
ッ
フ
研
修
、

所
長
等
研
修
開
催

（
各
1
回
）

運
営
基
礎
研
修
、
中

核
フ
タ
ッ
フ
研
修
、

所
長
等
研
修
開
催

（各
1
回
）

取
組
の
継
続

運
営
基
礎
研

修
、
中
核
フ
タ
ッ

フ
研
修
、
所
長

等
研
修
開
催

（
各
1
回
）/
年

毎
年

実 績

5
地
域
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
受
入
体
制
の
構
築

Ⅰ
Ａ
避
難
所
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
バ

ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

・
自
主
防
災
組
織
人
材
育

成
研
修
で
の
周
知
・
チ
ラ

シ
配
布

計 画

避
難
所
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
実
施
（4
0％
）

避
難
所
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
実
施
（
80
％
）

避
難
所
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
実
施
（1
00
％
）

34
市
町
村
で

全
箇
所
の
バ

ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
を
完
成

全
避
難
所
で
バ

ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

を
実
施

R
6

実 績
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３
－
２
７

ペ
ッ
ト
の
保
護
体
制
の
整
備

〔
概
要
〕

被
災
者
と
ペ
ッ
ト
が
共
に
避
難
で
き
る
避
難
所
を
確
保
す
る
こ
と
や
動
物
救
護
に
係
る
支
援
を
ス
ム
ー
ズ
に
受
け
入
れ
る
こ
と
で
、
ペ
ッ
ト
の
保
護
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
が
可
能
な
避
難
所
整
備
を
支
援
し

ま
す
。

飼
い
主
不
明
の
ペ
ッ
ト
が
放
置
さ
れ
る
こ
と
の
減
少

及
び
被
災
者
の
安
心
の
確
保

共
通

公
助

-
市
町
村
地
域
防
災
計
画
県 市
町
村

薬
務
衛
生
課

②
災
害
時
動
物
救
護
体
制
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

飼
い
主
不
明
の
ペ
ッ
ト
が
放
置
さ
れ
る
こ
と
の
減
少

及
び
被
災
者
の
安
心
の
確
保

共
通

公
助

-
市
町
村
地
域
防
災
計
画
県 市
町
村

薬
務
衛
生
課
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①

1
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
に
関

す
る
啓
発

Ⅰ
Ｂ

下
記
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催

・
啓
発
イ
ベ
ン
ト
３
回

・
講
演
会
３
回

・
し
つ
け
方
教
室
1
5
回

・
犬
猫
の
飼
い
方
講
習
会

4
2
回

・
「
避
難
所
運
営
の
た
め

の
手
引
き
」
に
動
物
と
共

に
生
活
で
き
る
避
難
所
を

位
置
づ
け

・
各
種
普
及
啓
発
イ
ベ
ン

ト
等
の
開
催

計 画

啓
発
イ
ベ
ン
ト
１
回

講
演
会
１
回

し
つ
け
方
教
室
５
回

犬
猫
の
飼
い
方
講

習
会
1
4
回

啓
発
イ
ベ
ン
ト
１
回

講
演
会
１
回

し
つ
け
方
教
室
５
回

犬
猫
の
飼
い
方
講

習
会
1
4
回

啓
発
イ
ベ
ン
ト
１
回

講
演
会
１
回

し
つ
け
方
教
室
５
回

犬
猫
の
飼
い
方
講

習
会
14
回

取
組
の
継
続

下
記
イ
ベ
ン
ト
等

の
開
催

・
啓
発
イ
ベ
ン
ト

１
回
/年

・
講
演
会
１
回
/

年 ・
し
つ
け
方
教
室

５
回
/年

・
犬
猫
の
飼
い
方

講
習
会
14
回
/

年

毎
年

実 績

2

各
避
難
所
で
の
動
物

飼
育
ル
-
ル
の
作
成
啓

発

Ⅱ
Ｂ

全
市
町
村
で
各
避
難
所

に
お
け
る
ペ
ッ
ト
の
飼
育

ル
ー
ル
の
作
成

・
「
避
難
所
運
営
の
た
め

の
手
引
き
」
に
動
物
と
共

に
生
活
で
き
る
避
難
所
を

位
置
づ
け

・
市
町
村
へ
避
難
所
運
営

の
た
め
の
飼
育
ル
－
ル

作
成
の
周
知

計 画

市
町
村
担
当
者
会
等
を
通
じ
て
避
難
所
運
営
の
た
め
の
飼
育
ル
ー

ル
作
成
等
の
啓
発

取
組
の
継
続

全
市
町
村
で
各

避
難
所
に
お
け

る
ペ
ッ
ト
の
飼
育

ル
ー
ル
の
作
成

及
び
実
効
性
の

確
保

－

実 績

②

1

災
害
時
動
物
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
と
実

効
性
の
確
保

Ⅱ
Ａ

災
害
時
動
物
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
策
定

市
町
村
等
と
の
連
携
体

制
の
構
築

災
害
時
動
物
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
案
の
作
成

計 画
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定

連
携
体
制
の
検
討

連
携
体
制
の
構
築

訓
練
等
の
実

施

動
物
対
応
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
策
定

連
携
体
制
の
構

築

R
6

実 績

2

災
害
時
動
物
救
護
の

拠
点
と
な
る
こ
う
ち
動

物
愛
護
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）の
設
置

Ⅱ
Ｂ
こ
う
ち
動
物
愛
護
セ
ン
タ

ー
（
仮
称
）の
設
置

・
高
知
県
獣
医
師
会
と
災

害
時
動
物
救
護
に
つ
い

て
協
定
締
結

・
災
害
時
動
物
救
護
マ
ニ

ュ
ア
ル
案
の
作
成

・
高
知
市
の
設
置
候
補
地

の
考
え
方
を
決
定

計 画
整
備
の
推
進

整
備
の
推
進

整
備
の
推
進

動
物
愛
護
セ

ン
タ
ー
（仮

称
）の
設
置

こ
う
ち
動
物
愛
護

セ
ン
タ
ー
（仮

称
）
の
設
置

－

実 績
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３
－
２
８

被
災
建
築
物
・
宅
地
の
応
急
危
険
度
判
定
等
の
体
制
整
備

〔
概
要
〕

・
地
震
発
生
後
の
二
次
災
害
を
防
止
す
る
た
め
、
建
築
物
が
余
震
等
に
対
し
て
安
全
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
危
険
度
判
定
を
実
施
す
る
た
め
の
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

・
大
規
模
な
地
震
や
豪
雨
等
に
よ
っ
て
宅
地
が
大
規
模
か
つ
広
範
囲
に
被
災
し
た
場
合
に
、
宅
地
の
危
険
度
判
定
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
二
次
災
害
の
軽
減
・
防
止
を
図

り
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
被
災
建
築
物
の
応
急
危
険
度
判
定
の
体
制
整
備
や

応
急
危
険
度
判
定
業
務
へ
の
県
民
理
解
を
促
進
し

ま
す
。

被
災
建
築
物
の
被
害
状
況
を
迅
速
か
つ
的
確
に
把

握
す
る
と
と
も
に
住
民
へ
情
報
提
供
す
る
こ
と
に
よ

る
、
二
次
災
害
の
防
止

共
通

公
助

８
．
早
期
復
旧
復
興
高
知
県
強
靱
化
計
画

県
建
築
指
導
課

②
被
災
宅
地
の
応
急
危
険
度
判
定
の
体
制
整
備
や
応

急
危
険
度
判
定
業
務
へ
の
県
民
理
解
を
促
進
し
ま

す
。

被
害
の
発
生
状
況
を
迅
速
か
つ
的
確
に
把
握
し
、

住
民
に
情
報
提
供
す
る
こ
と
に
よ
る
二
次
災
害
の
軽

減
・
防
止

共
通

公
助

８
．
早
期
復
旧
復
興
地
域
防
災
計
画

県 市
町
村

都
市
計
画
課
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①

1

被
災
建
築
物
の
応
急

危
険
度
判
定
の
体
制

整
備
[
判
定
士
の
確

保
]

建
築
物
の
所
有
者
へ

の
啓
発

判
定
士
養
成
講
習
会

の
開
催
[年
３
回
]

Ⅰ
Ｂ

・
判
定
士
の
体
制
維
持

（
1,
2
00
人
）

・
判
定
士
数
を
確
保
す
る

た
め
の
講
習
会
の
開
催

（
年
３
回
）

判
定
士
登
録
人
数
1
,1
47

人 R
1
：3
3
人
、
講
習
会
3
回

R
2
：3
7
人
、
講
習
会
3
回

R
3
：5
0
人
、
講
習
会
3
回

計 画

判
定
士
講
習
会
の
開
催

取
組
の
継
続

判
定
士
登
録
人

数
1
,2
00
人

-

実 績

2

被
災
建
築
物
の
応
急

危
険
度
判
定
の
体
制

整
備
[コ
-
デ
ィ
ネ
-
タ
-

の
確
保
]

コ
-
デ
ィ
ネ
-
タ
-
の
確

実
な
更
新
、
年
１
回
以

上
の
訓
練
の
実
施

Ⅰ
Ｂ

コ
－
デ
ィ
ネ
－
タ
－
の
確

実
な
更
新
、
年
１
回
以
上

の
訓
練
の
実
施

応
急
危
険
度
判
定
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
6
7
人
登

録
（
更
新
）

R
1
：連
絡
訓
練
1
回

R
2
：連
絡
訓
練
1
回

R
3
：連
絡
訓
練
1
回

計 画

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
更
新
配
置

連
絡
訓
練
実
施

取
組
の
継
続

コ
－
デ
ィ
ネ
－
タ

－
の
確
実
な
更

新
、
年
１
回
以
上

の
訓
練
の
実
施

毎
年

実 績

3

応
急
危
険
度
判
定
に

つ
い
て
市
町
村
は
震

前
判
定
計
画
、
県
は

震
前
支
援
計
画
を
作

成

Ⅰ
Ａ

震
前
判
定
計
画
2
4
市

町
村
作
成
（
累
計
3
4
市

町
村
）

1
00
％
（3
4/
34
市
町
村
）

完
了

震
前
実
施
計
画
1
0
市

町
村
作
成
着
手

R
1
：3
市
町
着
手

R
2
：3
市
町
着
手

R
3
：4
市
町
着
手

計 画

8
市
町
村
作
成
完
了
8
市
町
村
作
成
完
了
8
市
町
村
作
成
完
了

取
組
の
継
続

（計
画
の
更

新
）

全
市
町
村
作
成

R
7

実 績

4

応
急
危
険
度
判
定
業

務
へ
の
県
民
理
解
の

促
進

Ⅲ

全
市
町
村
で
広
報
誌
ま

た
は
ホ
－
ム
ペ
－
ジ
に
年

１
回
以
上
掲
載
及
び
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
配
布
、
ポ
ス
タ
ー

掲
示

3
4
市
町
村
が
広
報
誌
・

H
P
に
掲
載
実
施

R
1
：3
4
市
町
村
掲
載

R
2
：3
4
市
町
村
掲
載

R
3
：3
4
市
町
村
掲
載

計 画

全
市
町
村
に
お
い
て
広
報
誌
又
は
H
P
に
掲
載
及
び
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

配
布
、
ポ
ス
タ
ー
掲
示
を
依
頼

取
組
の
継
続

全
市
町
村
で
広

報
誌
ま
た
は
ホ

－
ム
ペ
－
ジ
に

年
１
回
以
上
掲

載
及
び
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
配
布
、
ポ

ス
タ
ー
掲
示

毎
年

実 績

262



N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

②

1

被
災
宅
地
危
険
度
判

定
士
の
確
保

養
成
講
習
会
開
催

（年
２
回
開
催
）

Ⅱ
Ｂ

判
定
士
数
の
維
持

民
間
判
定
士
の
養
成

※
必
要
判
定
士
数
に
つ

い
て
は
、
中
国
・
四
国
被

災
宅
地
判
定
連
絡
協
議

会
に
検
討
を
提
案
中

被
災
宅
地
危
険
度
判
定

士
：
87
4
人
（
公
務
員
8
01

人
、
民
間
7
3
人
）

R
1
：2
回
開
催

判
定
士
8
49
人

R
2
：3
回
開
催

判
定
士
87
4
人

R
3
末
見
込
：3
回
開
催

判
定
士
88
5
人

計 画

養
成
講
習
会
の
開

催
（
２
回
）

養
成
講
習
会
の
開

催
（
２
回
）

養
成
講
習
会
の
開

催
（２
回
）

取
組
の
継
続

-
-

実 績

2

被
災
宅
地
危
険
度
判

定
調
整
員
の
確
保

養
成
講
習
会
開
催

（年
１
回
開
催
）

Ⅱ
Ｂ

判
定
調
整
員
数
の
維
持

※
必
要
判
定
調
整
員
数

に
つ
い
て
は
、
中
国
・
四

国
被
災
宅
地
判
定
連
絡

協
議
会
に
検
討
を
提
案

中

被
災
宅
地
危
険
度
判
定

調
整
員
：
11
6
人

R
1
：1
回
開
催

判
定
調
整
員
11
6
人

R
2
：未
開
催

判
定
調
整
員
11
6
人

R
3
末
見
込
：未
開
催

判
定
調
整
員
11
1
人

計 画

養
成
講
習
会
の
開

催
（
１
回
）

養
成
講
習
会
の
開

催
（
１
回
）

養
成
講
習
会
の
開

催
（１
回
）

取
組
の
継
続

－
－

実 績

3

被
災
宅
地
危
険
度
判

定
業
務
の
実
施
体
制

の
整
備

高
知
県
版
被
災
宅
地

危
険
度
判
定
業
務
実

施
ﾏ
ﾆ
ｭ
ｱ
ﾙ
の
検
証
と

見
直
し

Ⅱ
Ｂ

高
知
県
版
被
災
宅
地
危

険
度
判
定
業
務
実
施
ﾏ
ﾆ

ｭ
ｱ
ﾙ
の
検
証
と
見
直
し

中
国
・
四
国
被
災
宅
地
判

定
連
絡
協
議
会
へ
の
参

加 R
1
：協
議
会
参
加

R
2
：協
議
会
参
加
、
高
知

県
版
ﾏ
ﾆ
ｭ
ｱ
ﾙ
素
案
作
成

R
3
末
見
込
：協
議
会
参

加
、
高
知
県
版
マ
ニ
ュ
ア

ル
作
成

大
規
模
災
害
時
に
お
け

る
全
国
規
模
の
支
援
体

制
の
構
築
に
つ
い
て
検

討
を
提
案
。

計 画

・
中
国
・四
国
被
災
宅
地
判
定
連
絡
協
議
会
出
席
・
情
報
収
集

・
高
知
県
版
被
災
宅
地
危
険
度
判
定
業
務
実
施
ﾏ
ﾆ
ｭ
ｱ
ﾙ
の
検
証
と

必
要
に
応
じ
た
見
直
し

取
組
の
継
続

－
-

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

②

4

応
急
危
険
度
判
定
業

務
へ
の
県
民
理
解
の

促
進

Ⅲ

全
市
町
村
で
広
報
誌
ま

た
は
ホ
－
ム
ペ
－
ジ
に
年

１
回
以
上
掲
載

3
2
市
町
村
で
広
報
誌
又

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載

（
R
2）

R
1
：3
0/
34
市
町
村

R
2
：3
2/
34
市
町
村

R
3
末
見
込
：3
4/
34
市
町

村

計 画

各
市
町
村
の
広
報
誌
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
を
依
頼

取
組
の
継
続

全
市
町
村
で
広

報
誌
ま
た
は
ホ

－
ム
ペ
－
ジ
に

年
１
回
以
上
掲

載

毎
年

実 績

5

市
町
村
の
被
災
宅
地

危
険
度
判
定
業
務
受

援
体
制
の
整
備

市
町
村
の
受
援
計
画

の
検
証
と
見
直
し

Ⅱ
Ｂ
市
町
村
の
受
援
計
画
の

検
証
と
見
直
し

３
市
町
で
盛
り
込
み

R
1
：－

R
2
：３
市
町
/目
標
1
7
市

町
村

R
3
末
見
込
：3
1
市
町
村

/
31
市
町
村

計 画

市
町
村
の
受
援
計
画
の
検
証
と
必
要
に
応
じ
た
見
直
し
を
支
援

取
組
の
継
続

－
-

実 績
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４
－
１

土
地
利
用
方
針
の
検
討
、
復
興
ま
ち
づ
く
り

〔
概
要
〕

地
震
発
生
後
、
迅
速
な
復
興
ま
ち
づ
く
り
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
事
前
準
備
を
行
い
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
復
興
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
整
備
に
向
け
、
事
前
検

討
を
進
め
ま
す
。

速
や
か
な
復
興
の
実
現

共
通

自
助

８
．
早
期
復
旧
復
興
高
知
県
住
生
活
基
本

計
画

市
町
村
住
生
活
基
本

計
画

県 市
町
村

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対

策
課

住
宅
課

②
都
市
計
画
区
域
に
お
け
る
都
市
基
盤
の
迅
速
な
復

興
の
た
め
、
事
前
に
訓
練
を
実
施
し
、
被
災
調
査
か

ら
建
築
制
限
の
実
施
、
都
市
計
画
決
定
ま
で
の
行

動
手
順
を
確
認
し
ま
す
。

・
県
市
町
村
連
携
に
よ
る
復
興
体
制
の
強
化

・
復
興
へ
の
対
応
力
の
向
上

共
通

公
助

-
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ

-プ
ラ
ン

県 市
町
村

都
市
計
画
課

③
地
震
の
揺
れ
や
津
波
等
で
土
地
の
境
界
が
不
明
確

と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
復
旧
や
復
興
が
遅
れ
る
こ
と
を

防
ぐ
た
め
、
市
町
村
が
行
う
地
籍
調
査
を
支
援
し
ま

す
。

地
震
発
生
後
の
迅
速
な
復
興
ま
ち
づ
く
り

共
通

自
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

国
土
調
査
事
業
十
箇

年
計
画

市
町
村
等

用
地
対
策
課

265



〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①
1

事
前
復
興
ま
ち
づ
く
り

計
画
の
策
定

Ⅱ
Ａ

沿
岸
19
市
町
村
に
お
け

る
事
前
復
興
ま
ち
づ
く
り

計
画
策
定
へ
の
着
手

・
高
知
県
事
前
復
興
ま
ち

づ
く
り
計
画
策
定
指
針
検

討
会
の
設
置

・
検
討
会
開
催
（３
回
）

・
指
針
の
策
定

計 画

・
沿
岸
1
9
市
町
村
と

の
勉
強
会
(S
T
E
P
１

復
興
組
織
案
、
復
興

業
務
の
決
定
、
復
興

手
順
(ﾀ
ｲ
ﾑ
ﾗ
ｲ
ﾝ
)の

検
討
)

・
計
画
策
定
支
援
に

向
け
た
補
助
金
の
創

設
の
検
討

・
沿
岸
19
市
町
村
と

の
勉
強
会
(S
T
E
P
２

地
域
の
現
状
を
整

理
、
住
民
と
の
調
整

検
討
ﾒ
ﾝ
ﾊ
ﾞｰ
）

・
計
画
策
定
へ
の
着

手
（
５
市
町
)

・
計
画
策
定
支
援

・沿
岸
1
9
市
町
村
と

の
勉
強
会
(S
T
E
P
２

地
域
の
現
状
を
整

理
、
住
民
と
の
調
整

検
討
ﾒ
ﾝ
ﾊ
ﾞｰ
）

・計
画
策
定
へ
の
着

手
（1
4
市
町
村
)

・計
画
策
定
支
援

・沿
岸
1
9
市

町
村
と
の
勉

強
会
(S
T
E
P
３

事
前
復
興
ま

ち
づ
く
り
計
画

の
策
定
)

事
前
復
興
ま
ち

づ
く
り
計
画
の
策

定
（
沿
岸
19
市

町
村
）

R
9

実 績

②
1

復
興
ま
ち
づ
く
り
訓
練

の
実
施

Ⅰ
Ｂ
1
5
回
開
催

H
2
7
よ
り
継
続

第
４
期
実
績
（こ
れ
ま
で
の

実
績
）

９
回
開
催
（2
5
回
開
催
）

９
回
開
催
の
内
訳

全
体
訓
練
１
回
開
催

地
区
別
訓
練
実
績
８
回

開
催

R
1
：６
市
町

（
高
知
市
、
香
美
市
、
佐

川
町
、
越
知
町
、
中
土
佐

町
、
四
万
十
町
）

R
2
：２
市
町

（
南
国
市
、
土
佐
町
）

R
3
：４
市
町

（
東
洋
町
、
安
芸
市
、
須

崎
市
、
四
万
十
市
）

計 画

全
体
訓
練
１
回

地
区
別
訓
練
４
市
町

（
土
佐
清
水
市
、
い

の
町
、
黒
潮
町
、
本

山
町
）

全
体
訓
練
１
回

地
区
別
訓
練
４
市
町

（
香
美
市
、
土
佐
市
、

室
戸
市
、
宿
毛
市
）

全
体
訓
練
１
回

地
区
別
訓
練
４
市
町

（高
知
市
、
香
美
市
、

越
知
町
、
佐
川
町
）
全
体
訓
練
１

回 地
区
別
訓
練

４
市
町

（南
国
市
、
土

佐
町
、
中
土

佐
町
、
四
万

十
町
）

全
体
訓
練
１
回
/

年 地
区
別
訓
練
４

市
町
/
年

毎
年

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

③

1

地
籍
調
査
事
業
の
支

援

高
知
市
、
室
戸
市
、

安
芸
市
、
南
国
市
、
土

佐
市
、
須
崎
市
、
宿
毛

市
、
土
佐
清
水
市
、
四

万
十
市
、
香
南
市
、
香

美
市
、
東
洋
町
、
安
田

町
、
北
川
村
、
芸
西

村
、
本
山
町
、
大
豊

町
、
土
佐
町
、
い
の

町
、
中
土
佐
町
、
越
知

町
、
四
万
十
町
、
大
月

町
、
黒
潮
町
、
芸
東
森

林
組
合

Ⅰ
Ａ
進
捗
率
60
.7
％

進
捗
率
5
7.
9％

R
1
5
7.
1
％

R
2
5
7.
9
％

R
3
末
見
込
5
8.
6
％

計 画

進
捗
率
59
.3
％

進
捗
率
6
0.
0
％

進
捗
率
60
.7
％

取
組
の
継
続

進
捗
率
1
00
％

R
44

実 績

2

下
線
を
付
し
た
沿
岸

17
市
町
村
に
は
、
津

波
浸
水
エ
リ
ア
の
調
査

促
進
を
要
請
･支
援

Ⅰ
Ｂ

７
月
末
ま
で
に
市
町
村
を

訪
問
し
て
調
査
促
進
を
要

請 津
波
浸
水
予
測
区
域
に

お
け
る
進
捗
率
42
.9
％

毎
年
7
月
ま
で
に
要
請

進
捗
率
36
.9
％

R
1
3
1.
6
％

R
2
3
4.
4
％

R
3
末
見
込
3
6.
9
％

計 画

毎
年
7
月
ま
で
に
要
請

進
捗
年
２
％
の
増

毎
年
7
月
ま
で
に
要
請

進
捗
年
２
％
の
増

毎
年
7
月
ま
で
に
要
請

進
捗
年
２
％
の
増

取
組
の
継
続

-
-

実 績
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４
－
２

交
通
基
盤
の
整
備

〔
概
要
〕

交
通
運
輸
事
業
者
に
お
け
る
地
震
発
生
時
の
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
、
早
期
の
事
業
活
動
が
再
開
で
き
る
よ
う
、
事
前
準
備
を
行
い
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
交
通
運
輸
事
業
者
に
お
け
る
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ

Ｐ
）策
定
を
喚
起
し
ま
す
。

事
業
の
早
期
再
開

共
通

自
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

事
業
者

交
通
運
輸

政
策
課

268



〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①

1

・
Ｂ
Ｃ
Ｐ
検
証
（
教
育
・

訓
練
の
実
施
）を
喚
起

・
従
業
員
5
0
名
未
満

で
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
を
希
望

す
る
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者

へ
の
支
援

・
未
策
定
事
業
者
へ
の

策
定
支
援
の
方
法
等

の
検
討
及
び
そ
れ
を

踏
ま
え
た
支
援
策
の

実
施

Ⅰ
Ｂ

・
Ｂ
Ｃ
Ｐ
未
策
定
事
業
者

へ
の
策
定
指
導
及
び
策

定
済
事
業
者
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
検

証
を
行
う
た
め
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
研

修
会
を
年
１
回
以
上
開
催

し
、
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
の
防

災
意
識
を
向
上
。

・
令
和
４
年
度
に
従
業
員

5
0
名
未
満
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
未
策

定
事
業
者
へ
の
策
定
支

援
の
方
法
等
を
検
討
し
、

そ
れ
を
踏
ま
え
た
支
援
策

を
実
施

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
員
の
う

ち
従
業
員
数
が
50
名
以

上
の
事
業
者
の
B
C
P
策

定
2
2/
22
社
・1
00
％

R
1：
４
社
(1
6/
23
社
・7
0％
)

R
2：
１
社
(1
7/
23
社
・7
4％
)

R
3：
５
社
(2
2/
22
社
・1
00
％
)

計 画

・
Ｂ
Ｃ
Ｐ
未
策
定
事
業

者
へ
の
策
定
指
導

及
び
策
定
済
事
業

者
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
検
証
を

目
的
と
し
た
研
修
会

の
開
催
（
年
１
回
以

上
）

・
従
業
員
5
0
名
未

満
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
未
策
定

事
業
者
へ
の
策
定

支
援
の
方
法
等
を
検

討

・
Ｂ
Ｃ
Ｐ
未
策
定
事
業

者
へ
の
策
定
指
導

及
び
策
定
済
事
業

者
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
検
証
を

目
的
と
し
た
研
修
会

の
開
催
（年
１
回
以

上
）

・
令
和
４
年
度
の
検

討
を
踏
ま
え
た
支
援

策
の
実
施

・Ｂ
Ｃ
Ｐ
未
策
定
事
業

者
へ
の
策
定
指
導

及
び
策
定
済
事
業

者
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
検
証
を

目
的
と
し
た
研
修
会

の
開
催
（
年
１
回
以

上
）

・令
和
４
年
度
の
検

討
を
踏
ま
え
た
支
援

策
の
実
施

取
り
組
み
の

継
続

従
業
員
2
0
～
4
9

名
の
ト
ラ
ッ
ク
事

業
者
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策

定
率
1
00
％

-

実 績

2

県
バ
ス
協
会
会
員
の

バ
ス
事
業
者
の
う
ち
、

乗
合
バ
ス
運
行
事
業

者
の
事
業
継
続
計
画

(Ｂ
Ｃ
Ｐ
)の
復
興
期
へ

向
け
た
検
証
を
喚
起

Ⅰ
Ｂ

県
バ
ス
協
会
会
員
の
バ
ス

事
業
者
の
う
ち
、
乗
合
バ

ス
事
業
者
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
検
証

を
喚
起

策
定
率
9
0％
（
9/
10
）

R
1
：9
0％
(9
/1
0)

R
2
：9
0％
(9
/1
0)

R
3
：9
0％
(9
/1
0)

計 画

乗
合
バ
ス
事
業
者
の

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
・
検
証

喚
起

乗
合
バ
ス
事
業
者
の

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
・
検
証

喚
起

乗
合
バ
ス
事
業
者
の

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
・検
証

喚
起

取
り
組
み
の

継
続

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
率

1
00
％

-

実 績
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４
－
３

県
土
の
復
旧
、
保
全
、
公
共
土
木
施
設
の
早
期
復
旧

〔
概
要
〕

・
地
震
発
生
後
、
被
害
を
受
け
た
住
宅
及
び
公
共
施
設
等
を
速
や
か
に
復
旧
す
る
た
め
の
事
前
準
備
を
行
い
ま
す
。

・
地
震
後
も
企
業
が
継
続
し
て
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
工
業
用
水
道
施
設
の
耐
震
対
策
を
行
い
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
建
設
事
業
者
及
び
建
築
事
業
者
の
事
業
継
続
計
画

（Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
策
定
及
び
事
業
継
続
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（Ｂ
Ｃ

Ｍ
）の
取
組
を
促
進
し
ま
す
。

燃
料
の
確
保
等
、
事
業
継
続
力
の
確
保
に
よ
る
、
迅

速
か
つ
的
確
な
応
急
復
旧
活
動
の
実
施

共
通

自
助

５
．
地
域
支
援
体
制

８
．
早
期
復
旧
復
興

高
知
県
強
靱
化
計
画

事
業
者

土
木
政
策
課

建
築
課

住
宅
課

②
公
営
企
業
局
が
管
理
す
る
工
業
用
水
道
の
耐
震
化

を
進
め
ま
す
。

事
業
を
継
続
す
る
こ
と
に
よ
る
工
業
用
水
の
確
保

Ｌ
２

公
助

-
・高
知
県
強
靱
化
計
画

・高
知
県
公
営
企
業
局

電
気
事
業
及
び
工
業

用
水
道
事
業
経
営
戦

略

県
電
気
工
水
課
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①

1

・
高
知
県
建
設
業
Ｂ
Ｃ

Ｐ
認
定
制
度
に
よ
る
認

定 ・
建
設
業
に
お
け
る
災

害
時
の
感
染
症
対
策

支
援

Ⅰ
Ｂ

道
路
啓
開
計
画
に
よ
り
、

啓
開
作
業
を
行
う
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
建
設
事
業
者
の

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
率
63
％
（
A
、

B
、
C
等
級
）

6
0.
4
％
［R
3
.4
.1
時
点
］

計 画

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
率

6
1％

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
率

6
2％

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
率

63
％

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
率

70
％

－
－

実 績

2

・建
築
事
業
者
の
事
業

継
続
計
画
（Ｂ
Ｃ
Ｐ
）策

定
の
支
援

・建
築
業
に
お
け
る
災

害
時
の
感
染
症
対
策

支
援

Ⅰ
Ａ

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
事
業
者
数

6
0
社

(1
70
/3
00
社
・
56
.7
％
)

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
事
業
者
数

1
10
社

＜
累
計
＞

1
10
社

3
6.
7
％
(1
1
0/
30
0
社
)

H
3
0
ま
で
：
50
社

R
1
：2
0
社

R
2
：
6
社

R
3
：3
4
社

計 画

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
事
業
者

数
2
0
社

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
事
業
者

数
2
0
社

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
事
業
者

数
20
社

取
り
組
み
の

継
続

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
事
業

者
3
00
社

R
12

実 績

②
1

鏡
川
工
業
用
水
道
の

管
路
更
新

Ⅰ
Ａ

優
先
整
備
区
間
（
筆
山
配

水
池
出
口
か
ら
南
ノ
丸
分

岐
地
点
ま
で
の
約

1
.5
km
）
に
お
け
る
更
新

工
事
の
着
手

1
00
％
（1
/1
）

・
概
略
検
討
の
完
了

・
基
本
設
計
の
完
了

・
詳
細
設
計
の
完
了

計 画

・
工
損
事
前
調
査

・
地
上
権
設
定

・
実
施
設
計
書
作
成

・
管
路
更
新
工
事

・管
路
更
新
工
事

工
事
の
継
続

優
先
整
備
区
間

の
管
路
更
新
の

完
了

R
7

実 績
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４
－
４

住
家
被
害
認
定
の
体
制
整
備

〔
概
要
〕

被
災
後
、
速
や
か
に
住
家
被
害
認
定
を
行
い
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
住
家
の
被
害
認
定
調
査
を
市
町
村
が
円
滑
に
行
え

る
体
制
を
確
立
し
ま
す
。

発
災
後
の
住
家
被
害
認
定
を
ス
ム
-
ズ
に
行
う
こ
と
に

よ
る
、
早
期
の
罹
災
証
明
書
の
発
行

共
通

公
助

８
．
早
期
復
旧
復
興

-
県 市
町
村

危
機
管
理
・
防
災

課

272



〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①

1

住
家
被
害
の
被
害
認

定
調
査
を
行
う
高
知

県
住
家
被
害
認
定
士

の
育
成

Ⅰ
Ｂ
研
修
会
３
回
開
催
、
3
00

名
以
上
参
加

認
定
士
を
育
成

・
H
30
：
98
名

・
R
1
：
95
名

・
R
2
：
81
名

・
R
3
：1
24
名

計 画

研
修
会
１
回
開
催

1
00
名
以
上
参
加

研
修
会
１
回
開
催

1
00
名
以
上
参
加

研
修
会
１
回
開
催

10
0
名
以
上
参
加

取
組
の
継
続

研
修
会
１
回
開

催
/
年

毎
年

実 績

2

市
町
村
に
お
け
る
住

家
被
害
認
定
業
務
に

係
る
実
務
手
順
の
実

効
性
の
向
上

Ⅱ
Ｂ

市
町
村
の
住
家
被
害
認

定
業
務
実
施
手
順
の
検

証
、
見
直
し

3
4
市
町
村
の
計
画
等

に
、
住
家
被
害
認
定
業
務

の
実
施
手
順
を
盛
り
込
み

完
了
（
R
3）

計 画

必
要
に
応
じ
て
実
施

手
順
の
見
直
し
を
支

援

必
要
に
応
じ
て
実
施

手
順
の
見
直
し
を
支

援

必
要
に
応
じ
て
実
施

手
順
の
見
直
し
を
支

援

取
組
の
継
続

－
－

実 績
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４
－
５

応
急
仮
設
住
宅
の
供
給

〔
概
要
〕

被
災
者
の
生
活
再
建
を
支
援
す
る
た
め
、
速
や
か
に
応
急
仮
設
住
宅
の
供
給
が
で
き
る
よ
う
に
、
供
給
体
制
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
被
災
後
に
応
急
仮
設
住
宅
を
早
期
に
建
設
で
き
る

よ
う
、
供
給
計
画
を
基
に
市
町
村
及
び
関
係
部
局
と

連
絡
机
上
訓
練
を
継
続
的
に
実
施
し
、
必
要
に
応
じ

供
給
計
画
を
見
直
し
ま
す
。

被
災
後
の
速
や
か
な
応
急
仮
設
住
宅
の
確
保

共
通

公
助

８
．
早
期
復
旧
復
興
高
知
県
強
靱
化
計
画

応
急
仮
設
住
宅
供
給

計
画

地
域
防
災
計
画

県
住
宅
課

②
建
築
資
材
の
安
定
供
給
計
画
と
体
制
を
整
備
し
ま

す
。

被
災
後
の
速
や
か
な
応
急
仮
設
住
宅
の
確
保

共
通

自
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

応
急
仮
設
住
宅
供
給

計
画

事
業
者

木
材
産
業

振
興
課
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①

1

応
急
仮
設
住
宅
の
実

効
性
の
あ
る
供
給
体

制
の
確
認
・維
持

Ⅰ
Ｂ

連
絡
訓
練
３
回
開
催

供
給
計
画
の
市
町
村
へ

の
周
知

・
応
急
仮
設
住
宅
供
給
計

画
の
策
定

・
H
26
よ
り
毎
年
１
回
連
絡

訓
練
実
施

R
1
：連
絡
訓
練
1
回

R
2
：連
絡
訓
練
1
回

R
3
：連
絡
訓
練
1
回

計 画

連
絡
訓
練
１
回

連
絡
訓
練
１
回

連
絡
訓
練
１
回

毎
年
１
回
連

絡
訓
練
実
施

連
絡
訓
練
１
回
/

年
毎
年

実 績

2

応
急
仮
設
住
宅
の
建

設
に
係
る
受
援
体
制

の
確
認
・維
持

Ⅱ
Ｂ
受
援
計
画
の
周
知
と
見

直
し

R
2

・
課
題
の
整
理

・
計
画
策
定
着
手

R
3
：計
画
の
策
定
、
周
知

計 画

計
画
の
周
知
と
見
直

し
(適
宜
)

計
画
の
周
知
と
見
直

し
(適
宜
)

計
画
の
周
知
と
見
直

し
(適
宜
)

取
組
の
継
続

-
-

実 績

3

応
急
仮
設
住
宅
の
実

効
性
の
あ
る
供
給
体

制
の
確
認
・維
持

Ⅱ
Ｂ
応
急
仮
設
住
宅
の
建
設

用
地
の
増

・
建
設
用
地
候
補
地
の
確

保
面
積
2
36
ha

※
必
要
面
積
L
1:
1
59
ha

L
2
:6
9
4h
a

L2
地
震
必
要
戸
数
：7
.7
万
戸

供
給
可
能
戸
数
：3
.1
万
戸

（
建
設
型
：2
.3
万
戸
、
借

上
げ
型
0.
8
万
戸
）

・
農
地
の
活
用
を
検
討

R
1
：具
体
的
な
取
組
内
容

の
協
議

R
2
：遊
休
農
地
の
モ
デ
ル

候
補
地
検
討

R
3
：遊
休
農
地
の
モ
デ
ル

候
補
地
検
討

計 画

・
県
内
民
有
地
情
報

の
整
理
・
把
握

１
ha

・
市
町
村
間
で
の
調

整
へ
協
力

・
県
内
民
有
地
情
報

の
整
理
・把
握

５
h
a

・
市
町
村
間
で
の
調

整
へ
協
力

・
県
内
民
有
地
情
報

の
整
理
・
把
握

10
ha

・
市
町
村
間
で
の
調

整
へ
協
力

取
組
の
継
続

-
-

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

②
1

木
造
応
急
仮
設
住
宅

へ
の
建
築
資
材
の
供

給
計
画
の
策
定
の
支

援

Ⅱ
Ａ
建
築
資
材
（
備
蓄
材
）の

供
給
シ
ス
テ
ム
を
構
築

災
害
対
応
用
木
材
供
給

体
制
構
築
に
関
す
る
連

携
協
定
の
締
結
・備
蓄
用

倉
庫

R
2
: 協
定
2
件

倉
庫
1
棟
完
成
（
幡
多

地
域
）

R
3
: 倉
庫
1
棟
完
成
（
高
幡

地
域
）

仮
設
住
宅
用
主
要
構

造
材

5
00
棟
分
の
備
蓄

の
完
了

計 画

発
災
時
の
供
給
体
制
の
課
題
の
整
理
と
対
応
策
の
検
討

取
組
の
継
続

応
急
仮
設
住
宅

供
給
計
画
へ
の

掲
載

R
7

実 績
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４
－
６

民
間
賃
貸
住
宅
の
借
上

〔
概
要
〕

被
災
者
の
生
活
再
建
を
支
援
す
る
た
め
、
速
や
か
に
応
急
仮
設
住
宅
の
供
給
が
で
き
る
よ
う
に
、
供
給
体
制
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
応
急
仮
設
住
宅
が
不
足
す
る
場
合
に
、
み
な
し
仮

設
住
宅
と
し
て
民
間
賃
貸
住
宅
を
借
り
上
げ
る
応
急

借
上
住
宅
制
度
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

被
災
後
の
速
や
か
な
応
急
仮
設
住
宅
の
確
保

共
通

公
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

県
住
宅
課

②
県
内
の
応
急
仮
設
住
宅
で
収
容
で
き
な
い
場
合
に

備
え
、
県
外
に
被
災
者
を
受
け
入
れ
て
も
ら
う
た
め

の
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

被
災
後
の
速
や
か
な
応
急
仮
設
住
宅
の
確
保

Ｌ
２

公
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

県
住
宅
課
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①

1

迅
速
に
対
象
物
件
を

把
握
し
情
報
提
供
す

る
た
め
の
仕
組
み
や

体
制
づ
く
り
の
検
討

Ⅱ
Ｂ
応
急
借
上
住
宅
制
度
の

充
実

関
係
団
体
（
3
団
体
）
と
の

協
定
締
結

情
報
提
供
の
仕
組
み
や

体
制
づ
く
り
の
検
討

L2
地
震
必
要
戸
数
：7
.7
万
戸

供
給
可
能
戸
数
：3
.1
万
戸

（
建
設
型
：2
.3
万
戸
、
借

上
げ
型
0.
8
万
戸
）

R
1
：宅
建
協
会
等
２
団
体

と
の
協
定
書
の
改
定

R
2
：随
時
意
見
交
換

R
3
：意
見
交
換

計 画

迅
速
に
対
象
物
件
を
把
握
し
情
報
提
供
す
る
た
め
の
仕
組
み
や
体

制
づ
く
り
の
検
討

取
組
の
継
続

-
-

実 績

2

関
係
機
関
と
の
連
携

体
制
と
役
割
分
担
、
事

務
フ
ロ
ー
等
の
点
検
と

見
直
し

Ⅱ
Ｂ
応
急
借
上
住
宅
制
度
の

充
実

関
係
機
関
と
の
連
携
体

制
と
役
割
分
担
、
事
務
フ

ロ
ー
等
の
点
検
と
見
直
し

R
1
：市
町
村
に
対
し
て
応

急
借
上
住
宅
等
に
つ
い

て
説
明
会
1
回

R
2
：市
町
村
に
対
し
て
応

急
借
上
住
宅
等
に
つ
い

て
説
明
会
1
回

R
3
：市
町
村
に
対
し
て
応

急
借
上
住
宅
等
に
つ
い

て
説
明
を
実
施

計 画

関
係
機
関
と
の
連
携
体
制
と
役
割
分
担
、
事
務
フ
ロ
ー
等
の
点
検
と

見
直
し
（
随
時
）

取
組
の
継
続

-
-

実 績

②
1

応
急
借
上
住
宅
制
度

に
つ
い
て
、
他
県
の
情

報
収
集
と
意
見
交
換

Ⅱ
Ｂ
県
外
で
の
被
災
者
受
入

に
つ
い
て
の
検
討

他
県
へ
の
調
査
を
も
と
に

課
題
を
整
理

L2
地
震
必
要
戸
数
：7
.7
万
戸

供
給
可
能
戸
数
：3
.1
万
戸

（
建
設
型
：2
.3
万
戸
、
借

上
げ
型
0.
8
万
戸
）

計 画
他
県
の
情
報
収
集
と
意
見
交
換

取
組
の
継
続

-
-

実 績
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４
－
７

住
宅
再
建
へ
の
支
援

〔
概
要
〕

・
被
災
者
の
生
活
再
建
を
支
援
す
る
た
め
、
速
や
か
に
住
宅
等
の
復
旧
、
再
建
が
で
き
る
よ
う
に
、
体
制
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

・
被
災
後
に
住
宅
の
応
急
修
理
が
速
や
か
に
行
わ
れ
る
よ
う
な
体
制
作
り
を
行
い
ま
す
。

・
被
災
者
の
生
活
再
建
を
支
援
す
る
た
め
、
速
や
か
に
災
害
公
営
住
宅
の
供
給
が
で
き
る
よ
う
に
、
態
勢
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
住
宅
の
早
期
復
旧
の
た
め
の
体
制
を
整
備
し
ま
す
。
被
災
後
の
迅
速
な
住
宅
の
復
旧
や
住
宅
所
有
者
の

不
安
解
消

共
通

自
助

公
助

８
．
早
期
復
旧
復
興
高
知
県
強
靱
化
計
画

県 市
町
村

事
業
者

建
築
課

住
宅
課

②
被
災
時
に
お
け
る
住
宅
の
応
急
修
理
、
再
建
も
含
め

た
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

被
災
後
の
迅
速
な
住
宅
の
応
急
修
理
等
の
実
施
に

よ
る
長
中
期
避
難
所
生
活
者
、
県
外
流
出
者
の
減

少

共
通

公
助

８
．
早
期
復
旧
復
興
高
知
県
強
靱
化
計
画

地
域
防
災
計
画

県
住
宅
課

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対

策
課

地
域
福
祉
政
策
課

③
災
害
公
営
住
宅
建
設
計
画
を
必
要
に
応
じ
て
見
直

し
ま
す
。

被
災
後
の
迅
速
な
災
害
公
営
住
宅
の
供
給

共
通

公
助

８
．
早
期
復
旧
復
興
高
知
県
強
靱
化
計
画

県 市
町
村

住
宅
課
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①

1
住
宅
の
復
旧
に
係
る

技
術
習
得
の
支
援

Ⅰ
Ａ

住
宅
の
復
旧
に
係
る
技

術
講
習
会
の
参
加
事
業

者
数
1
70
社

参
加
事
業
者
数

＜
累
計
＞

4
3.
3
％
(1
3
0/
30
0
社
)

R
1
：3
5
社
参
加

R
2
：4
5
社
参
加

R
3
：5
0
社
参
加

累
計
2
20
人

目
標
達
成
率
1
76
％

(2
20
/1
25
人
)

計 画

参
加
事
業
者
数
6
0

社

参
加
事
業
者
数
6
0

社

参
加
事
業
者
数
50

社

取
り
組
み
の

継
続

技
術
講
習
会
受

講
事
業
者
3
00

社

R
6

実 績

2
住
宅
の
復
旧
に
係
る

相
談
体
制
の
検
討

Ⅰ
Ｂ

連
絡
訓
練
３
回
開
催

(災
害
対
応
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

活
用
)

市
町
村
と
金
融
支
援
機

構
と
の
災
害
対
応
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築

R
1
：連
絡
訓
練
１
回
実
施

R
2
:連
絡
訓
練
１
回
実
施

R
3
:連
絡
訓
練
１
回
実
施

計 画
連
絡
訓
練
１
回

連
絡
訓
練
１
回

連
絡
訓
練
１
回

毎
年
1
回
連

絡
訓
練
実
施

連
絡
訓
練
１
回
/

年
毎
年

実 績

②
1

応
急
修
理
の
実
効
性

の
あ
る
体
制
の
整
備

Ⅱ
Ｂ
住
宅
応
急
修
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
点
検
及
び
見
直
し

R
2
：被
災
時
に
お
け
る
課

題
の
情
報
収
集
、
整
理

R
3
：住
宅
応
急
修
理
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
作
成
、
周
知

計 画
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
点
検
及
び
見
直
し
（
適
宜
）

取
組
の
継
続

-
-

実 績

③

1

災
害
公
営
住
宅
の
実

効
性
の
あ
る
建
設
体

制
の
確
認
、
維
持

Ⅰ
Ｂ
確
認
訓
練
３
回
開
催

建
設
計
画
の
周
知

災
害
公
営
住
宅
建
設
計

画
の
策
定

R
2
：確
認
訓
練
１
回

R
3
：確
認
訓
練
１
回

計 画
確
認
訓
練
１
回

確
認
訓
練
１
回

確
認
訓
練
１
回

毎
年
１
回
確

認
訓
練
実
施

確
認
訓
練
１
回
/

年
毎
年

実 績

2

災
害
公
営
住
宅
の
建

設
に
係
る
受
援
体
制

の
確
認
、
維
持

Ⅱ
Ｂ
受
援
計
画
の
周
知
と
見

直
し

R
2
：必
要
な
業
務
の
検
証

R
3
：必
要
な
業
務
の
検
証

災
害
公
営
住
宅
建
設
受

援
計
画
策
定

計 画
計
画
の
周
知
と
見
直
し
（適
宜
）

取
組
の
継
続

-
－

実 績
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４
－
８

復
興
組
織
体
制
・
復
興
方
針
の
事
前
検
討

〔
概
要
〕

地
震
発
生
後
、
早
期
に
復
旧
・
復
興
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
復
興
組
織
体
制
の
あ
り
方
や
復
興
方
針
の
速
や
か
な
策
定
に
つ
い
て
事
前
に
検
討
し
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
速
や
か
な
復
旧
・復
興
へ
の
取
組
に
つ
い
て
の
進

展
を
踏
ま
え
、
復
興
に
向
け
た
全
庁
的
な
組
織
体
制

に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

復
興
に
向
け
た
速
や
か
な
対
応

共
通

公
助

８
．
早
期
復
旧
復
興

-
県

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対

策
課

②
過
去
の
大
規
模
災
害
を
教
訓
に
し
な
が
ら
、
復
興
方

針
策
定
の
た
め
の
事
前
準
備
を
行
い
ま
す
。

被
災
後
の
復
興
方
針
の
速
や
か
な
策
定

共
通

公
助

８
．
早
期
復
旧
復
興

-
県

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対

策
課

③
速
や
か
な
復
旧
・復
興
を
実
現
す
る
た
め
、
迅
速
な

復
興
業
務
推
進
の
た
め
の
手
順
書
の
作
成
を
行
い

ま
す
。

被
災
後
の
速
や
か
か
つ
円
滑
な
復
興
業
務
の
推
進

共
通

公
助

８
．
早
期
復
旧
復
興

-
県

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対

策
課

④
県
の
震
災
対
応
を
記
録
・
検
証
し
、
そ
の
教
訓
や
復

興
の
取
組
を
次
世
代
に
伝
承
す
る
た
め
の
記
録
誌

の
作
成
に
つ
い
て
、
過
去
の
大
規
模
災
害
事
例
を

参
考
に
、
手
順
書
を
作
成
し
ま
す
。

災
害
対
応
の
迅
速
な
検
証
及
び
記
録
の
作
成

共
通

公
助

-
-

県
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対

策
課
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①
1

復
興
に
向
け
部
局
横

断
的
な
課
題
を
一
元

化
し
て
取
り
組
む
組
織

体
制
の
構
築

Ⅱ
Ａ
復
興
組
織
（
案
）の
策
定

・
先
進
県
で
あ
る
愛
知
県

を
講
師
と
し
た
勉
強
会
の

開
催
(H
3
0)

・
復
興
組
織
案
の
策
定
手

順
(Ｗ
Ｇ
案
)の
検
討

・
復
興
組
織
の
業
務
内
容

の
整
理
（R
1
）

・
復
興
組
織
素
案
を
決
定

（
R
3）

計 画

復
興
組
織
（
案
）の

策
定

完
了

-

-
復
興
組
織
案
の

策
定

R
4

実 績

②
1

復
興
方
針
を
速
や
か

に
策
定
す
る
た
め
の

事
前
準
備

Ⅱ
Ａ
復
興
方
針
（
案
）の
策
定

大
規
模
被
災
地
現
地
調

査 他
県
事
例
収
集

復
興
方
針
（
素
案
）の
作

成
（
R
3）

計 画

復
興
方
針
（
案
）の

策
定

復
興
方
針
（
案
）の
検
証
と
見
直
し

取
組
の
継
続

復
興
方
針
（
案
）

の
策
定

R
4

実 績

③
1

復
興
手
順
書
の
作
成

Ⅱ
Ａ
復
興
手
順
書
の
策
定

先
進
県
で
あ
る
愛
知
県
を

講
師
と
し
た
勉
強
会
の
開

催
（
H
30
）

復
興
手
順
書
（
素
案
）の

作
成
（
R
3）

計 画

復
興
手
順
書
の
策

定

復
興
手
順
書
に
基
づ
い
た
実
効
性
の
検
証

と
見
直
し

取
組
の
継
続

復
興
手
順
書
の

策
定

R
4

実 績

④
1

災
害
対
応
記
録
誌
の

作
成
に
係
る
調
査
・
検

討

Ⅱ
Ａ
手
順
書
の
作
成

-

計 画

他
県
事
例
の
調
査

災
害
対
応
の
記
録

作
成
・
検
証
等
の
手

順
の
整
理

作
成
手
順
・
検
証
体

制
に
係
る
関
係
課
と

の
調
整

手
順
書
の
作
成

取
組
の
完
了

手
順
書
の
作
成

R
6

実 績
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４
－
９

災
害
廃
棄
物
（
が
れ
き
）
の
処
理

〔
概
要
〕

災
害
時
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
「高
知
県
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
」に
つ
い
て
、
よ
り

実
効
性
を
高
め
て
い
く
た
め
、
課
題
へ
の
対
応
等
を

検
討
し
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

県
民
の
生
活
基
盤
の
早
期
復
旧
・復
興

共
通

公
助

８
．
早
期
復
旧
復
興
高
知
県
強
靱
化
計
画

高
知
県
災
害
廃
棄
物

処
理
計
画
V
er
.2

国 県 関
係
団
体

環
境
対
策
課

②
「市
町
村
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
」の
バ
-ジ
ョ
ン
ア

ッ
プ
へ
の
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

各
市
町
村
住
民
の
生
活
基
盤
の
早
期
復
旧
・復
興

共
通

公
助

８
．
早
期
復
旧
復
興
高
知
県
強
靱
化
計
画

高
知
県
災
害
廃
棄
物

処
理
計
画
V
er
.2

市
町
村
災
害
廃
棄
物

処
理
計
画

県 市
町
村

環
境
対
策
課

③
市
町
村
等
が
保
有
す
る
ご
み
焼
却
施
設
及
び
し
尿

処
理
施
設
の
強
靭
化
に
向
け
た
支
援
を
実
施
し
ま

す
。

各
市
町
村
住
民
の
生
活
基
盤
の
早
期
復
旧
・復
興

共
通

公
助

８
．
早
期
復
旧
復
興
高
知
県
強
靱
化
計
画

高
知
県
災
害
廃
棄
物

処
理
計
画
V
er
.2

県 市
町
村

一
部
事
務
組
合

環
境
対
策
課

④
市
町
村
に
よ
る
迅
速
な
損
壊
家
屋
等
の
解
体
撤
去

に
向
け
た
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

各
市
町
村
住
民
の
生
活
基
盤
の
早
期
復
旧
・復
興

共
通

公
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

高
知
県
災
害
廃
棄
物

処
理
計
画
V
er
.2

県 市
町
村

関
係
団
体

環
境
対
策
課
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①

1

災
害
廃
棄
物
処
理
に

関
す
る
課
題
に
対
す

る
検
討
と
対
応

Ⅱ
Ｂ

「
高
知
県
災
害
廃
棄
物
処

理
計
画
V
er
.2
」
の
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ

・
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画

V
er
.２
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
の
準
備

・
R
1：
二
次
仮
置
場
検
討

対
象
地
、
し
尿
処
理
計

画
、
施
設
強
靱
化
、
損
壊

家
屋
等
解
体
撤
去

・
R
2：
二
次
仮
置
場
リ
ス
ト

化
、
し
尿
処
理
計
画
、
施

設
強
靱
化
、
近
隣
市
町

村
間
の
応
援
・受
援

・
R
3：
二
次
仮
置
場
候
補

地
案
の
抽
出
、
仮
設
焼
却

施
設
設
置
案
の
検
討
、
施

設
の
強
靱
化
支
援

計 画

・
高
知
県
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
V
er
.2
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

取
組
の
継
続

災
害
廃
棄
物
の

迅
速
な
処
理

-

実 績

2

関
係
団
体
と
の
災
害

廃
棄
物
処
理
等
に
係

る
協
力
協
定
の
締
結

及
び
締
結
し
た
協
定

の
実
効
性
の
確
保

Ⅱ
Ｂ
各
団
体
と
の
協
定
締
結

・
R
1：
セ
メ
ン
ト
関
係
企
業

と
の
協
定
締
結

（
R
1.
1
0.
3
1）

・
R
2：
復
興
支
援
協
会
と

の
協
定
締
結
（R
3
.2
.1
0
）

・
R
3：
協
定
団
体
と
の
情

報
交
換
会
を
初
開
催
（
1

回
）

計 画

・
協
定
の
実
効
性
の
確
保
に
向
け
て
、
訓
練
等
の
実
践
的
な
取
組
を

展
開

・
実
際
に
支
援
を
受
け
る
市
町
村
と
協
定
先
と
の
日
頃
か
ら
の
連
携

強
化
を
図
る

取
組
の
継
続

-
-

実 績

3

災
害
廃
棄
物
処
理
対

策
に
関
す
る
広
域
連

携
等
の
検
討

Ⅱ
Ｂ
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
け
る

広
域
処
理
体
制
の
構
築

・
R
1、
R
2
、
R
3：
災
害
廃
棄

物
対
策
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
協

議
会
へ
の
参
画
（協
議
会

２
回
、
幹
事
会
1
回
）

計 画

・
災
害
廃
棄
物
対
策
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
へ
の
参
画

取
組
の
継
続

-
-

実 績

284



N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①
4

災
害
廃
棄
物
仮
置
場

用
地
の
確
保
策
の
検

討

Ⅰ
Ａ

・
二
次
仮
置
場
候
補
地
案

の
決
定

・
仮
置
場
用
地
の
確
保

（
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
仮
置
場

検
討
対
象
地
充
足
率
に

つ
い
て
、
常
に
1
00
％
以

上
を
維
持
）

・
必
要
面
積
L
1
:1
9
1h
a、

L
2
:6
78
ha

・
仮
置
場
検
討
対
象
地
充

足
率

R
2
：

L
1
:3
30
.0
％
、
L
2
:9
3
.2
％

R
3
：

・
災
害
廃
棄
物
仮
置
場
用

地
の
確
保

・
二
次
仮
置
場
候
補
地
案

の
抽
出

計 画

○
災
害
廃
棄
物
の
処
理
責
任
を
有
す
る
市
町
村
を
引
き
続
き
支
援

・
二
次
仮
置
場
候
補
地
案
ご
と
に
、
課
題
解
決
に
向
け
て
県
及
び
関

係
市
町
村
が
調
整
（
関
係
者
協
議
、
手
続
き
等
の
調
査
・
確
認
、
被

災
自
治
体
の
取
組
事
例
の
提
供
等
）

・
広
域
処
理
体
制
の
検
討

・
仮
置
場
検
討
対
象
地
の
継
続
的
な
掘
り
起
こ
し

取
組
の
継
続

・
二
次
仮
置
場

候
補
地
案
の
決

定
（
2
0
箇
所
：
仮

設
焼
却
施
設
設

置
数
相
当
、

1
.5
h
a
以
上
/
箇

所
）

※
要
処
理
量
想

定
3
08
万
ﾄﾝ

・
仮
置
場
用
地
の

確
保
（
各
ブ
ロ
ッ

ク
の
仮
置
場
検

討
対
象
地
充
足

率
に
つ
い
て
、
常

に
10
0％
以
上
を

維
持
）

R
6

実 績

②
1

広
域
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

に
お
け
る
広
域
処
理

の
検
討
及
び
市
町
村

災
害
廃
棄
物
処
理
計

画
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
の
支
援
を
実
施

Ⅰ
Ｂ

・
広
域
処
理
方
針
案
の
策

定 ・
市
町
村
災
害
廃
棄
物
処

理
計
画
の
改
定
（
新
た
に

追
加
が
必
要
な
項
目
に

つ
い
て
3
4/
34
市
町
村
）

・
市
町
村
等
廃
棄
物
処
理

施
設
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定

（
24
/2
4
施
設
）

・
R
1：
協
議
会
３
回
実
施

（
う
ち
１
回
図
上
訓
練
）

・
R
2：
幹
事
会
１
回
、
協
議

会
３
回
実
施
（う
ち
１
回
実

動
訓
練
）

・
R
3：
幹
事
会
１
回
、
協
議

会
３
回
実
施
（う
ち
１
回
一

般
廃
棄
物
処
理
施
設
Ｂ
Ｃ

Ｐ
策
定
ワ
ー
キ
ン
グ
）

・
市
町
村
災
害
廃
棄
物
処

理
計
画
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア

ッ
プ
を
支
援
（
優
先
的

に
，
①
災
害
廃
棄
物
の
発

生
量
推
計
、
②
仮
置
場
の

確
保
対
策
、
③
し
尿
処
理

対
策
。
1
00
％
・
34
/3
4）

計 画

・
幹
事
会
、
協
議
会
に
お
い
て
、
①
ブ
ロ
ッ
ク
内
で
の
処
理
及
び
②
ブ

ロ
ッ
ク
を
越
え
る
広
域
処
理
の
検
討
を
進
め
る
。

（
幹
事
会
１
回
/
年
開
催
、
協
議
会
３
回
/
年
開
催
（
う
ち
１
回
は
訓
練

を
実
施
）
）

・
市
町
村
廃
棄
物
処
理
計
画
の
さ
ら
な
る
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
案
の
作

成
・
提
示
を
行
う
。

・
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
完
了
に
向
け
た
他
施
設
の
策
定
事
例
の
提
供
な
ど

の
支
援
を
行
う
。

取
組
の
継
続

・
広
域
処
理
方

針
案
の
策
定

・
市
町
村
災
害

廃
棄
物
処
理
計

画
の
改
定
（
新
た

に
追
加
が
必
要

な
項
目
に
つ
い

て
34
/3
4
市
町

村
）

・
市
町
村
等
廃

棄
物
処
理
施
設

の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定

（
24
/2
4
施
設
）

R
6

実 績

285



N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

②
2

市
町
村
職
員
等
を
対

象
と
し
た
業
務
説
明
会

等
の
開
催

Ⅰ
Ｂ
業
務
説
明
会
等
３
回
開

催

・
R
1：
業
務
説
明
会
（１

回
）
、
講
演
会
実
施
（１

回
）

・
R
2：
業
務
説
明
会
（書

面
）
、
講
演
会
実
施
（１

回
）

・
R
3：
業
務
説
明
会
（１

回
）
、
講
演
会
実
施
（１

回
）

計 画

・
市
町
村
職
員
等
を
対
象
と
し
た
業
務
説
明
会
等
の
開
催

取
組
の
継
続

業
務
説
明
会
等

１
回
開
催
/年

毎
年

実 績

③

1

ご
み
焼
却
施
設
及
び

し
尿
各
処
理
施
設
の
Ｂ

Ｃ
Ｐ
策
定
支
援

Ⅰ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
５
施
設

4
6％
（
11
/2
4）

・
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
６
施
設

2
5％
（
6/
24
施
設
）

・
R
1：
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
内
容
に
つ

い
て
全
国
先
進
自
治
体

へ
取
組
の
照
会

・
R
2：
講
演
会
を
実
施

・
R
3：
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
ワ
ー
キ

ン
グ
を
実
施

計 画

・
Ｂ
Ｃ
Ｐ
未
策
定
施
設
に
つ
い
て
は
早
急
な
策
定
に
向
け
て
支
援
を

実
施

・
策
定
済
み
施
設
に
つ
い
て
は
見
直
し
等
の
支
援
を
実
施

取
組
の
継
続

2
4
施
設
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ

策
定

-

実 績

2

ご
み
焼
却
施
設
及
び

し
尿
各
処
理
施
設
に

お
け
る
強
靭
化
の
た

め
の
必
要
な
改
修
に

向
け
た
支
援
策
の
検

討
及
び
実
施

Ⅰ
Ｂ
施
設
の
強
靱
化
２
施
設

5
0％
（
12
/2
4）

・
施
設
の
強
靱
化
10
施

設

4
2％
（
10
/2
4）

・
R
1、
R
2
、
R
3：
施
設
の
強

靱
化
に
係
る
環
境
省
交

付
金
周
知

計 画

・
施
設
の
強
靱
化
に
係
る
環
境
省
交
付
金
の
周
知

取
組
の
継
続

2
4
施
設
の
強
靭

化
の
完
了

-

実 績

286



N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

④
1

市
町
村
に
よ
る
迅
速
な

損
壊
家
屋
等
の
解
体

撤
去
に
向
け
た
協
力

協
定
の
締
結
と
実
効

性
の
確
保

Ⅰ
Ｂ

・
協
力
協
定
の
締
結
１

団
体

・
損
壊
家
屋
等
の
解
体
撤

去
に
係
る
手
続
き
の
迅
速

化

・
R
1
ま
で
：(
一
社
)高
知

県
建
設
業
協
会
と
協
定

締
結

・
R
2：
(一
社
)日
本
補
償
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
復
興
支
援

協
会
と
協
定
締
結

・
R
3：
損
壊
家
屋
等
の
解

体
撤
去
に
係
る
手
続
き
の

迅
速
化
等
に
つ
い
て
協

議

計 画

・
協
定
先
と
損
壊
家
屋
等
の
迅
速
な
解
体
撤
去
に
向
け
て
協
議

・
訓
練
等
の
実
践
的
な
取
組
を
展
開
し
、
実
際
に
支
援
を
受
け
る
市

町
村
と
協
定
先
と
の
連
携
強
化
を
図
る

取
組
の
継
続

-
-

実 績

287



４
－
１
０

教
育
環
境
の
復
旧

〔
概
要
〕

・
学
校
・
保
育
所
・
幼
稚
園
等
に
お
け
る
発
災
時
の
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
、
早
期
に
教
育
環
境
を
復
旧
さ
せ
る
た
め
の
事
前
準
備
を
行
い
ま
す
。

・
児
童
生
徒
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
を
行
い
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
保
育
所
・幼
稚
園
等
が
行
う
、
行
政
機
関
と
連
携
し

た
事
業
継
続
計
画
（Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
)策
定
を
促
進
し
ま
す
。

保
育
所
・
幼
稚
園
等
の
事
業
活
動
の
早
期
再
開

共
通

自
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

市
町
村

私
立
幼
保
連

携
型
認
定
こ
ど

も
園
・
保
育

所
・
幼
稚
園
設

置
者
等

幼
保
支
援
課

②
学
校
等
に
ス
ク
-ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
-等
を
派
遣
し
ま
す
。
児
童
生
徒
の
不
安
の
軽
減

共
通

公
助

-
-

県
人
権
教
育
・
児
童

生
徒
課

288



〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①
1

保
育
所
・
幼
稚
園
等
の

事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ

Ｐ
）
の
策
定

Ⅱ
Ｂ

市
町
村
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
へ
の
位

置
づ
け
、
ひ
な
形
を
活
用

し
た
各
園
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
作
成

を
要
請

・
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
高
知
県
版
ひ
な

形
修
正
中

・
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
研
修
会
は
未

実
施

計 画

市
町
村
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
へ

の
位
置
づ
け
、
ひ
な

形
を
活
用
し
た
各
園

の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
作
成
を
要

請

市
町
村
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
へ

の
位
置
づ
け
、
ひ
な

形
を
活
用
し
た
各
園

の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
作
成
を
要

請

市
町
村
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
へ

の
位
置
づ
け
、
ひ
な

形
を
活
用
し
た
各
園

の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
作
成
を
要

請
取
組
の
継
続

－
－

実 績

②

1

緊
急
時
に
対
応
で
き

る
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
育
成

Ⅱ
Ｂ
研
修
会
の
開
催
年
６
回

さ
ま
ざ
ま
な
研
修
テ
ー
マ

で
研
修
を
実
施
し
、
ス
ク

ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
対

応
力
向
上
を
図
る
こ
と
が

で
き
た
。

R
1
6
回

R
2
4
回

R
3
6
回

計 画

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
対
応
力
向
上
を
図
る
た
め
の
研
修
を
年

間
６
回
実
施

取
組
の
継
続

研
修
会
の
開
催

年
６
回

毎
年

実 績

2

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
派
遣
要
請
の
手
順

書
の
策
定

Ⅱ
Ｂ
必
要
に
応
じ
た
検
証
・
見

直
し
の
実
施

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

派
遣
要
請
の
手
順
書
の

策
定
完
了

計 画

・
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
辞
令
交
付
式
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等

研
修
講
座
等
を
通
し
、
派
遣
要
請
の
手
順
書
に
つ
い
て
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
に
周
知

・
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
事
業
説
明
会
、
相
談
体
制
の
充
実
（
チ
ー

ム
学
校
）
に
向
け
た
連
絡
協
議
会
等
を
通
し
、
市
町
村
教
育
委
員

会
、
各
学
校
に
周
知

・
必
要
に
応
じ
た
検
証
・
見
直
し
の
実
施

完
了

－
-

実 績
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４
－
１
１

要
配
慮
者
の
生
活
環
境
の
復
旧

〔
概
要
〕

被
災
し
た
要
配
慮
者
を
支
援
す
る
た
め
、
福
祉
サ

-ビ
ス
事
業
が
継
続
で
き
る
よ
う
、
事
前
準
備
を
行
い
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
社
会
福
祉
施
設
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
・
訓
練
・見
直
し
を

支
援
し
ま
す
。

社
会
福
祉
施
設
に
お
け
る
福
祉
サ
-
ビ
ス
事
業
の
継

続

共
通

自
助

９
．
要
配
慮
者
対
策
高
知
県
強
靱
化
計
画

社
会
福
祉
法
人
高
齢
者
福
祉
課

障
害
福
祉
課

子
ど
も
・
子
育
て
支

援
課

290



〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①
1

福
祉
事
業
者
の
事
業

継
続
計
画
（Ｂ
Ｃ
Ｐ
）策

定
・訓
練
・
見
直
し
へ

の
支
援

Ⅰ
Ｂ

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
率

1
00
％
(1
4
5/
14
5
施
設
)

従
業
者
50
名
以
上
の
施

設
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
率

1
00
％
(5
4
/5
4
施
設
)

従
業
者
50
名
未
満
の
施

設
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
率

1
00
％
(9
0
/9
0
施
設
)

高
齢
者
施
設
(津
波
想
定

浸
水
区
域
内
の
施
設
)

1
00
％
(1
2
/1
2
施
設
)

障
害
者
施
設

1
00
％
(1
7
/1
7
施
設
)

児
童
施
設
(従
業
員
10

名
以
下
の
施
設
を
除
く
)

1
00
％
(9
/
9
施
設
)

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
率
85
％

（
12
2/
14
4
施
設
）

従
業
者
5
0
名
以
上
の
施

設
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
率

9
6％
（
52
/5
4
施
設
）

R
1
：策
定
率
9
6％

R
2
：策
定
率
9
6％

R
3
：策
定
率
9
6％
（
見

込
）

従
業
者
5
0
名
未
満
の
施

設
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
率

7
8％
（
70
/9
0
施
設
）

R
1
：策
定
率
6
0％

R
2
：策
定
率
7
2％

R
3
：策
定
率
7
8％
（
見

込
）

・
高
齢
者
施
設
（津
波
想

定
浸
水
区
域
内
の
施
設
）

1
00
％
（1
2/
12
施
設
）

・
障
害
者
施
設
10
0％

（
17
/1
7
施
設
）

・
児
童
施
設
（従
業
員
1
0

名
以
下
の
施
設
を
除
く
）

1
00
％
（9
/9
施
設
）

計 画

・
未
策
定
施
設
に
対
す
る
働
き
か
け
の
実
施

・
必
要
に
応
じ
た
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
等
に
よ
る
策
定
、
訓

練
、
見
直
し
へ
の
支
援
を
実
施

取
組
の
継
続

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
率

1
00
％
(1
45
/1
45

施
設
)

－

実 績
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４
－
１
２

農
業
の
再
興

〔
概
要
〕

地
震
発
生
時
の
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
、
迅
速
に
農
業
の
復
興
が
で
き
る
よ
う
事
前
準
備
を
行
い
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
ＪＡ
グ
ル
-
プ
に
お
け
る
事
業
継
続
計
画
（Ｂ
Ｃ
Ｐ
）の

情
報
共
有
、
必
要
に
応
じ
た
見
直
し
等
へ
の
支
援
を

行
い
ま
す
。

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
に
よ
る
営
農
活
動
の

早
期
再
開

共
通

自
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

農
業
協
同
組

合
等
県

農
業
政
策
課

292



〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①
1

JA
グ
ル
ー
プ
に
お
け

る
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ

Ｃ
Ｐ
）
の
情
報
共
有
、

必
要
に
応
じ
た
見
直
し

等
へ
の
支
援

Ⅱ
Ｂ

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
情
報
共
有
、
見

直
し
支
援
（
感
染
症
対
応

を
含
む
）

JA
グ
ル
ー
プ
及
び
JA

高
知
県
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
見
直
し

に
向
け
た
進
捗
状
況
の

確
認
（
感
染
症
へ
の
対
応

を
含
む
）

計 画
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
情
報
共
有
、
見
直
し
支
援
（
感
染
症
へ
の
対
応
を
含
む
）

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
情
報

共
有
、
見
直

し
支
援
（
感
染

症
へ
の
対
応

を
含
む
）

－
－

実 績
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４
－
１
３

林
業
の
復
興

〔
概
要
〕

地
震
発
生
時
の
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
、
迅
速
に
林
業
の
復
興
が
で
き
る
よ
う
、
事
前
準
備
を
行
い
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
木
材
加
工
業
界
の
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の
実

効
性
の
確
保
に
向
け
た
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

早
期
の
復
旧
資
材
供
給
及
び
木
材
産
業
の
再
興

共
通

自
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

事
業
者

木
材
産
業
振
興
課

294



〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①
1

木
材
加
工
業
界
の
産

業
復
興
計
画
の
実
効

性
の
確
保

Ⅱ
Ｂ

高
知
県
木
材
協
会
の
Ｂ
Ｃ

Ｐ
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

産
業
復
興
計
画
へ
の
感

染
症
対
策
の
盛
り
込
み

・
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
率
1
00
％

（
2/
2）

高
知
県
森
林
組
合
連
合
会

高
知
県
木
材
協
会

・
木
材
協
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
会
員

へ
の
周
知
と
課
題
の
整

理
・
事
業
継
続
の
た
め
の

他
団
体
と
連
携
に
向
け
た

調
整
及
び
オ
ン
ラ
イ
ン
化

（
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
）

計 画

・
木
材
協
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
周
知
と
課
題
の
整
理

・
人
事
異
動
等
に
伴
う
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
更
新
作
業
の
定
例
化

取
組
の
継
続

-
-

実 績
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４
－
１
４

水
産
業
の
再
興

〔
概
要
〕

・
地
震
発
生
時
の
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
、
迅
速
に
水
産
業
の
復
興
が
で
き
る
よ
う
、
事
前
準
備
を
行
い
ま
す
。

・
地
震
・
津
波
発
生
時
に
漁
業
権
の
基
点
が
消
失
し
た
場
合
で
も
、
迅
速
に
漁
業
活
動
の
再
開
が
で
き
る
よ
う
、
事
前
準
備
を
行
い
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
漁
協
の
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の
検
証
・
見
直
し

を
支
援
し
ま
す
。

水
産
物
の
生
産
・流
通
活
動
の
早
期
再
開

共
通

自
助

-
高
知
県
強
靭
化
計
画

漁
業
協
同
組
合
漁
港
漁
場
課

②
漁
業
地
域
に
お
け
る
水
産
物
の
生
産
・
流
通
に
関

す
る
事
業
継
続
計
画
（Ｂ
Ｃ
Ｐ
）の
策
定
を
支
援
し
ま

す
。

水
産
物
の
生
産
・流
通
活
動
の
早
期
再
開

共
通

自
助

公
助

-
高
知
県
強
靭
化
計
画

漁
港
漁
場
整
備
長
期

計
画

漁
業
協
同
組
合

市
場
関
係
者

水
産
加
工
業
者

県 市
町
村
等

漁
港
漁
場
課

③
漁
業
権
の
漁
場
基
点
の
緯
度
経
度
を
測
量
し
デ
ー

タ
管
理
し
ま
す
。

漁
業
活
動
の
早
期
再
開

共
通

公
助

-
-

県
漁
業
管
理
課
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①
1

水
産
業
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
見
直

し
支
援

Ⅱ
Ｂ

水
産
業
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
実
効
性

の
向
上
の
た
め
の
継
続

的
な
運
用
・改
善

・
水
産
業
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定

（
H
28
完
了
）

1
00
％
（2
5/
25
漁
協
・

支
所
)

・
感
染
症
対
策
の
盛
り
込

み

1
00
％
（2
4/
24
漁
協
・

支
所
）

R
3
：2
4
漁
協
・
支
所

計 画

訓
練
・
点
検
に
基
づ
く
継
続
的
な
見
直
し
に
よ
る
実
効
性
の
高
い
水

産
業
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
構
築

取
組
の
継
続

-
-

実 績

②
1

流
通
拠
点
漁
港
を
中

心
と
す
る
漁
業
地
域
Ｂ

Ｃ
Ｐ
の
策
定

Ⅱ
Ｂ

漁
業
地
域
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
実
効

性
の
向
上
の
た
め
の
継

続
的
な
運
用
・改
善

・
漁
業
地
域
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定

1
00
％
（３
/３
地
区
）

第
３
期
計
画
迄
：１
地
区

R
1
：１
地
区

R
3
：１
地
区

・
感
染
症
対
策
の
盛
り
込

み

1
00
％
（３
/３
地
区
）

R
3
：３
地
区

計 画

訓
練
・
点
検
に
基
づ
く
継
続
的
な
見
直
し
に
よ
る
実
効
性
の
高
い
漁

業
地
域
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
構
築

取
組
の
継
続

-
-

実 績

③
1

地
震
津
波
に
よ
る
漁

業
権
の
漁
場
基
点
の

消
失
に
よ
り
、
漁
業
権

区
域
が
不
明
と
な
る
恐

れ
が
あ
る
た
め
、
基
点

の
緯
度
経
度
を
測
量

し
デ
ー
タ
管
理
す
る

Ⅱ
Ａ

以
下
の
漁
業
権
に
係
る

基
点
の
測
量
と
デ
ー
タ
管

理 ・
共
同
漁
業
権
（
第
一
種

及
び
第
二
種
）

・
区
画
漁
業
権

-

計 画

・
共
同
漁
業
権
（第

一
種
及
び
第
二
種

の
一
部
）
の
漁
場
基

点
の
測
量
と
デ
ー
タ

整
理

・
第
二
種
共
同
漁
業

権
の
一
部
及
び
区

画
漁
業
権
の
漁
場

基
点
の
測
量
と
デ
ー

タ
整
理

-

完
了

・
共
同
漁
業
権

（
第
三
種
除
く
）

及
び
区
画
漁
業

権
の
漁
場
基
点

の
デ
ー
タ
整
理

R
5

実 績
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４
－
１
５

商
工
業
の
再
興

〔
概
要
〕

・
地
震
発
生
時
の
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
、
迅
速
に
商
工
業
の
復
興
が
で
き
る
よ
う
、
事
前
準
備
を
行
い
ま
す
。

・
復
旧
復
興
に
必
要
と
な
る
商
工
会
や
商
工
会
議
所
の
事
業
者
向
け
相
談
窓
口
が
維
持
さ
れ
る
よ
う
促
進
し
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
商
工
業
者
等
を
対
象
と
し
た
策
定
講
座
を
通
じ
て
事

業
継
続
計
画
（Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の
策
定
を
支
援
し
ま
す
。
併

せ
て
、
よ
り
実
効
性
の
高
い
Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
す
る
た
め
に
、

B
C
M
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

事
業
の
早
期
再
開

共
通

自
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

国
の
具
体
計
画

事
業
者

商
工
政
策
課

②
商
工
会
・商
工
会
議
所
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
改
正
を
促
進
し
ま

す
。

事
業
の
早
期
再
開

共
通

公
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

商
工
会
・

商
工
会
議
所

経
営
支
援
課
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①
1

①
従
業
員
50
人
以
上

の
商
工
業
者
を
対
象

と
し
た
講
座
の
実
施
に

よ
る
、
事
業
継
続
計
画

（
B
C
P
）
の
策
定
支
援

及
び
B
C
M
の
促
進

②
従
業
員
49
人
以
下

の
商
工
業
者
を
対
象

と
し
た
講
座
の
実
施
に

よ
る
、
事
業
継
続
力
強

化
計
画
の
策
定
支
援

Ⅰ
Ｂ

①
従
業
員
5
0
人
以
上
の

商
工
業
者
：
B
C
P
策
定
率

1
00
％

②
従
業
員
2
0
～
4
9
人
の

商
工
業
者
：
事
業
継
続
力

強
化
計
画
策
定
率
50
％

従
業
員
5
0人
以
上
の
商

工
業
者

・
R
1
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
率
69
％

・
R
2
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
率
76
％

・
R
3
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
率
80
％

（
見
込
）

計 画

①
従
業
員
50
人
以

上
の
商
工
業
者
：

B
C
P
策
定
率
86
％

②
従
業
員
20
～
49

人
の
商
工
業
者
：
事

業
継
続
力
強
化
計

画
策
定
率
1
7％

①
従
業
員
5
0
人
以

上
の
商
工
業
者
：

B
C
P
策
定
率
9
3％

②
従
業
員
2
0～
4
9

人
の
商
工
業
者
：事

業
継
続
力
強
化
計

画
策
定
率
2
7％

①
従
業
員
50
人
以

上
の
商
工
業
者
：

B
C
P
策
定
率
10
0％

②
従
業
員
20
～
49

人
の
商
工
業
者
：
事

業
継
続
力
強
化
計

画
策
定
率
37
％

取
組
の
継
続

①
従
業
員
5
0
人

以
上
の
商
工
業

者
：
B
C
P
策
定

率
1
00
％

②
従
業
員
20
～

4
9
人
の
商
工
業

者
：
事
業
継
続

力
強
化
計
画
策

定
率
1
00
％

-

実 績
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N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

②
1

・
商
工
会
等
の
B
C
P

に
つ
い
て
、
毎
年
の
見

直
し
又
は
更
新
を
依

頼 ・
代
替
施
設
が
必
要
な

商
工
会
等
と
の
協
議

（年
1
回
以
上
）

※
協
議
内
容
を
と
り
ま

と
め
、
商
工
会
等
に
よ

る
管
轄
市
町
へ
依
頼

（2
商
工
会
、
4
商
工
会

議
所
）

Ⅰ
Ｂ

・
商
工
会
等
の
B
C
P
に
つ

い
て
、
毎
年
最
新
版
に
改

正
（
25
商
工
会
、
6
商
工

会
議
所
）

・
代
替
施
設
が
決
定
し
て

い
な
い
6
団
体
に
つ
い
て

決
定
（
2
商
工
会
、
4
商
工

会
議
所
）

・
Ｂ
Ｃ
Ｐ
改
正
の
必
要
性
に

つ
い
て
の
啓
発
活
動
を

実
施
。

・
代
替
施
設
の
選
定
が
必

要
な
商
工
会
等
13
商
工

会
・
6
商
工
会
議
所

R
1

・
9
商
工
会
（
中
芸
地
区
・

大
豊
町
・
本
山
町
・春
野
・

土
佐
市
・
仁
淀
川
町
・佐

川
町
・
越
知
町
・中
土
佐

町
）

・
1
商
工
会
議
所
（
高
知
）

で
代
替
施
設
を
選
定
済

み R
2

・
上
記
に
加
え
、
2
商
工

会
（
東
洋
町
・室
戸
市
）

・
1
商
工
会
議
所
（
須
崎
）

が
選
定
済
み

R
3

・
選
定
に
向
け
て
協
議
中

計 画

・
商
工
会
等
の
B
C
P
に
つ
い
て
、
毎
年
の
見
直
し
又
は
更
新
を
依

頼 ・
代
替
施
設
が
必
要
な
商
工
会
等
と
の
協
議
（年
１
回
以
上
）

※
協
議
内
容
を
と
り
ま
と
め
、
商
工
会
等
に
よ
る
管
轄
市
町
へ
依
頼

（
2
商
工
会
、
4
商
工
会
議
所
）

取
組
の
継
続

-
-

実 績
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４
－
１
６

観
光
産
業
の
再
興

〔
概
要
〕

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
限
ら
ず
、
風
水
害
な
ど
発
生
頻
度
の
高
い
リ
ス
ク
に
備
え
る
た
め
に
も
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
が
有
効
で
あ
る
こ
と
の
理
解
を
求
め
る
と
と
も
に
、
事
業
者
と
連

携
し
、
事
業
再
開
の
た
め
の
対
策
を
検
討
し
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
旅
館
ホ
テ
ル
事
業
者
を
対
象
と
し
た
防
災
意
識
の
向

上
を
図
る
た
め
の
研
修
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
事

業
者
と
連
携
し
、
事
業
再
開
の
た
め
の
対
策
に
つ
い

て
検
討
し
ま
す
。

観
光
客
等
の
生
命
の
安
全
確
保
及
び
観
光
産
業
の

早
期
の
再
興

共
通

公
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

県
お
も
て
な
し
課

②
旅
館
・ホ
テ
ル
を
対
象
に
事
業
継
続
計
画
(Ｂ
Ｃ
Ｐ
)策

定
を
支
援
し
ま
す
。

観
光
客
等
の
生
命
の
安
全
確
保
及
び
観
光
産
業
の

早
期
の
再
興

共
通

公
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

事
業
者

お
も
て
な
し
課
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①
1

旅
館
ホ
テ
ル
事
業
者

を
対
象
と
し
た
防
災
意

識
の
向
上
を
図
る
た
め

の
研
修
会
開
催

Ⅰ
Ｂ
研
修
会
年
１
回
開
催

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
発
生
を
踏
ま
え
、

感
染
症
対
応
を
テ
ー
マ

に
盛
り
込
ん
だ
防
災
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催

計 画

研
修
会

年
１
回
以
上

研
修
会

年
１
回
以
上

研
修
会

年
１
回
以
上

取
組
の
継
続

研
修
会
年
１
回

開
催

（
参
加
者
数
：
30

事
業
者
）

毎
年

実 績

②
1

従
業
員
5
0
名
未
満
で

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
を
希
望
す

る
旅
館
・
ホ
テ
ル
へ
の

個
別
支
援

Ⅰ
Ｂ

津
波
防
災
対
策
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
策
定
済
み
で
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ

が
策
定
で
き
て
い
な
い
従

業
員
10
名
以
上
5
0
名

未
満
の
事
業
所
（
35
事
業

所
）
で
策
定
を
完
了

従
業
員
5
0
名
以
上
の
事

業
所
で
策
定
済
(1
5/
15

完
了
）

従
業
員
5
0
名
未
満
の
事

業
所
で
策
定
済

～
R
2
ま
で
の
実
績

(5
9/
59
4）

（
～
R
3
ま
で
の
見
込
み

（
70
/5
94
）

計 画

1
2
事
業
所

個
別
支
援

1
2
事
業
所

個
別
支
援

11
事
業
所

個
別
支
援

取
組
の
継
続

従
業
員
5
0
名
以

上
の
事
業
所
で

策
定
完
了

1
5/
15
事
業
所

津
波
防
災
対
策

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策

定
済
み
の
従
業

員
10
名
以
上
5
0

名
未
満
の
事
業

所
（
5
3
事
業
所
）

す
べ
て
で
Ｂ
Ｃ
Ｐ

を
策
定
す
る
。

（5
3/
53
事
業
所
）

-

実 績
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４
－
１
７

雇
用
の
維
持
・
確
保

〔
概
要
〕

事
業
者
に
お
け
る
地
震
発
生
時
の
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
、
迅
速
な
復
興
を
実
現
す
る
こ
と
で
、
雇
用
の
維
持
・
確
保
が
で
き
る
よ
う
、
事
前
準
備
を
行
い
ま
す
。

N
o
.

具
体
的
な
取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

対
応
レ
ベ
ル

[L
1/
L2
/共
通
]
区
分

関
連
す
る

重
点
課
題

関
連
す
る
計
画

実
施
主
体
等

担
当
課
名

①
事
業
者
に
お
け
る
地
震
発
生
時
の
被
害
を
最
小
限

に
と
ど
め
、
迅
速
な
復
興
を
実
現
す
る
た
め
、
事
業

継
続
計
画
（Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
策
定
の
促
進
や
事
業
者
の
地

震
対
策
を
支
援
し
ま
す
。

被
災
後
の
短
期
間
で
の
事
業
再
開

共
通

自
助

-
高
知
県
強
靱
化
計
画

事
業
者

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対

策
課
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〔
詳
細
〕

N
o
.
S
u
b

N
o.

取
組
の
内
容

取
組

タ
イ
プ

計
画
期
間
の
目
標

第
４
期
ま
で
の
実
績

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最
終
目
標

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７年
度
以
降

目
標
値

達
成
予
定

①

1

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加

や
、
各
課
と
の
協
議

Ⅰ
Ｂ

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
率
75
％

※
事
業
者
（
従
業
員
5
0

人
以
上
）

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
推
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（
毎
月
１
回
会
議
）

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
率
60
.2
％

※
事
業
者
（
従
業
員
50

人
以
上
）

計 画

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
率
65
％

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
推
進
協

議
会
へ
の
課
題
及

び
情
報
の
共
有

B
C
P
策
定
率
7
0％

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
推
進
協

議
会
へ
の
課
題
及

び
情
報
の
共
有

B
C
P
策
定
率
7
5
％

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
推
進
協

議
会
へ
の
課
題
及

び
情
報
の
共
有

取
組
の
継
続

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
率

1
00
％

－

実 績

2

事
業
者
の
要
望
に
応

じ
て
講
師
派
遣

（
事
業
者
向
け
南
海
ト

ラ
フ
地
震
対
策
講
座
）

Ⅰ
Ｂ
6
0
事
業
者
へ
の
防
災
士

派
遣

R
1
：1
6
回
（
16
事
業
者
）

R
2
：
8
回
（
8
事
業
者
）

R
3
：
8
回
（
8
事
業
者
）

計 画

2
0
事
業
者

2
0
事
業
者

20
事
業
者

取
組
の
継
続

2
0
事
業
者
へ
の

派
遣
/
年

毎
年

実 績

3
優
良
取
組
事
業
所
の

認
定

Ⅰ
Ｂ
認
定
制
度
の
継
続

新
規
認
定
５
事
業
所
/年

・
新
規
認
定
事
業
所
12

事
業
所

・
継
続
認
定
事
業
所
43

事
業
所

R
1
：新
規
５
、
更
新
12

R
2
：新
規
６
、
更
新
９

R
3
：新
規
１
、
更
新
22

計 画

事
業
所
の
認
定
（
５

事
業
所
）

事
業
所
の
認
定
（５

事
業
所
）

事
業
所
の
認
定
（
５

事
業
所
）

取
組
の
継
続

事
業
所
の
認
定

新
規
認
定
５
事

業
所
/
年

毎
年

実 績
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５
こ
れ
ま
で
の
取
組
と
新
た
な
取
組

【
取
組
数
の
推
移
】

（
１
）
平
成
2
1
年
度
～
平
成
2
4
年
度
（
第
１
期
）
ま
で
に
目
標
を
達
成
し
た
取
組
【
表
１
】

◆
第
１
期

（
H
2
1～
H
26
）

1
1
1
取
組

◆
第
２
期

H2
5
：
1
8
3
取
組

H2
6
：
2
0
4
取
組

H2
7
：
2
2
6
取
組

◆
第
３
期

H
28
：
24
4
取
組

H
29
：
25
6
取
組

H
30
：
26
2
取
組

◆
第
４
期

H
31
：
28
2
取
組

R
2
：
29
3
取
組

R
3
：
30
1
取
組

◆
第
５
期

（
R
4
～
R
6
）

2
6
6
取
組

N
o.

第
１
期
行
動
計
画

取
組
項
目
No
.

第
１
期
に
お
け
る
取
組

特
記
事
項

第
２
期
行
動
計
画
に
お
け
る

関
連
す
る
取
組

担
当
課

（
平
成
25
年
度
時
点
）

1
1
3

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
安

全
対
策
の
促
進

支
援
方
法
の
検
討
→
補
助
要
綱
策
定

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
耐
震
対
策
事
業
に

関
す
る
要
綱
制
定

２
-
16
-①

避
難
路
・
避
難
場
所
の

安
全
の
確
保

住
宅
課

2
1
4

自
動
販
売
機
の
安
全

対
策
の
促
進

転
倒
防
止
対
策
約
9
9％
(
平
成
2
3
年
1
2
月
)

業
界
団
体
の
取
り
組
み
に
よ
り
転
倒
防
止
対
策

完
了
の
見
込
み

－
南
海
地
震
対
策
課

3
2
4

高
知
港
の
水
門
の
自

動
降
下
化

５
排
水
機
場
の
自
動
降
下
化
完
了
(
平
成
18
年
度
)

５
排
水
機
場
の
遠
隔
操
作
化
完
了
(
平
成
21
年
度
)

５
排
水
機
場
の
水
門
耐
震
化
完
了
(
平
成
23
年
度
)

４
排
水
機
場
の
耐
水
化
完
了
(
平
成
24
年
度
)

開
口
部
の
耐
水
化
が
必
要
な
港
湾
管
理
海
岸
4

排
水
機
場
に
つ
い
て
平
成
24
年
度
完
了

２
-1
9-
③

河
川
等
に
お
け
る
津

波
浸
水
対
策
の
推
進

河
川
課

港
湾
・
海
岸
課

4
2
5

海
岸
保
全
施
設
等
の

整
備

平
成
2
1
年
度
完
了

年
次
点
検
結
果
に
基
づ
き
順
次
着
手

２
-
18
-③

海
岸
等
の
地
震
・
津
波

対
策
の
推
進

港
湾
・
海
岸
課

5
3
1

た
め
池
の
地
震
防
災

対
策
の
推
進

貯
水
量
1
,0
00
㎥
か
つ
堤
高
が
２
ｍ
以
上
の
た
め
池
の
カ

ル
テ
・
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
(
H
21
)

・
カ
ル
テ
：
2
90
箇
所
（
作
成
済
1
0
7
箇
所
を
含
む
）

・
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
：
2
80
箇
所

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
地
域
住
民
へ
の
周
知
(H
23
)

避
難
計
画
・
訓
練
へ
の
反
映
要
請
(
H
24
)

平
成
21
年
度
に
作
成

２
-2
7-
①
②

た
め
池
の
地
震
防

災
対
策
の
推
進

農
業
基
盤
課

6
3
3

県
に
お
け
る
応
急
活

動
体
制
の
整
備

南
海
ト
ラ
フ
地
震
応
急
対
策
活
動
計
画
の
作
成

平
成
24
年
度
に
応
急
対
策
活
動
計
画
と
業
務
継

続
計
画
計
画
を
一
本
化
し
、
応
急
対
策
活
動
要

領
（
案
）
を
策
定

平
成
25
年
度
に
策
定
を
行
い
、
検
証
、
見
直
し

を
実
施

３
-
２
-①

応
急
対
策
活
動
体
制

の
整
備

危
機
管
理
・
防
災
課

7
3
4

県
に
お
け
る
業
務
継

続
体
制
の
整
備

業
務
継
続
計
画
の
作
成

8
3
5

県
外
か
ら
の
受
援
体

制
の
整
備

国
の
東
南
海
・
南
海
地
震
応
急
対
策
活
動
要
領
に
対
応
し
た

受
援
計
画
に
つ
い
て
は
、
概
成

連
動
地
震
に
対
応
し
た
国
の
見
直
し
に
合
わ
せ

て
見
直
し
が
必
要

３
-
４
-①

県
外
か
ら
の
応
急
救

助
機
関
の
受
け
入
れ
体
制
の
整
備

危
機
管
理
・
防
災
課

・
完
了
1
8【
表
１
】

・
再
編
9
3→
8
2

・
追
加
1
01

・
完
了
/統
合
2
6

【
表
２
】

・
追
加
44

・
完
了
/統
合
4
5

【
表
３
】

・
追
加
65

・
完
了
/統
4
1

【
表
４
】

・
追
加
6
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N
o.

第
１
期
行
動
計
画

取
組
項
目
No
.

第
１
期
に
お
け
る
取
組

特
記
事
項

第
２
期
行
動
計
画
に
お
け
る

関
連
す
る
取
組

担
当
課

（
平
成
25
年
度
時
点
）

9
3
6

広
域
防
災
拠
点
の
あ

り
方
の
検
討

平
成
2
4
年
度
に
総
合
防
災
拠
点
と
し
て
一
定
整
理

総
合
防
災
拠
点
の
整
備
、
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作

成
に
引
き
続
き
取
り
組
む

３
-
３
-
①
②

総
合
防
災
拠
点
の

整
備

危
機
管
理
・
防
災
課

1
0

3
8

学
校
に
お
け
る
地
震

防
災
体
制
の
整
備

す
べ
て
の
学
校
等
で
学
校
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

必
要
項
目
が
網
羅
さ
れ
た
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

策
定
や
避
難
訓
練
等
に
も
取
り
組
む

２
-
１
-②

学
校
等
の
防
災
対
策

の
促
進

学
校
安
全
対
策
課

私
学
・
大
学
支
援
課

1
1

5
1

高
知
市
に
お
け
る
長

期
浸
水
対
策
の
検
討

平
成
21
年
度
:長
期
浸
水
対
策
検
討
会
準
備
会
開
催
(
３
回
)

平
成
2
2
年
度
:長
期
浸
水
対
策
検
討
会
の
開
催
(３
回
)、
止

水
、
排
水
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
開
催
(１
回
)

平
成
2
4
年
度
:長
期
浸
水
対
策
検
討
会
の
開
催
(２
回
)、
止

水
・
排
水
、
住
民
避
難
、
救
助
・
救
出
、
燃
料
の
４
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
開
催
(
計
12
回
)

平
成
2
4
年
度
で
長
期
浸
水
対
策
の
検
討
は
最
終

取
り
ま
と
め
を
行
い
完
了

－
南
海
地
震
対
策
課

1
2

5
2

災
害
時
の
医
療
救
護

活
動
体
制
の
整
備

「
高
知
県
災
害
医
療
救
護
計
画
・
高
知
県
災
害
救
急
医
療
活

動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
改
訂
→
高
知
県
災
害
時
医
療
救
護
計
画

策
定
(
平
成
23
年
度
)

３
-
６
-
①
②

災
害
時
の
医
療
救

護
活
動
体
制
の
整
備

医
療
政
策
・
医
師
確
保
課

医
事
薬
務
課

1
3

5
2

災
害
時
の
医
療
救
護

活
動
体
制
の
整
備

災
害
時
協
力
協
定
の
締
結
完
了
(
平
成
23
年
度
)

平
成
23
年
度
で
完
了

(締
結
先
：
高
知
県
歯
科
医
師
会
、
高
知
県
薬
剤

師
会
、
高
知
県
医
薬
品
卸
業
協
会
、
高
知
県
衛
生

材
料
協
会
、
日
本
産
業
・
医
療
ガ
ス
協
会
四
国
地

域
本
部
医
療
ガ
ス
部
門
高
知
県
支
部
、
高
知
県
医

療
機
器
販
売
業
協
会
)

３
-
６
-
①

災
害
時
の
医
療
救
護

活
動
体
制
の
整
備

医
療
政
策
・
医
師
確
保
課

医
事
薬
務
課

1
4

5
7

緊
急
輸
送
道
路
の
確

保

見
直
し
完
了
(
平
成
21
年
度
)

平
成
21
年
度
に
見
直
し
を
実
施

３
-2
4-
①
②
③

陸
上
に
お
け
る

緊
急
輸
送
路
の
確
保

道
路
課

1
5

6
1

都
市
施
設
の
復
旧
対

策
の
促
進

都
市
災
害
復
旧
マ
ニ
ュ
ア
ル
完
成

「
都
市
災
害
復
旧
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
完
成
、
県
下

市
町
村
へ
の
配
布

－
都
市
計
画
課

1
6

7
1

地
震
防
災
に
携
わ
る

人
材
の
育
成

指
針
作
成
(
平
成
22
年
度
)

平
成
22
年
度
に
策
定

１
-
４
-①

防
災
人
材
の
育
成

南
海
地
震
対
策
課

1
7

8
1

福
祉
避
難
所
の
設
置

体
制
の
整
備

【
調
査
結
果
公
表
施
設
数
】

母
子
・
児
童
施
設
10
、
老
人
ホ
ー
ム
5
0
、
通
所
介
護
施
設

1
75
、
老
人
保
健
施
設
30
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
5
2、
障

害
者
施
設
1
14

合
計
4
31

必
要
な
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
整
理
し

「
こ
う
ち
ぎ
ょ
う
せ
い
ネ
ッ
ト
」
に
掲
載
し
、
市

町
村
へ
の
周
知
が
完
了

３
-
16
-②

災
害
時
要
援
護
者
の

避
難
対
策
の
推
進

地
域
福
祉
政
策
課

1
8

8
1

福
祉
避
難
所
の
設
置

体
制
の
整
備

各
団
体
間
で
の
協
定
締
結
に
向
け
調
整

各
団
体
間
で
の
協
定
締
結
を
予
定

（
平
成
25
年
6
月
に
締
結
予
定
）

３
-1
6-
②

災
害
時
要
援
護
者
の

避
難
対
策
の
推
進

高
齢
者
福
祉
課
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（
２
）
平
成
2
5
年
度
～
平
成
2
7
年
度
（
第
２
期
）
で
目
標
達
成
等
に
よ
り
完
了
又
は
他
の
項
目
に
統
合
す
る
取
組
【
表
２
】

N
o.

第
２
期
行
動
計
画

取
組
項
目
N
o
.

取
組
状
況

平
成
28
年
度
以
降
の
対
応

担
当
課

（
平
成
27
年
度
時
点
）

1
2
-2
-①

医
療
機
関
の
防
災
計
画
策
定
・
防
災
訓
練
支
援
ほ
ぼ
す
べ
て
の
病
院
に
お
い
て
、
防
災
計
画
策
定
が
完
了
し

た
。
ま
た
、
防
災
訓
練
の
実
施
率
も
ほ
ぼ
1
00
％
と
な
っ
た
。

診
療
情
報
の
保
全
に
つ
い
て
も
、
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・
開
発

を
完
了
し
た
。

防
災
計
画
の
策
定
が
一
定
完
了
し
た
こ
と
か
ら
、
今
後
は

事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の
策
定
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

資
機
材
整
備
及
び
診
療
情
報
保
全
シ
ス
テ
ム
の
運
用
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
支
援
し
て
い
く
。

今
後
は
、
２
-４
-
①
（
病
院
な
ど
医
療
救
護
施
設
に
お
け

る
防
災
対
策
）
に
お
い
て
対
応

医
療
政
策
課

2
2
-3
-②

社
会
福
祉
施
設
事
業
者
が
行
う
避
難
階
段
、
避

難
器
具
等
の
整
備
支
援

２
-
５
-
①
（
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
く
対
策
の
実
行
支

援
）
と
対
策
が
類
似
し
て
い
る
た
め
、
第
３
期
行
動
計
画
で

は
整
理
統
合

２
-
５
-①
（
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
く
対
策
の
実
行
支

援
）
へ
統
合

高
齢
者
福
祉
課

障
害
保
健
福
祉
課

児
童
家
庭
課

福
祉
指
導
課

3
2
-4
-②

Ｇ
Ｐ
Ｓ
波
浪
計
の
設
置

平
成
26
年
度
末
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
波
浪
計
の
設
置
完
了

完
了

港
湾
・
海
岸
課

4
2
-6
-①

県
有
建
築
物
の
耐
震
化
の
推
進
（
県
立
学
校
を

含
む
）

計
画
対
象
棟
数
の
94
％
完
了
。
未
完
了
の
建
築
物
に
つ
い

て
は
、
各
所
管
課
に
お
い
て
個
別
に
目
標
を
設
定

２
-
９
（
県
・
市
町
村
有
建
築
物
の
耐
震
化
の
促
進
）
に

お
い
て
、
対
象
建
築
物
ご
と
に
目
標
を
設
定
し
、
対
策
を

進
め
る

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
課

5
2
-7
-②

公
立
小
中
学
校
の
耐
震
化
支
援

平
成
27
年
度
に
対
策
完
了

完
了

学
校
安
全
対
策
課

6
2
-1
3-
①

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
等
の
固
定
、
ガ
ラ
ス
の
飛
散
防

止

平
成
27
年
度
に
対
策
完
了

完
了

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
課

7
2
-1
5-
④

急
傾
斜
地
対
策

平
成
27
年
度
に
目
標
を
達
成

完
了

防
災
砂
防
課

8
2
-1
5-
⑥

津
波
避
難
シ
ェ
ル
タ
ー
の
整
備

平
成
27
年
度
に
整
備
完
了

完
了

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
課

9
 2
-1
8-
④
保
安
施
設
堤
防
の
耐
震
化

耐
震
対
策
を
施
す
必
要
が
な
い
こ
と
が
調
査
に
よ
り
判
明

完
了

治
山
林
道
課

1
0

2
-1
9-
⑦

宿
毛
市
に
お
け
る
長
期
浸
水
対
策
の
検
討

平
成
2
7
年
3
月
に
検
討
結
果
を
取
り
ま
と
め
済
み
。
具
体

策
は
今
後
、
行
動
計
画
の
他
の
項
目
で
進
捗
管
理
を
実
施

完
了

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
課

1
1

2
-2
7-
①

た
め
池
の
耐
震
性
の
検
証

平
成
27
年
度
に
目
標
を
達
成

検
証
の
結
果
、
耐
震
対
策
が
必
要
な
た
め
池
に
つ
い
て

は
、
耐
震
化
整
備
計
画
を
作
成
し
て
お
り
、
今
後
は
２
-

2
9-
①
（
た
め
池
の
耐
震
化
）
に
お
い
て
対
応

農
業
基
盤
課

1
2

2
-2
9-
②

産
学
官
連
携
に
よ
る
津
波
被
害
を
軽
減
す
る
技

術
開
発

研
究
成
果
を
生
か
し
た
工
法
に
よ
る
津
波
被
害
を
軽
減
す

る
工
事
が
県
内
外
の
海
岸
な
ど
で
採
用

研
究
が
終
了
し
た
た
め
、
第
３
期
行
動
計
画
に
は
移
行
し

な
い

新
産
業
推
進
課

1
3

3
-2
-②

職
員
待
機
宿
舎
の
整
備

平
成
27
年
度
に
整
備
完
了

完
了

危
機
管
理
・
防
災
課

1
4

3
-5
-③

ヘ
リ
サ
イ
ン
の
設
置
支
援

県
有
施
設
17
箇
所
に
設
置
。
４
市
町
村
22
箇
所
に
設
置
完

了

完
了

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
課

1
5

3
-1
2-
⑥

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発
電
設
備
等
の

導
入
支
援

平
成
27
年
度
に
国
か
ら
補
助
を
受
け
行
っ
て
き
た
基
金
事

業
が
終
了
（
平
成
25
年
度
～
平
成
2
7
年
度
）

国
の
基
金
事
業
が
終
了
し
た
た
め
、
第
３
期
行
動
計
画

に
は
移
行
し
な
い

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
課

1
6

3
-1
2-
⑧

県
立
学
校
へ
の
発
電
機
の
整
備

平
成
27
年
度
に
整
備
完
了

完
了

学
校
安
全
対
策
課
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N
o.

第
２
期
行
動
計
画

取
組
項
目
N
o
.

取
組
状
況

平
成
28
年
度
以
降
の
対
応

担
当
課

（
平
成
27
年
度
時
点
）

1
7

3
-1
3-
①

県
・
市
町
村
備
蓄
計
画

各
市
町
村
に
計
画
策
定
の
働
き
か
け
を
実
施

３
-
26
(避
難
者
等
の
た
め
の
物
資
配
送
体
制
の
検
討
）
に

統
合

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
課

地
域
福
祉
政
策
課

1
8

3
-1
3-
④

県
に
よ
る
民
間
事
業
者
と
の
協
定

平
成
2
7
年
度
現
在
締
結
し
得
る
民
間
事
業
者
と
の
締
結
は

完
了

今
後
は
、
物
資
配
送
計
画
の
中
で
締
結
先
と
の
連
絡
体
制
の

維
持
を
図
る
。
ま
た
、
新
規
事
業
者
が
あ
る
場
合
は
、
適
宜

協
定
を
締
結

３
-
18
(県
物
資
配
送
体
制
の
検
討
）
に
統
合

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
課

地
域
福
祉
政
策
課

経
営
支
援
課

農
業
政
策
課

1
9

3
-1
3-
⑤

市
町
村
に
よ
る
民
間
事
業
者
と
の
協
定
の
促
進
平
成
2
7
年
度
現
在
締
結
し
得
る
民
間
事
業
者
と
の
締
結
は

完
了

今
後
は
、
物
資
配
送
計
画
の
中
で
締
結
先
と
の
連
絡
体
制
の

維
持
を
図
る
。
ま
た
、
新
規
事
業
者
が
あ
る
場
合
は
、
適
宜

協
定
を
締
結

３
-
19
(市
町
村
物
資
配
送
体
制
の
検
討
）
に
統
合

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
課

地
域
福
祉
政
策
課

2
0

3
-1
4-
①

被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入
支
援

市
町
村
向
け
の
シ
ス
テ
ム
概
要
説
明
会
を
実
施

高
知
市
で
シ
ス
テ
ム
導
入
済

平
成
27
年
度
現
在
、
導
入
を
希
望
す
る
市
町
村
な
い
た

め
、
今
後
、
希
望
す
る
市
町
村
が
あ
れ
ば
、
個
別
に
対
応

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
課

2
1

3
-1
7-
②

措
置
入
院
者
の
搬
送
手
順
の
作
成

平
成
27
年
度
に
作
成
完
了

完
了

障
害
保
健
福
祉
課

2
2

3
-2
4-
③

緊
急
輸
送
道
路
等
の
道
路
付
属
施
設
・
橋
梁
の

点
検

道
路
法
改
正
に
よ
り
平
成
26
年
7
月
か
ら
５
年
に
１
回
の

頻
度
で
義
務
化
さ
れ
、
施
設
点
検
を
未
来
永
劫
行
う
こ
と
と

な
っ
て
お
り
、
計
画
目
標
が
曖
昧
と
と
も
に
点
検
の
趣
旨

は
、
南
海
ト
ラ
フ
対
策
に
対
す
る
も
の
で
は
な
く
、
経
年
変

化
に
よ
る
老
朽
化
対
策
で
あ
る
。
な
お
、
点
検
義
務
化
前
に

道
路
施
設
の
点
検
は
１
巡
目
を
完
了
し
健
全
性
を
把
握
済

み

道
路
法
を
尊
守
し
、
継
続
的
に
施
設
の
定
期
点
検
を
実
施

し
て
い
く

道
路
課

2
3

3
-2
5-
④

内
航
貨
物
船
等
で
の
緊
急
輸
送
体
制
整
備

平
成
2
6
年
1
月
3
1
日
に
フ
ェ
リ
ー
運
航
会
社
と
災
害
時

の
輸
送
に
関
す
る
協
定
を
締
結

緊
急
輸
送
活
動
の
た
め
の
体
制
整
備
や
定
期
的
な
訓
練

は
、
３
-１
-
⑥
（
港
湾
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
実
効
性
の
検
証
）
で
対

応

港
湾
・
海
岸
課

交
通
運
輸
政
策
課

2
4

4
-3
-①

需
給
・
価
格
動
向
の
監
視
指
導
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

作
成

平
成
25
年
度
に
作
成
完
了
。
平
成
26
年
度
に
見
直
し
を
実

施

完
了

県
民
生
活
・
男
女
共
同
参
画

課

2
5

4
-4
-②

市
町
村
間
の
人
的
サ
ポ
ー
ト

各
市
町
村
の
通
常
業
務
に
お
い
て
必
要
と
想
定
さ
れ
る
職

員
数
を
把
握
し
、
関
係
部
署
と
情
報
共
有

３
-
７
-②
（
職
員
派
遣
手
順
書
作
成
）
に
統
合

市
町
村
振
興
課

2
6

4
-5
-⑧

建
築
業
者
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
講
習
会
を
実
施
（
19
事
業
者
受
講
）

建
設
事
業
者
へ
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
促
進
と
一
体
的
に
実
施

す
る
こ
と
が
効
率
的
で
あ
る
た
め
、
４
-1
0-
①
（
建
設
事

業
者
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
）
に
統
合

住
宅
課
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（
３
）
平
成
2
8
年
度
～
平
成
3
0
年
度
（
第
３
期
）
で
目
標
達
成
等
に
よ
り
完
了
又
は
他
の
項
目
に
統
合
す
る
取
組
【
表
３
】

N
o.

第
３
期
行
動
計
画

取
組
項
目
No
.

取
組
状
況

令
和
元
年
度
以
降
の
対
応

部
局

（
平
成
30
年
度
時
点
）

担
当
課

（
平
成
3
0
年
度
時
点
）

1
2
-9
-⑥

内
水
面
漁
業
セ
ン
タ
ー
の
耐
震
化
平
成
30
年
度
予
算
に
て
耐
震
化
を
完
了

完
了

水
産
振
興
部

漁
業
振
興
課

2
2
-1
3-
④

水
供
給
シ
ス
テ
ム
の
事
前
対
策
過
去
の
水
質
事
故
、
塩
水
化
情
報
の
収
集
、
南
海
ト
ラ

フ
地
震
津
波
に
よ
る
上
水
道
リ
ス
ク
評
価
を
完
了

上
水
道
所
管
部
署
（
健
康
政
策
部
）
に
お
い
て
、
水
供

給
に
向
け
た
計
画
策
定
を
実
施
予
定
で
あ
り
、
こ
れ
ま

で
の
成
果
か
ら
関
連
情
報
を
提
供

土
木
部

河
川
課

3
2
-1
4-
⑤

県
立
学
校
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
改

修

設
計
委
託
：
全
36
校
が
完
了

工
事
：
32
校
が
完
成
、
4
校
が
平
成
31
年
度
に
繰
越

平
成
30
年
度
未
完
了
で
繰
越
し
た
工
事
は
、
令
和
元
年

度
中
に
完
了

教
育
委
員
会

学
校
安
全
対
策
課

4
2－
1
4－
⑧
県
立
社
会
体
育
施
設
の
耐
震
化
平
成
30
年
度
に
対
策
完
了

完
了

文
化
生
活
ス
ポ
ー

ツ
部

ス
ポ
ー
ツ
課

5
2
-1
5-
②

既
存
住
宅
の
部
分
的
耐
震
対
策

の
検
討

す
で
に
段
階
的
耐
震
改
修
事
業
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、

結
果
と
し
て
既
存
住
宅
の
部
分
的
な
耐
震
対
策
も
実
施

で
き
て
い
る
た
め
、
部
分
的
な
耐
震
対
策
に
特
化
し
て
、

具
体
的
な
取
組
を
行
う
段
階
で
は
な
い

最
新
の
知
見
に
つ
い
て
情
報
収
集
に
努
め
、
必
要
が
あ

れ
ば
、
部
分
的
な
耐
震
対
策
の
実
施
に
つ
い
て
も
検
討

を
行
う
が
、
第
４
期
行
動
計
画
に
は
移
行
し
な
い

危
機
管
理
部

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
課

6
2
-1
7-
②

農
村
地
域
に
お
け
る
避
難
タ
ワ

ー
等
の
整
備

平
成
30
年
度
に
整
備
完
了

完
了

農
業
振
興
部

農
業
基
盤
課

7
2
-1
7-
⑥

海
岸
、
公
園
へ
の
津
波
避
難
場

所
整
備

平
成
29
年
度
に
整
備
完
了

完
了
（
第
３
期
完
了
時
点
に
お
い
て
、
市
町
村
及
び
指

定
管
理
者
か
ら
の
ニ
ー
ズ
に
は
対
応
済
）

土
木
部

公
園
下
水
道
課

港
湾
・
海
岸
課

8
2
-1
7-
⑦

海
岸
、
公
園
へ
の
避
難
誘
導
看

板
の
整
備

平
成
29
年
度
に
整
備
完
了

完
了
（
第
３
期
完
了
時
点
に
お
い
て
、
市
町
村
及
び
指

定
管
理
者
か
ら
の
ニ
ー
ズ
に
は
対
応
済
）

土
木
部

公
園
下
水
道
課

港
湾
・
海
岸
課

9
2
-1
7-
⑧

道
路
法
面
避
難
階
段
の
整
備

平
成
29
年
度
に
整
備
完
了

完
了

土
木
部

道
路
課

1
0

2
-1
8-
①

避
難
路
、
避
難
場
所
の
現
地
点

検
の
支
援

全
計
画
の
現
地
点
検
完
了

点
検
の
結
果
明
ら
か
と
な
っ
た
課
題
に
対
応

危
機
管
理
部

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
課

1
1

2
-2
1-
①

河
川
堤
防
・
水
門
等
の
地
震
津

波
対
策
調
査
、
設
計

浦
戸
湾
内
の
河
川
堤
防
に
つ
い
て
、
H
30
末
ま
で
に
調

査
完
了

（
浦
戸
湾
内
38
.7
km
/3
8.
7k
m
浦
戸
湾
外

1.
89
km
/3
28
.1
km
）

2
-1
8-
①
（
河
川
堤
防
の
耐
震
化
）
、
2
-1
8-
②
（
河
川

排
水
機
場
の
耐
震
化
・
耐
水
化
）
に
統
合
し
、
県
都
高

知
市
の
被
害
最
小
化
に
向
け
、
浦
戸
湾
内
の
対
策
を
優

先
的
に
取
り
組
み
、
浦
戸
湾
外
に
つ
い
て
は
、
優
先
度

の
高
い
エ
リ
ア
か
ら
順
に
調
査
・
設
計
を
進
め
る

土
木
部

河
川
課

1
2

2
-2
1-
④

高
知
港
排
水
機
場
の
耐
水
化

・
浦
戸
湾
内
の
排
水
機
場
の
耐
震
化
完
了
後
、
耐
水
化

を
実
施
予
定

・
耐
水
化
に
つ
い
て
は
、
交
付
金
事
業
の
対
象
と
な
ら

な
い
た
め
、
耐
震
化
を
優
先
し
て
実
施

2
-1
8-
②
（
河
川
排
水
機
場
の
耐
震
化
・
耐
水
化
）
に

統
合
し
、
下
の
と
お
り
取
り
組
む

・
引
き
続
き
、
1
機
場
の
耐
震
化
、
4
機
場
の
耐
水
化

に
取
り
組
む

・
耐
水
化
の
交
付
金
事
業
で
の
採
択
に
向
け
、
国
と
調

整

土
木
部

河
川
課

1
3

2
-2
1-
⑤

農
業
用
排
水
機
場
の
耐
震
化

平
成
28
年
度
に
目
標
達
成

完
了

農
業
振
興
部

農
業
基
盤
課

1
4

2
-2
3-
①

船
舶
の
流
出
防
止
対
策
の
促

進
、
港
湾
に
お
け
る
放
置
船
対

策

平
成
30
年
度
に
対
策
完
了

完
了

土
木
部

港
湾
・
海
岸
課
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N
o.

第
３
期
行
動
計
画

取
組
項
目
No
.

取
組
状
況

令
和
元
年
度
以
降
の
対
応

部
局

（
平
成
30
年
度
時
点
）

担
当
課

（
平
成
3
0
年
度
時
点
）

1
5

2
-2
4-
①

地
域
で
の
高
台
移
転
の
勉
強
会
毎
年
５
回
開
催

４
-
１
-
②
（
都
市
の
復
興
の
た
め
の
事
前
準
備
）
へ
統

合
し
、
取
組
を
実
施

土
木
部

都
市
計
画
課

1
6

2
-2
6-
④

港
湾
内
燃
料
タ
ン
ク
対
策

平
成
30
年
度
に
対
策
完
了

完
了

土
木
部

港
湾
・
海
岸
課

1
7

2
-2
7-
④

大
規
模
盛
土
造
成
宅
地
マ
ッ
プ

の
作
成

平
成
30
年
度
に
作
成
完
了

完
了

土
木
部

都
市
計
画
課

1
8

2
-2
8-
②

国
・
事
業
者
管
理
ダ
ム
の
耐
震

照
査
、
情
報
収
集

国
お
よ
び
県
内
事
業
者
が
管
理
す
る
ダ
ム
の
耐
震
照
査

結
果
に
つ
い
て
、
結
果
が
概
ね
出
揃
い
、
ま
た
こ
れ
ら

に
問
題
が
無
い
こ
と
か
ら
、
情
報
収
集
に
つ
い
て
完
了

す
る

完
了

土
木
部

河
川
課

1
9

3
-1
-②

ダ
ム
湖
内
の
船
舶
輸
送

啓
開
に
長
期
間
を
要
す
る
地
域
に
お
い
て
、
傷
病
者
や

応
急
救
援
物
資
を
輸
送
す
る
た
め
に
有
効
な
手
段
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た

実
動
訓
練
の
実
施
な
ど
の
実
効
性
を
高
め
る
取
組
が
地

元
に
お
い
て
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
第
４

期
行
動
計
画
に
は
移
行
し
な
い

土
木
部

道
路
課

2
0

3
-1
-③

重
機
リ
ー
ス
会
社
な
ど
へ
の
協

力
依
頼

重
機
リ
－
ス
会
社
な
ど
重
機
を
有
し
て
い
る
機
関
と
の

協
定
締
結
に
向
け
た
調
査
等
を
実
施

３
-
１
-①
（
道
路
啓
開
計
画
の
実
効
性
の
確
保
）
へ
統

合
し
、
取
組
を
実
施

土
木
部

道
路
課

2
1

3
-1
-⑤

仮
設
道
路
計
画
作
成

新
た
に
仮
設
道
路
計
画
の
作
成
が
必
要
な
箇
所
の
仮
設

道
路
計
画
の
作
成
完
了

３
-
１
-①
（
道
路
啓
開
計
画
の
実
効
性
の
確
保
）
へ
統

合
し
、
取
組
を
実
施

土
木
部

道
路
課

2
2

3
-1
-⑦

高
知
龍
馬
空
港
の
復
旧
対
策
の

情
報
共
有

・
合
同
避
難
訓
練
へ
の
参
加

・
地
震
・
津
波
に
対
す
る
避
難
計
画
・
早
期
復
旧
計
画

協
議
会
へ
の
参
加

・
高
知
龍
馬
空
港
に
お
け
る
地
震
・
津
波
に
対
す
る

避
難
計
画
・
早
期
復
旧
計
画
改
正
の
完
了
（
H
30
）

国
や
高
知
空
港
ビ
ル
株
式
会
社
が
主
体
の
訓
練
や
協
議

会
へ
参
加
は
継
続
す
る
が
、
第
４
期
行
動
計
画
に
は
移

行
し
な
い

中
山
間
振
興
・
交

通
部

交
通
運
輸
政
策
課

2
3

3
-2
-④

鉄
道
橋
梁
等
の
耐
震
化

【
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
】

・
緊
急
輸
送
道
路
等
に
交
差
・
平
行
す
る
橋
梁

（
全
８
橋
梁
）
の
耐
震
化
完
了
（
H
25
）

・
緊
急
輸
送
道
路
等
に
交
差
・
平
行
す
る
高
架
橋

（
全
13
5
本
）
の
耐
震
化
完
了
（
H
28
）

・
隣
接
す
る
民
家
等
に
影
響
す
る
橋
梁
（
１
橋
梁
）

の
耐
震
化
完
了
（
H
28
）

・
隣
接
す
る
民
家
等
に
影
響
す
る
高
架
橋
の
耐
震
化
実

施
（
全
32
1
本
中
70
本
）

【
阿
佐
海
岸
鉄
道
】

・
緊
急
輸
送
道
路
等
に
交
差
・
平
行
す
る
橋
梁

（
全
２
橋
梁
）
の
耐
震
化
完
了
（
H
27
）

【
Ｊ
Ｒ
四
国
】

・
緊
急
輸
送
道
路
等
に
交
差
・
平
行
す
る
橋
梁

（
全
８
橋
梁
）
の
耐
震
化
完
了
（
H
29
）

【
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
】

隣
接
す
る
民
家
等
に
影
響
す
る
高
架
橋
の
耐
震
化
に
つ

い
て
、
H
38
年
度
（
2
02
6
年
度
）
ま
で
の
完
成
を
目
指

す 2
-1
0-
⑤
（
鉄
道
高
架
橋
の
耐
震
化
促
進
）

中
山
間
振
興
・
交

通
部

交
通
運
輸
政
策
課
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N
o.

第
３
期
行
動
計
画

取
組
項
目
No
.

取
組
状
況

令
和
元
年
度
以
降
の
対
応

部
局

（
平
成
30
年
度
時
点
）

担
当
課

（
平
成
3
0
年
度
時
点
）

2
4

3
-4
-⑤

県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
緊
急
時

の
情
報
発
信
の
仕
組
み
の
整
備

等

「
災
害
情
報
発
信
ペ
ー
ジ
」
の
作
成
等
に
よ
り
、
緊
急

時
の
情
報
発
信
の
仕
組
み
を
整
備

完
了

総
務
部

広
報
広
聴
課

2
5

3
-4
-⑦

観
光
地
に
お
け
る
観
光
客
（
一

次
避
難
者
）
に
対
す
る
交
通
情

報
等
の
提
供

広
域
観
光
協
議
会
局
長
等
会
議
に
お
い
て
課
題
及
び
取

り
組
み
事
例
を
共
有

交
通
イ
ン
フ
ラ
の
被
災
・
復
旧
情
報
等
を
速
や
か
に
観

光
客
に
伝
達
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
広
域
観

光
組
織
等
の
関
係
者
に
周
知
し
、
観
光
客
へ
の
告
知
を

要
請
す
る
。

今
後
は
、
３
-
20
-
⑧
（
来
高
者
が
早
期
に
帰
宅
で
き
る

体
制
の
検
討
）
に
統
合
し
、
取
組
を
実
施

観
光
振
興
部

地
域
観
光
課

2
6

3
-6
-⑤

須
崎
市
長
期
浸
水
対
策
の
検
討
長
期
浸
水
が
解
消
す
る
ま
で
の
シ
ナ
リ
オ
や
対
応
策
の

検
討
を
実
施

今
後
は
、
須
崎
市
が
中
心
と
な
り
、
各
機
関
が
集
ま
る

会
議
を
定
期
的
に
開
催
し
、
情
報
共
有
や
対
応
策
の
検

討
、
進
捗
管
理
を
進
め
て
い
く

危
機
管
理
部

危
機
管
理
・
防
災
課

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
課

2
7

3
-6
-⑥

県
庁
舎
の
機
能
維
持
対
策

発
災
後
の
早
期
電
力
復
旧
の
た
め
、
架
空
線
に
よ
る
本

庁
舎
接
続
配
電
設
備
を
設
置
し
、
こ
の
利
用
に
か
か
る

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

完
了

総
務
部

管
財
課

2
8

3
-6
-⑭

県
へ
の
派
遣
要
請
の
即
時
対
応

化

派
遣
要
請
手
順
書
が
完
成
し
、
７
月
豪
雨
時
に
庁
内
ニ

ー
ズ
を
確
認
す
る
手
段
と
し
て
試
行

今
後
、
他
県
の
対
応
事
例
を
研
究
し
、
必
要
に
応
じ
て

見
直
し
す
る
こ
と
と
し
、
第
４
期
行
動
計
画
に
は
移
行

し
な
い

総
務
部

人
事
課

2
9

3
-7
-②

職
員
派
遣
手
順
書
作
成

総
務
省
の
「
被
災
市
町
村
応
援
職
員
確
保
シ
ス
テ
ム
」

の
制
度
内
容
を
踏
ま
え
た
職
員
派
遣
手
順
書
の
修
正
完

了

完
成
し
た
手
順
書
を
市
町
村
に
周
知
し
、
以
後
も
周
知

を
図
る
こ
と
と
し
、
第
４
期
行
動
計
画
に
は
移
行
し
な

い

総
務
部

市
町
村
振
興
課

3
0

3
-1
0-
①

消
防
防
災
ヘ
リ
航
空
隊
基
地
の

移
転
整
備

平
成
30
年
度
に
整
備
完
了

完
了

危
機
管
理
部

消
防
政
策
課

3
1

3
-1
0-
②

警
察
ヘ
リ
基
地
の
整
備

平
成
30
年
度
に
整
備
完
了

完
了

警
察
本
部

警
察
本
部
地
域
課

3
2

3
-1
4-
③

継
続
的
な
救
助
活
動
の
た
め
の

燃
料
確
保

西
部
へ
の
燃
料
備
蓄
施
設
整
備
に
向
け
た
検
討
を
実
施
応
急
救
助
機
関
の
燃
料
確
保
対
策
と
し
て
、
３
-1
4-
②

（
応
急
対
策
活
動
の
た
め
の
燃
料
備
蓄
）
に
統
合
し
、

取
組
を
実
施

警
察
本
部

警
察
本
部
装
備
施
設
課

警
察
本
部
災
害
対
策
課

3
3

3
-1
6-
⑤

避
難
所
等
に
お
け
る
情
報
通
信

手
段
の
確
保
、
多
様
化

計
画
し
て
い
た
避
難
所
38
4
箇
所
へ
の
高
性
能
ラ
ジ
オ

の
整
備
完
了

新
た
に
指
定
さ
れ
た
避
難
所
及
び
通
信
手
段
の
多
様
化

へ
の
対
応
を
継
続
す
る
が
、
第
４
期
行
動
計
画
に
は
移

行
し
な
い

総
務
部

情
報
政
策
課
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N
o.

第
３
期
行
動
計
画

取
組
項
目
No
.

取
組
状
況

令
和
元
年
度
以
降
の
対
応

部
局

（
平
成
30
年
度
時
点
）

担
当
課

（
平
成
3
0
年
度
時
点
）

3
4

3
-1
8-
①

物
資
受
入
、
配
送
体
制
の
整
備
・
高
知
県
物
資
配
送
計
画
策
定
完
了
（
H
30
.2
）

・
本
部
と
拠
点
の
役
割
分
担
、
拠
点
で
の
具
体
的
な
作

業
手
順
に
つ
い
て
整
理

・
道
路
啓
開
計
画
を
踏
ま
え
た
各
市
町
村
物
資
拠
点
へ

の
配
送
ル
ー
ト
図
を
作
成

・
応
急
期
機
能
配
置
計
画
に
位
置
付
け
さ
れ
た
市
町
村

物
資
拠
点
を
道
路
啓
開
計
画
の
防
災
拠
点
に
追
加
し
、

配
送
ル
ー
ト
を
確
保

・
ト
ラ
ッ
ク
及
び
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
の
物
資
配
送
に
係

る
手
順
に
つ
い
て
整
理

・
総
合
防
災
拠
点
に
お
い
て
、
計
画
を
踏
ま
え
た
実
働

訓
練
を
実
施

３
-
３
（
物
資
配
送
体
制
の
構
築
）
に
統
合
し
、
訓
練
を

通
じ
た
習
熟
と
見
直
し
に
よ
る
実
効
性
の
向
上
を
図
る

危
機
管
理
部

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
課

3
5

3
-1
8-
②

物
資
搬
送
ル
ー
ト
の
確
保
、
検

討

危
機
管
理
部

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
課

3
6

3
-1
8-
③

物
資
搬
送
手
段
の
確
保
、
検
討

危
機
管
理
部

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
課

3
7

3
-1
8-
④

県
物
資
配
送
計
画
の
策
定

危
機
管
理
部

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
課

3
8

3
-1
9-
①

市
町
村
物
資
受
入
、
配
送
体
制

の
整
備

・
４
市
が
計
画
策
定
に
着
手
（
高
知
市
、
須
崎
市
、
四

万
十
市
、
香
美
市
）

・
県
が
佐
川
町
を
モ
デ
ル
に
市
町
村
の
物
資
配
送
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
作
成

・
応
急
期
機
能
配
置
計
画
に
位
置
付
け
さ
れ
た
市
町
村

物
資
拠
点
及
び
避
難
所
を
道
路
啓
開
計
画
の
防
災
拠
点

に
追
加
し
、
配
送
ル
ー
ト
を
確
保

３
-
３
（
物
資
配
送
体
制
の
構
築
）
に
統
合
し
、
訓
練
を

通
じ
た
習
熟
と
見
直
し
に
よ
る
実
効
性
の
向
上
を
図
る

危
機
管
理
部

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
課

3
9

3
-1
9-
②

市
町
村
物
資
搬
送
ル
ー
ト
の
確

保
、
検
討

危
機
管
理
部

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
課

4
0

3
-1
9-
③

市
町
村
物
資
搬
送
手
段
の
確

保
、
検
討

危
機
管
理
部

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
課

4
1

3
-2
0-
②

金
融
機
関
の
決
済
機
能
や
現
金

供
給
機
能
の
維
持

日
本
銀
行
職
員
が
県
の
図
上
訓
練
に
参
加
し
、
体
制
の

整
備
に
努
め
た

引
き
続
き
訓
練
参
加
は
継
続
す
る
が
、
第
４
期
行
動
計

画
に
は
移
行
し
な
い

危
機
管
理
部

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
課

4
2

3
-2
0-
③

行
方
不
明
者
等
に
係
る
各
種
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
策
定

「
行
方
不
明
者
相
談
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
、
「
銃
砲
刀
剣

類
及
び
危
険
物
の
取
扱
い
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
、

「
避
難
所
に
お
け
る
基
本
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
策
定

完
了

警
察
本
部

警
察
本
部
生
活
安
全
企
画

課
、
少
年
女
性
安
全
対
策
課
、

生
活
環
境
課

4
3

4
-6
-①

災
害
公
営
住
宅
建
設
計
画
の
策

定

災
害
公
営
住
宅
建
設
計
画
の
策
定
、
及
び
市
町
村
へ
の

説
明
会
の
実
施

市
町
村
災
害
公
営
住
宅
（
木
造
）
建
設
計
画
策
定
に
対

す
る
助
言
・
支
援
等
を
実
施
す
る
が
、
第
４
期
行
動
計

画
に
は
移
行
し
な
い

土
木
部

住
宅
課

4
4

4
-1
1-
②

除
塩
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し

平
成
25
年
度
に
作
成
完
了

平
成
30
年
度
に
見
直
し
（
改
定
）
を
実
施

情
報
収
集
を
継
続
し
て
新
た
な
知
見
を
得
た
場
合
は
、

必
要
に
応
じ
て
見
直
す
こ
と
と
し
、
第
４
期
行
動
計
画

に
は
移
行
し
な
い

農
業
振
興
部

環
境
農
業
推
進
課

4
5

4
-1
7-
①

暴
力
団
排
除
連
絡
協
議
会
の
設

立

平
成
30
年
度
ま
で
に
４
つ
の
協
議
会
設
立

完
了

警
察
本
部

警
察
本
部
組
織
犯
罪
対
策
課
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（
４
）
平
成
3
1
年
度
～
令
和
３
年
度
（
第
４
期
）
で
目
標
達
成
等
に
よ
り
完
了
又
は
他
の
項
目
に
統
合
す
る
取
組
【
表
４
】

N
o.

第
４
期
行
動
計
画

取
組
項
目
No
.

取
組
状
況

令
和
４
年
度
以
降
の
対
応

部
局

（
令
和
３
年
度
時
点
）

担
当
課

（
令
和
３
年
度
時
点
）

1
2
-1
-①

地
震
・
津
波
観
測
監
視
シ
ス
テ

ム
構
築

・
「
足
摺
岬
沖
へ
の
海
底
地
震
津
波
観
測
網
の
早
期
完

成
に
向
け
た
国
へ
の
政
策
提
言
」
は
、
国
に
お
い
て
事

業
化
さ
れ
、
令
和
５
年
度
の
完
成
予
定
と
な
っ
た
た
め

完
了

・「
地
震
・
津
波
観
測
監
視
シ
ス
テ
ム
の
高
度
化
及
び
広

域
化
に
向
け
た
国
へ
の
政
策
提
言
」
は
、
国
に
お
い
て

事
業
化
さ
れ
た
た
め
完
了

・
「
震
度
計
及
び
サ
ー
バ
の
定
期
的
な
維
持
管
理
」
は
、

日
常
点
検
及
び
保
守
点
検
に
よ
り
、
震
度
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
安
定
稼
働
が
図
ら
れ
た
た
め
、
今
後
は
通
常

の
維
持
管
理
で
対
応

「
高
知
県
総
合
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
の
更
新
及
び
操
作

研
修
や
訓
練
の
実
施
」
は
、
3-
6（
情
報
の
収
集
・
伝
達

体
制
の
整
備
）
に
統
合
し
て
取
組
を
実
施
し
、
そ
の
他

の
取
組
は
完
了

危
機
管
理
部

危
機
管
理
・
防
災
課

2
2
-1
-②

学
校
へ
の
緊
急
地
震
速
報
受
信

機
の
設
置
促
進

令
和
２
年
度
に
設
置
完
了

完
了

文
化
生
活
ス
ポ
ー

ツ
部

私
学
・
大
学
支
援
課

3
2
-5
-③

社
会
福
祉
施
設
に
お
け
る
感
染

症
対
策

令
和
３
年
度
ま
で
に
必
要
な
施
設
整
備
等
、
衛
生
用
品

の
備
蓄
等
が
完
了

引
き
続
き
必
要
に
応
じ
て
支
援
を
継
続
す
る
が
、
第
５

期
行
動
計
画
で
は
2-
4-
②
（
社
会
福
祉
施
設
の
防
災
対

策
）
に
統
合
す
る

子
ど
も
・
福
祉
政

策
部

高
齢
者
福
祉
課

障
害
福
祉
課

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
課

4
2
-7
-③

県
庁
施
設
等
の
耐
震
化

高
知
県
庁
本
庁
舎
厚
生
棟
及
び
県
立
図
書
館
跡
施
設
の

耐
震
化
が
令
和
元
年
度
に
完
了

完
了

総
務
部

管
財
課

法
務
文
書
課

5
2
-1
1-
④

私
立
学
校
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の

改
修

令
和
３
年
度
に
完
了

完
了

文
化
生
活
ス
ポ
ー

ツ
部

私
学
・
大
学
支
援
課

6
2
-1
1-
⑤

中
村
高
等
技
術
学
校
の
ブ
ロ
ッ

ク
塀
対
策

令
和
元
年
度
に
完
了

完
了

商
工
労
働
部

雇
用
労
働
政
策
課

7
2
-1
1-
⑥

県
有
施
設
（
所
長
公
舎
等
）
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
対
策

令
和
元
年
度
に
完
了

完
了

健
康
政
策
部

健
康
長
寿
政
策
課

8
2
-1
2-
⑥

県
立
学
校
体
育
館
の
非
構
造
部

材
の
耐
震
化

令
和
３
年
度
に
完
了

完
了

教
育
委
員
会
事
務

局

学
校
安
全
対
策
課

9
2
-1
2-
⑦

県
立
文
化
施
設
の
安
全
対
策

令
和
２
年
度
に
完
了

完
了

文
化
生
活
ス
ポ
ー

ツ
部

文
化
振
興
課

1
0

2
-1
5-
④

山
地
災
害
危
険
地
の
避
難
路
等

の
安
全
確
保

令
和
３
年
度
ま
で
に
、
地
域
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
箇
所

の
対
策
が
完
了

今
後
、
事
業
要
望
が
出
さ
れ
た
場
合
は
そ
の
都
度
対
応

す
る
が
、
第
５
期
行
動
計
画
に
は
移
行
し
な
い

林
業
振
興
・
環
境

部

治
山
林
道
課

1
1

2
-2
0-
④

港
湾
等
の
津
波
漂
流
物
対
策

津
波
漂
流
物
対
策
（
津
波
バ
リ
ア
ー
、
原
木
固
縛
）
の

実
証
実
験
の
成
果
と
り
ま
と
め
完
了

検
証
結
果
を
踏
ま
え
て
、
須
崎
市
と
協
議
を
行
う

土
木
部

港
湾
・
海
岸
課

1
2

2
-2
0-
⑤

丸
太
の
流
出
防
止
対
策

令
和
３
年
度
に
、
全
国
の
都
道
府
県
（
内
陸
8
県
を
除

く
）
を
調
査
し
た
結
果
、
対
策
を
実
施
し
た
県
は
無
し

完
了

林
業
振
興
・
環
境

部

木
材
産
業
振
興
課
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N
o.

第
４
期
行
動
計
画

取
組
項
目
No
.

取
組
状
況

令
和
４
年
度
以
降
の
対
応

部
局

（
令
和
３
年
度
時
点
）

担
当
課

（
令
和
３
年
度
時
点
）

1
3

2
-2
2-
①

密
集
市
街
地
に
お
け
る
地
震
火

災
対
策

地
震
火
災
対
策
重
点
推
進
地
区
に
お
け
る
取
組
が
概
ね

完
了

2
-2
2-
②
（
密
集
市
街
地
外
に
お
け
る
地
震
火
災
対
策
）

と
統
合
し
、
第
５
期
行
動
計
画
で
は
、
2-
21
-①
（
地
震

火
災
対
策
）
と
し
て
取
組
を
継
続

危
機
管
理
部

消
防
政
策
課

1
4

2
-2
3-
⑥

車
両
火
災
対
策

消
防
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
事
業
や
国
の
動
向
に
つ
い

て
情
報
収
集
し
、
国
は
、
自
動
車
業
界
に
課
題
解
決
を

求
め
る
方
針
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認

完
了

危
機
管
理
部

消
防
政
策
課

1
5

2
-2
5-
①

県
管
理
ダ
ム
の
耐
震
化

・
耐
震
照
査
の
完
了
（
6
/6
ダ
ム
、
1
00
％
）

・
耐
震
補
強
概
略
設
計
の
実
施
（
4
/4
、
10
0％
）

・
永
瀬
ダ
ム
及
び
鏡
ダ
ム
は
別
途
堤
体
改
造
等
を
含
む

ダ
ム
再
生
計
画
を
策
定
中
。
耐
震
補
強
の
実
施
は
こ
の

計
画
と
合
わ
せ
実
施
す
る

ダ
ム
再
生
計
画
に
お
い
て
引
き
続
き
対
応
す
る
が
、
第

５
期
行
動
計
画
に
は
移
行
し
な
い

土
木
部

河
川
課

1
6

2
-2
5-
③

県
公
営
企
業
局
管
理
ダ
ム
等
の

耐
震
化

耐
震
診
断
が
完
了
し
、
水
位
運
用
の
見
直
し
に
よ
り
耐

震
性
能
を
確
保

完
了

公
営
企
業
局

電
気
工
水
課

1
7

2
-2
7-
②

文
化
財
の
津
波
対
策
等

・
第
４
期
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
担
当
者
会
等
で
の
説

明
に
加
え
て
、
津
波
浸
水
区
域
内
に
存
す
る
動
産
文
化

財
６
件
に
つ
い
て
集
中
的
に
文
化
財
の
所
有
者
に
働
き

か
け
を
行
っ
た
。

・
市
町
村
担
当
者
会
の
説
明
の
中
で
、
新
た
に
対
策
の

必
要
性
が
発
見
さ
れ
、
2
-2
7-
①
（
文
化
財
建
築
物
耐
震

化
）
の
事
業
が
行
わ
れ
る
場
合
が
多
い
た
め
、
本
項
目

に
つ
い
て
は
、
2-
27
-
①
に
含
む
こ
と
と
す
る

2
-2
7-
①
（
文
化
財
建
築
物
耐
震
化
）
と
統
合
し
、
第
５

期
行
動
計
画
で
は
、
2
-2
6-
①
（
文
化
財
の
耐
震
化
、
津

波
対
策
等
）
と
し
て
取
組
を
継
続

教
育
委
員
会
事
務

局

文
化
財
課

1
8

2
-2
9-
①

県
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

令
和
元
年
度
に
完
了

完
了

危
機
管
理
部

危
機
管
理
・
防
災
課

1
9

2
-2
9-
②

市
町
村
地
域
防
災
計
画
の
見
直

し

令
和
３
年
度
に
完
了

完
了

危
機
管
理
部

危
機
管
理
・
防
災
課

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
課

2
0

2
-2
9-
③

市
町
村
津
波
避
難
計
画
の
見
直

し

令
和
３
年
度
に
完
了

完
了

危
機
管
理
部

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
課

2
1

3
-1
-②

道
路
通
行
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム

の
検
討

次
期
高
知
県
総
合
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
の
検
討
の
中
で

道
路
情
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
も
検
討
・
実
施

第
５
期
行
動
計
画
で
は
、
3
-6
-
⑤
（
総
合
防
災
情
報
シ

ス
テ
ム
の
充
実
、
更
新
等
）
に
統
合
し
、
取
組
を
継
続

土
木
部

道
路
課

2
2

3
-1
-⑫

感
染
症
流
行
下
に
お
け
る
輸
送

体
制
の
構
築

令
和
３
年
度
ま
で
に
必
要
な
衛
生
用
品
の
確
保
等
が
完

了

引
き
続
き
必
要
に
応
じ
て
支
援
を
継
続
す
る
が
、
第
５

期
行
動
計
画
で
は
4-
2（
交
通
基
盤
の
整
備
）
に
統
合
す

る

中
山
間
振
興
・
交

通
部

交
通
運
輸
政
策
課

2
3

3
-4
-②

応
急
対
策
業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
等

の
整
備

令
和
２
年
度
に
完
了

完
了

全
部
局

2
4

3
-4
-⑨

緊
急
通
行
車
両
の
確
認
手
続
き

の
ル
ー
ル
化

令
和
３
年
度
に
ル
ー
ル
化
及
び
体
制
構
築
を
完
了
し
、

運
用
開
始

完
了

危
機
管
理
部

危
機
管
理
・
防
災
課

2
5

3
-5
-①

警
察
の
災
害
対
応
力
の
強
化

令
和
３
年
度
ま
で
に
、
警
察
署
等
の
新
築
移
転
、
衛
星

携
帯
電
話
の
整
備
、
吉
野
待
機
宿
舎
の
改
修
が
完
了

完
了

警
察
本
部

警
察
本
部
装
備
施
設
課
、
災

害
対
策
課

314



N
o.

第
４
期
行
動
計
画

取
組
項
目
No
.

取
組
状
況

令
和
４
年
度
以
降
の
対
応

部
局

（
令
和
３
年
度
時
点
）

担
当
課

（
令
和
３
年
度
時
点
）

2
6

3
-6
-③

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
整
備

令
和
２
年
度
に
、
県
及
び
全
市
町
村
（
学
校
組
合
）
で

の
シ
ス
テ
ム
導
入
が
完
了
し
、
対
災
害
性
の
非
常
に
高

い
県
外
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
で
の
運
用
が
開
始
し
た
こ
と

に
よ
り
、
情
報
資
産
の
消
失
・
滅
失
へ
の
対
応
が
完
了

完
了

教
育
委
員
会
事
務

局

教
育
政
策
課

2
7

3
-7
-①

市
町
村
業
務
継
続
計
画
策
定

令
和
元
年
度
に
全
市
町
村
で
策
定
が
完
了
し
、
訓
練
に

よ
る
検
証
と
必
要
に
応
じ
た
見
直
し
を
支
援

今
後
も
必
要
に
応
じ
て
運
用
上
の
課
題
等
に
係
る
改
訂

の
支
援
を
行
う
が
、
第
５
期
行
動
計
画
に
は
移
行
し
な

い

危
機
管
理
部

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
課

2
8

3
-8
-②

総
合
防
災
拠
点
の
整
備

令
和
３
年
度
ま
で
に
全
拠
点
の
耐
震
化
等
が
完
了

完
了

土
木
部

公
園
下
水
道
課

2
9

3
-8
-③

総
合
防
災
拠
点
の
資
機
材
整
備
令
和
３
年
度
ま
で
に
必
要
な
追
加
整
備
等
が
完
了

完
了

危
機
管
理
部

危
機
管
理
・
防
災
課

3
0

3-
12

応
急
期
の
機
能
配
置
計
画
の
見

直
し
（
※
）

・
広
域
調
整
計
画
の
更
新
を
実
施

・
応
急
仮
設
住
宅
建
設
用
地
と
災
害
廃
棄
物
仮
置
き
場

の
確
保
は
引
き
続
き
実
施

第
５
期
行
動
計
画
で
は
、
3-
4（
応
急
対
策
活
動
体
制
の

整
備
）
に
統
合
し
、
引
き
続
き
取
組
を
実
施

危
機
管
理
部

林
業
振
興
・
環
境

部 土
木
部

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
課

環
境
対
策
課

住
宅
課

3
1

3
-1
3-
⑥

水
源
の
確
保
対
策

令
和
２
年
度
に
完
了

完
了

農
業
振
興
部

公
営
企
業
局

農
業
基
盤
課

電
気
工
水
課

3
2

3
-1
4-
⑥

工
業
用
水
道
に
お
け
る
電
源
及

び
燃
料
の
確
保
対
策

令
和
元
年
度
に
完
了

完
了

公
営
企
業
局

電
気
工
水
課

3
3

3
-1
5-
④

プ
ル
型
支
援
に
よ
る
重
要
施
設

に
お
け
る
燃
料
の
優
先
供
給
体

制
整
備

・
優
先
供
給
施
設
台
帳
を
更
新
し
、
施
設
情
報
を
充
実

（
完
了
）

・
関
係
機
関
と
協
議
し
て
い
る
も
の
の
、
災
害
対
応
型

給
油
所
を
優
先
供
給
施
設
に
位
置
づ
け
る
こ
と
や
マ
ニ

ュ
ア
ル
作
成
に
至
っ
て
い
な
い

第
５
期
行
動
計
画
で
は
、
3
-4
-
①
（
災
害
対
策
本
部
体

制
の
強
化
）
、
3
-1
4-
③
（
プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
に
対
す
る

重
点
継
続
供
給
体
制
の
整
備
）
に
統
合
し
、
引
き
続
き

取
組
を
実
施

危
機
管
理
部

危
機
管
理
・
防
災
課

3
4

3
-1
5-
⑤

燃
料
輸
送
経
路
の
確
保

・
94
箇
所
整
備
済
み
（
88
％
・
94
/1
06
箇
所
）

・
必
要
整
備
数
を
整
理
し
、
総
合
補
助
金
へ
の
統
合
も

含
め
た
本
補
助
金
の
終
期
設
定
に
つ
い
て
検
討
を
行
う

第
５
期
行
動
計
画
で
は
、
3-
16
-①
（
緊
急
用
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
離
着
陸
場
の
整
備
）
に
統
合
し
、
引
き
続
き
取
組

を
実
施

危
機
管
理
部

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
課

3
5

3
-1
8-
③

広
域
火
葬
体
制
の
整
備

県
と
葬
祭
業
者
等
３
団
体
と
の
協
定
締
結
が
完
了

完
了

健
康
政
策
部

薬
務
衛
生
課

3
6

3
-1
8-
④

死
者
・
行
方
不
明
者
の
公
表
基

準
・
手
順
の
作
成

令
和
３
年
度
に
完
了

完
了

危
機
管
理
部

危
機
管
理
・
防
災
課

3
7

3
-2
0-
⑤

公
立
学
校
の
避
難
所
運
営
訓
練
教
職
員
の
半
数
以
上
が
本
訓
練
を
経
験
済
み
と
な
り
、

一
定
の
認
識
が
得
ら
れ
た

各
学
校
の
要
望
に
応
じ
て
、
HU
G
キ
ッ
ト
の
貸
し
出
し

を
継
続
す
る
が
、
第
５
期
行
動
計
画
に
は
移
行
し
な
い

教
育
委
員
会
事
務

局

学
校
安
全
対
策
課

3
8

3
-2
0-
⑥

県
立
学
校
避
難
所
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
見
直
し

令
和
３
年
度
ま
で
に
、
県
立
学
校
に
お
い
て
災
害
発
生

時
の
避
難
所
対
応
の
在
り
方
を
検
討
し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
反
映

第
５
期
行
動
計
画
で
は
、
2
-2
-
②
（
県
立
学
校
・
市
町

村
立
学
校
の
防
災
対
策
）
に
統
合
し
、
引
き
続
き
取
組

を
実
施

教
育
委
員
会
事
務

局

学
校
安
全
対
策
課

3
9

3
-2
1-
④

中
山
間
地
域
に
お
け
る
浄
水
装

置
の
整
備
支
援

令
和
３
年
度
に
完
了

完
了

中
山
間
振
興
・
交

通
部

中
山
間
地
域
対
策
課
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（
※
）
の
取
組
は
、
項
目
の
移
動
の
み
。

N
o.

第
４
期
行
動
計
画

取
組
項
目
No
.

取
組
状
況

令
和
４
年
度
以
降
の
対
応

部
局

（
令
和
３
年
度
時
点
）

担
当
課

（
令
和
３
年
度
時
点
）

4
0

3
-2
5-
⑤

重
点
継
続
要
医
療
者
搬
送
の
仕

組
み
づ
く
り

・
重
点
継
続
要
医
療
者
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
完
了

・
対
象
者
に
よ
り
搬
送
体
制
構
築
に
か
か
る
対
応
や
取

り
組
み
内
容
が
異
な
る
た
め
、
県
外
搬
送
体
制
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
透
析
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
他
課
と
も

具
体
的
な
検
討
を
行
う

第
５
期
行
動
計
画
で
は
、
3-
18
-⑧
（
透
析
医
療
提
供
体

制
等
の
整
備
）
及
び
3-
24
-④
（
在
宅
酸
素
療
法
者
等
に

係
る
災
害
時
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
）
に
統
合
し
、

引
き
続
き
取
組
を
実
施

健
康
政
策
部

健
康
対
策
課

4
1

4
-9
-⑤

生
活
環
境
課
題
対
応
行
政
職
員

の
育
成

毎
年
１
回
の
研
修
会
に
よ
り
、
新
任
技
術
職
員
の
育
成

を
実
施

完
了
（
今
後
は
、
県
職
員
を
対
象
に
衛
生
環
境
研
究
所

で
開
催
す
る
研
修
を
活
用
）

林
業
振
興
・
環
境

部

環
境
対
策
課

4
2

4
-1
0-
①

県
立
学
校
・
公
立
小
中
学
校
の

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定

・
全
て
の
県
立
学
校
に
お
い
て
、
学
校
再
開
計
画
を
策

定
が
完
了

・
市
町
村
立
学
校
に
お
け
る
学
校
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル

（
学
校
再
開
を
含
む
）
の
整
備
を
進
め
る
た
め
に
、
市

町
村
教
育
委
員
会
が
各
学
校
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
内
容
を

把
握
し
、
必
要
に
応
じ
て
指
導
す
る
体
制
が
必
要

第
５
期
行
動
計
画
で
は
、
2
-2
-
②
（
県
立
学
校
・
市
町

村
立
学
校
の
防
災
対
策
）
に
統
合
し
、
引
き
続
き
取
組

を
実
施

教
育
委
員
会
事
務

局

学
校
安
全
対
策
課
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（
５
）
第
５
期
行
動
計
画
に
新
た
に
位
置
付
け
る
取
組
【
表
５
】

N
o.

第
５
期
行
動
計
画

取
組
項
目
No
.

取
組
の
概
要

目
標
達
成
に
よ
り
得
ら
れ
る
効
果

実
施
主
体
等

担
当
課

1
2
-6
-⑪

農
業
担
い
手
セ
ン
タ
ー
の
安
全

対
策

農
業
担
い
手
セ
ン
タ
ー
の
安
全
対
策
を
進
め
ま
す
。

来
庁
者
、
職
員
の
安
全
の
確
保

早
期
の
災
害
対
策
業
務
の
実
施

県
農
業
担
い
手
支
援
課

2
2
-1
0-
④

慰
霊
碑
等
の
耐
震
化

震
災
発
生
時
に
倒
壊
の
危
険
が
あ
る
慰
霊
碑
等
を
改
修

し
ま
す
。

地
震
に
よ
る
慰
霊
碑
等
の
倒
壊
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
に
よ

る
、
地
域
住
民
の
安
全
確
保

県
地
域
福
祉
政
策
課

3
2
-2
8-
①

市
町
村
の
対
応
方
針
決
定
等
の

支
援

臨
時
情
報
が
発
表
さ
れ
た
際
の
市
町
村
の
対
応
方
針
の

決
定
等
を
支
援
し
ま
す
。

臨
時
情
報
を
防
災
対
応
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
体
制
の

整
備

市
町
村

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
課

4
3
-6
-⑥

警
察
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
再

構
築

地
震
発
生
時
に
県
民
が
必
要
な
情
報
に
迅
速
か
つ
容
易

に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
再
構
築
を
行

う
。

県
民
の
方
へ
の
情
報
提
供
の
円
滑
化

県
県
民
支
援
相
談
課

5
4
-8
-④

震
災
対
応
記
録
誌
の
作
成
の
事

前
準
備

県
の
震
災
対
応
を
記
録
・
検
証
し
、
そ
の
教
訓
や
復
興
の

取
組
を
次
世
代
に
伝
承
す
る
た
め
の
記
録
誌
の
作
成
に

つ
い
て
、
過
去
の
大
規
模
災
害
事
例
を
参
考
に
、
手
順
書

を
作
成
し
ま
す
。

災
害
対
応
の
迅
速
な
検
証
及
び
記
録
の
作
成

県
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
課

6
4
-1
4-
③

漁
業
権
の
漁
場
基
点
の
デ
ー
タ

管
理

漁
業
権
の
漁
場
基
点
の
緯
度
経
度
を
測
量
し
デ
ー
タ
管

理
し
ま
す
。

漁
業
活
動
の
早
期
再
開

県
漁
業
管
理
課
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